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はじめに

『Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945Gアドミニストレーションガイド for
Cisco Unified CommunicationsManager（SCCPおよび SIP）』では、Cisco Unified IP Phone 7975G、
7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gの管理について説明します。

• 概要, xv ページ

• 対象読者, xv ページ

• マニュアルの構成, xvi ページ

• 関連資料, xvii ページ

• マニュアル、サポート、およびセキュリティガイドライン, xviii ページ

• シスコ製品のセキュリティ, xviii ページ

• このマニュアルの表記法, xviii ページ

概要
『Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945Gアドミニストレーションガイド for
Cisco Unified Communications Manager（SCCPおよび SIP）』では、Voice-over-IP（VoIP）ネット
ワーク上の Cisco Unified IP Phoneの理解、設置、設定、管理、およびトラブルシューティングに
必要な情報について説明します。

統合された通信ネットワークは複雑なため、このマニュアルでは、Cisco Unified Communications
Manager（以前の Cisco Unified CallManager）またはその他のネットワークデバイスを実行するた
めの詳細な手順については説明していません。関連するマニュアルのリストについては、関連資

料, （xviiページ）を参照してください。

対象読者
このマニュアルは、ネットワーク技術者、システム管理者、および電気通信技術者を対象として

おり、Cisco Unified IP Phoneをセットアップするために必要な手順について説明しています。こ
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のマニュアルで説明している作業は、ネットワーク設定値の指定に関するものであり、電話機の

ユーザを対象にしたものではありません。このマニュアルの作業を行うには、Cisco Unified
Communications Managerについて十分に理解しておく必要があります。

マニュアルの構成
このマニュアルは、次の章で構成されています。

Cisco Unified IP Phoneの概要を説明しています。Cisco Unified IP Phone, （1ペー
ジ）

Cisco Unified IP Phoneと他の主要な IPテレフォニーコン
ポーネントとの相互対話について説明しています。また、

Cisco Unified IP Phoneおよびネット
ワーク, （35ページ）

Cisco Unified IP Phoneの設置前に必要な作業についても説
明しています。

Cisco Unified IP Phoneをネットワーク上に正しく安全に設
置および設定する方法について説明しています。

Cisco Unified IP Phoneの設置, （51
ページ）

CiscoUnified IP Phoneのネットワーク設定値の設定、ステー
タスの確認、およびグローバルな変更を行う方法について

説明しています。

Cisco Unified IP Phoneの設定, （71
ページ）

テレフォニー機能の設定、ディレクトリの設定、電話ボタ

ンテンプレートとソフトキーテンプレートの設定、サービ

機能、テンプレート、サービス、お

よびユーザ, （155ページ）
スのセットアップ、および Cisco Unified Communications
Managerへのユーザの追加に必要な手順の概要を説明して
います。

電話機の呼び出し音、背景イメージ、未使用時画面をサイ

トでカスタマイズする方法について説明しています。

Cisco Unified IP Phoneのカスタマイ
ズ, （209ページ）

CiscoUnified IPPhoneで、モデル情報、ステータスメッセー
ジ、ネットワーク統計情報、およびファームウェア情報を

表示する方法について説明しています。

モデル情報、ステータス、および統

計, （221ページ）

電話機の動作をリモートからモニタしたり、トラブルシュー

ティングをサポートしたりするために、電話機のWebペー
リモートモニタリング, （249ペー
ジ）

ジから取得できる情報とその情報を使用する方法について

説明しています。

Cisco Unified IP Phoneの問題を解決するヒントについて説
明します。

トラブルシューティングとメンテナ

ンス, （271ページ）
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Cisco Unified IP Phoneに関する重要な情報をユーザに提供
するためのWebサイトをセットアップする際に役立つ情報
を記載しています。

社内のサポートWebサイト, （301
ページ）

SCCPまたはSIPプロトコルを使用するCiscoUnified IPPhone
の機能サポートについて説明しています。

Cisco Unified IP Phoneのプロトコル
別機能サポート, （309ページ）

英語以外の環境での電話機のセットアップについて説明し

ています。

各言語ユーザのサポート,（319ペー
ジ）

CiscoUnified IP Phoneの技術仕様について説明しています。技術仕様, （321ページ）

ユーザと電話機を Cisco Unified Communications Managerに
追加した後、ユーザを電話機に関連付ける方法など、基本

的な管理タスクの手順を説明しています。

電話機の基本的な管理手順, （325
ページ）

関連資料
Cisco Unified IP PhoneまたはCisco Unified CommunicationsManagerの詳細については、次の各項を
参照してください。

Cisco Unified IP Phone 7900 シリーズのマニュアル
お使いの言語、電話機モデル、および Cisco Unified Communications Managerリリースに特化した
文書を参照してください。次のドキュメント URLから参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html

Cisco Unified Communications Manager のマニュアル
『Cisco Unified Communications Manager Documentation Guide』およびお使いの Cisco Unified
Communications Managerリリースに特化したその他の文書を参照してください。次のドキュメン
ト URLから参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/tsd_products_support_series_home.html

Cisco Business Edition 5000 のマニュアル
『Cisco Business Edition 5000 Documentation Guide』およびお使いの Cisco Business Edition 5000リ
リースに特化したその他の文書を参照してください。次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps7273/tsd_products_support_series_home.html
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マニュアル、サポート、およびセキュリティガイドライ

ン
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。

シスコ製品のセキュリティ
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および他

の国での法律を順守するものとします。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化

技術の輸入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、

販売業者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使

用するにあたっては、関係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国の法律を順

守できない場合は、本製品を至急送り返してください。

米国の輸出規制の詳細については、次の URLで参照できます。http://www.access.gpo.gov/bis/ear/
ear_data.html

このマニュアルの表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

コマンドおよびキーワードは太字で示しています。太字

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体で表記されています。イタリック体

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずどれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

{ x | y | z }

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦棒
で区切って示しています。

[ x | y | z ]
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説明表記法

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

システムが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォントで示
しています。

screenフォント

ユーザが入力しなければならない情報は、inputフォントで示しています。inputフォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォントで表記され
ています。

イタリック体の

screenフォント

^記号は、Ctrlキーを表します。たとえば、画面に表示される ^Dという
キーの組み合わせは、Ctrlキーを押しながらDキーを押すことを意味しま
す。

^

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

警告は、次のように表しています。

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してください。

警告の各国語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器に付属し

ている各国語で記述された安全上の警告を参照してください。警告文 1071

これらの注意事項を保存しておいてください。
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Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

xix

はじめに

このマニュアルの表記法



   Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco
Unified Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

xx

はじめに

このマニュアルの表記法



第 1 章

Cisco Unified IP Phone

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE（ギガビットイーサネットバージョン）、7970G、
7965G、および7945Gは、インターネットプロトコル（IP）ネットワークで音声通信を行うため
のすべての機能が搭載された電話機です。これらの IP Phoneは、デジタルビジネス電話機と同
じように機能し、コールの発信や着信のほか、ミュート、保留、転送、短縮ダイヤル、コール転

送などの機能も利用できます。さらに、Cisco Unified IP Phoneはデータネットワークに接続さ
れるため、IPテレフォニー機能が拡張され、ネットワーク情報やサービス、およびカスタマイズ
可能な機能やサービスにアクセスできるようになります。ファイル認証、デバイス認証、シグ

ナリングの暗号化、メディアの暗号化などのセキュリティ機能もサポートします。

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gは、カラー画面を備え
ています（7975G、7971G-GE、および 7970Gはタッチスクリーンです）。また、回線番号や短
縮ダイヤル番号のサポート、ボタンおよび機能の状況依存オンラインヘルプ、その他の多様で

高度な機能があります。

Cisco Unified IP Phoneは、他のネットワークデバイスと同様に設定と管理を行う必要がありま
す。CiscoUnified IP PhoneはG.711a、G.711μ、G.722、G.729a、G.729ab、iLBCをエンコードし、
G.711a、G.711μ、G722、iLBCに加え、G.729、G729a、G.729b、G.729abをデコードします。こ
れらの電話機は、圧縮解除されたワイドバンド（16ビット、16kHz）オーディオもサポートしま
す。

セル方式の電話、携帯電話、GSM電話、または双方向ラジオを Cisco Unified IP Phoneのすぐ
近くで使用すると、相互干渉が発生することがあります。詳細については、干渉が発生する

デバイスの製造元のマニュアルを参照してください。

注

意

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gのコンポーネント,
2 ページ

• ネットワークプロトコル, 6 ページ

• Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gでサポートされる
機能, 13 ページ
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• Cisco Unified IP Phoneのセキュリティ機能, 15 ページ

• 電話機の消費電力, 27 ページ

• Cisco Unified IP Phoneの導入, 28 ページ

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、お
よび 7945G のコンポーネント

次の各項では、電話機のコンポーネントについて説明します。

Cisco Unified IP Phone 7975G のボタンおよびハードウェア
次の図に、電話機の重要なパーツを示します。番号付きの項目については、ボタンとハードウェ

アの識別, （4ページ）を参照してください。

Cisco Unified IP Phone 7970G および 7971G-GE のボタンとハードウェア
次の図に、電話機の重要なパーツを示します。番号付きの項目については、ボタンとハードウェ

アの識別, （4ページ）を参照してください。
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Cisco Unified IP Phone 7965G のボタンおよびハードウェア
次の図に、電話機の重要なパーツを示します。番号付きの項目については、ボタンとハードウェ

アの識別, （4ページ）を参照してください。

Cisco Unified IP Phone 7945G のボタンおよびハードウェア
次の図に、電話機の重要なパーツを示します。番号付きの項目については、ボタンとハードウェ

アの識別, （4ページ）を参照してください。
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ボタンとハードウェアの識別

次の表では、電話機のボタンとハードウェアについて説明します。

表 1：電話機のボタンとハードウェア

説明項目

設定に応じて、プログラマブルボタンからは次にアクセスできます。

•電話回線（回線ボタン）とインターコム回線

•短縮ダイヤルの番号（短縮ダイヤルボタン）（ビジーランプフィー
ルド（BLF）短縮ダイヤル機能を含む）

• Webベースのサービス（個人アドレス帳ボタンなど）

•コール機能（プライバシー、保留、転送のボタンなど）

表示されるボタンの色によって、回線の状態が次のように示されます。

• 緑、点灯：アクティブコールまたは双方向のインターコムコー

ル

• 緑、点滅：保留コール

• オレンジ、点灯：プライバシー機能が使用中、単方向インター

コムコール、サイレント（DND）機能がアクティブ、またはハン
トグループにログイン中

• オレンジ、点滅：着信コールまたは復帰コール

• 赤、点灯：リモート回線が使用中（シェアドライン、BLFの状
態またはアクティブなモバイルコネクトコール）

プログラム可能なボタン1
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説明項目

電話機本体の角度を調節できます。フットスタンドボタン2

Cisco Unified IP Phone 7970G、7971G-GE、および 7975G

•電話スクリーンをスリープモードから復帰させます。または、ク
リーニングのためタッチスクリーン機能を無効にします。

•
色なし：入力できる状態です。

•
緑の点滅：無効

•
緑の点灯：スリープモード

Cisco Unified IP Phone 7945Gおよび 7965G

•電話スクリーンをスリープモードから復帰させます。

•
色なし：入力できる状態です。

•
緑の点灯：スリープモード

ディスプレイボタン
3

ボイスメッセージサービスを自動的にダイヤルします（システムによっ

て異なります）。
メッセージボタン4

[ディレクトリ（Directories）]メニューを開閉します。このボタンを使
用して、コールログおよびディレクトリにアクセスします。

ディレクトリボタン5

[ヘルプ（Help）]メニューをアクティブにします。ヘルプボタン6

[設定（Settings）]メニューを開閉します。このボタンを使用して、電話
スクリーンおよび呼出音の設定を変更します。

設定ボタン7

サービスメニューを開閉します。サービスボタン8

ハンドセット、ヘッドセット、スピーカーフォンの音量（オフフック）、

および呼出音の音量（オンフック）を制御します。

音量ボタン9

スピーカーフォンモードのオン/オフを切り替えます。スピーカーフォ
ンがオンになっているとき、ボタンは点灯しています。

スピーカーボタン10

マイクロフォンモードのオン/オフを切り替えます。マイクロフォンが
ミュートになっているとき、ボタンは点灯しています。

ミュートボタン11

ヘッドセットモードのオン/オフを切り替えます。ヘッドセットがオン
になっているとき、ボタンは点灯しています。

ヘッドセットボタン12
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説明項目

Cisco Unified IP Phone 7945G、7965G、および 7975G

•メニューのスクロールや項目の強調表示に使用できます。選択ボタ
ンを使用して、スクリーン上で強調表示された項目を選択します。

•ナビゲーションボタン：上下にスクロールすると、メニューを表示
し、項目を強調表示できます。左右にスクロールすると、複数の列

にまたがって表示できます。

•選択ボタン：ナビゲーションボタンを使用してスクロールし、行を

強調表示します。 を押してメニューを開き、呼出音を再生する

か、スクリーンの表示に従って他の機能にアクセスします。

4方向ナビゲーションパッドと選

択ボタン（中央）

13

Cisco Unified IP Phone 7970Gおよび 7971G-GE

•メニューのスクロールや項目の強調表示に使用できます。電話機が
オンフックのとき、発信履歴ログに含まれる電話番号を表示しま

す。

ナビゲーションボタン

14

電話番号のダイヤル、文字の入力、およびメニュー項目の選択に使用で

きます。

キーパッド15

各ボタンは、電話スクリーンに表示されているソフトキーのオプション

をそれぞれアクティブにします。

ソフトキーボタン16

着信コールまたは新しいボイスメッセージがあることを示します。ハンドセットのライトストリップ17

電話機の機能を表示します。電話スクリーン18

ネットワークプロトコル
Cisco Unified IP Phoneは、音声通信に必須の複数の業界標準ネットワークプロトコルとシスコ
ネットワークプロトコルをサポートしています。次の表に、Cisco Unified IP Phone 7975G、
7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gでサポートされるネットワークプロトコルの概要を示
します。
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表 2：Cisco Unified IP Phone でサポートされるネットワークプロトコル

使用方法目的ネットワークプロトコ

ル

BootPを使用して IPアドレスを
Cisco Unified IP Phoneに割り当てて
いる場合、電話機のネットワーク構

成の設定値として [BOOTPサーバ
（BOOTPServer）]オプションが [は
い（Yes）]と表示されます。

BootPは、特定の起動情報（自身
の IPアドレスなど）を
Cisco Unified IP Phoneなどのネッ
トワークデバイスが検出できるよ

うにするものです。

ブートストラッププロ

トコル（BootP）

Cisco Unified IP Phoneでは、補助
VLANID、ポートごとの電源管理の
詳細情報、Quality of Service（QoS）
設定情報などの情報を、CDPを使用
してCiscoCatalystスイッチとやり取
りしています。

CDPは、シスコの製造するすべて
の装置で動作するデバイス検出プ

ロトコルです。

CDPを使用すると、デバイスはそ
の存在を他のデバイスにアドバタ

イズし、ネットワークの他のデバ

イスに関する情報を受信できま

す。

Cisco Discovery Protocol
（CDP）

ピアファームウェア共有機能で

CPPDPが使用されます。
CPPDPは、デバイスのピアツーピ
ア階層を形成するシスコ独自のプ

ロトコルです。 CPPDPは、
ファームウェアや他のファイルの

ピアデバイスからネイバーデバ

イスへのコピーも行います。

Cisco Peer-to-Peer
Distribution Protocol
（CPPDP）

DHCPは、デフォルトで有効になっ
ています。無効にした場合は、個々

の電話機がある場所で、IPアドレ
ス、サブネットマスク、ゲートウェ

イ、および TFTPサーバを手動で設
定する必要があります。

シスコでは、DHCPのカスタムオプ
ション 150を使用することを推奨し
ます。この方法では、TFTPサーバ
の IPアドレスをオプション値とし
て設定します。サポートされている

その他の DHCP設定については、
『Cisco Unified Communications
Manager SystemGuide』の「Dynamic
Host Configuration Protocol」および
「Cisco TFTP」の章を参照してくだ
さい。

DHCPは、IPアドレスを動的に確
保して、ネットワークデバイスに

割り当てるものです。

DHCPを使用すると、IP Phoneを
ネットワークに接続すれば、その

電話機が機能するようになりま

す。IPアドレスを手動で割り当て
たり、ネットワークパラメータを

別途設定したりする必要はありま

せん。

ダイナミックホストコ

ンフィギュレーション

プロトコル（DHCP）
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使用方法目的ネットワークプロトコ

ル

Cisco Unified IP Phoneでは、XML
サービスおよびトラブルシューティ

ングにHTTPを使用します。電話機
は、HTTPを使用して設定ファイル
およびファームウェアロードをダウ

ンロードします。HTTPダウンロー
ドが失敗した場合、電話機は TFTP
を使用してファイルを転送します。

Cisco Unified IP Phoneは、URLでの
IPv6アドレスの使用をサポートしま
せん。 IPv6アドレスにマップされ
るホスト名や URLで IPv6アドレス
を使用することはできません。

HTTPは、インターネットやWeb
経由で情報を転送し、ドキュメン

トを移送するための標準的な手段

です。

Hypertext Transfer
Protocol（HTTP）

HTTPとHTTPSの両方をサポートす
るWebアプリケーションには 2つ
の URLが設定されています。
HTTPSをサポートするCiscoUnified
IP Phoneの場合、2つのURLのうち
HTTPS URLを選択します。

Hypertext Transfer Protocol Secure
（HTTPS）は、サーバの暗号化と
セキュアな IDを確保できるよう
に、ハイパーテキスト転送プロト

コルとSSL/TLSプロトコルを組み
合わせたものです。

Hypertext Transfer
Protocol Secure
（HTTPS）

Cisco Unified IP Phoneは、
EAP-FAST、EAP-TLS、および
EAP-MD5の認証方式をサポートす
ることで、IEEE 802.1X標準を実装
します。

電話機で 802.1X認証が有効になっ
ている場合、PCポートとボイス
VLANを無効にする必要がありま
す。詳細については、802.1X認証,
（25ページ）を参照してください。

IEEE 802.1X標準は、クライアン
ト/サーバベースのアクセスコン
トロールと認証プロトコルを定義

します。これにより、未承認のク

ライアントが一般にアクセス可能

なポートから LANに接続するの
を制限します。

クライアントが認証されるまで

は、802.1Xアクセスコントロー
ルによって、クライアントが接続

されているポートを経由する
Extensible Authentication Protocol
overLAN（EAPOL）トラフィック
のみが許可されます。認証が完了

すると、標準トラフィックがポー

トを通過できます。

IEEE 802.1X
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使用方法目的ネットワークプロトコ

ル

IPを使用して通信するには、ネット
ワークデバイスに IPアドレス、サ
ブネット、およびゲートウェイを割

り当てる必要があります。

IPアドレス、サブネット、および
ゲートウェイの識別情報は、
Dynamic Host Configuration Protocol
（DHCP）を通じて Cisco
Unified IP Phoneを使用する場合は、
自動的に割り当てられます。DHCP
を使用しない場合は、個々の電話機

がある場所で、これらのプロパティ

を手動で割り当てる必要がありま

す。

Cisco Unified IP Phoneは IPv4アドレ
スと IPv6アドレスの併用をサポー
トしています。 Cisco Unified
Communications Managerの管理ペー
ジで IPアドレッシングモード（IPv4
のみ、IPv6のみ、または IPv4と
IPv6の両方）を設定します。詳細
については、『Cisco Unified
CommunicationsManager Features and
Services Guide』の「Internet Protocol
Version 6 (IPv6)」の章を参照してく
ださい。

IPは、パケットの宛先アドレスを
指定し、ネットワーク経由で送信

するメッセージングプロトコルで

す。

インターネットプロト

コル（IP）

CiscoUnified IP Phoneは、PCポート
で LLDPをサポートします。

LLDPは、CDPと同様の標準化さ
れたネットワーク検出プロトコル

で、一部のシスコデバイスとサー

ドパーティ製デバイスでサポート

されています。

Link Layer Discovery
Protocol（LLDP）
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使用方法目的ネットワークプロトコ

ル

Cisco Unified IP Phoneは、次のよう
な情報をやり取りするために、SW
ポートで LLDP-MEDをサポートし
ます。

•ボイス VLANの設定

•デバイスの検出

•電源管理

•インベントリ管理

LLDP-MEDサポートの詳細について
は、次のWebサイトで『LLDP-MED
and Cisco Discovery Protocol』ホワイ
トペーパーを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk652/
tk701/technologies_white_
paper0900aecd804cd46d.shtml

LLDP-MEDは、音声製品用に開発
された、LLDP標準の拡張です。

Link Layer Discovery
Protocol-Media Endpoint
Devices（LLDP-MED）

RTCPはデフォルトで無効になって
いますが、Cisco Unified
Communications Managerの管理ペー
ジで電話機ごとに有効にできます。

詳細については、ネットワークの設

定メニュー,（129ページ）を参照し
てください。

RTCPは Real-Time Transport
Protocol（RTP）と共に機能し、
RTPストリーム上で QoSデータ
（ジッタ、遅延、およびラウンド

トリップ遅延）を提供します。

Real-Time Control
Protocol（RTCP;リアル
タイム制御プロトコ

ル）

Cisco Unified IP Phoneでは、RTPプ
ロトコルを使用して、リアルタイム

音声トラフィックを他の電話機や

ゲートウェイとやり取りします。

RTPは、データネットワークを
通じて、インタラクティブな音声

やビデオなどのリアルタイムデー

タを転送するための標準プロトコ

ルです。

リアルタイム転送プロ

トコル（RTP）
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使用方法目的ネットワークプロトコ

ル

他のVoIPプロトコルと同様に、SIP
はパケットテレフォニーネットワー

クにおけるシグナリングとセッショ

ン管理の機能に対応します。シグナ

リングによって、ネットワーク境界

を越えてコール情報を伝送すること

が可能になります。セッション管理

とは、エンドツーエンドコールの属

性を制御する機能を提供することで

す。

Cisco Unified IP Phoneは、SIPまた
は Skinny Client Control Protocol
（SCCP）のどちらかを使用するよ
うに設定できます。

電話機が IPv6アドレスモードで動
作している場合、Cisco Unified IP
Phoneは SIPプロトコルをサポート
しません。

SIPは、IPを介したマルチメディ
ア会議のための InternetEngineering
Task Force（IETF;インターネット
技術特別調査委員会）標準です。

SIPは、アプリケーション層の
ASCIIベースの制御プロトコルで
あり（RFC3261で規定）、2つ以
上のエンドポイント間でコールを

確立、維持、および終了できま

す。

Session Initiation Protocol
（SIP）

Cisco Unified IP Phoneは、コール制
御に SCCPを使用します。 Cisco
Unified IP Phoneは、SCCPまたは
Session Initiation Protocol（SIP）のど
ちらかを使用するように設定できま

す。

SCCPは、コール制御サーバとエ
ンドポイントクライアント（IP
Phoneなど）の間で通信を行うた
めのメッセージングセットを含ん

でいます。 SCCPは、シスコ独自
のものです。

Skinny Client Control
Protocol（SCCP）

コーデックタイプ、DTMF検出、コ
ンフォートノイズなどの SDP機能
は、通常は運用中の Cisco Unified
Communications Managerまたはメ
ディアゲートウェイでグローバルに

設定されています。 SIPエンドポイ
ントの中には、これらのパラメータ

をエンドポイント上で設定できるも

のがあります。

SDPは SIPプロトコルの一部であ
り、2つのエンドポイント間で接
続が確立されている間に、どのパ

ラメータが使用可能かを特定しま

す。会議は、会議に参加するすべ

てのエンドポイントでサポートさ

れている SDP機能だけを使用し
て確立されます。

セッション記述プロト

コル（SDP）

Cisco Unified IP Phoneは、TCPを使
用して Cisco Unified Communications
Managerに接続し、XMLサービスに
アクセスします。

TCPは、コネクション型の転送プ
ロトコルです。

伝送制御プロトコル

（TCP）
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使用方法目的ネットワークプロトコ

ル

セキュリティが実装されると、Cisco
Unified IP Phoneでは、Cisco
Unified CommunicationsManagerに安
全に登録するためにTLSプロトコル
が使用されます。

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Security
Guide』を参照してください。

TLSは、通信のセキュリティ保護
と認証に使用される標準プロトコ

ルです。

トランスポートレイヤ

セキュリティ（TLS）

TFTPでは、ネットワーク内にTFTP
サーバが必要です。このサーバは、

DHCPサーバで自動的に識別できま
す。DHCPサーバによる指定以外の
TFTPサーバを電話機で使用する場
合、電話機の [ネットワークの設定
（Network Configuration）]メニュー
から手動で TFTPサーバを割り当て
る必要があります。

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager System
Guide』の「CiscoTFTP」の章を参照
してください。

TFTPを使用すると、ファイルを
ネットワーク経由で転送できま

す。

Cisco Unified IP Phoneで TFTPを
使用すると、電話タイプ固有の設

定ファイルを取得できます。

トリビアルファイル転

送プロトコル（TFTP）

Cisco Unified IP Phoneは、UDPを利
用した RTPストリームを送受信し
ます。

UDPは、データパケットを配信
するためのコネクションレス型

メッセージングプロトコルです。

ユーザデータグラムプ

ロトコル（UDP）

Cisco Unified IP Phone での IPv6 サポート
Cisco Unified IP Phoneはインターネットプロトコルを使用して、ネットワークで音声通信を提供
します。インターネットプロトコルバージョン 4（IPv4）は、32ビットアドレスを使用するた
め、インターネットに接続するすべてのデバイスの一意の IPアドレスの要求増加に対応できませ
ん。したがって、インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）が、現在のインターネットプ
ロトコルの更新バージョンとなります。 IPv6は 128ビットアドレスを使用し、エンドツーエンド
セキュリティ機能、拡張 Quality Of Service（QoS）、および使用可能な IPアドレス数の増加に対
応します。

Cisco Unified IP Phoneは IPv4だけのアドレッシングモード、IPv6だけのアドレッシングモード、
IPv4/IPv6デュアルスタックアドレッシングモードをサポートします。 IPv4で、192.240.22.5な
ど、ドット付き 10進表記で電話機の IPアドレスの各オクテットを入力できます。 IPv6で
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2005:db8:0:1:ef8:9876:ba72:dc9aなど、各オクテットをコロンで区切り、16進表記で IPアドレスの
各オクテットを入力できます。 IPv6アドレスを表示する場合、電話機は最初のゼロを省略して削
除します。

Cisco Unified IP Phoneは、IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を透過的にサポートするため、
ユーザは慣れた電話機のすべてのコールを処理できます。 Skinny Call Control Protocol（SCCP）を
使用する Cisco Unified IP Phoneは、IPv6をサポートします。 SIPを使用する Cisco Unified IP Phone
は、IPv6をサポートしません。

Cisco Unified IP Phoneは、URLに IPv6アドレスを含む URLに対応していません。これは、認証
URLでクレデンシャルを検証するために電話機が HTTPプロトコルを使用する必要のあるサービ
ス、ディレクトリ、メッセージ、ヘルプ、制限されたWebサービスを含むすべての IP Phoneサー
ビス URLに影響します。 Cisco Unified IP Phoneサービスを Cisco Unified IP Phone用に設定する場
合、IPv4アドレスのある電話機サービスをサポートする電話機とサーバを設定する必要がありま
す。

SIPを実行している電話機の IPアドレッシングモードとして IPv6のみを設定している場合、Cisco
TFTPサービスは IPアドレッシングモード設定を上書きし、設定ファイルで IPv4のみを使用しま
す。

Cisco Unified Communicationsネットワークでの IPv6の導入の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and Services Guide』の「Internet Protocol Version 6 (IPv6)」の章、
および http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/srnd/ipv6/ipv6srnd.htmlで入手できる
『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified Communications Manager』を
参照してください。

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、お
よび 7945G でサポートされる機能

Cisco Unified IP Phoneは、デジタルビジネス電話機と同じように機能し、発信や着信を行うこと
ができます。CiscoUnified IPPhoneには、従来のテレフォニー機能に加えて、電話機をネットワー
クデバイスとして管理およびモニタする機能も備えています。

このセクションは、次のトピックで構成されています。

機能の概要

Cisco Unified IP Phoneは、コール転送や転送、リダイヤル、短縮ダイヤル、会議コール、ボイス
メッセージングシステムへのアクセスなど、従来のテレフォニー機能を提供します。CiscoUnified
IP Phoneでは、さらにその他の各種の機能も提供します。

Cisco Unified IP Phoneは、他のネットワークデバイスと同様に、Cisco Unified Communications
Managerおよび IPネットワークの他の部分にアクセスできるように設定する必要があります。
DHCPを使用すると、電話機上で設定する設定値が少なくなりますが、必要に応じて、IPアドレ
ス、TFTPサーバ、サブネット情報、その他の値などを手動で設定することもできます。

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
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Cisco Unified IP Phoneは、IPネットワーク上の他のサービスやデバイスと連携することで、高度
な機能を提供します。たとえば、CiscoUnified IP Phoneを社内のLightweightDirectoryAccess Protocol
3（LDAP3）標準ディレクトリと統合すると、ユーザが同僚の連絡先情報を IP Phoneで直接検索
できるようになります。 XMLを使用すると、天気予報、株価情報、商品相場などのWebベース
の情報にユーザがアクセスできるようになります。

さらに、Cisco Unified IP Phoneはネットワークデバイスであるため、詳細なステータス情報を IP
Phoneから直接取得することができます。この情報は、ユーザが IP Phoneを使用しているときに
生じた問題をトラブルシューティングするのに役立ちます。

関連トピック

Cisco Unified IP Phoneの設定, （71ページ）
機能、テンプレート、サービス、およびユーザ, （155ページ）
サービスのセットアップ, （196ページ）
モデル情報、ステータス、および統計, （221ページ）
トラブルシューティングとメンテナンス, （271ページ）
社内ディレクトリのセットアップ, （191ページ）

テレフォニー機能の管理

Cisco Unified IP Phoneに関する設定の一部は、Cisco Unified CMAdministrationアプリケーションか
ら変更できます。このグラフィカルユーザインターフェイスは、主に、電話機の登録基準やコー

リングサーチスペースの設定、社内のディレクトリやサービスの設定、および電話ボタンテン

プレートの変更に使用します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
Administration Guide』を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerの管理アプリケーションの詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager System Guide』など、Cisco Unified Communications Managerのマ
ニュアルを参照してください。また、このアプリケーションで参照できる状況依存ヘルプも参考

情報として利用できます。

Cisco Unified Communications Managerのマニュアルスイートには、次の URLで参照できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/tsd_products_support_series_home.html

Cisco Business Edition 5000のマニュアルスイート一覧は、次の URLで参照できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps7273/tsd_products_support_series_home.html

関連トピック

Cisco Unified IP Phoneで使用可能なテレフォニー機能, （156ページ）

Cisco Unified IP Phone のネットワークパラメータ
DHCP、TFTP、IPの設定値などのパラメータは、電話機で設定できます。また、現在のコールに
関する統計情報や、ファームウェアのバージョンも電話機で取得できます。

   Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco
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関連トピック

Cisco Unified IP Phoneの設定, （71ページ）
モデル情報、ステータス、および統計, （221ページ）

エンドユーザへの情報

システム管理者は、多くの場合、自分が管理するネットワークや社内のCiscoUnified IPPhoneユー
ザから質問を受ける立場にあります。機能や手順について確実に最新の情報を伝えるために、

Cisco Unified IP Phoneのマニュアルをよく読んでおいてください。 Cisco Unified IP PhoneのWeb
サイトに必ずアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html

このサイトでは、さまざまなユーザガイドにアクセスできます。

マニュアルの提供に加えて、利用可能な Cisco Unified IP Phoneの機能（自社固有の機能やご使用
のネットワーク固有の機能も含む）、およびそれらの機能の利用方法とカスタマイズ方法（可能

な場合）をユーザに知らせることも重要です。

関連トピック

社内のサポートWebサイト, （301ページ）

Cisco Unified IP Phone のセキュリティ機能
CiscoUnifiedCommunicationsManagerシステムでセキュリティを実装すると、電話機やCiscoUnified
CommunicationsManagerサーバの ID盗用、データの改ざん、およびコールシグナリングとメディ
アストリームの改ざんを防止できます。

これらの攻撃を軽減するために、Cisco Unified IPテレフォニーネットワークは、電話機とサーバ
間に認証および暗号化された通信ストリームを確立し、それを維持するとともに、ファイルが電

話機に転送される前にそのファイルにデジタル署名します。また、Cisco Unified IP Phone間のメ
ディアストリームおよびコールシグナリングの暗号化も行います。

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gでは、電話機のセキュリ
ティプロファイルを使用します。このプロファイルでは、デバイスが非セキュア、認証済み、ま

たは暗号化済みのいずれであるかが定義されます。電話機へのセキュリティプロファイルの適用

については、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページでセキュリティ関連の設定を行うと、電話機
の設定ファイルに重要な情報が保存されます。設定ファイルのプライバシーを確保するには、そ

のファイルを暗号化用に設定する必要があります。詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager Security Guide』の「Configuring Encrypted Phone Configuration Files」の章を参照してくだ
さい。

次の表に、このマニュアルおよびその他のドキュメントでのセキュリティに関する追加情報の参

照先を示します。

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
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表 3：Cisco Unified IP Phone および Cisco Unified Communications Manager のセキュリティ関連トピック

参照先トピック

『Troubleshooting Guide for Cisco Unified Communications
Manager』を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerお
よび Cisco Unified IP Phoneに関するセッ
トアップ情報、設定情報、およびトラブ

ルシューティング情報を含む、セキュリ

ティの詳細な説明

サポート対象のセキュリティ機能, （17ページ）を参
照してください。

Cisco Unified IP Phoneでサポートされる
セキュリティ機能

セキュリティ上の制約事項, （27ページ）を参照して
ください。

セキュリティ機能の制約事項

セキュリティプロファイル, （20ページ）を参照して
ください。

セキュリティプロファイル名の表示

認証、暗号化、および保護されている電話コール, （
21ページ）を参照してください。

セキュリティが実装されているコールの

識別

ネットワークプロトコル, （6ページ）を参照してく
ださい。

電話機設定ファイル, （41ページ）を参照してくださ
い。

TLS接続

電話機の起動プロセス, （43ページ）を参照してくだ
さい。

セキュリティと電話機の起動プロセス

電話機設定ファイル, （41ページ）を参照してくださ
い。

セキュリティと電話機の設定ファイル

ネットワークの設定メニュー, （77ページ）を参照し
てください。

セキュリティが実装されているときの電

話機での [TFTPサーバ 1（TFTP Server
1）]または [TFTPサーバ 2（TFTPServer
2）]オプションの変更

UnifiedCMの設定メニュー, （104ページ）を参照して
ください。

電話機の [デバイス設定（Device
Configuration）]メニューにある [Unified
CM 1]～ [Unified CM 5]の各オプション
のセキュリティアイコン

   Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco
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参照先トピック

[セキュリティ設定（SecurityConfiguration）]メニュー,
（126ページ）を参照してください。

電話機の [デバイス設定（Device
Configuration）]メニューからアクセスす
る [セキュリティ設定（Security
Configuration）]メニュー項目

[セキュリティ設定（SecurityConfiguration）]メニュー,
（138ページ）を参照してください。

電話機の [設定（Settings）]メニューか
らアクセスする [セキュリティ設定
（Security Configuration）]メニュー項目

CTLファイルと ITLファイルのロック解除, （142ペー
ジ）を参照してください。

CTL（証明書信頼リスト）ファイルと
ITL（Identity Trust List）ファイルのロッ
ク解除

CTLファイルと ITLファイルのロック解除, （142ペー
ジ）を参照してください。

電話機のWebページへのアクセスの無
効化

Webページへのアクセスの制御,（251ページ）を参照
してください。

電話機からの CTLファイルの削除

CiscoUnified IPPhoneのリセットまたは復元, （294ペー
ジ）を参照してください。

電話機のリセットまたは復元

ネットワークプロトコル, （6ページ）を参照してく
ださい。

エクステンションモビリティ HTTPSの
サポート

次の項を参照してください。

• 802.1X認証, （25ページ）

• [802.1X認証（802.1X Authentication）]および
[802.1X認証ステータス（802.1X Authentication
Status）]メニュー, （147ページ）

• Cisco Unified IP Phoneのセキュリティの問題, （
279ページ）

Cisco Unified IP Phoneの 802.1X認証

サポート対象のセキュリティ機能

次の表に、Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gでサポートさ
れるセキュリティ機能の概要を示します。これらの機能と、CiscoUnifiedCommunicationsManager
および Cisco Unified IP Phoneのセキュリティの詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager Security Guide』を参照してください。
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電話機の現在のセキュリティ設定については、電話機の [セキュリティ設定（SecurityConfiguration）]
メニューを確認します（[設定（Settings）] > [セキュリティ設定（Security Configuration）]を選択
し、[設定（Settings）] > [デバイス設定（Device Configuration）] > [セキュリティ設定（Security
Configuration）]を選択します）。

ほとんどのセキュリティ機能は、CTLが電話機にインストールされている場合にだけ利用可能
になります。CTLの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』
の「Configuring the Cisco CTL Client」の章を参照してください。

（注）

表 4：セキュリティ機能の概要

説明機能

署名付きのバイナリファイル（拡張子 .sbn）によって、ファーム
ウェアイメージが電話機へのロード前に改ざんされることを防止

します。イメージが改ざんされると、電話機は認証プロセスに失

敗し、新しいイメージを拒否します。

イメージ認証

各 Cisco Unified IP Phoneは、デバイス認証に一意の証明書を必要
とします。電話機にはManufacturing Installed Certificate（MIC;製
造元でインストールされる証明書）が含まれていますが、Cisco
Unified CMの管理でCertificate Authority Proxy Function（CAPF）を
使用して証明書がインストールされることを指定して、セキュリ

ティを強化できます。あるいは、電話機の [セキュリティ設定
（Security Configuration）]メニューからLocally Significant Certificate
（LSC;ローカルで有効な証明書）をインストールします。

カスタマーサイト証明書の

インストール

CiscoUnified CommunicationsManagerサーバと電話機間で、一方の
エンティティが他方のエンティティの証明書を受け入れるときに

行われます。電話機と Cisco Unified Communications Managerの間
でセキュアな接続を確立するかどうかを判別し、必要に応じてTLS
プロトコルを使用するエンティティ間にセキュアなシグナリング

パスを作成します。 Cisco Unified Communications Managerでは、
認証できない電話機は登録されません。

デバイス認証

電話機がダウンロードするデジタル署名ファイルを検証します。

ファイルの作成後、ファイルの改ざんが発生しないように、電話

機で署名を検証します。認証できないファイルは、電話機のフラッ

シュメモリに書き込まれません。電話機はこのようなファイルを

拒否し、処理を続行しません。

ファイルの認証

TLSプロトコルを使用して、シグナリングパケットが転送中に改
ざんされていないことを検証します。

シグナリング認証

   Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco
Unified Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

18

Cisco Unified IP Phone
サポート対象のセキュリティ機能



説明機能

各 Cisco Unified IP Phoneは、デバイス認証に使用する固有の、製
造元でインストールされる証明書（MIC）が含まれています。MIC
は、個々の電話機を識別するために長期的に割り当てられた証明

であり、CiscoUnified CommunicationsManagerはこれを使用して電
話機を認証します。

製造元でインストールされ

る証明書

セキュリティ目的で SRSTリファレンスを設定してから、
CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで従属デバイス
をリセットすると、TFTPサーバは電話機の cnf.xmlファイルに
SRST証明書を追加し、そのファイルを電話機に送信します。そ
の後、セキュアな電話機は TLS接続を使用して、SRST対応ルー
タと相互に対話します。

セキュアなSRSTリファレン
ス

Secure Real-time Transport Protocol（SRTP）を使用して、サポート
されるデバイス間のメディアストリームがセキュアであること、

および意図したデバイスのみがデータを受信し、読み取ることを

保証します。デバイスのメディアマスターのキーペアの作成、

キーのデバイスへの配布、キーが転送される間のキー配布のセキュ

リティの確保などが含まれます。

メディアの暗号化

デバイスと Cisco Unified Communications Managerサーバ間で送信
されるすべての SCCPと SIPシグナリングメッセージを暗号化し
ます。

シグナリング暗号化

電話機に非常に高い処理負荷がかかる、証明書生成手順の一部を

実装します。また、キーの生成および証明書のインストールのた

めに電話機と対話します。電話機の代わりに、お客様指定の認証

局に証明書を要求するよう CAPFを設定できます。または、ロー
カルで証明書を生成するようにCAPFを設定することもできます。

CAPF（Certificate Authority
Proxy Function）

電話機がセキュリティ保護、認証、または暗号化の対象になるか

どうかを定義します。

セキュリティプロファイル

電話機の設定ファイルのプライバシーを確保します。暗号化された設定ファイル

電話機の多様な操作統計情報を表示するWebページへのアクセス
を禁止します。

電話機のWebサーバ機能の
無効化（オプション）

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
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説明機能

次に示すセキュリティの追加オプションです。これらのオプショ

ンは、Cisco Unified CMの管理から制御します。

• PCポートの無効化

• Gratuitous ARP（GARP）の無効化

• PCボイス VLANアクセスの無効化

• [設定（Setting）]メニューへのアクセスの無効化、または、
[ユーザ設定（User Preferences）]メニューへのアクセスと音
量変更の保存だけを許可する制限付きアクセスの提供

•電話機のWebページへのアクセスの無効化

[PCポートを無効にする（PC Port Disabled）]、[GARP
を使う（GARP Enabled）]、および [ボイス VLANを使
う（Voice VLAN enabled）]オプションの現在の設定値
を表示するには、電話機の [セキュリティ設定（Security
Configuration）]メニューを調べます。

（注）

電話機のセキュリティの強

化

Cisco Unified IP Phoneは 802.1X認証を使用して、ネットワークへ
のアクセスの要求およびネットワークアクセスができます。

802.1X認証

関連トピック

セキュリティプロファイル, （20ページ）
認証、暗号化、および保護されている電話コール, （21ページ）
セキュアな会議コールの特定, （22ページ）
デバイス設定メニュー, （104ページ）
802.1X認証, （25ページ）
Cisco Unified IP Phoneのセキュリティ, （68ページ）
Cisco Unified IP Phoneの設定, （71ページ）
セキュリティ上の制約事項, （27ページ）

セキュリティプロファイル

Cisco Unified Communications Managerリリース 7.0以降をサポートする Cisco Unified IP Phoneは、
電話機が非セキュア、認証済み、または暗号化済みのいずれであるかを定義するセキュリティプ

ロファイルを使用します。セキュリティプロファイルの設定と電話機へのプロファイルの適用に

ついては、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を参照してください。

電話機に設定されているセキュリティモードを確認するには、[セキュリティ設定（Security
Configuration）]メニューの [セキュリティモード（Security Mode）]の設定を表示します。
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関連トピック

認証、暗号化、および保護されている電話コール, （21ページ）
デバイス設定メニュー, （104ページ）
[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニュー, （126ページ）
セキュリティ上の制約事項, （27ページ）

認証、暗号化、および保護されている電話コール

電話機にセキュリティを実装している場合は、電話スクリーンに表示されるアイコンによって、

認証済みの電話コールや暗号化された電話コールを識別できます。コールの開始時にセキュリ

ティトーンが再生される場合は、接続された電話がセキュアで保護されているかどうかも判断で

きます。

コールが認証された場合、そのコールの確立に関与したすべてのデバイスは、Cisco Unified
Communications Managerによって認証される信頼できるデバイスです。進行中のコールが認証さ
れると、電話スクリーンの通話時間を表示するタイマーの右側にある、コールの状態を示すアイ

コンが に変わります。

コールが暗号化された場合、そのコールの確立に関与したすべてのデバイスは、Cisco Unified
Communications Managerによって認証される信頼できるデバイスです。さらに、コールのシグナ
リングとメディアストリームが暗号化されます。暗号化されたコールは、高レベルのセキュリ

ティを提供し、コールの整合性とプライバシーを提供します。進行中のコールが暗号化される

と、電話スクリーンの通話時間を表示するタイマーの右側にある、コールの状態を示すアイコン

が に変わります。

コールが PSTN（公衆電話交換網）などの非 IPコールレッグを経由してルーティングされる
場合、コールが IPネットワーク内で暗号化されており、鍵のアイコンが関連付けられていて
も、そのコールはセキュアではないことがあります。

（注）

コールが保護された場合、コールの最初にセキュリティトーンが再生され、他の接続された電話

機も暗号化されたオーディオとビデオ（ビデオが関係している場合）を送受信していることを示

します。保護されていない電話機にコールが接続されると、セキュリティトーンは再生されませ

ん。

保護されたコールは、2台の電話機間の接続に対してのみサポートされます。保護コールを設
定すると、一部の機能（会議コール、シェアドライン、エクステンションモビリティ、回線

をまたいで参加）は使用できません。保護されたコールは認証されません。

（注）

関連トピック

Cisco Unified IP Phoneのセキュリティ機能, （15ページ）
セキュリティプロファイル, （20ページ）
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セキュリティ上の制約事項, （27ページ）

セキュアな会議コールの特定

セキュアな会議コールを開始し、参加者のセキュリティレベルをモニタすることができます。セ

キュアな会議コールは、次のプロセスに従って確立されます。

1 ユーザがセキュアな電話機から会議を開始します（暗号化された、または認証済みのセキュリ

ティモード）。

2 Cisco Unified Communications Managerが、コールにセキュアな会議ブリッジを割り当てます。

3 参加者が追加されると、Cisco Unified Communications Managerは各電話機のセキュリティモー
ド（暗号化されているか、認証済み）を検証し、会議のセキュリティレベルを維持します。

4 電話機に会議コールのセキュリティレベルが表示されます。セキュアな会議の場合は、電話

スクリーンの [会議（Conference）]の右側に、 （暗号化された）アイコンまたは （認証済

み）アイコンが表示されます。 アイコンが表示される場合は、会議がセキュアではありま

せん。

会議コールのセキュリティレベルは、特定の連携動作、制約事項、および制限事項の影響を

受けます。このような連携動作は、参加者の電話機のセキュリティモードおよびセキュアな

会議ブリッジの可用性によって異なります。このような連携動作については、コールセキュ

リティの連携動作と制限事項, （23ページ）を参照してください。

（注）

保護されたコールの識別

ユーザの電話機と相手側の電話機が保護されたコール用に設定されている場合、保護されたコー

ルが確立されます。相手側の電話機は、同じ Cisco IPネットワーク内にあっても、Cisco IPネッ
トワーク以外のネットワークにあってもかまいません。保護されたコールは、2台の電話機の間
でのみ確立できます。会議コールや、複数回線を使用するその他のコールはサポートされませ

ん。

保護されたコールの確立は、次のようなプロセスになります。

1 ユーザが保護された電話機（保護されたセキュリティモード）からコールを開始します。

2 電話機の画面に アイコン（暗号化済み）が表示されます。このアイコンは、電話機がセキュ

アな（暗号化された）コール用に設定されていることを示しますが、接続先の電話機も保護さ

れていることを意味するわけではありません。

3 保護された他の電話機にコールが接続されると、セキュリティトーンが再生され、通話の両側

が暗号化および保護されていることを示します。保護されていない電話機にコールが接続され

ると、セキュアトーンは再生されません。
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保護されたコールは 2台の電話機間の通話に対してサポートされます。保護されたコールが
設定されていると、会議、シェアドライン、Ciscoエクステンションモビリティ、回線をまた
いで参加（Join Across Lines）など一部の機能を使用できません。

（注）

コールセキュリティの連携動作と制限事項

Cisco Unified Communications Managerは、会議の確立時に電話機のセキュリティステータスを確
認し、会議のセキュリティ表示を変更するか、またはコールの確立をブロックしてシステムの整

合性とセキュリティを維持します。次の表は、割り込み機能の使用時にコールのセキュリティレ

ベルに適用される変更内容を示しています。

表 5：割り込み使用時のコールセキュリティの連携動作

動作結果コールのセキュリティ

レベル

発信側電話機のセキュリ

ティレベル

コールは割り込みを受け、非セキュアコール

として識別されます。

暗号化されたコール非セキュア

コールは割り込みを受け、認証されたコール

として識別されます。

認証済みコールセキュア（暗号化済み）

コールは割り込みを受け、認証されたコール

として識別されます。

暗号化されたコールセキュア（認証済み）

コールは割り込みを受け、非セキュアコール

として識別されます。

認証済みコール非セキュア

次の表は、発信側（会議開催者）の電話機のセキュリティレベル、参加者のセキュリティレベ

ル、およびセキュアな会議ブリッジの可用性に応じて会議のセキュリティレベルに適用される変

更内容を示しています。

表 6：会議コールのセキュリティの制限事項

動作結果参加者のセキュリティ

レベル

使用する機能発信側電話機のセ

キュリティレベル

非セキュアな会議ブリッジ

非セキュアな会議

暗号化済みまたは認証

済み

会議非セキュア

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
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動作結果参加者のセキュリティ

レベル

使用する機能発信側電話機のセ

キュリティレベル

セキュアな会議ブリッジ

非セキュアな会議

少なくとも 1台のメン
バーが非セキュア。

会議セキュア（暗号化

済みまたは認証済

み）

セキュアな会議ブリッジ

セキュアな暗号化レベルの

会議

すべての参加者が暗号

化済み

会議セキュア（暗号化

済み）

セキュアな会議ブリッジ

認証済みレベルのセキュア

な会議

すべての参加者が暗号

化済みまたは認証済

み。

会議セキュア（認証済

み）

セキュアな会議ブリッジの

みが利用可能で、使用され

ている

非セキュアな会議

暗号化済みまたは認証

済み

会議非セキュア

非セキュアな会議ブリッジ

のみが利用可能で、使用さ

れている

非セキュアな会議

暗号化済みまたは認証

済み

会議セキュア（暗号化

済みまたは認証済

み）

会議はセキュアに保たれま

す。

参加者の1人がコールを保
留音（MoH）で保留しよう
とすると、MOHが再生さ
れない。

セキュアまたは暗号化

済み

会議セキュア（暗号化

済みまたは認証済

み）

セキュアな会議ブリッジ

会議はセキュアな状態を維

持する（暗号化されている

か、認証済み）

暗号化済みまたは認証

済み

参加セキュア（暗号化

済み）

セキュアな会議ブリッジ

会議が非セキュアに変更さ

れる

すべての参加者が暗号

化済み

cBarge非セキュア
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動作結果参加者のセキュリティ

レベル

使用する機能発信側電話機のセ

キュリティレベル

発信側は「セキュリティ

レベルを満たしていませ

ん。コールは拒否されまし

た（Does not meet
Security Level, call

rejected）」というメッ
セージを受け取ります。

最小限のセキュリティ

レベルが暗号化

ミートミー非セキュア

セキュアな会議ブリッジ

会議は、暗号化済みおよび

認証済みのコールを受け入

れます。

最小セキュリティレベ

ルは、認証済み

ミートミーセキュア（暗号化

済み）

セキュアな会議ブリッジだ

けが使用可能になり、使用

されます。

会議はすべてのコールを受

け入れます。

最小限のセキュリティ

レベルは非セキュア

ミートミーセキュア（暗号化

済み）

802.1X 認証
ここでは、Cisco Unified IP Phoneでの 802.1Xのサポートについて説明します。

概要

Cisco Unified IP Phoneと Cisco Catalystスイッチは、従来から Cisco Discovery Protocol（CDP）を使
用して相互を識別し、VLAN割り当てやインラインパワー要件などのパラメータを特定していま
した。CDPは、ローカルに接続されたワークステーションを識別しません。CiscoUnified IPPhone
は、EAPOLパススルーメカニズムを備えています。このメカニズムにより、CiscoUnified IPPhone
に接続されているワークステーションは、EAPOLメッセージを LANスイッチの 802.1Xオーセン
ティケータに渡すことができます。パススルーメカニズムにより、IP Phoneは、ネットワークに
アクセスする前にデータエンドポイントを認証する LANスイッチとして動作しなくなります。

Cisco Unified IP Phoneは、プロキシ EAPOLログオフメカニズムも備えています。ローカルに接
続された PCが IP Phoneから切断されても、LANスイッチと IP Phone間のリンクは維持されるの
で、LANスイッチは物理リンクの障害を認識しません。ネットワークの完全性が脅かされるのを
避けるため、IP電話はダウンストリーム PCの代わりに EAPOLログオフメッセージをスイッチ
に送ります。これは、LANスイッチにダウンストリーム PCの認証エントリをクリアさせます。

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
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Cisco Unified IP Phoneには、802.1Xサプリカントも含まれています。このサプリカントを使用し
て、ネットワーク管理者は IP電話とLANスイッチポートの接続を制御できます。電話機の802.1X
サプリカントの現行リリースでは、ネットワーク認証にEAP-FAST、EAP-TLS、およびEAP-MD5
オプションを使用します。

必要なネットワークコンポーネント

Cisco Unified IP Phoneでの 802.1X認証のサポートには、次のようなコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified IP Phone：電話機は 802.1Xサプリカントとして機能します。これはネットワー
クへのアクセス要求を開始します。

• Cisco SecureAccessControl Server（ACS）（またはその他のサードパーティ製認証サーバ）：
認証サーバと電話機の両方に、電話機の認証に使用される共有秘密が設定されている必要が

あります。

• Cisco Catalystスイッチ（またはその他のサードパーティ製スイッチ）：スイッチはオーセン
ティケータとして機能し、電話機と認証サーバ間でメッセージ渡すことができるよう、802.1X
をサポートしている必要があります。やり取りが完了した後、スイッチはネットワークへの

電話機のアクセスを許可または拒否します。

ベストプラクティス、要件、および推奨事項

• 802.1X認証の有効化：802.1X標準を使用してCisco Unified IP Phoneを認証するには、電話機
で802.1X標準を有効にする前に、その他のコンポーネントを正しく設定しておく必要があり
ます。

• PCポートの設定：802.1X標準ではVLANの使用が考慮されないため、特定のスイッチポー
トに対してデバイスを1つだけ認証することを推奨します。ただし、一部のスイッチ（Cisco
Catalystスイッチなど）はマルチドメイン認証をサポートしています。スイッチ設定によっ
て PCを電話機の PCポートに接続できるかどうかが決まります。

◦有効：マルチドメイン認証をサポートするスイッチを使用する場合、PCポートを有効
化し、そのポートに PCを接続できます。この場合、スイッチと接続先 PC間の認証情
報の交換をモニタするために、Cisco Unified IP Phoneはプロキシ EAPOLログオフをサ
ポートします。Cisco Catalystスイッチでの IEEE 802.1Xサポートの詳細については、次
のURLにある Cisco Catalystスイッチのコンフィギュレーションガイドを参照してくだ
さい。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps708/tsd_products_support_series_home.html

◦無効：スイッチが同一ポート上の複数の 802.1X対応デバイスをサポートしていない場
合、802.1X認証を有効化するときにPCポートを無効にする必要があります。このポー
トを無効にせずにその後 PCを接続しようとすると、スイッチは電話機と PCへのネッ
トワークアクセスを拒否します。

•ボイス VLANの設定：802.1X標準では VLANが考慮されないため、ボイス VLANの設定は
スイッチのサポートに従って行う必要があります。
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◦有効：マルチドメイン認証をサポートするスイッチを使用する場合は、ボイス VLAN
を引き続き使用できます。

◦無効：スイッチがマルチドメイン認証をサポートしていない場合は、ボイス VLANを
無効にし、ネイティブ VLANへのポートの割り当てを検討します。

• MD5共有秘密の入力：電話機で 802.1X認証を無効にするか、工場出荷時の状態にリセット
すると、以前に設定されたMD5共有秘密は削除されます。

関連トピック

[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニュー, （126ページ）
[802.1X認証（802.1X Authentication）]および [802.1X認証ステータス（802.1X Authentication
Status）]メニュー, （147ページ）

セキュリティ上の制約事項

電話機に暗号化が設定されていない場合、その電話機を使用して暗号化されたコールに割り込む

ことはできません。この場合、割り込みに失敗すると、割り込みの開始側の電話機でリオーダー

トーン（速いビジー音）が聞こえます。

発信側の電話機に暗号化が設定されている場合、割り込みの発信側は、暗号化された電話機から

認証されたコールまたは非セキュアコールに対して割り込みを実行できます。割り込みが発生す

ると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはそのコールをセキュアでないコールに分類します。

割り込みの開始側の電話機に暗号化が設定されている場合、割り込みの開始側は暗号化されたコー

ルに割り込むことができ、電話機はそのコールが暗号化されていることを示します。

割り込みに使用される電話機が非セキュアの場合でも、ユーザは認証されたコールに対して割り

込みを実行できます。発信側の電話機がセキュリティをサポートしていない場合でも、認証アイ

コンはコール内の認証されたデバイスに引き続き表示されます。

電話機の消費電力
Cisco Unified IP Phone 7900シリーズは、Cisco EnergyWiseをサポートします。 EnergyWiseは Power
Save Plusとも呼ばれます。ネットワークに EnergyWiseコントローラが含まれている場合、それ
らの電話機をスケジュールに従ってスリープ状態（電源オフ）にしたり、復帰（電源オン）させ

たりして、電力消費を削減できます。電話機の電源は、電源アダプタではなくスイッチの Power
over Ethernet（PoE）ポートを使用して投入する必要があります。

EnergyWiseは、電話機ごとに有効または無効に設定します。また、エンタープライズ電話および
共通電話の設定で EnergyWiseパラメータを設定することもできます。 EnergyWiseを有効にした
場合は、他のパラメータと一緒にスリープと復帰の時刻を設定します。これらのパラメータは、

電話機設定 XMLファイルの一部として電話機へ送信されます。

スイッチの管理者は、予定の時刻よりも前に電話機を復帰させることができます。スイッチから

の電話機の電源投入の詳細については、スイッチのマニュアルを参照してください。
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Cisco Unified IP Phone の導入
新しい IPテレフォニーシステムを導入するときは、システム管理者とネットワーク管理者がいく
つかの初期設定作業を実施して、ネットワークを IPテレフォニーサービス用に準備する必要があ
ります。Cisco Unified IPテレフォニーネットワークのセットアップと設定の詳細およびチェック
リストについては、『CiscoUnified CommunicationsManager SystemGuide』の「SystemConfiguration
Overview」の章を参照してください。

IPテレフォニーシステムをセットアップし、システム全体にわたる機能を Cisco Unified
Communications Managerで設定した後に、IP Phoneをシステムに追加できます。

Cisco Unified IP Phoneをネットワークに追加する手順の概要については、次の各トピックで説明
します。

Cisco Unified Communications Manager での Cisco Unified IP Phone のセッ
トアップ

電話機を Cisco Unified Communications Managerデータベースに追加するには、次の方法を利用で
きます。

•自動登録

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページ

•一括管理ツール（BAT）

• BATと Tool for Auto-Registered Phones Support（TAPS）

Cisco Unified Communications Managerでの電話機設定の概要については、『Cisco Unified
Communications Manager System Guide』の「Cisco Unified IP Phones」の章を参照してください。

関連トピック

Cisco Unified Communications Manager電話機の追加方法, （45ページ）

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでの Cisco Unified IP Phone 7975G、
7971G-GE、7970G、7965G、および 7945G のセットアップ

次の手順では、Cisco Unified Communications Managerの管理ページでの、Cisco Unified IP Phone
7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gの設定タスクの概要およびチェックリストを
示します。この手順では、推奨する順序に従って電話機を設定するプロセスを解説しています。

一部のタスクは、システムおよびユーザのニーズによっては省略できます。手順および内容の詳

細については、手順に示した資料を参照してください。
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手順

ステップ 1 電話機について、次の情報を収集します。

a) 電話機のモデル
b) MACアドレス
c) 電話機の設置場所
d) 電話機のユーザの名前または ID
e) デバイスプール
f) パーティション、コーリングサーチスペース、およびロケーションの情報
g) 回線の数と、それに関連して電話機に割り当てる電話番号（DN）
h) 電話機に関連付ける Cisco Unified Communications Managerユーザ
i) 電話ボタンテンプレート、ソフトキーテンプレート、電話機能、IP Phoneサービス、または
電話アプリケーションに影響する、電話機の使用状況情報

電話機のセットアップのための設定要件のリストを提供します。

個々の電話機を設定する前に実施する必要のある、電話ボタンテンプレートやソフトキーテ

ンプレートなどの前提的な設定作業を特定します。

『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の「Cisco Unified IP Phones」の章、およ
びCisco Unified IP Phoneで使用可能なテレフォニー機能, （156ページ）を参照してください。

ステップ 2 必要に応じて電話ボタンテンプレートをカスタマイズします。

回線ボタン、短縮ダイヤルボタン、サービス URLボタンの番号を変更したり、プライバシーボ
タンを追加して、ユーザニーズに対応します。

IPv4アドレスでサービス URLを指定する必要があります。

『Cisco Unified CallManager Administration Guide』の「Phone Button Template Configuration」の章、
および電話ボタンテンプレート, （192ページ）を参照してください。

ステップ 3 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの必須フィールドに値を入力して、電話機を追加
および設定します。必須フィールドは、フィールド名の横にアスタリスク（*）を付けて示され
ています（たとえば、MACアドレスやデバイスプール）。
デバイスを、デフォルト設定値を使用して Cisco Unified Communications Managerデータベースに
追加します。

『Cisco Unified CallManager Administration Guide』の「Cisco Unified IP Phone Configuration」の章を
参照してください。 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]フィールドについて
は、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで [?]ボタンのヘルプを参照してください。

ステップ 4 [電話番号の設定（DirectoryNumberConfiguration）]ウィンドウの必須フィールドに値を入力して、
電話機に電話番号（回線）を追加し、設定します。必須フィールドは、フィールド名の横にアス

タリスク（*）を付けて示されています（たとえば、電話番号やプレゼンスグループ）。
プライマリとセカンダリの電話番号、および電話番号に関連付ける機能を電話機に追加します。
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『Cisco Unified CommunicationsManager Administration Guide』の「Directory Number Configuration」
の章、およびCisco Unified IP Phoneで使用可能なテレフォニー機能, （156ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 5 ソフトキーテンプレートのカスタマイズ。

ユーザの電話機に表示されるソフトキー機能を追加、削除、または順序変更して、機能の利用ニー

ズに対応します。

『Cisco Unified CallManager Administration Guide』の「Softkey Template Configuration」の章、およ
びソフトキーテンプレート, （196ページ）を参照してください。

ステップ 6 短縮ダイヤルボタンを設定し、短縮ダイヤル番号を割り当てます（任意）。短縮ダイヤルボタ

ンと番号を追加します。

ユーザは、Cisco Unified Communications ManagerユーザオプションWebページを使用
することで、短縮ダイヤルの設定値を電話機上で変更できます。

（注）

『Cisco Unified CallManager Administration Guide』の「Cisco Unified IP Phone Configuration」の章を
参照してください。

ステップ 7 Cisco Unified IP Phoneサービスを設定し、サービスを割り当てます（任意）。 IP Phoneサービス
を提供します。

ユーザは、Cisco Unified Communications ManagerユーザオプションWebページで、使
用している電話機のサービスを追加または変更できます。

（注）

IPv4アドレスでサービス URLを指定する必要がありま
す。

（注）

『Cisco Unified CallManager Administration Guide』の「Cisco Unified IP Phone Services Configuration」
の章、およびサービスのセットアップ, （196ページ）を参照してください。

ステップ 8 サービスを電話ボタンに割り当てます（任意）。ボタンを 1回押すだけで IP Phoneサービスまた
は URLにアクセスできるようにします。
『Cisco Unified CallManager Administration Guide』の「Cisco Unified IP Phone Configuration」の章を
参照してください。

ステップ 9 必須フィールドを設定して、ユーザ情報を追加します。必須フィールドは、フィールド名の横に

アスタリスク（*）を付けて示されています（たとえば、ユーザ IDや姓）。
パスワード（ユーザオプションWebページ用）と PIN（エクステンションモビリティ
およびパーソナルディレクトリ用）を割り当てます。

（注）

Cisco Unified Communications Managerのグローバルディレクトリにユーザ情報を追加します。

『Cisco Unified CallManager Administration Guide』の「End User Configuration」の章、およびCisco
Unified Communications Managerユーザの追加, （197ページ）を参照してください。

ユーザに関する情報を保存するために会社がLightweightDirectoryAccessProtocol（LDAP）
ディレクトリを使用している場合、既存の LDAPディレクトリを使用するために
Cisco Unified Communicationsをインストールして設定できます。社内ディレクトリの
セットアップ, （191ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 10 ユーザをユーザグループに関連付けます。ユーザグループ内のすべてのユーザに適用される、

共通のロールと権限のリストをユーザに割り当てます。管理者は、ユーザグループ、ロール、お
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よび権限を管理することによって、システムユーザのアクセスレベル（つまり、セキュリティの

レベル）を制御できます。

『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』で以下を参照してください。

•「End User Configuration」の章

•「User Group Configuration」の章

ステップ 11 ユーザを電話機に割り当てます。ユーザが電話機を制御して、コールの転送、短縮ダイヤル番号

やサービスの追加を行えるようにします。

電話機の中には、会議室にある電話機など、ユーザが関連付けられないものもありま

す。

（注）

『CiscoUnifiedCallManager AdministrationGuide』の「EndUser Configuration」の章を参照してくだ
さい。

Cisco Unified IP Phone の設置
電話機を Cisco Unified Communications Managerデータベースに追加したら、次は電話機を設置し
ます。電話機は希望の場所に設置できます。または、設置の実行に必要な情報を電話機のユーザ

に提供できます。 http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/prod_installation_guides_list.html
で入手できる『Cisco Unified IP Phone Installation Guide』では、電話機のフットスタンド、ハンド
セット、ケーブル、およびその他のアクセサリを接続する方法が記載されています。

電話機を設置する前に、最新のファームウェアイメージにアップグレードしてください。電

話機のアップグレードについては、次の URLで対象の電話機の Readmeファイルを参照して
ください。

http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/ip-7900ser

（注）

電話機をネットワークに接続すると、電話機の起動プロセスが開始され、電話機が

CiscoUnifiedCommunicationsManagerに登録されます。電話機の設置を完了するには、DHCPサー
ビスを有効にするかどうかに応じて、電話機上でネットワーク設定値を設定します。

自動登録を使用した場合は、電話機をユーザに関連付ける、ボタンテーブルを変更する、電話番

号を割り当てるなど、電話機の特定の設定情報をアップデートします。

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945G の設置
次の手順では、Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gを設置す
る作業の概要およびチェックリストを示します。この手順では、推奨する順序に従って電話機を

設置するプロセスを解説しています。一部のタスクは、システムおよびユーザのニーズによって

は省略できます。手順および内容の詳細については、手順に示した資料を参照してください。
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手順

ステップ 1 電話機の電源を次の中から選択します。

a) Power over Ethernet（PoE）
b) 外部電源
電話機に電力を供給する方法を決定する。

Cisco Unified IP Phoneの電源, （37ページ）を参照してください。

ステップ 2 電話機を組み立て、電話機の位置を調節し、ネットワークケーブルを接続します。

電話機の位置を決めて設置し、ネットワークに接続する。

Cisco Unified IP Phoneの設置, （57ページ）およびフットスタンド調節, （63ページ）を参照し
てください。

ステップ 3 （任意）Cisco Unified IP Phone Expansion Moduleを追加します。
デバイスを、デフォルト設定値を使用して Cisco Unified Communications Managerデータベースに
追加します。 14（Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7914）または 24（Cisco Unified IP Phone
ExpansionModules 7915または7916）のラインアピアランスまたは短縮ダイヤル番号を追加して、
Cisco Unified IP Phoneの機能を拡張します。

Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970Gは、Cisco Unified IP Phone ExpansionModule
7915および 7916をサポートしません。

（注）

Cisco Unified IP Phone 7945Gは、拡張モジュールをサポートしませ
ん。

（注）

Cisco Unified IP Phone 7975Gでは最大 56の鍵を設定でき、Cisco Unified IP Phone 7965G
では最大 54の鍵を設定できます。

（注）

Cisco Unified IP Phone Expansion Module, （59ページ）を参照してください。

ステップ 4 電話機の起動プロセスをモニタします。電話機が適切に設定されていることを確認する。

電話機の起動プロセス, （67ページ）を参照してください。

ステップ 5 IPv4ネットワーク用の電話上でネットワーク設定値を設定する場合、DHCPを使用するか、手動
で IPアドレスを入力して、電話機の IPアドレスをセットアップできます。
DHCPを使用する場合：DHCPを有効にし、DHCPサーバが自動的に IPアドレスを Cisco Unified
IPPhoneに割り当てられるようにし、電話機をTFTPサーバに割り当てるには、[設定（Settings）]
> [ネットワークの設定（Network Configuration）] > [IPv4設定（IPv4 Configuration）]を選択し、次
の設定を行います。

• DHCPを有効にするには、[DHCPを使う（DHCPEnabled）]を [はい（Yes）]に設定します。
DHCPは、デフォルトで有効になっています。

•代替 TFTPサーバを使用するには、[代替 TFTPサーバ（Alternate TFTP Server）]を [はい
（Yes）]に設定し、TFTPサーバの IPアドレスを入力します。

DHCPで割り当てられる TFTPサーバを使用する代わりに、代替 TFTPサーバを割
り当てる必要がある場合は、ネットワーク管理者に相談してください。

（注）

• DHCPを使用しない場合：IPアドレス、サブネットマスク、TFTPサーバ、およびデフォル
トのルータをローカルの電話機で設定する必要があります。そのためには、[設定（Settings）]
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> [ネットワークの設定（Network Configuration）] > [IPv4設定（IPv4 Configuration）]を選択
します。

DHCPを無効にして、IPアドレスを手動で設定する場合：

a) [DHCPを使う（DHCP Enabled）]を [いいえ（No）]に設定します。
b) 電話機のスタティック IPアドレスを入力します。
c) サブネットマスクを入力します。
d) デフォルトルータの IPアドレスを入力します。
e) [代替 TFTPサーバ（Alternate TFTP Server）]を [はい（Yes）]に設定し、TFTPサーバ 1の IP
アドレスを入力します。

[設定（Settings）] > [ネットワークの設定（NetworkConfiguration）]を選択して、電話機のある
ドメイン名も入力する必要があります。

Cisco Unified IP Phoneは IPv4アドレスと IPv6アドレスの併用をサポートしています。 IPv4ア
ドレスのみ、IPv6アドレスのみ、または IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方をサポートする
ように、Cisco Unified Communications Managerを設定できます。

ネットワーク設定, （68ページ）およびネットワークの設定メニュー, （77ページ）を参照
してください。

ステップ 6 IPv6ネットワーク用の電話上でネットワーク設定値を設定する場合、DHCPv6を使用するか、手
動で IPアドレスを入力して、電話機の IPアドレスをセットアップできます。
DHCPv6を使用する場合：DHCPv6を有効にして DHCPv6サーバで IPアドレスを Cisco Unified IP
Phoneに自動的に割り当て、電話機にTFTPサーバを指定できるようにするには、次の手順を実行
します。

• [設定（Settings）] > [ネットワークの設定（Network Configuration）] > [IPv6設定（IPv6
Configuration）]を選択します。

• [DHCPv6有効（DHCPv6 Enabled）]を [はい（Yes）]に設定します。 DHCPv6はデフォルト
で有効になっています。

•代替 TFTPサーバを使用するには、[IPv6代替 TFTPサーバ（IPv6 Alternate TFTP Server）]を
[はい（Yes）]に設定し、[IPv6 TFTPサーバ 1（IPv6 TFTP Server 1）]の IPアドレスを入力し
ます。

DHCPで割り当てられる TFTPサーバを使用する代わりに、代替 TFTPサーバを割
り当てる必要がある場合は、ネットワーク管理者に相談してください。

（注）

• DHCPを使用しない場合：IPアドレス、サブネットマスク、TFTPサーバ、およびデフォル
トのルータを電話機でローカルに設定する必要があります。[設定（Settings）] > [ネットワー
クの設定（Network Configuration）] > [IPv6設定（IPv6 Configuration）]を選択します。

DHCPを無効にして、IPアドレスを手動で設定する場合：

a) [DHCPv6有効（DHCPv6 Enabled）]を [いいえ（No）]に設定します。
b) 電話機のスタティック IPアドレスを入力します。
c) IPv6プレフィックス長を入力します。
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d) [IPv6代替 TFTPサーバ（IPv6 Alternate TFTP Server）]を [はい（Yes）]に設定し、[IPv6 TFTP
サーバ 1（IPv6 TFTP Server 1）]の IPアドレスを入力します。
[設定（Settings）] > [ネットワークの設定（NetworkConfiguration）]を選択して、電話機のある
ドメイン名も入力する必要があります。

Cisco Unified IP Phoneは IPv4アドレスと IPv6アドレスの併用をサポートしていま
す。 IPv4アドレスのみ、IPv6アドレスのみ、または IPv4アドレスと IPv6アドレス
の両方をサポートするように、Cisco Unified Communications Managerを設定できま
す。

（注）

ネットワーク設定, （68ページ）およびネットワークの設定メニュー, （77ページ）を参照
してください。

ステップ 7 電話機のセキュリティをセットアップします。データ改ざんの脅威と電話機の ID盗用を防止し
ます。

Cisco Unified IP Phoneのセキュリティ, （68ページ）を参照してください。

ステップ 8 Cisco Unified IP Phoneを使用して、コールを発信します。電話機および機能が正常に動作するこ
とを確認します。

電話機のユーザガイドを参照してください。

ステップ 9 エンドユーザに対して、電話機の使用方法および電話機のオプションの設定方法を通知します。

ユーザが十分な情報を得て、Cisco Unified IP Phoneを活用できるようにします。

社内のサポートWebサイト, （301ページ）を参照してください。
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第 2 章

Cisco Unified IP Phone およびネットワーク

Cisco Unified IP Phoneを使用すると、データネットワークを経由して、音声を使用して通信でき
るようになります。この機能を提供するために、IPPhoneは、他の主要なCiscoUnified IPTelephony
およびネットワークコンポーネントに依存し、やり取りしています。たとえば、Cisco Unified
Communications Manager、DNSおよび DHCPサーバ、TFTPサーバ、メディアリソース、Cisco
prestandard PoEなどです。

ここでは、Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gと、
Cisco Unified Communications Manager、DNS and DHCPサーバ、TFTPサーバ、およびスイッチと
の間のやり取りを中心に説明します。また、電話機への電源供給に関するオプションについて

も説明します。

音声通信と IP通信の関連情報については、次の URLを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/index.html

この章では、Cisco Unified IP Phoneと Voice over IP（VoIP）ネットワークの他の主要コンポーネ
ントとの間で行われる相互対話の概要について説明します。次の項で構成されています。

• Cisco Unified IP Communications製品の連携, 35 ページ

• Cisco Unified IP Phoneの電源, 37 ページ

• 電話機設定ファイル, 41 ページ

• 電話機の起動プロセス, 43 ページ

• Cisco Unified Communications Manager電話機の追加方法, 45 ページ

• Cisco Unified IP Phoneとさまざまなプロトコル, 48 ページ

• Cisco Unified IP Phone MACアドレスの特定, 50 ページ

Cisco Unified IP Communications 製品の連携
IPテレフォニーネットワークで Cisco Unified IP Phoneが機能するためには、Cisco Catalystスイッ
チなどのネットワーキングデバイスに Cisco Unified IP Phoneを接続する必要があります。また、
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電話機でコールを送受信する前に、Cisco Unified IP Phoneを Cisco Unified Communications Manager
システムに登録する必要があります。

この項では、次の項目について説明します。

Cisco Unified IP Phone および Cisco Unified Communications Manager の連
携

Cisco Unified Communications Managerは、業界標準のオープンなコール処理システムです。
Cisco Unified Communications Managerソフトウェアは、従来の PBX機能を企業の IPネットワーク
に統合して、電話機間でコールを確立および切断します。 Cisco Unified Communications Manager
は、電話会議やルートプランなどの機能で必要になる IPテレフォニーシステムのコンポーネン
ト（電話機、アクセスゲートウェイ、およびリソース）を管理します。また、Cisco Unified
Communications Managerには、次の機能もあります。

•電話機のファームウェアの提供

•認証および暗号化（テレフォニーシステム用に設定されている場合）

• TFTPサービスを介しての設定ファイル、CertificateTrustList（CTL）ファイル、および Identity
Trust List（ITL;証明書信頼リスト）ファイル

•電話機の登録

•コールの保存。この機能により、プライマリ CommunicationsManagerと電話機間でシグナリ
ングが消失してもメディアセッションが継続されます。

この章で説明している IPデバイスを使用するための Cisco Unified Communications Managerの設定
方法については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』、『Cisco Unified
Communications Manager System Guide』、および『Cisco Unified Communications Manager Security
Guide』を参照してください。

設定しようとする Cisco Unified IP Phoneのモデルが、Cisco Unified Communications Managerの
管理ページの [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストに表示されない場合は、
次の URLにアクセスして、使用している Cisco Unified Communications Managerバージョンの
最新のサポートパッチをインストールします。

http://www.cisco.com/kobayashi/sw-center/sw-voice.shtml

（注）

関連トピック

Cisco Unified IP Phoneのセキュリティ機能, （15ページ）
Cisco Unified IP Phoneで使用可能なテレフォニー機能, （156ページ）
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Cisco Unified IP Phone と VLAN の連携
CiscoUnified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gにはイーサネットスイッ
チが内蔵されており、パケットを電話機本体、電話機背面のアクセスポートやネットワークポー

トに転送できます。

アクセスポートにコンピュータを接続した場合、コンピュータと電話機は、スイッチへの同じ物

理リンクとスイッチ上の同じポートを共有します。このように物理リンクが共有されるため、

ネットワークの VLAN設定について、次のような考慮事項が存在します。

•現在の VLANを IPサブネットベースで設定することは可能です。ただし、追加の IPアド
レスを取得して、同じポートに接続されている他のデバイスと同じサブネットに電話機を割

り当てることはできません。

•データ/ネイティブ VLAN上のデータトラフィックによって、VoIPトラフィックの品質が低
下する可能性があります。

•ネットワークセキュリティを確保するために、VLAN音声トラフィックと VLANデータト
ラフィックの分離が必要になることがあります。

これらの問題は、音声トラフィックを別のVLAN上に分離することで解決します。電話機の接続
先となるスイッチポートには、次の 2つのトラフィックの伝送用に、それぞれ別個のVLANを設
定します。

• IP Phoneで送受信される音声トラフィック（補助 VLAN。たとえば、Cisco Catalyst 6000シ
リーズなど）

• IP Phoneのアクセスポート経由でスイッチに接続されている PCで送受信されるデータトラ
フィック（ネイティブ VLAN）

電話機を別の補助VLANに分離すると、音声トラフィックの品質が向上し、個々の電話機に割り
当てるだけの十分な IPアドレスがない既存のネットワークに多数の電話機を追加できます。

詳細については、Ciscoスイッチに添付されているマニュアルを参照してください。また、次の
URLからも関連資料を参照できます。

http://cisco.com/en/US/products/hw/switches/index.html

関連トピック

電話機の起動プロセス, （43ページ）
ネットワークの設定メニュー, （77ページ）

Cisco Unified IP Phone の電源
Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gには、外部電源または
Power over Ethernet（PoE）で電力を供給できます。独立型の電源によって外部電源が提供されま
す。イーサネットケーブルを介して電話機に接続されているスイッチによって、PoEが提供され
ます。
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外部電源を使用する場合、イーサネットケーブルを電話機に接続する前に、電源装置を電話

機に接続する必要があります。外部電源から電力が供給されている電話機を取り外す場合は、

電源装置を取り外す前に、イーサネットケーブルを電話機から取り外してください。

注意

電話機の電源の詳細については、次の各項で説明します。

電力に関するガイドライン

次の表に、Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gの外部電源お
よび PoE電源に適用されるガイドラインを示します。

表 7：Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945G の電力供給に関するガイドライン

ガイドライン電源の種類

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および
7945Gは、CP-PWR-CUBE-3電源を使用します。

外部電源：CP-PWR-CUBE-3
外部電源を通じて電力を供給

Cisco Unified IP Phoneパワーインジェクタは、どの Cisco Unified
IP Phoneにも使用できます。インジェクタは、ミッドスパンデバ
イスとして機能し、接続されている電話機にインラインパワーを

供給します。 Cisco Unified IP Phoneパワーインジェクタは、ス
イッチポートと IP Phone間に接続されます。また、通電していな
いスイッチと IP Phone間で最大 100 mのケーブル長をサポートし
ます。

外部電源：Cisco Unified IP
Phoneパワーインジェクタを
通じて電力を供給

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および
7945Gは、IEEE 802.3af Class 3の電力供給（シグナルペアおよび
スペアペア）をサポートします。

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および
7945Gは、Ciscoインライン PoEをサポートしません。

電話機を無停電で運用するには、スイッチがバックアップ電源を

備えている必要があります。

スイッチ上で実行されている CatOSまたは IOSのバージョンが、
予定している電話機配置をサポートしていることを確認します。

オペレーティングシステムのバージョンに関する情報について

は、スイッチのマニュアルを参照してください。

PoE電源：イーサネットケー
ブルを介して電話機に接続さ

れているスイッチを通じて電

力を供給
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電話機の消費電力とディスプレイの明るさ

電話機の消費電力は、電源構成によって変わります。次の表に、電源構成の概要を示し、設定オ

プションおよび関連する電話スクリーンの明るさのレベルごとに電話機によって消費される最大

電力を示します。

表に記載された消費電力値には、電話機とスイッチを接続するケーブルの電力損失が含まれま

す。

（注）

表 8：消費電力とディスプレイの明るさ（電源構成別）

電話スクリーンの明るさスイッチから消

費される最大電

力

電源構成電話機モデル

フル12 WCiscoスイッチ（双方向の電力ネ
ゴシエーションが有効）からの

IEEE 802.3af Class 3電源

Cisco Unified
IP Phone
7975G、
7965G、
7945G フル—外部電源

ほぼフル15.4 WCiscoスイッチ（双方向の電力ネ
ゴシエーションが有効または無

効）からの、またはサードパー

ティスイッチからの IEEE 802.3af
Class 3電源

Cisco Unified
IP Phone
7971G-GE

フル—外部電源

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

39

Cisco Unified IP Phone およびネットワーク
電話機の消費電力とディスプレイの明るさ



電話スクリーンの明るさスイッチから消

費される最大電

力

電源構成電話機モデル

約 1/26.3 Wポート当たり最大7Wの電力をサ
ポートするスイッチ（双方向の電

力ネゴシエーションが有効）から

の Cisco prestandard PoE

Cisco Unified
IP Phone
7970G

約 1/26.3 Wポート当たり 7 Wまたは 15.4 W
の電力をサポートする Ciscoス
イッチ（双方向の電力ネゴシエー

ションなし）からの Cisco
prestandard PoE

約 1/26.3 WCiscoスイッチ（双方向の電力ネ
ゴシエーションなし）からのIEEE
802.3af Class 3電源

約 1/26.3 Wサードパーティスイッチからの

IEEE 802.3af Class 3電源

フル（注を参照）10.25 WCiscoスイッチ（双方向の電力ネ
ゴシエーションが有効）からの

IEEE 802.3af Class 3電源

フル10.25 Wポート当たり 15.4 Wの電力をサ
ポートする Ciscoスイッチ（双方
向の電力ネゴシエーションが有

効）からの Cisco prestandard PoE

フル—外部電源

約 1/2の明るさから始まり、電話機が追加電力をネゴシエートした場合はフルの明るさに変化
します。

（注）

電話スクリーンの明るさがフルにならない方式で電話機に電力を供給している場合、電話機の [明
るさ（Brightness）]コントロール（[設定（Settings）] > [ユーザ設定（User Preferences）] > [明るさ
（Brightness）]）で明るさを最大値に設定することはできません。
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停電

電話機で緊急サービスにアクセスするには、電話機に電力が供給されている必要があります。電

源障害がある場合、電源が復旧するまで、利用および緊急コールサービスダイヤルは機能しませ

ん。電源の異常および障害が発生した場合は、装置をリセットまたは再設定してから、利用およ

び緊急コールサービスへのダイヤルを行う必要があります。

電力に関する追加情報

次の表のドキュメントでは、次のトピックに関する詳細情報を提供します。

• Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gと連携する Ciscoス
イッチ

•双方向電力ネゴシエーションをサポートしている Cisco IOSリリース

•電力に関するその他の要件および制限事項

URLドキュメントのトピック

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/prod_installation_
guides_list.html

Cisco Unified IP Phoneパ
ワーインジェクタ

http://www.cisco.com/en/US/netsol/ns340/ns394/ns147/ns412/index.htmlPoEソリューション

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps708/tsd_products_
support_series_home.html

Cisco Catalystスイッチ

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/index.htmlサービス統合型ルータ

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/iosswrel/products_ios_cisco_ios_
software_category_home.html

Cisco IOSソフトウェア

電話機設定ファイル
電話機の設定ファイルは TFTPサーバに保存されており、Cisco Unified CommunicationsManager接
続パラメータを定義しています。通常、電話機のリセットが必要となるような変更をCiscoUnified
Communications Managerに加えると、その変更内容は、電話機の設定ファイルに自動的に反映さ
れます。

設定ファイルには、電話機が実行するイメージロードに関する情報も含まれています。このイ

メージのロードが、電話機に現在ロードされているイメージと異なる場合、その電話機は、TFTP
サーバと交信して、必要なロードファイルを要求します。これらのロードファイルは、ファイ

ルの発信元の正当性を保証するためにデジタル署名されています。
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また、設定ファイルのデバイスセキュリティモードがAuthenticatedに設定されており、電話機の
CTLファイルに Cisco Unified Communications Managerに対する有効な証明書が存在する場合、電
話機は Cisco Unified Communications Managerとの TLS接続を確立します。それ以外の場合、電話
機は TCP接続を確立します。 Session Initiation Protocol（SIP;セッション開始プロトコル）電話機
の場合、TLS接続には、設定ファイルの転送プロトコルが TLSに設定されていることも必要です
（Cisco Unified Communications Manager Administrationの SIPセキュリティプロファイルの転送タ
イプに対応）。

設定ファイルのデバイスセキュリティモードが Authenticatedまたは Encryptedに設定されて
いるが、電話機が CTLファイルまたは ITLファイルを受信していない場合は、安全に登録で
きるように、電話機は 4回、ファイルの取得を試みます。

（注）

ただし、クラスタ間の Ciscoエクステンションモビリティの場合は例外で、電話機は Cisco
Unified Communications Managerとの TLS接続を許可し、CTLファイルがなくてもセキュアシ
グナリングを可能にします。

（注）

Cisco Unified Communications Managerの管理ページでセキュリティ関連の設定を行うと、電話機
の設定ファイルに重要な情報が保存されます。設定ファイルのプライバシーを確保するには、そ

のファイルを暗号化用に設定する必要があります。詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager Security Guide』の「Configuring Encrypted Phone Configuration Files」の章を参照してくだ
さい。

Cisco Unified Communications Managerでリセットおよび登録されるたびに、電話機は設定ファイ
ルを要求します。

電話機は、Cisco Unified CommunicationsManagerおよび TFTPに割り当てられた証明書が格納され
た有効な信頼リストファイルを受け取っていない場合のみ、XmlDefault.cnf.xmlという名前のデ
フォルト設定ファイルにアクセスします。

自動登録が有効になっておらず、電話機が Cisco Unified Communications Managerデータベースに
追加されていない場合、その電話システムは Cisco Unified Communications Managerへの電話機登
録要求を却下します。自動登録を有効にするか、電話機を Cisco Unified Communications Manager
データベースに追加するまで、電話機には「IP を設定中（Configuring IP）」というメッ
セージが継続的に表示されます。

電話機が登録済みの場合、電話機はSEPmac_address.cnf.xml（mac_addressは電話機のMACアドレ
ス）という設定ファイルにアクセスします。

SIP電話機の場合、TFTPサーバによって次の SIP設定ファイルが生成されます。

• SIP IP Phone

◦署名も暗号化もされていないファイル：SEP<mac>.cnf.xml

◦署名されているファイル：SEP<mac>.cnf.xml.sgn

◦署名され、暗号化されているファイル：SEP<mac>.cnf.xml.enc.sgn

   Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco
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•ダイヤルプラン：<dialplan>.xml

•ソフトキーテンプレート：<softkey_template>.xml

これらのファイル名は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerで [電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウにある [MACアドレス（MAC address）]フィールドと [説明（description）]フィール
ドから生成されます。電話機は、MACアドレスによって一意に識別されます。詳細については、
『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』を参照してください。

電話機と TFTPサーバのやり取りについては、『Cisco Unified Communications Manager System
Guide』の「Cisco TFTP」の章を参照してください。

電話機の起動プロセス
Cisco Unified IP Phoneが VoIPネットワークに接続すると、電話機では次の手順に示す標準起動プ
ロセスが開始されます。ご使用の Cisco Unified IP Phoneでは、個々のネットワークの設定に応じ
て、これらのプロセスステップの一部が省略される場合があります。

手順

ステップ 1 スイッチからの電力の取得。

電話機が外部電源を使用していない場合、電話機に接続されているイーサネットケーブル経由で

スイッチからのインラインパワーが供給されます。

Cisco Unified IP Phoneの電源, （37ページ）および起動時の問題, （271ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 2 保存されている電話イメージのロード。

Cisco Unified IP Phoneは、ファームウェアイメージとユーザ定義の設定値を保存するための不揮
発性フラッシュメモリを備えています。起動時に、電話機はブートストラップローダーを実行

して、フラッシュメモリに保存されている電話イメージをロードします。電話機は、このイメー

ジを使用してソフトウェアとハードウェアを初期化します。

起動時の問題, （271ページ）を参照してください。

ステップ 3 VLANの設定。
Cisco Unified IP Phoneを Ciscoスイッチに接続している場合、スイッチは、スイッチポート上に
定義されているボイスVLANを電話機に通知します。電話機がDynamicHost Configuration Protocol
（DHCP）要求を使用して IPアドレスの取得を開始するには、自身の VLANメンバーシップを電
話機があらかじめ把握している必要があります。

ネットワークの設定メニュー, （77ページ）および起動時の問題, （271ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 4 IPアドレスの取得。
Cisco Unified IP Phoneで DHCPを使用して IPアドレスを取得する場合、電話機は DHCPサーバに
クエリーを発行してアドレスを取得します。ネットワークでDHCPを使用しない場合は、個々の
電話機がある場所でスタティック IPアドレスを手動で割り当てる必要があります。
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ネットワークの設定メニュー, （77ページ）および起動時の問題, （271ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 5 TFTPサーバへのアクセス。
DHCPサーバは、IPアドレスの割り当てに加えて、Cisco Unified IP Phoneを TFTPサーバに経路指
定します。電話機の IPアドレスが静的に定義されている場合、その電話機にローカルで TFTP
サーバを設定する必要があります。この設定によって、その電話機は TFTPサーバと直接交信し
ます。

DHCPで割り当てられる TFTPサーバの代わりに、代替 TFTPサーバを割り当てて使用
することもできます。

（注）

ネットワークの設定メニュー, （77ページ）および起動時の問題, （271ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 6 CTLファイルの要求。
TFTPサーバに、CTLファイルが保管されています。このファイルには、電話機と Cisco
Unified Communications Managerの間の安全な接続を確立するために必要な証明書も含まれていま
す。

『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』の「Configuring the Cisco CTL Client」の章
を参照してください。

ステップ 7 ITLファイルの要求。
電話機は、まず CTLファイルを要求し、次に ITLファイルを要求します。 ITLファイルは電話機
が信頼できるエンティティの証明書を含んでいます。証明書は、サーバとのセキュア接続の認

証、またはサーバによるデジタル署名の認証に使用されます。

『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』の「Security by Default」の章を参照してく
ださい。

ステップ 8 設定ファイルの要求。

TFTPサーバは、設定ファイルを保持しています。このファイルは、Cisco Unified Communications
Managerに接続するためのパラメータに加え、電話機に関するその他の情報を定義しています。

電話機設定ファイル, （41ページ）および起動時の問題, （271ページ）を参照してください。

ステップ 9 Cisco Unified Communications Managerとの通信。
設定ファイルは、Cisco Unified IP PhoneがCisco Unified CommunicationsManagerとどのように通信
するかを定義し、電話機にロード IDを提供します。電話機は、このファイルをTFTPサーバから
取得すると、リストで優先順位が最も高い Cisco Unified Communications Managerへの接続を確立
しようとします。（暗号化または認証された）セキュアなシグナリングのために電話機のセキュ

リティプロファイルを設定し、Cisco Unified Communications Managerをセキュアモードに設定し
ている場合、電話機は TLS接続を実行します。それ以外の場合は、非セキュア TCP接続を実行
します。

電話機をデータベースに手動で追加した場合は、Cisco Unified Communications Managerが電話機
を識別します。電話機がデータベースに手動で追加されていない場合、自動登録が Cisco
UnifiedCommunicationsManagerで有効になっていれば、その電話機は、CiscoUnifiedCommunications
Managerデータベースに対して自動登録を試みます。
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CTLクライアントを設定している場合、自動登録は無効になっています。その場合、
電話機を手動で Cisco Unified Communications Managerデータベースに追加する必要があ
ります。

（注）

電話機設定ファイル, （41ページ）および起動時の問題, （271ページ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager 電話機の追加方法
Cisco Unified IP Phoneを設置する前に、電話機をCisco Unified CommunicationsManagerデータベー
スに追加する方法を選択しておく必要があります。

次の表に、電話機を Cisco Unified Communications Managerデータベースに追加する方法の概要を
示します。

表 9：Cisco Unified Communications Manager 電話機の追加方法

注MAC アドレスの必要性メソッド

電話番号の自動割り当てが可能で

す。

セキュリティまたは暗号化が有効に

なっている場合は使用できません。

No自動登録

自動登録および一括管理ツール

（BAT）が必要です。ユーザが電話
機から TAPSを発信するときに、デ
バイスのMACアドレスおよび DN
を使用して Cisco
Unified Communications Managerデー
タベースを更新します。

NoTAPSによる自動登録

電話機を個々に追加する必要があり

ます。

YesCisco Unified
Communications
Managerの管理ページ
を使用します。

同じモデルの電話機のグループを追

加できます。

電話機をCiscoUnifiedCommunications
Managerデータベースに追加すると
きに、スケジュールできます。

YesBATの使用
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自動登録による電話機の追加

電話機を設置する前に自動登録を有効にしておくと、次のことが可能になります。

•事前に電話機からMACアドレスを収集することなく、電話機を追加する。

• Cisco Unified IP Phoneを IPテレフォニーネットワークに物理的に接続したときに、その電話
機を Cisco Unified CMデータベースに自動的に追加する。自動登録中に、Cisco Unified
Communications Managerは連続する電話番号の中から次に使用可能なものを電話機に割り当
てます。

•電話機を Cisco Unified Communications Managerデータベースにすばやく登録し、電話番号な
どの設定を Cisco Unified Communications Managerから変更する。

•自動登録された電話機を新しい場所に移動し、電話番号を変更しないまま別のデバイスプー
ルに割り当てる。

自動登録は、ネットワークに追加する電話機が 100台未満の場合に使用することを推奨しま
す。 100台を超える電話機をネットワークに追加するには、一括管理ツール（BAT）を使用し
ます。

（注）

自動登録は、デフォルトでは無効になっています。場合によっては、自動登録の使用が適さない

ことがあります。たとえば、電話機に特定の電話番号を割り当てる場合です。自動登録の有効化

については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「Enable
autoregistration」の項を参照してください。

Cisco CTLクライアントを通じてクラスタを混合モードに設定すると、自動登録は自動的に無
効になります。CiscoCTLクライアントを介してクラスタを非セキュアモードに設定すると、
自動登録は自動的に有効になります。

（注）

自動登録と TAPS による電話機の追加
自動登録と TAPS（Tool for Auto-Registered Phones Support）を使用すると、MACアドレスを最初
に電話機から収集しなくても、電話機を追加することができます。

TAPSは、一括管理ツール（BAT）と連携して、Cisco Unified Communications Managerデータベー
スにダミーMACアドレスを使用して追加された一連の電話機をアップデートします。 TAPSを
使用して電話機のMACアドレスをアップデートし、あらかじめ定義しておいた設定をダウンロー
ドします。
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自動登録と TAPSは、ネットワークに追加する電話機が 100台未満の場合に使用することを推
奨します。 100台を超える電話機をネットワークに追加するには、一括管理ツール（BAT）を
使用します。

（注）

TAPSを実装するには、TAPS電話番号をダイヤルして、ボイスプロンプトの指示に従います。
このプロセスが完了した後、電話機には電話番号とその他の設定値がダウンロードされ、電話機

は正しいMACアドレスを使用して Cisco Unified Communications Managerの管理ページで更新さ
れます。

TAPSが機能するためには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページ（[システム
（System）] > [Cisco Unified CM]）で自動登録を有効にする必要があります。

Cisco CTLクライアントを通じてクラスタを混合モードに設定すると、自動登録は自動的に無
効になります。CiscoCTLクライアントを介してクラスタを非セキュアモードに設定すると、
自動登録は自動的に有効になります。

（注）

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「Bulk
Administration」の章および『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration Guide』の
「Tool for Auto-Registered Phones Support」の章を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでの電話機の追加
Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して、個別の電話機を
Cisco Unified Communications Managerデータベースに追加できます。追加するには、まず各電話
機のMACアドレスを入手する必要があります。

MACアドレスを収集した後、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、[新規追加（Add New）]をクリックして開始します。

詳細な手順および Cisco Unified Communications Managerの概念については、『Cisco
Unified CommunicationsManager AdministrationGuide』および『CiscoUnified CommunicationsManager
System Guide』を参照してください。

関連トピック

Cisco Unified IP Phone MACアドレスの特定, （50ページ）

BAT による電話機の追加
Cisco Unified Communications一括管理ツール（BAT）は、Cisco Unified Communications Managerの
管理ページのメニューオプションであり、複数の電話機の登録などのバッチ操作を実行できま

す。

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

47

Cisco Unified IP Phone およびネットワーク
Cisco Unified Communications Manager の管理ページでの電話機の追加



TAPSを使用せずに BATだけを使用して電話機を追加するには、まず対象の各電話機のMACア
ドレスを取得する必要があります。

電話機を Cisco Unified Communications Managerに追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページから、[一括管理（Bulk Administration）] > [電
話（Phone）] > [電話テンプレート（Phone Template）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]、[電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]、[デバイ
スセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]など、電話固有の詳細なパラメータを入
力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 Cisco Unified Communications Managerから [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] > [新規追加
（Add New）]を選択し、既存の BAT電話テンプレートを使用して電話機を追加します。
BATの使用方法の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration
Guide』を参照してください。 BAT電話テンプレート作成の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Bulk Administration Guide』の「Phone Template」の章を参照してくださ
い。

関連トピック

Cisco Unified IP Phone MACアドレスの特定, （50ページ）

Cisco Unified IP Phone とさまざまなプロトコル
Cisco Unified IP Phoneは、Skinny Client Control Protocol（SCCP）または SIP（セッション開始プロ
トコル）を用いて使用できます。あるプロトコルを使用している電話機を、別のプロトコルを使

用するように変更できます。

この項では、次の項目について説明します。

新しい電話機での SCCP から SIP へのプロトコルの変更
新しい未使用の電話機は、デフォルトでは SCCPを使用するように設定されます。この電話機を
SIPを使用するように変更するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 次のいずれかの操作を行います。

a) 電話機を自動登録するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [自動登録
電話プロトコル（Auto Registration Phone Protocol）]パラメータを SIPに設定します。

b) 一括管理ツール（BAT）を使用して電話機を設定するには、該当の電話機モデルを選択し、
BATから SIPを選択します。

c) 電話機を手動で設定するには、Cisco Unified CMの管理の [電話の設定（Phone Configuration）]
ウィンドウで、SIPに関する該当の変更を行います。
Cisco Unified Communications Managerの管理ページの詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration Guide』を参照してください。 BATの詳細については、
『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration Guide』を参照してください。

ステップ 2 ネットワークで DHCPを使用していない場合は、電話機のネットワークパラメータを設定しま
す。

ステップ 3 設定の更新を保存し、次の手順を実行します。

a) [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
b) [設定情報の適用（ApplyConfiguration Information）]ウィンドウが表示されたら、[OK]をクリッ
クします。

c) 電話機の電源をオフ/オンします。

関連トピック

ネットワーク設定, （68ページ）

使用中の電話プロトコルからのプロトコル変更

使用中の電話機でプロトコルを別のプロトコルに変更する方法については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration Guide』の「Cisco Unified IP Phone Configuration」の章の
「Migrate existing phone settings to another phone」の項を参照してください。

SCCP および SIP 環境での電話の導入
SCCPと SIPが混在する環境で、Cisco Unified Communications Managerの自動登録パラメータに
SCCPを設定して Cisco Unified IP Phoneを導入するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの auto_registration_protocolパラメータを SCCPに設定しま
す。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerで、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）]を選択します。

ステップ 3 電話機を設置します。

ステップ 4 [自動登録プロトコル（Auto Registration Protocol）]エンタープライズパラメータを [SIP]に変更し
ます。

ステップ 5 SIP電話機を自動登録します。

Cisco Unified IP Phone MAC アドレスの特定
このマニュアルの手順の一部では、Cisco Unified IP PhoneのMACアドレスが特定されている必要
があります。次のいずれかの方法で、電話機のMACアドレスを確認できます。

•電話機で、[設定（Settings）] > [ネットワークの設定（Network Configuration）]を選択し、
[MACアドレス（MAC Address）]フィールドを確認する。

•電話機の背面にあるMACラベルを確認する。

•電話機のWebページを表示し、[デバイス情報（Device Information）]ハイパーリンクをク
リックする。

関連トピック

電話機のWebページへのアクセス, （250ページ）
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第 3 章

Cisco Unified IP Phone の設置

この章は、CiscoUnified IP Phoneを IPテレフォニーネットワークに設置する場合に役立ちます。

Cisco Unified IP Phoneを設置する前に、ネットワーク内で電話機をどのように設定するかを決
める必要があります。その後、電話機を設置して機能を確認します。詳細については、Cisco
Unified IP Phoneおよびネットワーク, （35ページ）を参照してください。

（注）

この章は、次の項で構成されています。

• はじめる前に, 51 ページ

• Cisco Unified IP Phoneのコンポーネント, 53 ページ

• Cisco Unified IP Phoneの設置, 57 ページ

• Cisco Unified IP Phone Expansion Module, 59 ページ

• フットスタンド調節, 63 ページ

• 電話機のケーブルロック, 63 ページ

• 壁面への電話機の取り付け, 65 ページ

• 電話機の起動プロセス, 67 ページ

• ネットワーク設定, 68 ページ

• Cisco Unified IP Phoneのセキュリティ, 68 ページ

はじめる前に
Cisco Unified IP Phoneを設置する前に、次の各項の要件を確認してください。
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ネットワークの要件

Cisco Unified IP Phoneがネットワーク内でCisco Unified IP Phoneエンドポイントとして正常に機能
するためには、ネットワークが次の要件を満たしている必要があります。

• VoIPネットワークが正常に動作している

◦ Ciscoルータおよびゲートウェイ上で VoIPが設定されている

◦ CiscoUnifiedCommunicationsManager 4.x以降がネットワークにインストールされ、コー
ル処理用に設定されている

• IPネットワークが DHCPをサポートしているか、IPアドレス、ゲートウェイ、およびサブ
ネットマスクの手動割り当てをサポートしている

Cisco Unified IP Phoneは、日時の設定を Cisco Unified Communications Managerから取得して表
示します。Cisco Unified CommunicationsManagerサーバでは、電話機とタイムゾーンが異なる
場合、現地時間が表示されません。

（注）

Cisco Unified Communications Manager のセットアップ
Cisco Unified IP Phoneは、コールの処理にCisco Unified CommunicationsManagerを必要とします。
Cisco Unified Communications Managerを正しくセットアップして、電話機を管理し、コールを適
切にルーティングおよび処理するには、『Cisco Unified Communications Manager Administration
Guide』または Cisco Unified Communications Managerアプリケーションの状況依存ヘルプを参照し
てください。

自動登録を使用する計画がある場合は、Cisco Unified IP Phoneをネットワークに接続する前に、
自動登録が Cisco Unified Communications Managerで有効になっていて、正しく設定されているこ
とを確認してください。自動登録の有効化と設定については、『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』を参照してください。

テレフォニー機能を設定してCiscoUnified IPPhoneに割り当てるには、CiscoUnifiedCommunications
Managerを使用する必要があります。

Cisco Unified Communications Managerでは、ユーザをデータベースに追加し、特定の電話機に関
連付けることができます。この処理によって、ユーザはWebページにアクセスできるようにな
り、コール転送、短縮ダイヤル、ボイスメッセージシステムのオプションなどの項目を設定する

ことができます。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerユーザの追加, （197ページ）
Cisco Unified Communications Manager電話機の追加方法, （45ページ）
Cisco Unified IP Phoneで使用可能なテレフォニー機能, （156ページ）
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Cisco Unified IP Phone のコンポーネント
Cisco Unified IP Phoneには、電話機または電話機のアクセサリとして次のコンポーネントがあり
ます。

ネットワークポートとアクセスポート

Cisco Unified IP Phoneの背面には次のポートがあります。

•ネットワークポート：Cisco Unified IP Phone 7970G、7965G、および 7945Gには 10/100 SW、
CiscoUnified IP Phone 7975Gおよび 7971G-GEには 10/100/1000 SWとラベルが付いています。

•アクセスポート：Cisco Unified IP Phone 7970G、7965G、および 7945Gには 10/100 PC、
CiscoUnified IP Phone 7975Gおよび 7971G-GEには 10/100/1000 SWとラベルが付いています。

各ポートは、10/100または 10/100/1000 Mbps半二重または全二重による外部デバイスへの接続を
サポートしています。

• Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、および 7970Gの場合、10 Mbps接続にはカテゴリ
3または 5のケーブルを使用できますが、100および 1000 Mbps接続にはカテゴリ 5を使用
する必要があります（Cisco Unified IP Phone 7970Gは 1000 Mbpsをサポートしません）。

• Cisco Unified IP Phone 7965Gおよび 7945Gの場合、10 Mbps接続にはカテゴリ 3、5、5e、ま
たは 6ケーブルのいずれでも使用できますが、100 Mbps接続にはカテゴリ 5、5e、または 6
のケーブルを使用する必要があります。

電話機をネットワークに接続するには、SWネットワークポートを使用します。このポートで
は、ストレートケーブルを使用する必要があります。電話機は、この接続を通じてスイッチから

インラインパワーを取得することもできます。詳細についてはCisco Unified IP Phoneの電源, （
37ページ）を参照してください。

PCアクセスポートは、コンピュータなどのネットワークデバイスを電話機に接続するために使
用します。このポートでは、ストレートケーブルを使用する必要があります。

ハンドセット

Cisco Unified IP Phoneには、専用の受話器が付属しています。ハンドセットは、着信コールやボ
イスメッセージがあることを通知する、ライトストリップを備えています。

ハンドセットをCisco Unified IP Phone 7975G、7965G、または 7945Gに接続するには、ケーブルの
一端をハンドセットに差し込み、ケーブルの反対側の端を電話機背面のハンドセットポートに差

し込みます。
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ハンドセットを Cisco Unified IP Phone 7971G-GEまたは 7970Gに接続するには、次の図のように
受け台エリアからフックスイッチクリップを取り外します。次に、受話器と、電話機の背面にあ

る受話器ポートにケーブルを差し込みます。

図 1：フックスイッチクリップの取り外し

スピーカーフォン

デフォルトでは、Cisco Unified IP Phoneでスピーカーフォンが有効です。

スピーカーフォンを無効にする（Disable Speakerphone）
CiscoUnifiedCMの管理ページを使用してスピーカーフォンを無効にするには、次の手順を実行し
ます。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、変更する電話機を探します。

ステップ 2 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、[スピーカーフォンを無効にする（Disable
Speakerphone）]をオンにします。

ステップ 3 [適用（Apply）]をクリックします。

ヘッドセット

シスコでは、Cisco Unified IP Phoneで使用するサードパーティ製ヘッドセットについて社内でテ
ストを実施していますが、ヘッドセットやハンドセットのベンダーの製品については動作の保証

やサポートは行っていません。

シスコでは、不要な無線周波数（RF）信号および可聴周波数（AF）信号を遮蔽する高品質のヘッ
ドセットなどの外部デバイスの使用を推奨しています。これらのデバイスの品質や、携帯電話お

よび双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、雑音やエコーが入ることもあります。

可聴ハム雑音などのノイズは、リモートの通話相手だけに聞こえる場合もあれば、リモートの通

話相手と Cisco Unified IP Phoneユーザの両方に聞こえる場合もあります。ハム雑音やブザーのよ
うな雑音は、電灯、電気モーター、大型の PCモニタなど、外部ソースに原因があることがあり
ます。詳細については、外部デバイスの使用, （57ページ）を参照してください。
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場合によっては、ローカル電源キューブやパワーインジェクタを使用することにより、ハム

雑音を軽減または除去できることがあります。

（注）

Cisco Unified IP Phoneを実際に展開する場合、環境やハードウェアにより不整合が発生すること
があるので、すべての環境に対して最適な唯一のヘッドセットを見出すことは不可能です。

ヘッドセットを購入して大規模に展開する前に、実際の環境での使用に最適かどうかをテストす

ることを推奨します。

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gは、ワイドバンド
ヘッドセットをサポートします。

（注）

オーディオ品質

物理的、機械的、および技術的な性能以上に、ヘッドセットの音質がユーザと通話相手の双方に

とって良質である必要があります。音の品質の判断は主観的なものであるため、シスコでは、特

定のヘッドセットや受話器のパフォーマンスを保証することはできません。ただし、主要なヘッ

ドセット製造業者製のさまざまなヘッドセットは、Cisco Unified IP Phoneで使用した場合のパ
フォーマンスが優れていることが報告されています。詳細については、各メーカーのサイトを参

照してください。

ワイヤレスヘッドセットのリモートのフックスイッチ制御機能をワイヤレスヘッドセットで使用

する方法の詳細については、次の URLで参照できます。

http://marketplace.cisco.com/catalog

1 [検索（Search）]フィールドにワイヤレス IP Phoneヘッドセットと入力します。

2 [検索（Search）]をクリックします。

特定のテクノロジー開発プログラムパートナーを検索する場合は、[検索（Search）]フィールド
にパートナー名を入力してください。

Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970Gはワイヤレスヘッドセットをサポートしません（注）

ヘッドセットの接続

ヘッドセットを Cisco Unified IP Phoneに接続するには、電話機の背面にあるヘッドセットポート
にヘッドセットのプラグを差し込みます。電話機のヘッドセットボタンを押し、ヘッドセットを

使用したコールの発信と受信を行います。
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ヘッドセットでは、音量ボタンやミュートボタンも含めて、Cisco Unified IP Phoneのすべての機
能を使用できます。これらのボタンを使用して、ヘッドセットの音量を調整したり、ヘッドセッ

トマイクからの音声が相手に聞こえないようにしたりすることができます。

ワイヤレスヘッドセットのリモートでフックスイッチを制御する機能により、ユーザは Cisco
Unified IPPhoneでワイヤレスヘッドセットを使用できます。ヘッドセットの接続およびこの機能
の使用については、ワイヤレスヘッドセットのマニュアルを参照してください。

ヘッドセットの無効化

ヘッドセットを無効にするには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用しま
す。

ヘッドセットを無効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、変更する電話機を探します。

ステップ 2 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、[スピーカーフォンとヘッドセットの無効化
（Disable Speakerphone and Headset）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [適用（Apply）]をクリックします。

ワイヤレスヘッドセット

Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970Gはワイヤレスヘッドセットをサポートしませ
ん。

（注）

デフォルトでは、[ワイヤレスヘッドセットフックスイッチコントロール（Wireless Headset
Hookswitch Control）]オプションは無効です。Cisco Unified CommunicationsManagerの管理アプリ
ケーションで、このオプションを有効にできます。

ヘッドセットの接続およびこの機能の使用については、ワイヤレスヘッドセットのマニュアルを

参照してください。
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ヘッドセットフックスイッチコントロールの有効化

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、変更する電話機を探します。

ステップ 2 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、[ヘッドセットフックスイッチコントロール
（Headset Hookswitch Control）]に対して [有効（Enable）]を選択します。

外部デバイスの使用

シスコでは、不要な無線周波数（RF）信号および可聴周波数（AF）信号を遮断（遮蔽）する高品
質の外部デバイス（スピーカ、マイクロフォン、ヘッドセットなど）の使用を推奨しています。

これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、

雑音が入ることもあります。その場合は、次のいずれかの方法で対処してください。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスを離す。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。

•外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、シールドおよびコネクタが高品質
のケーブルを使用する。

•外部デバイスのケーブルを短くする。

•外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。

シスコでは、外部デバイス、ケーブル、コネクタの品質については制御できないため、システム

パフォーマンスの保証ができません。良品質のケーブルおよびコネクタを使用して適切なデバイ

スを接続すると、十分なシステムパフォーマンスが得られます。

欧州連合諸国では、EMC Directive [89/336/EC]に完全に準拠した外部ヘッドセットだけを使用
してください。

注意

Cisco Unified IP Phone の設置
CiscoUnified IPPhoneは、使用する前にネットワークおよび電源に接続する必要があります。ケー
ブルを電話機に接続する方法については、CiscoUnified IP Phoneのケーブルの設置, （59ページ）
を参照してください。
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電話機は、新品の場合でも、設置する前に最新のファームウェアイメージにアップグレード

してください。

外部デバイスを使用する場合は、外部デバイスの使用, （57ページ）を読んで、安全性およ
びパフォーマンスに関する情報を確認しておいてください。

（注）

はじめる前に

必要に応じて、フックスイッチクリップ（ハンドセット, （53ページ）を参照）を受け台エリア
から取り外します。

手順

ステップ 1 ハンドセットをハンドセットポートに接続します。

ステップ 2 ヘッドセットをヘッドセットポートに接続します。

ヘッドセットは設置の際に接続しなくても、後から追加できます。

サポートされているヘッドセットについては、ヘッドセット, （54ページ）を参照してくださ
い。

ステップ 3 ワイヤレスヘッドセットの接続ワイヤレスヘッドセットは設置の際に接続しなくても、後から

追加できます。

Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970Gはワイヤレスヘッドセットをサポートし
ません。

（注）

詳細については、ワイヤレスヘッドセットのマニュアルを参照してください。

ステップ 4 電源をアダプタポートに接続します。

Cisco Unified IP Phoneの電源, （37ページ）を参照してください。

ステップ 5 ストレート型イーサネットケーブルをスイッチから、10/100/1000 SWポート（Cisco Unified IP
Phone 7975Gおよび 7971G-GE）、または 10/100 SWポート（CiscoUnified IP Phone 7970G、7965G、
および 7945G）に接続します。
各 Cisco Unified IP Phoneには、イーサネットケーブルが 1本付属しています。

10 Mbps接続にはカテゴリ 3/5/5e/6ケーブルのいずれでも使用できますが、100 Mbps接続にはカ
テゴリ 5/5e/6のケーブル、1000 Mbps接続にはカテゴリ 5e/6のケーブルを使用する必要がありま
す。

詳細については、ネットワークポートとアクセスポート, （53ページ）を参照してください。

ステップ 6 ストレート型イーサネットケーブルを別のネットワークデバイス（デスクトップコンピュータ

など）から、10/100/1000 PCポート（Cisco Unified IP Phone 7975Gおよび 7971G-GE）、または
10/100 SWポート（Cisco Unified IP Phone 7970G、7965G、および 7945G）に接続します。
別のネットワークデバイスは、ここで接続しなくても後で接続できます。

10 Mbps接続にはカテゴリ 3/5/5e/6ケーブルのいずれでも使用できますが、100 Mbps接続にはカ
テゴリ 5/5e/6のケーブル、1000 Mbps接続にはカテゴリ 5e/6のケーブルを使用する必要がありま
す。
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詳細については、ネットワークポートとアクセスポート, （53ページ）を参照してください。

Cisco Unified IP Phone のケーブルの設置
次の図および表を参照して、電話機を接続してください。

AC-DC電源装置2DCアダプタポート1

ネットワークポート4AC電源コード3

受話器ポート6アクセスポート5

フットスタンドボタン8ヘッドセットポート7

補助ポート9

Cisco Unified IP Phone Expansion Module
Cisco Unified IP Phone拡張モジュールを Cisco Unified IP Phoneに取り付けることで、ラインアピ
アランスまたは短縮ダイヤル番号の数を拡張できます。 Cisco Unified IP Phone Expansion Module
用のボタンテンプレートをカスタマイズして、ラインアピアランスの数および短縮ダイヤルボタ
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ンの数を決定できます。適切な電話機のモデルの詳細については、電話ボタンテンプレートに関

する項を参照してください。

Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970Gは、Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7914
のみをサポートします。

（注）

Cisco Unified IP Phone 7945Gは、Cisco Unified IP Phone Expansion Moduleをサポートしていま
せん。

（注）

次の方法のどちらかを使用して、1つまたは複数の Cisco Unified IP Phone拡張モジュールを Cisco
Unified IP Phone 7975Gおよび 7965Gに取り付けられます。

•最初に電話機を Cisco Unified Communications Managerに追加するときに次のいずれかを選択
します。

◦ Cisco Unified IP Phone Expansion 7914の場合：[7914 14-Button Line Expansion Module]

◦ Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7915の場合：[7915 12-Button Line Expansion
Module]または [7915 24-Button Line Expansion Module]

◦ Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7916の場合：[モジュール 1（Module 1）]また
は [モジュール 2（Module 2）]フィールドで [7916 12-Button Line Expansion Module]また
は [7916 24-ButtonLine ExpansionModule]を選択し、適切な拡張モジュールファームウェ
アを選択します。次の手順ステップ 6, （61ページ）を参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerで電話が設定された後に拡張モジュールを取り付けま
す。

次の方法のどちらかを使用して、1つの Cisco Unified IP Phone 7914拡張モジュールを
Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970Gに取り付けられます。

•最初に電話をCiscoUnifiedCommunicationsManagerに追加するときに、[モジュール 1（Module
1）]フィールドまたは [モジュール 2（Module 2）]フィールドで [7914 14-ButtonLineExpansion
Module]を選択し、適切な拡張モジュールファームウェアを選択します。次の手順のステッ
プ 6, （61ページ）を参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerで電話が設定された後に拡張モジュールを取り付けま
す。

Cisco Unified IP Phone Expansion Module のセットアップ
Cisco Unified IP Phoneで、Cisco Unified IP Phone拡張モジュールを設定するには、次の手順を実行
します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理にログインします。
[CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理（CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration）]
が表示されます。

ステップ 2 メニューから [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phone）]ウィンドウが表示されます。
Cisco Unified IP Phone Expansion Moduleを設定する 1つ以上の電話を検索できます。

ステップ 3 検索条件を選択するか入力して、[検索（Find）]をクリックします
検索条件に一致する電話の一覧が [電話の検索と一覧表示（Find and List Phone）]ウィンドウに再
表示されます。

ステップ 4 Cisco Unified IP Phone Expansion Moduleを設定する IP Phoneを選択します。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [拡張モジュール情報（Expansion Module Information）]領域までスクロールします。

ステップ 6 Cisco Unified IP Phone 7975Gおよび 7965Gで 1つの拡張モジュールに対するサポートを追加する
には、[モジュール 1（Module 1）]フィールドで次のいずれかを選択します。

• Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7914の場合：[7914 14-Button Line Expansion Module]

• Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7915の場合：[7915 12-Button Line Expansion Module]
または [7915 24-Button Line Expansion Module]

• Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7916の場合：[7916 12-Button Line Expansion Module]
または [7916 24-Button Line Expansion Module]

Cisco Unified IP Phones 7971G-GEおよび 7970Gで 1つの拡張モジュールに対するサポートを追加
するには、[モジュール 1（Module 1）]フィールドで [7914 14-Button Line Expansion Module]を選
択します。

ステップ 7 Cisco Unified IP Phone 7975Gおよび 7965Gで 2番目の拡張モジュールに対するサポートを追加す
るには、[モジュール 2（Module 2）]フィールドで次のいずれかを選択します。

• Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7914の場合：[7914 14-Button Line Expansion Module]

• Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7915の場合：[7915 12-Button Line Expansion Module]
または [7915 24-Button Line Expansion Module]

• Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7916の場合：[7916 12-Button Line Expansion Module]
または [7916 24-Button Line Expansion Module]

Cisco Unified IP Phones 7971G-GEおよび 7970Gで 2番目の拡張モジュールに対するサポートを追
加するには、[モジュール 2（Module 2）]フィールドで [7914 14-Button Line Expansion Module]を
選択します。
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[ファームウェアロード情報（Firmware Load Information）]セクションには、[モジュー
ル 1（Modules 1）]と [モジュール 2（Modules 2）]に対するファームウェアロードを指
定する 2つのフィールドがあります。デフォルトのファームウェアロードを使用する
場合は、このフィールドをブランクのままにします。

（注）

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
[設定の適用（ApplyConfig）]ボタンをクリックして変更を有効にすることを求めるメッセージが
表示されます。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
[設定情報の適用（Apply Configuration Information）]ダイアログが表示されます。

ステップ 11 [OK]をクリックします。
ボタンを設定し、Cisco Unified IP Phone拡張モジュールの電話サービスにアクセスする
ボタンをプログラムするには、[ユーザオプション（User Options）] Webページを参照
してください。詳細については、電話機能のユーザ登録およびセットアップ,（303ペー
ジ）を参照してください。

（注）

Cisco Unified IP Phone の機能キー容量増加
Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7915および 7916を Cisco Unified IP Phone 7965Gまたは
7975Gに取り付けると、最大 48個の追加のラインアピアランスまたはプログラム可能なボタン
を電話に追加できます。回線容量の増加には、Directory Numbers（DN;電話番号）、回線情報メ
ニュー、回線呼び出しメニュー、および回線ヘルプ IDが含まれます。 Cisco Unified IP Phone
Expansion Module 7915および 7916の 48個の追加キーのすべてを設定できます。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]を使用してボタンを設定
します。

Cisco Unified Communications Managerには、複数のデフォルト電話ボタンテンプレートがありま
す。電話機を追加する場合、これらのテンプレートの 1つを割り当てることもできますし、新し
いテンプレートを作成することもできます。

関連トピック

ソフトキーテンプレート, （196ページ）

追加ボタンのセットアップ

48個の追加ボタンを設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定
（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。

ステップ 3 ドロップダンリストからテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。

ステップ 4 新しいテンプレートの名前を変更します。

ステップ 5 テンプレートを 56 Directory Numbers（Cisco Unified IP Phone 7975Gの場合）または 54 Directory
Numbers（Cisco Unified IP Phone 7965Gの場合）に更新します。
テンプレートの作成と変更の詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration
Guide』および『Cisco Unified Communications Manager System Guide』を参照してください。

2個の Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7915、または 2個の Cisco Unified IP Phone
Expansion Module 7916を取り付けることで、48個の追加回線または短縮ダイヤルおよ
び機能ボタンを実装することもできます。

（注）

フットスタンド調節
Cisco Unified IP Phoneには、調節可能なフットスタンドが付いています。電話機を卓上に置く場
合、水平から 60度まで 7.5度単位で傾きを調節できます。また、フットスタンドやオプションの
壁面取り付け用キットを使用して、電話機を壁に取り付けることもできます。

フットスタンドを調節するには、フットスタンド調節ボタンを押し、傾きを調節します。

電話機のケーブルロック
Cisco Unified IP Phoneを卓上に固定するには、ラップトップのケーブルロックを使用します。
ロックを電話機の背面にあるセキュリティスロットに接続し、ケーブルを卓上に固定することが

できます。

セキュリティスロットには最大 20 mm幅のケーブルを挿入できます。互換性のあるラップトッ
プケーブルロックとして Kensington製のラップトップケーブルロックの他、電話機の背面にあ
るセキュリティスロットに適合するその他のメーカー製ラップトップケーブルロックがありま

す。
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Cisco Unified IP Phone 7945G、7965G、および 7975G のケーブルロック
ケーブルロックを Cisco Unified IP Phone 7945G、7965G、および 7947Gに接続する方法について
は、次の図を参照してください。

図 2：ケーブルロックの接続
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Cisco Unified IP Phone 7970G および 7971G-GE のケーブルロック
ケーブルロックを Cisco Unified IP Phone 7970Gおよび 7971G-GEに接続する方法については、次
の図を参照してください。

図 3：ケーブルロックの接続

壁面への電話機の取り付け
Cisco Unified IP Phoneを壁面に取り付けるには、取り付けブラケットとしてフットスタンドを使
用するか、Cisco Unified IP Phoneの壁面取り付け用キットの専用取り付けブラケットを使用しま
す壁面取り付けキットは、電話機とは別にご注文ください。

壁面取り付け用キットではなく、標準のフットスタンドを使用して、Cisco Unified IP Phoneを壁
面に取り付ける場合は、次の工具と部品が必要です。

•ドライバ

• Cisco Unified IP Phoneを壁面に固定するネジ

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

65

Cisco Unified IP Phone の設置
Cisco Unified IP Phone 7970G および 7971G-GE のケーブルロック



次の図には、電話機の部品の概要図を掲載しています。

図 4：Cisco Unified IP Phone の壁面への取り付けに使用するパーツ

フットスタンド調節ボタン：調節プレートを上げ下げします。1

壁面取り付け用のネジ穴2

調節プレート：電話機を垂直に上げ下げします。3

はじめる前に

壁面に取り付けた電話機に受話器を確実に掛けられるようにするには、受話器の壁掛けフックを

受話器の受け台から外し、半回転させてから再び差し込みます。このようにフックを回転させて

おくと、電話機を垂直にしたときに、受話器を掛けるための枠が見えます。この手順の図解につ

いては、次の URLの『Installing the Wall Mount Kit for the Cisco Unified IP Phone』を参照してくだ
さい。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/prod_installation_guides_list.html

ネジを壁の間柱に取り付ける際には、壁の内側にある配線や配管を傷付けないように注意して

ください。

注意

手順

ステップ 1 フットスタンド調節ボタンを押します。

ステップ 2 電話機の背面に対して平らになるように、フットスタンドを調節します。

ステップ 3 フットスタンドの背面にある 2つのネジ穴の位置に合せて、2本のネジを壁の間柱に取り付けま
す。

これらネジ穴は、標準の電話機ジャック取り付け台がネジにはまるように、鍵穴状になっていま

す。
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ステップ 4 電話機を壁面に取り付けます。

電話機の起動プロセス
Cisco Unified IP Phoneは、電源に接続されると、起動プロセスを開始し、次の一連の手順を実行
します。

1 次のボタンが順々に点滅します。

•ヘッドセット（電源投入時に受話器をオフフックにしている場合のみ。この場合、3秒以
内に受話器を置きます。そうしないと、電話機はプライマリロードではなくセカンダリ

ロードを開始します）

•ミュート

•スピーカー

2 回線キーの一部または全部が順々にオレンジに点滅します。

回線キーが黄に点滅した後で赤に点滅した場合は、赤の点滅が完了するまで電源を切らないで

ください。この一連の点滅は、完了まで数分かかることがあります。

注意

3 回線キーの一部または全部が順々に緑に点滅します。

通常、この一連の点滅は数秒で完了します。ただし、電話機のフラッシュメモリが消去され

た場合や電話機のロードに問題があった場合、電話機がソフトウェアアップデート手順を開始

するまで、緑の点滅が続きます。電話機がソフトウェアアップデート手順を実行している場

合、次のボタンが点灯して進行状況を示します。

•ヘッドセット：電話機はネットワークおよび CDPと DHCP設定の完了を待っています。
ネットワークで DHCPサーバが使用可能であることが必要です。

•ミュート：電話機はトリビアルファイル転送プロトコル（TFTP）サーバからイメージを
ダウンロード中です。

•スピーカー：電話機はイメージをフラッシュメモリに書き込み中です。

4 電話スクリーンにシスコのロゴ画面が表示されます。

5 電話機が起動すると、次のメッセージが表示されます。

•ロードを確認中（Verifying Load）（電話機のロードが TFTPサーバのロードと一致しな
かった場合）。このメッセージが表示された場合、電話機は再起動し、上記のステップ

1～ステップ 4を繰り返します。

• IPを設定中（Configuring IP）

•信頼リストの更新中（Updating the Trust List）
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•ロケールの更新中（Updating Locale）

• Unified CM一覧を設定中（Configuring Unified CM List）

•登録中（Registering）

6 メイン電話スクリーンに次の項目が表示されます。

•現在の日付と時刻

•プライマリ電話番号

•追加の電話番号および短縮ダイヤル（設定されている場合）

•ソフトキー

電話機がこれらの段階を正常に完了した場合、電話機は正常に起動しました。電話機が正常に起

動しない場合は、起動時の問題, （271ページ）を参照してください。

ネットワーク設定
ネットワークで DHCPを使用していない場合は、Cisco Unified IP Phoneをネットワークに設置し
た後に、電話機上で次のネットワーク設定値を設定する必要があります。

• IPアドレス

• IPサブネット情報（IPv4のサブネットマスクおよび IPv6のサブネットプレフィックス長）

•デフォルトゲートウェイの IPアドレス

• TFTPサーバの IPアドレス

必要に応じて、次のオプションの設定を指定できます。

•ドメイン名

• DNSサーバの IPアドレス

関連トピック

Cisco Unified IP Phoneの設定, （71ページ）

Cisco Unified IP Phone のセキュリティ
セキュリティ機能は、電話機の IDやデータへの脅威など、複数の脅威を防止します。これらの
機能によって、電話機とCiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバ間で認証された通信ストリー
ムが確立および維持され、転送前のファイルにデジタル署名が実施されます。

セキュリティ機能の詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager SecurityGuide』を参
照してください。
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関連トピック

Cisco Unified IP Phoneのセキュリティ機能, （15ページ）

ローカルで有効な証明書のインストール

電話機の [セキュリティ設定（Security Configuration）]メニューから Locally Significant Certificate
（LSC;ローカルで有効な証明書）のインストールを開始できます。このメニューでは、LSCの更
新および削除も実行できます。

次の点を調べて、対象の Cisco Unified Communications Managerおよび CAPFのセキュリティ設定
が完了していることを確認してください。

• CTLファイルまたは ITLファイルに CAPF証明書が含まれています。

• Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理ページで、CAPF証明書がイ
ンストールされていることを確認します。

• CAPFは実行および設定されています。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を参照してください。

電話機で LSCを手動設定するには、次の手順を実行します。 CAPFを選択した方法に応じて、
LSCのインストール、既存の LSCの更新、または既存の LSCの削除を実行します。

はじめる前に

はじめる前に

手順

ステップ 1 CAPFの設定時に設定された CAPF認証コードを入手します。

ステップ 2 電話機で、[設定（Settings）] > [セキュリティ設定（Security Configuration）]を押します。
[Cisco Unified Communications Managerの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]ウィンドウの [電話の設定（Phone Configuration）]ページにある [設定
アクセス（Settings Access）]フィールドを使用することにより、[設定（Settings）]メ
ニューへのアクセスを制御できます。詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』を参照してください。

（注）

ステップ 3 **#を押して、[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニューの設定をロック解除します
（ロックおよびロック解除オプションの使用については、オプションのロック解除およびロック,
（73ページ）を参照してください）。

[設定（Settings）]メニューのパスワードがセットアップされている場合、**#を入力
後、SIP電話機に「パスワードを入力してください（Enter password）」というプロンプ
トが表示されます。

（注）

ステップ 4 [LSC]までスクロールし、[更新（Update）]を押します。
認証文字列を要求するプロンプトが電話機に表示されます。
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ステップ 5 認証コードを入力し、[送信（Submit）]を押します。
CAPFの設定に応じて、電話機で LSCのインストール、更新、または削除が開始されます。処理
中に進行状況をモニタリングできるように、一連のメッセージが [セキュリティ設定（Security
Configuration）]メニューの LSCオプションフィールドに表示されます。手順が正常に完了する
と、電話機に「インストール済み（Installed）」または「未インストール（Not Installed）」と表示
されます。

LSCのインストール、更新、または削除プロセスは、完了するのに長時間かかることがあります。
任意の時点でプロセスを中止するには、[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニューで
[中止（Stop）]ソフトキーを押します。（このソフトキーを押す前に、設定をロック解除してお
く必要があります）。

電話機のインストール手順が完了すると、「成功（Success）」と表示されます。電話機に「失敗
（Failure）」と表示された場合は、認証文字列に誤りがあるか、電話機がアップグレード用に有
効になっていない可能性があります。 CAPFで生成されるエラーメッセージを調査し、適切に対
処してください。

LSCが電話機にインストールされたことを確認するには、[設定（Settings）] > [モデル情報（Model
Information）]を選択し、[LSC]の設定に [インストール済み（Installed）]と表示されていること
を確認します。

関連トピック

Cisco Unified IP Phoneのセキュリティ機能, （15ページ）
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第 4 章

Cisco Unified IP Phone の設定

Cisco Unified IP Phoneにはネットワークやデバイスの設定が数多くあるため、ユーザが電話機の
利用を開始する前に、システム管理者がその設定作業を終えておく必要があります。これらの

設定値には、電話機のメニューからアクセスして変更できます。

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco Unified IP Phoneのメニュー, 71 ページ

• 電話機のセットアップオプション, 74 ページ

• ネットワークの設定メニュー, 77 ページ

• デバイス設定メニュー, 104 ページ

• [セキュリティ設定（Security Configuration）]メニュー, 138 ページ

Cisco Unified IP Phone のメニュー
Cisco Unified IP Phoneには、次の設定メニューが用意されています。

• [ネットワークの設定（NetworkConfiguration）]メニュー：さまざまなネットワークを表示お
よび変更できるオプションがあります。

• [デバイス設定（Device Configuration）]メニュー：ネットワークに関連しないさまざまな設
定を表示するサブメニューにアクセスできます。

• [セキュリティ設定（Security Configuration）]メニュー：セキュリティの設定を表示および変
更できるオプションがあります。

[ネットワークの設定（Network Configuration）]メニューにあるオプション設定値を変更するに
は、オプションのロックを編集のために解除しておく必要があります。手順については、オプ

ションのロック解除およびロック, （73ページ）を参照してください。

オプション設定の編集または変更に使用できるキーについては、値入力のガイドライン, （74
ページ）を参照してください。
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電話機のユーザが電話機の設定にアクセスできるかどうかを制御するには、

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [電話の設定（Phone Configuration）]ウィン
ドウにある設定アクセスフィールドを使用します。

関連トピック

[設定（Settings）]メニューの表示, （72ページ）
オプションのロック解除およびロック, （73ページ）
値入力のガイドライン, （74ページ）
電話機のセットアップオプション, （74ページ）
ネットワークの設定メニュー, （77ページ）
デバイス設定メニュー, （104ページ）
[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニュー, （138ページ）

[設定（Settings）] メニューの表示
設定メニューを表示するには、次の手順を実行します。

[設定（Settings）]メニューや、このメニューのオプションに電話機でアクセスできるかどうか
を制御するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウにある設定アクセスフィールドを使用します。設定アクセスフィー
ルドでは、次の値を設定できます。

（注）

• [有効（Enabled）]：[設定（Settings）]メニューへのアクセスを許可します。

• [無効（Disabled）]：[設定（Settings）]メニューへのアクセスを禁止します。

• [非許可（Restricted）]：[ユーザ設定（UserPreferences）]メニューへのアクセスを許可し、
音量の設定変更の保存を許可します。 [設定（Settings）]メニューの他のオプションへの
アクセスは禁止します。

[設定（Settings）]メニューのオプションにアクセスできない場合は、[設定アクセス（Settings
Access）]フィールドを確認してください。

手順

ステップ 1 設定ボタンを押して、[設定（Settings）]メニューにアクセスします。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行して、目的のメニューを表示します。

a) ナビゲーションボタンを使用して目的のメニューを選択し、選択を押します。
b) 電話機のキーパッドを使用して、メニューに対応する番号を入力します。

ステップ 3 サブメニューを表示するには、ステップ 2を繰り返します。

ステップ 4 メニューを終了するには、[終了（Exit）]を押します。
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関連トピック

オプションのロック解除およびロック, （73ページ）
値入力のガイドライン, （74ページ）
電話機のセットアップオプション, （74ページ）
ネットワークの設定メニュー, （77ページ）
デバイス設定メニュー, （104ページ）
[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニュー, （138ページ）

オプションのロック解除およびロック

電話機から変更できる設定オプションは、デフォルトでロックされています。これは、ユーザが

電話機の操作に影響を与える変更を行えないようにするためです。システム管理者は、設定オプ

ションを変更する前に、ロックを解除しておく必要があります。

オプションが変更できなくなっている場合は、ロックされた鍵のアイコン が [設定
（Configuration）]メニューに表示されます。オプションのロックが解除され、変更できるように
なっている場合、これらのメニューにはロックを解除された鍵のアイコン が表示されます。

オプションをロックまたはロック解除するには **#を押します。この操作を行うことにより、オ
プションがロックされるか、ロックが解除されます（直前の状態によりどちらかになります）。

[設定（Settings）]メニューのパスワードが設定されている場合、**#を入力後、SIP電話機に
「パスワードを入力してください（Enter password）」というプロンプトが表示されます。

（注）

変更が終わったら、必ずオプションをロックします。

**#を押してオプションをロック解除した直後に、再び **#を押してオプションをロックしな
いでください。電話機はこのような連続操作を **#**と解釈するため、電話機がリセットさ
れます。オプションのロックを解除した後にオプションをロックするには、少なくとも 10秒
間待機してから **#を再度押します。

注意

関連トピック

[設定（Settings）]メニューの表示, （72ページ）
値入力のガイドライン, （74ページ）
電話機のセットアップオプション, （74ページ）
ネットワークの設定メニュー, （77ページ）
デバイス設定メニュー, （104ページ）
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値入力のガイドライン

オプション設定値を編集するときは、次のガイドラインに従ってください。

•数値と文字を入力するには、キーパッド上のキーを使用します。

•キーパッドを使用して文字を入力するには、対応する数値キーを使用します。キーを 1回ま
たは何回か押して、個々の文字を表示します。たとえば、2キーを1回押すと「a」、すばや
く 2回押すと「b」、すばやく 3回押すと「c」です。しばらく待機すると、カーソルが自動
的に進んで、次の文字を入力できるようになります。

•（たとえば IPv4が設定された IPアドレスなどで）ピリオドを入力するには、[.]（ピリオド）
ソフトキーを押すか、キーパッドの [*]を押す。

•（たとえば IPv6が設定された IPアドレスなどで）コロンを入力するには、[:]（コロン）ソ
フトキーを押すか、キーパッドの [*]を押す。

•キーを間違って押した場合は、[<<]ソフトキーを押す。このソフトキーを押すと、カーソル
の左側にある文字が削除されます。

•変更内容を保存しない場合は、[保存（Save）]ソフトキーを押す前に、[キャンセル（Cancel）]
ソフトキーを押す。

Cisco Unified IP Phoneでは、必要に応じて、いくつかの方法でオプション設定値をリセットま
たは復元することができます。詳細については、Cisco Unified IP Phoneのリセットまたは復
元, （294ページ）を参照してください。

（注）

関連トピック

[設定（Settings）]メニューの表示, （72ページ）
オプションのロック解除およびロック, （73ページ）
電話機のセットアップオプション, （74ページ）
ネットワークの設定メニュー, （77ページ）
デバイス設定メニュー, （104ページ）
[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニュー, （138ページ）

電話機のセットアップオプション
電話機で変更できる設定は、次の表に示すとおり、いくつかのカテゴリに分かれています。各設

定の詳細な説明や変更方法については、ネットワークの設定メニュー, （77ページ）を参照して
ください。
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多様な設定メニューには、表示のみのオプションもあります。または、これらのオプションを

Cisco Unified CommunicationsManagerから設定できます。この章では、これらのオプションに
ついても説明します。

（注）

表 10：電話機から設定可能な設定値

[ネットワークの設定（Network
Configuration）] メニューのオプション

説明カテゴリ

一般的なネットワークの設定

管理 VLAN ID（Admin. VLAN ID）

PC VLAN

[管理VLAN ID（Admin. VLAN ID）]
を使用すると、電話機で使用する管

理VLANを変更できます。PCVLAN
は、電話機が音声VLANをサポート
しないサードパーティ製スイッチと

相互運用できるようにします。

VLAN設定

SWポート設定（SWPort Configuration）ネットワークポートやアクセスポー

トの速度と全二重/半二重の設定を変
更できます。

ポート設定

PCポート設定（PC Port Configuration）

IPv4ネットワークの設定

DHCPDHCP（ダイナミックホストコン
フィギュレーションプロトコル）を

使用している場合、ネットワークに

デバイスを接続すると、デバイスの

IPアドレスが自動的に割り当てられ
ます。 Cisco Unified IP Phoneでは、
DHCPがデフォルトで有効になって
います。

DHCP設定

DHCPアドレス解放（DHCP Address
Released）

ドメイン名（Domain Name）ネットワークで DHCPを使用しない
場合は、IP設定を手動で行います。

IP設定

IPアドレス（IP Address）

サブネットマスク（Subnet Mask）

デフォルトルータ 1～ 5

DNSサーバ 1～ 5
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[ネットワークの設定（Network
Configuration）] メニューのオプション

説明カテゴリ

TFTPサーバ 1（TFTP Server 1）電話機から TFTPサーバへの送信に
DHCPを使用しない場合は、TFTP
サーバを手動で割り当てる必要があ

ります。 DHCPで割り当てられる
TFTPサーバの代わりに、代替 TFTP
サーバを割り当てて使用することも

できます。

TFTP IPv4サーバ
の TFTP設定

代替 TFTP（Alternate TFTP）

TFTPサーバ 2（TFTP Server 2）

IPv6ネットワークの設定

DHCPv6ダイナミックホストコンフィギュ

レーションプロトコル（DHCP）を
使用している場合、電話機をネット

ワークに接続すると、電話機に IPア
ドレスが自動的に割り当てられま

す。 Cisco Unified IP Phoneでは、
DHCPがデフォルトで有効になって
います。

DHCP設定

DHCPv6アドレス解放（DHCPv6Address
Released）

ドメイン名（Domain Name）ネットワークで DHCPを使用しない
場合は、IP設定を手動で行います。

IP設定

IPv6アドレス（IPv6 Address）

IPv6プレフィックス長（IPv6 Prefix
Length）

IPv6DNSサーバ 1～ 2（IPv6DNSServer
1-2）

IPv6 TFTPサーバ 1（IPv6 TFTP Server
1）

電話機から TFTPサーバへの送信に
DHCPを使用しない場合は、TFTP
サーバを手動で割り当てる必要があ

ります。 DHCPで割り当てられる
TFTPサーバの代わりに、代替 TFTP
サーバを割り当てて使用することも

できます。

TFTP IPv6サーバ
の TFTP設定
（SCCP電話機の
み） IPv6代替 TFTP（IPv6 Alternate TFTP）

IPv6 TFTPサーバ 2（IPv6 TFTP Server
2）

関連トピック

[設定（Settings）]メニューの表示, （72ページ）
オプションのロック解除およびロック, （73ページ）
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値入力のガイドライン, （74ページ）
ネットワークの設定メニュー, （77ページ）
デバイス設定メニュー, （104ページ）

ネットワークの設定メニュー
[ネットワークの設定（Network Configuration）]メニューには、さまざまなネットワークを表示お
よび変更できるオプションがあります。次の表に、これらのオプションの説明を示します。ま

た、該当する場合には、それらの変更方法についてもあわせて説明します。

[ネットワークの設定（Network Configuration）]メニューにアクセスする方法については、[設定
（Settings）]メニューの表示, （72ページ）を参照してください。

電話機には、[設定（Settings）]メニューから直接アクセスする [ネットワークの設定（Network
Configuration）]メニューもあります。このメニューのオプションの詳細については、ネット
ワークの設定メニュー, （129ページ）を参照してください。

（注）

このメニューのオプションを変更する前に、オプションのロックを解除しておく必要があります。

詳細については、オプションのロック解除およびロック, （73ページ）を参照してください。オ
プションのロックが解除されている場合に限り、ネットワークの設定オプションを変更するため

の [編集（Edit）]、[はい（Yes）]、または [いいえ（No）]というソフトキーが表示されます。

オプションの編集に使用できるキーについては、値入力のガイドライン, （74ページ）を参照し
てください。
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表 11：[ネットワークの設定（Network Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

[IPv4設定（IPv4 Configuration）]
フィールドの設定, （93ページ）

インターネットプロトコル v4アドレス
のメニュー。 [IPv4設定（IPv4
Configuration）]メニューでは、次の処理
を実行できます。

•電話機がDHCPv4サーバによって割
り当てられる IPv4アドレスを利用
できるようにするか、または利用で

きないようにします。

• IPv4アドレス、サブネットマスク、
デフォルトルータ、DNSv4サーバ、
および IPv4の代替TFTPサーバを手
動で設定します。

IPv4アドレスのフィールドの詳細につい
ては、この表の特定のフィールドを参照

してください。

IPv4設定（IPv4
Configuration）
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変更の手順説明オプション

[IPv6設定（IPv6 Configuration）]
のフィールドの設定, （93ペー
ジ）

インターネットプロトコル v6アドレス
のメニュー。 [IPv6設定（IPv6
Configuration）]メニューでは、次の処理
を実行できます。

•電話機がDHCPv6サーバによって割
り当てられる IPv6アドレスまたは
Stateless Address Autoconfiguration
（SLAAC）によって取得する IPv6
アドレスを利用できるようにする

か、または利用できないようにしま

す。

• IPv6アドレス、サブネットプレ
フィックス長、デフォルトルータ、

DNSv6サーバ、および IPv6 TFTP
サーバを手動で設定します。

IPv6アドレスフィールドの詳細について
は、DHCPv6および自動設定, （102ペー
ジ）を参照してください。

SLAACの詳細については、次のWebサ
イトにある『Deploying IPv6 in Unified
Communications Networks with Cisco Unified
Communications Manager』を参照してく
ださい。

http://www.cisco.com/en/US/docs/
voice_ip_comm/cucm/srnd/ipv6/ipv6srnd.html

IPv6設定（IPv6
Configuration）

表示専用。設定できません。電話機固有のMediaAccessControl（MAC;
メディアアクセスコントロール）アドレ

ス。

MACアドレス
（MACAddress）

表示専用。設定できません。DHCPサーバが電話機に割り当てた、一
意のホスト名。

ホスト名（Host
Name）

[ドメイン名（Domain Name）]
フィールドの設定, （93ページ）

電話機が常駐しているドメインネームシ

ステム（DNS）ドメインの名前。

電話機が DHCPv4および
DHCPv6サーバから異なるドメ
イン名を受信した場合、

DHCPv6から受信したドメイン
名が優先されます。

（注）

ドメイン名

（DomainName）
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変更の手順説明オプション

電話機は、電話機が接続されてい

るスイッチから、Cisco Discovery
Protocol（CDP）によって接続先
VLANIDを取得します。VLANID
を手動で割り当てるには、[管理
VLAN ID（AdminVLAN ID）]オプ
ションを使用します。

電話機が所属する、Cisco Catalystスイッ
チに設定された補助 VLAN。

電話機が補助VLANをまだ受信していな
い場合、このオプションは管理VLANを
示しています。

補助VLANと管理VLANのいずれも設定
されていない場合、このオプションは空

白になります。

接続先 VLAN ID
（Operational
VLAN ID）

[管理 VLAN ID（Admin VLAN
ID）]フィールドの設定, （94ペー
ジ）

電話機がメンバーになっている補助

VLAN。

電話機がスイッチから補助VLANを受信
していない場合のみ使用され、その他の

場合は無視されます。

管理 VLAN ID
（Admin. VLAN
ID）

[SWポート設定（SW Port
Configuration）]フィールドの設定,
（94ページ）

ネットワークポートの速度と二重化モー

ド。有効な値は、次のとおりです。

•自動ネゴシエーション（Auto
Negotiate）

• [10ハーフ（10Half）]：10-BaseT/半
二重

• [10フル（10 Full）]：10-BaseT/全二
重

• [100ハーフ（100Half）]：100-BaseT/
半二重

• [100フル（100 Full）]：100-BaseT/
全二重

• [1000フル（1000 Full）]：
1000-BaseT/全二重

電話機がスイッチに接続されている場合

は、スイッチ上のポートを電話機と同じ

速度および二重化方式に設定するか、両

方を自動ネゴシエーションに設定しま

す。

このオプションの設定値を変更する場合

は、[PCポート設定（PC Port
Configuration）]オプションを同じ設定値
に変更する必要があります。

SWポート設定
（SW Port
Configuration）
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変更の手順説明オプション

[PCポート設定（PC Port
Configuration）]フィールドの設定,
（94ページ）

アクセスポートの速度と二重化モード。

有効な値は、次のとおりです。

•自動ネゴシエーション（Auto
Negotiate）

• [10ハーフ（10Half）]：10-BaseT/半
二重

• [10フル（10 Full）]：10-BaseT/全二
重

• [100ハーフ（100Half）]：100-BaseT/
半二重

• [100フル（100 Full）]：100-BaseT/
全二重

• [1000フル（1000 Full）]：
1000-BaseT/全二重

電話機がスイッチに接続されている場合

は、スイッチ上のポートを電話機と同じ

速度および二重化方式に設定するか、両

方を自動ネゴシエーションに設定しま

す。

このオプションの設定値を変更する場合

は、[SWポート設定（SW Port
Configuration）]オプションを同じ設定値
に変更する必要があります。

PCポート設定
（PC Port
Configuration）

[PC VLAN]フィールドの設定, （
95ページ）

ボイス VLANをサポートしないサード
パーティスイッチと電話機が連携できる

ようにします。このオプションを変更す

る前に、[管理 VLAN ID（Admin VLAN
ID）]オプションを設定する必要があり
ます。

PC VLAN
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変更の手順説明オプション

表示専用。設定できません。VPN（バーチャルプライベートネット
ワーク）クライアントの次の状態を表示

します。

•接続されている状態

•接続されていない状態

（Cisco Unified IP Phone 7945G、7965G、
および 7975Gに限りサポート）

VPN

次の表では、[IPv4設定（IPv4 Configuration）]メニューのオプションについて説明します。

表 12：[IPv4 設定（IPv4 Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

[DHCP]フィールドの設定, （95
ページ）

電話機の DHCPが有効か無効かを示しま
す。

DHCPが有効の場合、DHCPサーバは電話
機に IPv4アドレスを割り当てます。DHCP
が無効の場合、管理者は手動で電話機に

IPv4アドレスを割り当てる必要がありま
す。

DHCP

[IPアドレス（IPAddress）]フィー
ルドの設定, （96ページ）

電話機のインターネットプロトコルバー

ジョン 4（IPv4）アドレス

このオプションを使用して IPv4アドレス
を割り当てる場合は、サブネットマスク

とデフォルトルータも割り当てる必要が

あります。この表の [サブネットマスク
（Subnet Mask）]オプションと [デフォル
トルータ 1（Default Router 1）]オプショ
ンを参照してください。

IPアドレス（IP
Address）

[サブネットマスク（Subnet
Mask）]フィールドの設定, （96
ページ）

電話機で使用されるサブネットマスク。サブネットマス

ク（Subnet
Mask）
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[デフォルトルータ（Default
Router）]フィールドの設定, （97
ページ）

電話機で使用されるデフォルトルータ

（[デフォルトルータ 1（Default Router
1）]）およびオプションのバックアップ
ルータ（[デフォルトルータ 2（Default
Router 2）]～ [デフォルトルータ 5
（Default Router 5）]）。

デフォルトルー

タ 1（Default
Router 1）

デフォルトルー

タ 2（Default
Router 2）

デフォルトルー

タ 3（Default
Router 3）

デフォルトルー

タ 4（Default
Router 4）

デフォルトルー

タ 5（Default
Router 5）

DNSサーバフィールドの設定, （
97ページ）

電話機で使用されるプライマリ DNSサー
バ（[DNSサーバ 1（DNS Server 1）]）お
よびオプションのバックアップ DNSサー
バ（[DNSサーバ 2（DNS Server 2）]～
[DNSサーバ 5（DNS Server 5）]）。

DNSサーバ 1
（DNS Server 1）

DNSサーバ 2
（DNS Server 2）

DNSサーバ 3
（DNS Server 3）

DNSサーバ 4
（DNS Server 4）

DNSサーバ 5
（DNS Server 5）

[DHCP]フィールドの設定, （95
ページ）

DHCPで割り当てられた IPv4 IPアドレス
を解放します。

DHCPアドレス
解放（DHCP
Address
Released）

表示専用。設定できません。電話機の IPv4アドレスの取得に使用され
る DHCP（ダイナミックホストコンフィ
ギュレーションプロトコル）サーバの IP
アドレスを表示します。

DHCPサーバ
（DHCP Server）

[代替 TFTP（Alternate TFTP）]
フィールドの設定, （98ページ）

電話機が代替TFTPサーバを使用するかど
うかを示します。

代替 TFTP
（Alternate
TFTP）
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[TFTPサーバ 1（TFTP Server 1）]
フィールドの設定, （98ページ）

TFTPサーバ 1
（TFTP Server
1）
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電話機で使用される、プライマリのTrivial
File Transfer Protocol（TFTP）サーバ。ネッ
トワークでDHCPを使用していない場合、
このサーバを変更するには [TFTPサーバ
1（TFTPServer 1）]オプションを使用する
必要があります。

[代替 TFTP（Alternate TFTP）]オプション
を [はい（Yes）]に設定した場合は、[TFTP
サーバ 1（TFTP Server 1）]オプションに
0以外の値を入力する必要があります。

プライマリ TFTPサーバもバックアップ
TFTPサーバも、電話機のCTLファイルま
たは ITLファイルに記述されていない場合
は、[TFTPサーバ 1（TFTP Server 1）]オ
プションの変更内容を保存する前に、これ

らのファイルをロック解除する必要があり

ます。この場合、[TFTPサーバ 1（TFTP
Server 1）]オプションへの変更を保存する
と、ファイルは削除されます。新しいCTL
ファイルまたは ITLファイルが新しい
TFTPサーバ 1アドレスからダウンロード
されます。

電話機がTFTPサーバを探すとき、プロト
コルに関係なく、手動で割り当てられた

TFTPサーバが優先されます。 IPv6と IPv4
の両方のTFTPサーバが設定に含まれる場
合、電話機は、手動で割り当てられた IPv6
TFTPサーバおよび IPv4 TFTPサーバを優
先することによって、TFTPサーバを探す
順序を優先します。電話機は次の順序で

TFTPサーバを探します。

1 手動で割り当てられた IPv6 TFTPサー
バ

2 手動で割り当てられた IPv4 TFTPサー
バ

3 DHCPv6が割り当てられた TFTPサー
バ

4 DHCPが割り当てられた TFTPサーバ

CTLファイルおよび ITLファイ（注）
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ルの詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager
Security Guide』を参照してくだ
さい。 CTLまたは ITLファイル
のロック解除の詳細については、

CTLファイルと ITLファイルの
ロック解除, （142ページ）を参
照してください。
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[TFTPサーバ 2（TFTP Server 2）]
フィールドの設定, （99ページ）

プライマリのTFTPサーバが使用不能の場
合に、電話機で使用されるオプションの

バックアップ TFTPサーバ。

プライマリ TFTPサーバもバックアップ
TFTPサーバも、電話機のCTLファイルま
たは ITLファイルに記述されていない場合
は、[TFTPサーバ 2（TFTP Server 2）]オ
プションの変更内容を保存する前に、これ

らのファイルのいずれかをロック解除する

必要があります。この場合、[TFTPサー
バ 2（TFTP Server 2）]オプションへの変
更を保存すると、ファイルのいずれかは削

除されます。新しい CTLファイルまたは
ITLファイルが新しい TFTPサーバ 2アド
レスからダウンロードされます。

電話機がTFTPサーバを探すとき、プロト
コルに関係なく、手動で割り当てられた

TFTPサーバが優先されます。 IPv6と IPv4
の両方のTFTPサーバが設定に含まれる場
合、電話機は、手動で割り当てられた IPv6
TFTPサーバおよび IPv4 TFTPサーバを優
先することによって、TFTPサーバを探す
順序を優先します。電話機は次の順序で

TFTPサーバを探します。

1 手動で割り当てられた IPv6 TFTPサー
バ

2 手動で割り当てられた IPv4 TFTPサー
バ

3 DHCPv6が割り当てられた TFTPサー
バ

4 DHCPが割り当てられた TFTPサーバ

CTLファイルまたは ITLファイ
ルの詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager
Security Guide』を参照してくだ
さい。 CTLファイルおよび ITL
ファイルのロック解除の詳細に

ついては、CTLファイルと ITL
ファイルのロック解除, （142
ページ）を参照してください。

（注）

TFTPサーバ 2
（TFTP Server
2）
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表示専用。設定できません。電話機の設定が DHCPサーバからではな
くBootP（ブートストラッププロトコル）
サーバから取得されたかどうかを表示しま

す。

BOOTPサーバ
（BOOTP
Server）

次の表では、[IPv6設定（IPv6 Configuration）]メニューのオプションについて説明します。

表 13：[IPv6 設定（IPv6 Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

[DHCPv6]フィールドの設定, （
99ページ）

電話機の DHCPが有効か無効かを示しま
す。

DHCPv6が有効の場合、DHCPv6サーバは
電話機に IPv6アドレスを割り当てます。
DHCPv6が無効の場合、管理者は手動で電
話機に IPv6アドレスを割り当てる必要が
あります。

DHCPv6の設定値は、自動 IP設定の設定
値とともに、IPPhoneがネットワークの設
定を取得する方法を決定します。これら

の2つの設定値が電話機のネットワークの
設定に与える影響については、DHCPv6お
よび自動設定, （102ページ）を参照して
ください。

DHCPv6

[IPv6アドレス（IPv6 Address）]
フィールドの設定,（100ページ）

電話機のインターネットプロトコルバー

ジョン 6（IPv6）アドレスを表示します。
IPv6アドレスは、128ビットのアドレスで
す。

このオプションを使用して IPアドレスを
割り当てる場合は、IPv6プレフィックス
長とデフォルトルータも割り当てる必要

があります。この表の「IPv6プレフィッ
クス長（IPv6 Prefix Length）」を参照して
ください。

IPv6アドレス
（IPv6 Address）

電話機で使用されるサブネットプレフィッ

クス長です。サブネットプレフィックス

長は 1～ 128の範囲の 10進数で、サブ
ネットを構成する IPv6アドレスの部分を
指定します。

IPv6プレフィッ
クス長（IPv6
Prefix Length）
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[IPv6デフォルトルータ 1（IPv6
Default Router 1）]フィールドの
設定

電話機で使用されるデフォルトルータ

（[デフォルトルータ 1（Default Router
1）]）。

電話機は、IPv6ルータアドバタ
イズメントからデフォルトルー

タに関する情報を取得します。

（注）

IPv6デフォルト
ルータ 1（IPv6
Default Router 1）

[IPv6 DNSサーバ 1（IPv6 DNS
Server 1）]および [IPv6 DNSサー
バ 2（IPv6DNSServer 2）]フィー
ルドの設定, （101ページ）

電話機で使用されるプライマリ DNS（ド
メインネームシステム）サーバ（[DNS
サーバ 1（DNS Server 1）]）およびオプ
ションのバックアップDNSサーバ（[DNS
サーバ 2（DNS Server 2）]）を表示しま
す。

DNSv6サーバとDNSv4サーバの両方が設
定に含まれる場合、電話機は次の順序で

DNSサーバを探します。

1 IPv6 DNSサーバ 1

2 IPv6 DNSサーバ 2

3 IPv4のDNSサーバ 1～ 5（それぞれ）

IPv6 DNSサーバ
1

IPv6 DNSサーバ
2

[DHCPv6アドレス解放（DHCPv6
Address Released）]フィールドの
設定, （101ページ）

電話機が DHCPv6サーバまたは Stateless
Address Autoconfigurationによって取得し
た IPv6アドレスを解放します。

このフィールドは、[DHCPv6]オ
プションが有効な場合にだけ編

集できます。

（注）

DHCPv6アドレス
解放（DHCPv6
AddressReleased）

[IPv6代替 TFTP（IPv6 Alternate
TFTP）]フィールドの設定, （101
ページ）

電話機で IPv6代替 TFTPサーバを使用し
ているかどうかを表示します。

IPv6代替 TFTP
（IPv6 Alternate
TFTP）
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[IPv6 TFTPサーバ 1（IPv6 TFTP
Server 1）]フィールドの設定, （
102ページ）

IPv6 TFTPサーバ
1（IPv6 TFTP
Server 1）（SCCP
電話機のみ）
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電話機で使用されるプライマリ IPv6トリ
ビアルファイル転送プロトコル（TFTP）
サーバを表示します。ネットワークで

DHCPv6を使用していない場合、このサー
バを変更するには、[IPv6 TFTPサーバ 1
（IPv6 TFTP Server 1）]オプションを使用
する必要があります。

[IPv6代替 TFTP（IPv6 Alternate TFTP）]
オプションを [はい（Yes）]に設定したか
DHCPv6を無効にした場合、[IPv6 TFTP
サーバ 1（IPv6 TFTP Server 1）]オプショ
ンには0以外の値を入力する必要がありま
す。

代替 TFTPサーバまたは IPv6 TFTPサーバ
を変更する場合、最初に電話機のCTLファ
イルまたは ITLファイルをロック解除する
必要があります。

電話機がTFTPサーバを探すとき、プロト
コルに関係なく、手動で割り当てられた

TFTPサーバが優先されます。 IPv6と IPv4
の両方のTFTPサーバが設定に含まれる場
合、電話機は、手動で割り当てられたIPv6
TFTPサーバおよび IPv4 TFTPサーバを優
先することによって、TFTPサーバを探す
順序を優先します。電話機は次の順序で

TFTPサーバを探します。

1 手動で割り当てられた IPv6 TFTPサー
バ

2 手動で割り当てられた IPv4 TFTPサー
バ

3 DHCPv6が割り当てられた TFTPサー
バ

4 DHCPが割り当てられた TFTPサーバ

CTLファイルまたは ITLファイルの詳細
については、『Cisco Unified
CommunicationsManager Security Guide』を
参照してください。 CTLファイルのロッ
ク解除の詳細については、CTLファイル
と ITLファイルのロック解除, （142ペー
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ジ）を参照してください。

[IPv6 TFTPサーバ 2（IPv6 TFTP
Server 2）]フィールドの設定, （
102ページ）

プライマリ IPv6TFTPサーバが使用できな
いときに電話機で使用されるオプションの

バックアップ IPv6TFTPサーバを表示しま
す。

代替 TFTPサーバまたは IPv6 TFTPサーバ
を変更する場合、最初に電話機のCTLファ
イルまたは ITLファイルをロック解除する
必要があります。

電話機がTFTPサーバを探すとき、プロト
コルに関係なく、手動で割り当てられた

TFTPサーバが優先されます。 IPv6と IPv4
の両方のTFTPサーバが設定に含まれる場
合、電話機は、手動で割り当てられたIPv6
TFTPサーバおよび IPv4 TFTPサーバを優
先することによって、TFTPサーバを探す
順序を優先します。電話機は、次の順序

で TFTPサーバを探します。

1 手動で割り当てられた IPv6 TFTPサー
バ

2 手動で割り当てられた IPv4 TFTPサー
バ

3 DHCPv6が割り当てられた TFTPサー
バ

4 DHCPが割り当てられた TFTPサーバ

CTLファイルまたは ITLファイルの詳細
については、『Cisco Unified
CommunicationsManager Security Guide』を
参照してください。 CTLまたは ITLファ
イルのロック解除の詳細については、CTL
ファイルと ITLファイルのロック解除, （
142ページ）を参照してください。

IPv6 TFTPサーバ
2（IPv6 TFTP
Server 2）（SCCP
電話機のみ）
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[IPv4 設定（IPv4 Configuration）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [IPv4設定（IPv4 Configuration）]までスクロールし、[選択（Select）]ソフトキーを押します。

[IPv6 設定（IPv6 Configuration）] のフィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [IPv6設定（IPv6 Configuration）]までスクロールし、[選択（Select）]ソフトキーを押します。

[ドメイン名（Domain Name）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 DHCPを無効にするには、次のアクションのいずれかを実行します。

• IPアドレッシングモードが IPv4にだけ設定されている場合、[DHCP]オプションを [いいえ
（No）]に設定します。

• IPアドレッシングモードが IPv6にだけ設定されている場合、[DHCPv6]オプションを [いい
え（No）]に設定します。

• IPアドレッシングモードが IPv4と IPv6の両方に設定されている場合、[DHCP]と [DHCPv6]
の両方のオプションを [いいえ（No）]に設定します。

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
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ステップ 3 [ドメイン名（Domain Name）]オプションまでスクロールします。

ステップ 4 [編集（Edit）]を押します。

ステップ 5 新しいドメイン名を入力します。

ステップ 6 [確認（Validate）]を押します。

ステップ 7 [保存（Save）]を押します。

[管理 VLAN ID（Admin VLAN ID）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [管理 VLAN ID（Admin VLAN ID）]オプションまでスクロールします。

ステップ 3 [編集（Edit）]を押します。

ステップ 4 新しい管理 VLAN設定値を入力します。

ステップ 5 [確認（Validate）]を押します。

ステップ 6 [保存（Save）]を押します。

[SW ポート設定（SW Port Configuration）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [SWポート設定（SWPort Configuration）]オプションまでスクロールし、[編集（Edit）]を押しま
す。

ステップ 3 目的の設定値までスクロールし、選択を押します。

ステップ 4 [保存（Save）]を押します。

[PC ポート設定（PC Port Configuration）] フィールドの設定
複数の電話機の設定を同時に行うには、[エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone
Configuration）]（[システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone
Configuration）]）で [リモートポート設定（Remote Port Configuration）]を有効にします。
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Cisco Unified CommunicationsManagerのリモートポート設定用にポートが設定されている場合
は、電話機のデータを変更することはできません。

（注）

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [PCポート設定（PC Port Configuration）]オプションまでスクロールし、[編集（Edit）]を押しま
す。

ステップ 3 目的の設定値までスクロールし、選択を押します。

ステップ 4 [保存（Save）]を押します。

[PC VLAN] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [管理 VLAN ID（Admin VLAN ID）]オプションが設定されていることを確認してください。

ステップ 3 [PC VLAN]オプションまでスクロールします。

ステップ 4 [編集（Edit）]を押します。

ステップ 5 新しい PC VLAN設定値を入力します。

ステップ 6 [確認（Validate）]を押します。

ステップ 7 [保存（Save）]を押します。

[DHCP] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [DHCP]オプションまでスクロールし、DHCPを無効にするには、[いいえ（No）]を押し、DHCP
を有効にするには、[はい（Yes）]を押します。

ステップ 3 [保存（Save）]を押します。
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[IP アドレス（IP Address）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [DHCP]オプションを [いいえ（No）]に設定します。

ステップ 3 [IPアドレス（IP Address）]オプションまでスクロールし、[編集（Edit）]を押して、新しい IPア
ドレスを入力します。

ステップ 4 [確認（Validate）]を押し、[保存（Save）]を押します。

[サブネットマスク（Subnet Mask）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [DHCP]オプションを [いいえ（No）]に設定します。

ステップ 3 [サブネットマスク（Subnet Mask）]オプションまでスクロールし、[編集（Edit）]を押して、新
しいサブネットマスクを入力します。

ステップ 4 [確認（Validate）]を押し、[保存（Save）]を押します。
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[デフォルトルータ（Default Router）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [DHCP]オプションを [いいえ（No）]に設定します。

ステップ 3 目的のデフォルトルータオプションまでスクロールし、[編集（Edit）]を押して、新しいルータ
の IPアドレスを入力します。

ステップ 4 [確認（Validate）]を押します。

ステップ 5 必要に応じてステップ 3～ 4を繰り返し、バックアップルータを割り当てます。

ステップ 6 [保存（Save）]を押します。

DNS サーバフィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [DHCP]オプションを [いいえ（No）]に設定します。

ステップ 3 目的の DNSサーバオプションまでスクロールし、[編集（Edit）]を押して、新しい DNSサーバ
の IPアドレスを入力します。

ステップ 4 [確認（Validate）]を押します。

ステップ 5 必要に応じてステップ 3～ 4を繰り返し、バックアップ DNSサーバを割り当てます。

ステップ 6 [保存（Save）]を押します。
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[DHCP アドレス解放（DHCP Address Released）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [DHCPアドレス解放（DHCP Address Released）]オプションまでスクロールします。DHCPで割
り当てられた IPアドレスを解放するには [はい（Yes）]を押し、この IPアドレスを解放しない場
合は [いいえ（No）]を押します。

ステップ 3 [保存（Save）]を押します。

[代替 TFTP（Alternate TFTP）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [代替TFTP（Alternate TFTP）]オプションまでスクロールします。電話機で代替TFTPサーバを使
用する場合は [はい（Yes）]を押します。

ステップ 3 [保存（Save）]を押します。

[TFTP サーバ 1（TFTP Server 1）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 必要に応じて（電話機の管理ドメインを変更する場合など）、CTLファイルまたは ITLファイル
をロック解除します。CTLファイルと ITLファイルの両方がある場合は、どちらかのファイルを
ロック解除します。

ステップ 2 DHCPを有効にしている場合は、[代替 TFTP（Alternate TFTP）]オプションを [はい（Yes）]に設
定します。

ステップ 3 [TFTPサーバ 1（TFTP Server 1）]オプションまでスクロールし、[編集（Edit）]を押して、新し
い TFTPサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 4 [確認（Validate）]を押し、[保存（Save）]を押します。
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[TFTP サーバ 2（TFTP Server 2）] フィールドの設定

CTLファイルまたは ITLファイルのロックを解除し忘れた場合、どちらかのファイルで TFTP
サーバ 2アドレスを変更した後、[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニューから
[削除（Erase）]を押すことによって、それらのファイルを削除できます。新しい CTLファイ
ルまたは ITLファイルが新しい TFTPサーバ 2アドレスからダウンロードされます。

（注）

手順

ステップ 1 必要に応じて（電話機の管理ドメインを変更する場合など）、CTLファイルまたは ITLファイル
をロック解除します。CTLファイルと ITLファイルの両方がある場合は、どちらかのファイルを
ロック解除します。

ステップ 2 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 3 [TFTPサーバ 1（TFTP Server 1）]オプションに IPアドレスを入力します。

ステップ 4 [TFTPサーバ 2（TFTP Server 2）]オプションまでスクロールし、[編集（Edit）]を押して、新し
いバックアップ TFTPサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 5 [確認（Validate）]を押し、[保存（Save）]を押します。

[DHCPv6] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [DHCPv6]オプションまでスクロールします。DHCPを無効にするには [いいえ（No）]を押し、
DHCPを有効にするには [はい（Yes）]を押します。

ステップ 3 [保存（Save）]を押します。
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[IPv6 アドレス（IPv6 Address）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [DHCPv6]オプションを [いいえ（No）]に設定します。

ステップ 3 [IPアドレス（IP Address）]オプションまでスクロールし、[編集（Edit）]を押して、新しい IPア
ドレスを入力します。

ステップ 4 [確認（Validate）]を押し、[保存（Save）]を押します。

[IPv6 プレフィックス長（IPv6 Prefix Length）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [DHCPv6]オプションを [いいえ（No）]に設定します。

ステップ 3 [IPv6プレフィックス長（IPv6 Prefix Length）]オプションまでスクロールし、[編集（Edit）]を押
して、新しいサブネットマスクを入力します。

ステップ 4 [確認（Validate）]を押し、[保存（Save）]を押します。
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[IPv6 DNS サーバ 1（IPv6 DNS Server 1）] および [IPv6 DNS サーバ 2（IPv6
DNS Server 2）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [DHCPv6]オプションを [いいえ（No）]に設定します。

ステップ 3 目的の DNSサーバオプションまでスクロールし、[編集（Edit）]を押して、新しい DNSサーバ
の IPアドレスを入力します。

ステップ 4 [確認（Validate）]を押します。

ステップ 5 必要に応じてステップ 3～ 4を繰り返し、バックアップ DNSサーバを割り当てます。

ステップ 6 [保存（Save）]を押します。

[DHCPv6 アドレス解放（DHCPv6 Address Released）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [DHCPv6アドレス解放（DHCPv6 Address Released）]オプションまでスクロールします。DHCP
で割り当てられた IPアドレスを解放するには [はい（Yes）]を押し、この IPアドレスを解放しな
い場合は [いいえ（No）]を押します。

ステップ 3 [保存（Save）]を押します。

[IPv6 代替 TFTP（IPv6 Alternate TFTP）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [IPv6代替 TFTP（IPv6 Alternate TFTP）]オプションまでスクロールします。電話機で代替 TFTP
サーバを使用する場合は [はい（Yes）]を押します。

ステップ 3 [保存（Save）]を押します。
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[IPv6 TFTP サーバ 1（IPv6 TFTP Server 1）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 必要に応じて、CTLまたは ITLファイルのロックを解除します。CTLファイルと ITLファイルの
両方がある場合は、どちらかのファイルをロック解除します。

ステップ 2 DHCPv6が有効な場合、[代替 TFTP（Alternate TFTP）]オプションを [はい（Yes）]に設定しま
す。

ステップ 3 [IPv6 TFTPサーバ 1（IPv6 TFTP Server 1）]オプションまでスクロールし、[編集（Edit）]を押し
て、新しい TFTPサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 4 [確認（Validate）]を押してから、[保存（Save）]を押します。

[IPv6 TFTP サーバ 2（IPv6 TFTP Server 2）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 必要に応じて、CTLまたは ITLファイルのロックを解除します。CTLファイルと ITLファイルの
両方がある場合は、どちらかのファイルをロック解除します。

ステップ 2 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 3 [IPv6 TFTPサーバ 1（IPv6 TFTP Server 1）]オプションの IPアドレスを入力します。

ステップ 4 [IPv6 TFTPサーバ 2（IPv6 TFTP Server 2）]オプションまでスクロールし、[編集（Edit）]を押し
て、新しいバックアップ TFTPサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 5 [確認（Validate）]を押し、[保存（Save）]を押します。

DHCPv6 および自動設定
IPアドレスおよびその他のネットワーク設定値（TFTPサーバ、DNSサーバ、ドメイン名など）
を IP Phoneで手動設定するか、またはルータやDHCPサーバを使用して IPアドレスおよびその他
のネットワーク情報を自動的に割り当てることができます。電話機とDHCPv6の自動設定を許可
する設定で、IP Phoneが IPv6アドレスおよびその他のネットワーク設定値を取得する方法につい
ては、次の表を参照してください。
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表 14：電話機がネットワーク設定値を取得する方法の決定

電話機が IP アドレスおよびネットワーク設定値
を取得する方法

自動 IP 設定DHCPv6

IPアドレスおよびその他のネットワーク設定値を
手動で設定する必要があります。

DHCPv6が無効の場合、自動 IP設定は
無視されます。

（注）

無効無効

IPアドレスおよびその他のネットワーク設定値を
手動で設定する必要があります。

DHCPv6が無効の場合、自動 IP設定は
無視されます。

（注）

有効無効

DHCPサーバは、電話機に IPアドレスおよびそ
の他のネットワーク設定値を割り当てます。

無効有効

ルータにMビットが設定されている場合、Oビッ
トは無視されます。電話機は、DHCPv6サーバ
から受信した IPv6アドレスに基づいて IPv6アド
レスを設定するか、または Stateless Address
Autoconfigurationによって IPv6アドレスを取得で
きます。

Mビットが設定されていない場合、ルータに O
ビットを設定する必要があります。電話機は、

Stateless Address Autoconfigurationによって IPv6
アドレスを取得します。電話機は、DHCPv6サー
バからの IPv6アドレスを要求しませんが、他の
ネットワーク設定情報を要求します。

有効有効

関連トピック

[設定（Settings）]メニューの表示, （72ページ）
オプションのロック解除およびロック, （73ページ）
値入力のガイドライン, （74ページ）
電話機のセットアップオプション, （74ページ）
デバイス設定メニュー, （104ページ）

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

103

Cisco Unified IP Phone の設定
DHCPv6 および自動設定



デバイス設定メニュー
[デバイス設定（DeviceConfiguration）]メニューには、電話機の設定ファイルで指定されているさ
まざまな設定値を表示するための 9つのサブメニューが用意されています。電話機は、設定ファ
イルを TFTPサーバからダウンロードします。これらのサブメニューは次のとおりです。

[デバイス設定（Device Configuration）]メニューとそのサブメニューの表示方法については、[設
定（Settings）]メニューの表示, （72ページ）を参照してください。

Unified CM の設定メニュー
[UnifiedCMの設定（UnifiedCMConfiguration）]メニューには、UnifiedCM1、UnifiedCM2、Unified
CM3、Unified CM4、および Unified CM5のオプションが含まれています。これらのオプション
は、電話機から処理するために使用できる Cisco Unified Communications Managerサーバを優先順
位の順番に表示します。これらのオプションを変更するには、Cisco Unified CMの管理、[Cisco
Unified CMグループの設定（Cisco Unified CM Group Configuration）]を使用します。

利用可能な Cisco Unified Communications Managerサーバについては、[Unified CMの設定（Unified
CM Configuration）]メニューのオプションを選択すると、Cisco Unified Communications Manager
サーバの IPアドレスまたは名前と次の表に示す状態のいずれかが表示されます。

表 15：Cisco Unified Communications Manager サーバの状態

説明状態

電話機が現在コール処理サービスを受けている Cisco
Unified Communications Managerサーバです。

アクティブ

現在のサーバがダウンした場合に、電話機が切り替える Cisco
Unified Communications Managerサーバです。

スタンバイ

この Cisco Unified Communications Managerサーバへの接続は現在
ありません。

空欄

このオプションには、次の表に示す指定またはアイコンが 1つ以上含まれる場合があります。
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表 16：Cisco Unified Communications Manager サーバの指定

説明指定

限定された Cisco Unified Communications Manager機能を提供で
きる Survivable Remote Site Telephonyルータの指定を示していま
す。このルータは、他のすべての Cisco Unified Communications
Managerサーバが到達不能になった場合に、コールの処理を引き
継ぎます。 SRST Cisco Unified Communications Managerは、アク
ティブであっても、常にサーバのリストの最後尾に表示されま

す。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
Administration Guide』の「Survivable Remote Site Telephony
Configuration」の章を参照してください。

SRST

設定ファイルに記述されている Cisco Unified Communications
Managerに電話機が登録できないため、代わりにTFTPサーバに
登録されたことを示しています。

TFTP

シールドとして表示され、コールが信頼デバイスからのもので

あり、CiscoUnifiedCommunicationsManagerへの接続が認証され
ていることを示しています。認証の詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Security Guide』を参照してくだ
さい。

（認証アイコン）

鍵として表示され、コールが信頼デバイスからのものであり、

CiscoUnifiedCommunicationsManagerへの接続が認証および暗号
化されていることを示しています。認証および暗号化の詳細に

ついては、『CiscoUnifiedCommunicationsManager SecurityGuide』
を参照してください。

暗号化アイコンは、CiscoUnified IP Phoneが保護された状態とし
て設定されている場合にも表示されます。保護コールの詳細に

ついては、『CiscoUnifiedCommunicationsManager SecurityGuide』
を参照してください。保護されたコールは認証されません。

（暗号化アイコン）

SIP 電話機の SIP の設定メニュー
[SIPの設定（SIP Configuration）]メニューは、SIP電話機で使用できます。このメニューには次
のサブメニューがあります。
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[SIP の全般的な設定（SIP General Configuration）] メニュー
[SIPの全般的な設定（SIP General Configuration）]メニューには、SIP電話機で設定可能な SIPパ
ラメータに関する情報が表示されます。次の表では、このメニューのオプションについて説明し

ます。

表 17：[SIP の全般的な設定（SIP General Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

表示専用。設定できません。コールの開始時に使用されるコー

デックを表示します。この値は常に

noneに設定されます。

優先する Codec
（Preferred
CODEC）

表示専用。設定できません。アウトオブバンドシグナリングの設

定を表示します（ゲートウェイの IP
側でのトーン検出用）。CiscoUnified
IP Phone（SIP）では、アウトオブバ
ンドシグナリングをサポートするた

めに AVTトーン方式が使用されま
す。この値は常に avtに設定されま
す。

アウトオブバン

ド DTMF（Out of
Band DTMF）

表示専用。設定できません。この値は常に Yesに設定されます。プロキシで登録

（Register with
Proxy）

Cisco Unified CommunicationsManagerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[デバイスの設定（Device Settings）] >
[SIPプロファイル（SIP Profile）]を選
択します。

登録要求が期限切れになるまでの時

間（秒数）を表示します。

登録期限切れ

（Register
Expires）

表示専用。設定できません。電話機のLCDの右上にある状況表示
行に示されるテキストを表示しま

す。このテキストは、エンドユーザ

の表示専用で、発信者 IDやメッセー
ジングには影響を及ぼしません。こ

の値は常に nullに設定されます。

電話ラベル

（Phone Label）

Cisco Unified CommunicationsManagerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[デバイスの設定（Device Settings）] >
[SIPプロファイル（SIP Profile）]を選
択します。

この値はデフォルトで Noに設定さ
れます。

VADの有効化
（Enable VAD）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified CommunicationsManagerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[デバイスの設定（Device Settings）] >
[SIPプロファイル（SIP Profile）]を選
択します。

メディアの Real-Time Transport
Protocol（RTP;リアルタイム転送プ
ロトコル）範囲の始まりを表示しま

す。

開始メディア

ポート（Start
Media Port）

Cisco Unified CommunicationsManagerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[デバイスの設定（Device Settings）] >
[SIPプロファイル（SIP Profile）]を選
択します。

メディアのリアルタイム転送プロト

コル（RTP）範囲の終わりを表示し
ます。

終了メディア

ポート（End
Media Port）

表示専用。設定できません。ネットワークアドレス変換（NAT）
が有効かどうかを表示します。この

値は常に falseに設定されます。

NAT有効（NAT
Enabled）

表示専用。設定できません。NATサーバまたはファイアウォール
サーバのWAN IPアドレスを表示し
ます。この値は常に nullに設定され
ます。

NATアドレス
（NAT Address）

Cisco Unified CommunicationsManagerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[デバイスの設定（Device Settings）] >
[SIPプロファイル（SIP Profile）]を選
択します。

この値はデフォルトで Noに設定さ
れます。

コール統計（Call
Statistics）

関連トピック

[設定（Settings）]メニューの表示, （72ページ）
デバイス設定メニュー, （104ページ）

SIP 電話機の回線の設定メニュー
[回線の設定（Line Settings）]メニューには、SIP電話機の各回線に設定できるパラメータに関連
する情報が表示されます。次の表では、このメニューのオプションについて説明します。

表 18：[回線の設定（Line Settings）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

変更するには、Cisco Unified CMの管理を使
用します。

各回線の登録に使用される回線と

番号を表示します。

名前

（Name）
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変更の手順説明オプション

変更するには、Cisco Unified CMの管理を使
用します。

回線に設定されているショート名

を表示します。

ショート名

（Short
Name）

変更するには、Cisco Unified CMの管理を使
用します。

初期化時にコール制御サーバによっ

て登録が要求される場合、電話機

が認証に使用する名前を表示しま

す。

SIPダイジェスト認証名の長さは、
Cisco Unified 7900シリーズの SIP
電話機では 128文字に増加されま
した。認証名は、電話機が Cisco
Unified Communications Managerに
SIPメッセージ（REGISTER、
INVITE、および SUBSCRIBE）を
送信できることを確認するために

使用されます。

長い認証名

（Longer
Authentication
Name）

変更するには、Cisco Unified CMの管理を使
用します。

電話機が発信者 IDの表示に使用す
る IDを示します。

表示名

（Display
Name）

表示専用。設定できません。この値は、Cisco Unified
Communications Managerを使用し
ている SIP電話機には適用されな
いため、空白のままにします。

プロキシア

ドレス

（Proxy
Address）

表示専用。設定できません。この値は、Cisco Unified
Communications Managerを使用し
ている SIP電話機には適用されな
いため、空白のままにします。

プロキシ

ポート

（Proxy
Port）

表示専用。設定できません。回線が共有回線の一部であるか

（Yes）一部でないか（No）を表
示します。

シェアドラ

イン（Shared
Line）

関連トピック

[設定（Settings）]メニューの表示, （72ページ）
デバイス設定メニュー, （104ページ）
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SIP 電話機のコールの設定メニュー
[コールの設定（Call Preferences）]メニューには、SIP電話機のコールプリファレンスの設定に関
連する設定値が表示されます。次の表では、このメニューのオプションについて説明します。

表 19：[コールの設定（Call Preferences）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[デバイスの設定（DeviceSettings）] > [SIP
プロファイル（SIP Profile）]を選択しま
す。

電話機で発信者 IDブロックが
有効になっているか（Yes）無
効になっているか（No）を示
します。

発信者 IDブロック
（Caller ID Blocking）

Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[デバイスの設定（DeviceSettings）] > [SIP
プロファイル（SIP Profile）]を選択しま
す。

電話機で匿名コールブロック

が有効になっているか（Yes）
無効になっているか（No）を
示します。

匿名コールブロック

（Anonymous Call
Block）

Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで、[コールルーティング
（Call Routing）] > [電話番号（Directory
Number）]を選択します。

各回線でコール待機が有効に

なっているか（Yes）無効に
なっているか（No）を示すサ
ブメニューを表示します。

コール待機の設定

（Call Waiting
Preferences）

Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[デバイスの設定（DeviceSettings）] > [SIP
プロファイル（SIP Profile）]を選択しま
す。

電話機でコール保留時の呼び

出し音機能が有効になってい

るか（Yes）無効になっている
か（No）を示します。

コール保留時の呼び出

し音（Call Hold
Ringback）

Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[デバイスの設定（DeviceSettings）] > [SIP
プロファイル（SIP Profile）]を選択しま
す。

電話機でスタッターメッセー

ジ待機が有効になっているか

（Yes）無効になっているか
（No）を示します。

スタッターメッセー

ジ待機（Stutter Msg
Waiting）

[Cisco Unified Communications Managerの
管理（Cisco Unified Communications
ManagerAdministration）]を使用します。

電話機でコールログのBLFが
有効になっているか（Yes）無
効になっているか（No）を示
します。

コールログ BLF有効
（Call Logs BLF
Enabled）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで、[コールルーティング
（Call Routing）] > [電話番号（Directory
Number）]を選択します。

各回線で自動応答が有効に

なっているか（Yes）無効に
なっているか（No）を示すサ
ブメニューを表示します。

自動応答の設定（Auto
Answer Preferences）

Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[新規短縮ダイヤルを追加（Add a New
Speed Dial）]を選択します。

電話機で使用できる回線を示

すサブメニューを表示しま

す。回線を選択すると、その

回線に割り当てられている短

縮ダイヤルのラベルと番号が

表示されます。

短縮ダイヤル（Speed
Dials）

関連トピック

[設定（Settings）]メニューの表示, （72ページ）
デバイス設定メニュー, （104ページ）

HTTP の設定メニュー
[HTTPの設定（HTTP Configuration）]メニューは、電話機で多様な情報の取得元となるサーバの
URLを表示します。このメニューには、電話機の未使用時画面に関する情報も表示されます。

Cisco Unified IP Phoneは、URLに IPv6アドレスを含むURLに対応していません。これには、
ディレクトリ、サービス、メッセージ、および情報URLの IPv6アドレスにマッピングするホ
スト名も含まれます。電話機でURLを利用できるようにするには、IPv4アドレスを持つURL
サービスを提供する電話機およびサーバを設定する必要があります。

（注）

次の表では、[HTTPの設定（HTTP Configuration）]メニューのオプションについて説明します。

表 20：[HTTP の設定（HTTP Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの管
理ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

電話機でディレクトリ情報

の取得元となるサーバの

URL。

ディレクトリ URL
（Directories URL）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの管
理ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

電話機が Cisco Unified IP
Phoneサービスを取得する
サーバの URL。

サービスURL（Services
URL）

Cisco Unified Communications Managerの管
理ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

電話機でメッセージサービ

スの取得元となるサーバの

URL。

メッセージ URL
（Messages URL）

Cisco Unified Communications Managerの管
理ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

電話機に表示されるヘルプ

テキストの URL。
情報 URL（Information
URL）

Cisco Unified Communications Managerの管
理ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

電話機のWebサーバに発行
された要求を検証するため

に、電話機が使用する

URL。

認証 URL
（Authentication URL）

Cisco Unified Communications Managerの管
理ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

電話機の HTTPクライアン
トの代わりにリモートのホ

ストアドレスにHTTP要求
を送信し、リモートのホス

トから電話機の HTTPクラ
イアントへの応答を提供す

るプロキシサーバのURL。

プロキシサーバのURL
（Proxy Server URL）

Cisco Unified Communications Managerの管
理ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

[URLのアイドル時間（Idle
URL Time）]オプションで
指定した時間内に電話機の

使用がなかった場合に表示

される XMLサービスの
URLを表示します。たとえ
ば、[アイドル URL（Idle
URL）]オプションと [URL
のアイドル時間（Idle URL
Time）]オプションを使用
して、電話機が 5分間使用
されなかった場合に、LCD
スクリーンに株価情報やカ

レンダーを表示することが

できます。

アイドル URL（Idle
URL）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの管
理ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

[アイドル URL（Idle
URL）]オプションで指定
した XMLサービスが起動
するまでに、電話機が使用

されずメニューを開かな

かった時間（秒数）を表示

します。

URLのアイドル時間
（Idle URL Time）

ロケールの設定メニュー

[ロケールの設定（LocaleConfiguration）]メニューには、電話機が使用するユーザロケールとネッ
トワークロケールに関する情報が表示されます。次の表では、このメニューのオプションについ

て説明します。

表 21：[ロケールの設定（Locale Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[電話（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

電話機のユーザに関連付けられてい

るユーザロケール。ユーザロケー

ルは、言語、フォント、日時の表示

形式、英数字のキーボードテキス

ト情報など、ユーザをサポートする

ための一連の詳細情報を識別しま

す。

ユーザロケールのインストールの

詳細については、『Cisco Unified
Communications Operating System
Administration Guide』を参照してく
ださい。

ユーザロケール

（User Locale）

表示専用。設定できません。電話機にロードされたユーザロケー

ルのバージョン。

ユーザロケール

バージョン

（User Locale
Version）

表示専用。設定できません。ユーザロケールに対応して電話機

が使用する文字セットを表示しま

す。

ユーザロケール

文字セット

（User Locale
Char Set）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[電話（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

電話機のユーザに関連付けられた

ネットワークロケール。ネット

ワークロケールは、電話機で使用

されるトーンや断続周期の定義な

ど、特定の場所にある電話機をサ

ポートするための一連の詳細情報を

識別します。

ネットワークロ

ケール（Network
Locale）

表示専用。設定できません。電話機にロードされたネットワーク

ロケールのバージョン。

ネットワークロ

ケールバージョ

ン（Network
Locale Version）

表示専用。設定できません。[NTPの設定（NTP Configuration）]
メニューにアクセスできます。詳

細については、NTPの設定メニュー
（SIP電話機）, （113ページ）を参
照してください。

NTPの設定
（NTP
Configuration）
（SIP電話機の
み）

NTP の設定メニュー（SIP 電話機）
[NTPの設定（NTP Configuration）]メニューには、SIP電話機が使用する NTPサーバと NTPモー
ドの設定に関する情報が表示されます。次の表では、このメニューのオプションについて説明し

ます。

表 22：[NTP の設定（NTP Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理
ページで、[システム（System）] > [電話用
NTP（Phone NTP Reference）]を選択しま
す。

プライマリ NTPサーバの IPア
ドレスを表示します。

NTP IPアドレス
1（NTP IP
Address 1）

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理
ページで、[システム（System）] > [電話用
NTP（Phone NTP Reference）]を選択しま
す。

セカンダリ（バックアップ）NTP
サーバの IPアドレスを表示しま
す。

NTP IPアドレス
2（NTP IP
Address 2）
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変更の手順説明オプション

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理
ページで、[システム（System）] > [電話用
NTP（Phone NTP Reference）]を選択しま
す。

プライマリサーバのモードを表

示します。サポートされるモー

ドは、[ディレクテッドブロード
キャスト（Directed Broadcast）]
と [ユニキャスト（Unicast）]で
す。

NTPモード 1
（NTP Mode 1）

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理
ページで、[システム（System）] > [電話用
NTP（Phone NTP Reference）]を選択しま
す。

セカンダリサーバのモードを表

示します。サポートされるモー

ドは、[ディレクテッドブロード
キャスト（Directed Broadcast）]
と [ユニキャスト（Unicast）]で
す。

NTPモード 2
（NTP Mode 2）

UI の設定メニュー
[UIの設定（UI Configuration）]メニューには、電話機でのさまざまなユーザインターフェイス機
能のステータスが表示されます。次の表では、このメニューのオプションについて説明します。

表 23：[UI の設定（UI Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）] >
[電話の設定（PhoneConfiguration）]
を選択します。

電話機が、すべての回線上でコール

フォーカスを着信コールに移動するかど

うかを指定します。

このオプションが無効の場合、電話機は

コールのフォーカスを使用中の回線上の

着信コールに移します。このオプション

が有効の場合、電話機はコールのフォー

カスを最新の着信コールのある回線に移

します。

デフォルト：無効

自動回線選択

（Auto Line
Select）

Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[システ
ム（System）] > [エンタープライズ
パラメータ（EnterpriseParameters）]
を選択します。

コールリストの Busy Lamp Field（BLF;
ビジーランプフィールド）が有効かど

うかを示します。

コールリストの

BLF（BLF for Call
Lists）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[システ
ム（System）] > [デバイスプール
（Device Pool）]を選択します。

「保留復帰」も参照してください。

電話機が電話機画面上のコールのフォー

カスを着信コールに移動するか、保留復

帰コールに移動するかを示します。次の

設定があります。

[低く（Lower）]：フォーカス優先度は着
信コールに設定されます。

[高く（Higher）]：フォーカス優先度は復
帰コールに設定されます。

[均一（Even）]：フォーカス優先度は最
初のコールに設定されます。

復帰フォーカス優

先度（Reverting
Focus Priority）

Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）] >
[電話の設定（PhoneConfiguration）]
を選択します。

ユーザがすでに通話している場合に、電

話機がコールのフォーカスを同じ回線の

着信コールに自動的に移動するかどうか

を示します。

このオプションが有効の場合、電話機は

コールのフォーカスを最新の着信コール

に移します。

このオプションが無効の場合、[自動回線
選択（AutoLine Select）]を含むすべての
自動フォーカスの変更がその設定に関係

なく無効になります。

デフォルト：有効

自動コール選択

（Auto Call
Select）

Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）] >
[電話の設定（PhoneConfiguration）]
を選択します。

ユーザが [次へ（more）]を押した後に別
のソフトキーが表示される秒数を示しま

す。ユーザが別のソフトキーを押す前に

このタイマーの時間が切れた場合、表示

は最初のソフトキーに戻ります。

範囲は 5～ 30で、0は無期限を表しま
す。

デフォルト：5

[次へ（more）]ソ
フトキータイ

マー（more
Softkey Timer）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）] >
[電話の設定（PhoneConfiguration）]
を選択します。

ユーザが電話機のユーザインターフェイ

スで [ワイドバンドヘッドセット
（WidebandHeadset）]オプションを設定
できるかどうかを示します。

値：

• [有効（Enabled）]：ユーザは電話機
の [オーディオ設定（Audio
Preferences）]メニューの [ワイドバ
ンドヘッドセット（Wideband
Headset）]オプションを設定できま
す（ > [ユーザ設定（User
Preferences）] > [オーディオ設定
（Audio Preferences）] > [ワイドバン
ドヘッドセット（Wideband
Headset）]を選択します）。

• [無効（Disabled）]：Cisco Unified
CommunicationsManagerの管理ペー
ジにある [ワイドバンドヘッドセッ
ト（WidebandHeadset）]オプション
の値が使用されます（メディアの設

定メニュー, （118ページ）を参
照）。

デフォルト：有効

ワイドバンド

ヘッドセット UI
設定（Wideband
Headset UI
Control）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）] >
[電話の設定（PhoneConfiguration）]
を選択します。

ユーザが電話機のユーザインターフェイ

スで [ワイドバンドハンドセット
（WidebandHandset）]オプションを設定
できるかどうかを示します。

値：

• [有効（Enabled）]：ユーザは電話機
の [オーディオ設定（Audio
Preferences）]メニューの [ワイドバ
ンドハンドセット（Wideband
Handset）]オプションを設定できま
す（ > [ユーザ設定（User
Preferences）] > [オーディオ設定
（Audio Preferences）] > [ワイドバン
ドハンドセット（Wideband
Handset）]を選択します）。

• [無効（Disabled）]：Cisco Unified
CommunicationsManagerの管理ペー
ジにある [ワイドバンドハンドセッ
ト（WidebandHandset）]オプション
の値が使用されます（メディアの設

定メニュー, （118ページ）を参
照）。

デフォルト：有効

ワイドバンドハ

ンドセット UI設
定（Wideband
Handset UI
Control）

Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）] >
[電話の設定（PhoneConfiguration）]
を選択します。

電話機でカスタム呼出トーンおよび壁紙

イメージの設定が有効かどうかを示しま

す。

デフォルト：有効

パーソナライゼー

ション

（Personalization）

Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）] >
[電話の設定（PhoneConfiguration）]
を選択します。

電話機でワンボタン割り込み機能が有効

になっているかどうかを示します。

デフォルト：無効

ワンボタン割り込

み（Single Button
Barge）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）] >
[電話の設定（PhoneConfiguration）]
を選択します。

電話機で一括ダイヤルを使用するかどう

かを示します。 [有効（Enabled）]の場
合、電話機は可能な場合に一括ダイヤル

を使用します。 [無効（Disabled）]の場
合、電話機は一括ダイヤルを使用しませ

ん。強制承認コード（FAC）またはクラ
イアント識別コード（CMC）ダイヤルの
いずれかが使用されている場合、一括ダ

イヤルを無効にする必要があります。

デフォルト：有効

一括ダイヤルの使

用（Enbloc
Dialing）（SCCP
のみ）

メディアの設定メニュー

[メディアの設定（Media Configuration）]メニューには、ヘッドセット、スピーカーフォン、およ
びビデオ機能（SCCP電話機のみ）が電話機で有効になっているかどうかが表示されます。また、
このメニューは、コールが録音される場合があることを示すために電話機が再生できる録音トー

ンのオプションも表示します。次の表では、このメニューのオプションについて説明します。

表 24：[メディアの設定（Media Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

電話機のヘッドセットボタンが

有効になっているかどうかを示

します。

ヘッドセットを

使う（Headset
Enabled）

Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

電話機でワイヤレスヘッドセッ

トフックスイッチ機能が有効に

なっているかどうかを示しま

す。

ヘッドセット

フックスイッチ

コントロールを

使う（Headset
Hookswitch
Control Enabled）
（CiscoUnified IP
Phone 7975G、
7965G、および
7945Gのみ）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

電話機のスピーカーフォンが有

効になっているかどうかを示し

ます。

スピーカーを使

う（Speaker
Enabled）

Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

適切な機器が搭載されたコン

ピュータに電話機を接続した際

に、ビデオコールに参加できる

かどうかを指定します。

ビデオ機能を使

う（Video
Capability
Enabled）

（SCCP電話の
み）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

録音トーン（ビープ音と呼ばれ

ることもある）が電話機で有効

になっているか無効になってい

るかを示します。 [録音トーン
（Recording Tone）]オプション
が有効の場合、電話機は、コー

ルが実際に録音されるかどうか

に関係なく、すべてのコールの

ビープ音を双方向で再生しま

す。ビープ音が最初に鳴るの

は、コールの応答時です。

このオプションを有効にする場

合、ユーザへの通知が必要にな

ることがあります。

デフォルト：無効

関連パラメータ：

•録音トーンのローカル音量
（Recording Tone Local
Volume）

•録音トーンのリモート音量
（Recording Tone Remote
Volume）

•録音トーンの長さ
（Recording Tone
Duration）

その他の関連パラメータ（ビー

プ音の周波数（Hz）、ビープ音
の長さ（期間と呼ぶ）、および

ビープ音の再生頻度（間隔と呼

ぶ））は、トーンを定義する

xmlファイルでネットワークロ
ケール単位で定義されます。通

常、このxmlファイルの名前は
tones.xmlまたは g3-tones.xmlで
す。

録音トーン

（Recording
Tone）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

[録音トーン（RecordingTone）]
オプションが有効になっている

通話者が受信するビープ音の音

量設定を示します。

この設定は、音声を聞く各デバ

イス（受話器、スピーカーフォ

ン、ヘッドセット）に適用され

ます。

範囲：0%（トーンなし）～
100%（電話機での現在の音量
設定と同じレベル）

デフォルト：100

この表の「録音トーン

（Recording Tone）」も参照し
てください。

録音トーンの

ローカル音量

（Recording Tone
Local Volume）

Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

リモートの通話相手が受信する

ビープ音の音量設定を示しま

す。リモートの通話相手とは、

[録音トーン（RecordingTone）]
オプションが有効になっている

通話者と通話している相手のこ

とです。

範囲：0%～ 100%（0%は -66
dBM、100%は -3 dBM）

デフォルト：84%（–10 dBM）

この表の「録音トーン

（Recording Tone）」も参照し
てください。

録音トーンのリ

モート音量

（Recording Tone
Remote Volume）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

ビープ音の再生される時間をミ

リ秒単位で示します。

ここで設定した値が間隔の 1/3
未満の場合、この値はネット

ワークロケールで指定されてい

るデフォルトを無効にします。

範囲：0～ 3000

複雑な断続周期を使用

する一部のネットワー

クロケールでは、こ

の設定は最初のビープ

音にだけ適用されま

す。

（注）

この表の「録音トーン

（Recording Tone）」も参照し
てください。

録音トーンの長

さ（Recording
Tone Duration）

[ワイドバンドヘッドセット UI設定
（Wideband Headset UI Control）]が有効な場
合、ユーザは、電話機を使用して、 >
[ユーザ設定（User Preferences）] > [オーディ
オ設定（Audio Preferences）] > [ワイドバンド
ヘッドセット（WidebandHeadset）]を選択で
きます。

[ワイドバンドヘッドセット UI設定
（Wideband Headset UI Control）]が無効の場
合、Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択し、この値を設定しま
す。

このオプションをユーザが制御で

きるようにしている（[ワイドバン
ドヘッドセットUI設定（Wideband
Headset UI Control）]オプション
で）場合、ユーザが設定した値が

優先されます。

（注）

ヘッドセットでワイドバンドが

有効になっているか無効になっ

ているかを示します。

デフォルト：無効

ワイドバンド

ヘッドセット

（Wideband
Headset）

   Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco
Unified Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

122

Cisco Unified IP Phone の設定
メディアの設定メニュー



変更の手順説明オプション

[ワイドバンドハンドセット UI設定
（Wideband Handset UI Control）]が有効の場
合、ユーザは、 > [ユーザ設定（User
Preferences）] > [オーディオ設定（Audio
Preferences）] > [ワイドバンドハンドセット
（Wideband Handset）]を選択できます。

[ワイドバンドハンドセット UI設定
（Wideband Handset UI Control）]が無効の場
合、Cisco Unified Communications Managerの
管理ページを使用して、[デバイス（Device）]
> [電話（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択し、この値を設定しま
す。

このオプションをユーザが制御で

きるようにしている（[ワイドバン
ドハンドセットUI設定（Wideband
Handset UI Control）]オプション
で）場合、ユーザが設定した値が

優先されます。

（注）

受話器でワイドバンドが有効に

なっているか無効になっている

かを示します。

デフォルト：Cisco Unified
CommunicationsManagerの管理
ページの [電話のデフォルトを
使用（Use Phone Default）]。
（このデフォルトとは、電話機

がワイドバンドハンドセットと

ともに出荷された場合に限り、

電話機のワイドバンドハンド

セットが有効になることを意味

します）。

ワイドバンドハ

ンドセット

（Wideband
Handset）

Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[システム（System）] > [エンター
プライズパラメータ（Enterprise Parameters）]
を選択します。

Cisco Unified IP Phoneが G.722
コーデックを Cisco Unified
CommunicationsManagerにアド
バタイズすることを有効または

無効にします（デフォルトは有

効）。詳細については、

『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の
「Cisco Unified IP Phones」の章
の「Codec Usage」の項を参照
してください。

この設定をサポートし

ない Cisco Unified
Communications
Managerに電話機が登
録されている場合、デ

フォルトは [無効
（Disabled）]になり
ます。

（注）

エンタープライ

ズアドバタイズ

G.722（Enterprise
Advertise G.722）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

エンタープライズアドバタイズ

G.722コーデックを電話機ごと
に無効にできます。

デフォルトは、[システムデ
フォルトの使用（Use System
Default）]です。これは、エン
タープライズアドバタイズ

G.722コーデックのパラメータ
の設定値が使用されることを意

味します。

デバイスアドバ

タイズ G.722
（Device
Advertise G.722）

省電力設定メニュー

[省電力設定（Power Save Configuration）]メニューには、節電のための LCD電話スクリーンのオ
フを制御する設定が表示されます。次の表では、このメニューのオプションについて説明しま

す。

これらの設定の詳細については、Cisco Unified IP Phoneでの EnergyWiseのセットアップ, （200
ページ）を参照してください。

表 25：[省電力設定（Power Save Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

Cisco Unified CommunicationsManagerの管
理ページで、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

1日のうち、LCDスクリーンを
自動的にオンにする時刻

（[ディスプレイ非点灯日
（Days Display Not Active）]に
指定した日は除きます）。

ディスプレイ点灯時

刻（Display On
Time）

Cisco Unified CommunicationsManagerの管
理ページで、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

[ディスプレイ点灯時刻
（Display On Time）]オプショ
ンに表示されている時刻にLCD
スクリーンがオンになった後

に、オンの状態を維持する期

間。

ディスプレイ点灯継

続時間（Display On
Duration）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified CommunicationsManagerの管
理ページで、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

ディスプレイをオフにするまで

の電話機のアイドル時間。ディ

スプレイがスケジュールどおり

にオフで、エンドユーザが（電

話機ボタンを押す、タッチスク

リーンにタッチする、またはハ

ンドセットを持ち上げる操作

で）オンにした場合にのみ適用

されます。

ディスプレイ放置時

自動消灯（Display
Idle Timeout）

Cisco Unified CommunicationsManagerの管
理ページで、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

[ディスプレイ点灯時刻
（Display On Time）]オプショ
ンに指定した時刻でも、自動的

にディスプレイをオンにしない

日。

ディスプレイ非点灯

日（DaysDisplayNot
Active）

Cisco Unified CommunicationsManagerの管
理ページで、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

着信を受けたときに、LCDス
クリーンを自動的に点灯するか

どうかを指定します。

着信コール時に点灯

（Display On When
Incoming Call）

イーサネットの設定メニュー

[イーサネットの設定（Ethernet Configuration）]メニューには、次の表に示すオプションがありま
す。
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表 26：[イーサネットの設定（Ethernet Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

CiscoUnified CommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電
話の設定（Phone Configuration）]を
選択します。

電話機がアクティブになったとき

に、内蔵スイッチが電話機のPCポー
トとスイッチポートの間でパケット

の転送を開始するかどうかを示しま

す。

• [転送の遅延（Forwarding
Delay）]を無効に設定すると、
内蔵スイッチはすぐにパケット

の転送を開始します。

• [転送の遅延（Forwarding
Delay）]が有効に設定されてい
る場合、内蔵スイッチは8秒間
待ってから、PCポートとス
イッチポートの間でパケットの

転送を開始します。

デフォルトは無効です。

転送の遅延

（ForwardingDelay）

CiscoUnified CommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電
話の設定（Phone Configuration）]を
選択します。

ネットワークポートで送受信される

パケットをアクセスポートに転送す

るかどうかを表示します。

電話トラフィックのモニタリングを

必要とするアプリケーションが、ア

クセスポート上で実行されている場

合は、このオプションを有効にする

必要があります。モニタリングおよ

び記録用のアプリケーション（コー

ルセンター環境で一般的に使用され

る）や、診断に使用されるネット

ワークパケットキャプチャツール

はこのようなアプリケーションの一

種です。

PCポートへのスパン
（Span to PC Port）

[セキュリティ設定（Security Configuration）] メニュー
[デバイス設定（Device Configuration）]メニューから表示される [セキュリティ設定（Security
Configuration）]メニューには、電話機のセキュリティに関連する設定が表示されます。
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電話機には、[設定（Settings）]メニューから直接アクセスする [セキュリティ設定（Security
Configuration）]メニューもあります。このメニューのセキュリティオプションの詳細につい
ては、[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニュー, （138ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

次の表に、[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニューのオプションを示します。

表 27：[セキュリティ設定（Security Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[電話（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

電話機のアクセスポートを有効

にするか無効にするかを表示し

ます。

無効にすると、ビデオ

を有効にしていても、

この電話機でビデオは

使用できません。

（注）

PCポートを無効に
する（PC Port
Disabled）

Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[電話（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

電話機が Gratuitous ARP応答か
らMACアドレスを受け入れるか
どうかを示します。

GARPを使う
（GARP Enabled）
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変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで、[デバイス（Device）] >
[電話（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]を選択します。

ボイス VLANにアクセスするた
めに、アクセスポートに接続さ

れたデバイスを電話機で使用す

るかどうかを表示します。

このオプションを [No（無効）]
に設定すると、接続されたPCで
ボイス VLANのデータを送受信
することができなくなります。

また、電話機によって送信およ

び受信されたデータをPCで受信
することもできなくなります。

電話トラフィックのモニタリン

グを必要とするアプリケーショ

ンがPCで稼働している場合は、
このオプションを [はい（Yes）]
にします。モニタリングおよび

記録用のアプリケーション、ネッ

トワークモニタリングソフト

ウェアはこのようなアプリケー

ションの一種です。

ボイスVLANを使う
（Voice VLAN
Enabled）

詳細については、Webページへのアクセ
スの制御,（251ページ）を参照してくだ
さい。

電話機のWebアクセスが有効
（[はい（Yes）]）か無効（[いい
え（No）]）かを示します。

Webアクセス可能
（Web Access
Enabled）

変更するには、Cisco Unified CMの管理
を使用します。

電話機に設定されているセキュ

リティモードを表示します。

セキュリティモード

（Security Mode）

必要に応じて、Cisco Technical Assistance Center（TAC）が使用します。ログ表示（Logging
Display）

QoS の設定メニュー
[QoSの設定（QoS Configuration）]メニューは、電話機の Quality Of Service（QoS）に関連する情
報を表示します。次の表では、このメニューのオプションについて説明します。
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表 28：[QoS の設定（QoS Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[システム（System）] > [エンター
プライズパラメータ（Enterprise Parameters）]
を選択します。

コール制御シグナリングのDiffserv
コードポイント（DSCP）IP分類

通話制御の

DSCP（DSCP
For Call
Control）

Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[システム（System）] > [エンター
プライズパラメータ（Enterprise Parameters）]
を選択します。

電話機の設定転送の DSCP IP分
類。

設定の DSCP
（DSCP For
Configuration）

Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[システム（System）] > [エンター
プライズパラメータ（Enterprise Parameters）]
を選択します。

電話機ベースのサービスの DSCP
IP分類。

サービスの

DSCP（DSCP
For Services）

関連トピック

[設定（Settings）]メニューの表示, （72ページ）
ネットワークの設定メニュー, （77ページ）

ネットワークの設定メニュー

[ネットワークの設定（Network Configuration）]メニューは、電話機のデバイス特有のネットワー
ク設定値を表示します。次の表では、このメニューのオプションについて説明します。

電話機には、[設定（Settings）]メニューから直接アクセスする [ネットワークの設定（Network
Configuration）]メニューもあります。このメニューのオプションの詳細については、ネット
ワークの設定メニュー, （77ページ）を参照してください。

（注）
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表 29：[ネットワークの設定（Network Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電
話の設定（Phone Configuration）]を
選択します。

各電話機のアップグレードでWAN
リンクを通過する必要がないよう

に、イメージをローカルに保存する

ことによって、電話機ファームウェ

アのアップグレードのためのインス

トール時間を最適化し、WANの負荷
を軽減するために使用されます。

ロードサーバには、電話機のアップ

グレードに使用するファームウェア

を取得する（TFTPサーバ 1または
TFTPサーバ 2以外の）別の TFTP
サーバの IPアドレスまたは名前を設
定できます。 [ロードサーバ（Load
Server）]オプションを設定すると、
電話機は、ファームウェアアップグ

レードのために指定されたサーバと

通信します。

[ロードサーバ（Load
Server）]オプションでは、
電話機のアップグレード用

の代替 TFTPサーバだけを
指定できます。電話機は引

き続き TFTPサーバ 1また
は TFTPサーバ 2を使用し
て、設定ファイルを取得し

ます。 [ロードサーバ
（Load Server）]オプショ
ンでは、プロセスの管理お

よびファイルの管理（ファ

イルの転送、圧縮、削除な

ど）を行いません。

（注）

ロードサーバ（Load
Server）
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変更の手順説明オプション

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電
話の設定（Phone Configuration）]を
選択します。

電話機が Real-Time Control Protocol
（RTCP）をサポートしているかどう
かを示します。次の設定がありま

す。

•有効

•無効（デフォルト）

この機能が無効の場合、いくつかの

コール統計情報の値が 0として表示
されます。詳細については、次の項

を参照してください。

• [コール統計（Call Statistics）]画
面, （242ページ）

•ストリームの統計, （265ペー
ジ）

RTP制御プロトコル
（RTP Control
Protocol）

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]を選
択します。

PCポートで CDPが有効かどうかを
示します（デフォルトでは有効）。

PCポートに Cisco VT
Advantage/Unified Video Advantage
（CVTA）を接続した場合は、PC
ポートで CDPを有効にします。
CVTAが動作するには、CDPと電話
機の連携が必要です。

CDPが Cisco Unified
Communications Managerで
無効になっているときは、

PCポートで CDPを無効に
すると、CVTAが動作しな
くなることを示す警告が表

示されます。

（注）

PCポートとスイッチポートの CDP
に関する現在の値は、[設定
（Settings）]メニューに表示されま
す。

CDP：PCポート
（CDP: PC Port）
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変更の手順説明オプション

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]を選
択します。

スイッチポートで CDPが有効かど
うかを示します（デフォルトでは有

効）。

•電話機、電力ネゴシエーショ
ン、QoS管理、および 802.1xセ
キュリティにVLANを割り当て
る場合は、スイッチポートで

CDPを有効にします。

•電話機を Ciscoスイッチに接続
した場合は、スイッチポートで

CDPを有効にします。

CDPが Cisco Unified
Communications Managerで
無効になっているときは、

電話機を Ciscoスイッチ以
外のスイッチに接続した場

合に限り、スイッチポート

でCDPを無効にする必要が
あることを示す警告が表示

されます。

（注）

PCポートとスイッチポートの CDP
に関する現在の値は、[設定
（Settings）]メニューに表示されま
す。

CDP：SWポート
（CDP: SW Port）
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変更の手順説明オプション

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電
話の設定（Phone Configuration）]を
選択します。

ピアファームウェア共有機能を使用

すると、高速キャンパスLAN設定に
おいて次の利点が得られます。

•中央集中型リモート TFTPサー
バへの TFTP転送における輻輳
が制限されます。

•ファームウェアのアップグレー
ドを手動で制御する必要がなく

なります。

•アップグレード時に多数のデバ
イスがリセットされた場合の電

話機のダウンタイムが削減され

ます。

ピアファームウェア共有は、帯域幅

が制限されたWANリンクを経由す
るブランチまたは遠隔オフィス導入

シナリオでは、ファームウェアの

アップグレードに役立つ場合もあり

ます。

この設定が有効の場合、電話機は、

ファームウェアイメージを構成する

ファイルを要求しているサブネット

上の同様の電話機を検出し、転送階

層をファイル単位で自動的に構築で

きます。階層内のルートの電話機だ

けがファームウェアイメージを構成

する個々のファイルを TFTPサーバ
から取得し、ファイルはTCP接続に
よって転送階層に沿ってサブネット

上の他の電話機に転送されます。

このメニューオプションは、電話機

がピアファームウェア共有をサポー

トしているかどうかを示します。次

の設定があります。

•有効（デフォルト）

•無効（Disabled）

ピアファームウェア

共有（Peer Firmware
Sharing）
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変更の手順説明オプション

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電
話の設定（Phone Configuration）]を
選択します。

電話機からのログメッセージの送信

先になるリモートログマシンの IP
アドレスとポートを示します。これ

らのログメッセージは、ピアツーピ

アイメージ配信機能のデバッグに役

立ちます。

リモートログの設定は、

電話機のログに送信される

共有ログメッセージに影

響を与えません。

（注）

ログサーバ（Log
Server）

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電
話の設定（Phone Configuration）]を
選択します。

PCポートで Link Layer Discovery
Protocol（LLDP;リンク層検出プロト
コル）を有効または無効にします。

電話機で特定の検出プロトコルを強

制的に使用するには、この設定を使

用します。次の設定があります。

•有効（デフォルト）

•無効（Disabled）

LLDP：PCポート
（LLDP: PC Port）

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電
話の設定（Phone Configuration）]を
選択します。

スイッチポートの Link Layer
Discovery Protocol Media Endpoint
Discovery（LLDP-MED）を有効化お
よび無効化します。電話機で特定の

検出プロトコルが使用されるように

するには、この設定を使用します。

このプロトコルは、スイッチでサ

ポートされるプロトコルと一致して

いる必要があります。次の設定があ

ります。

•有効（デフォルト）

•無効（Disabled）

LLDP-MED：SW
ポート（LLDP-MED:
SW Port）

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電
話の設定（Phone Configuration）]を
選択します。

在庫管理のため電話機に割り当てら

れているアセット IDを識別します。
LLDPアセット ID
（LLDP Asset ID）
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変更の手順説明オプション

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電
話の設定（Phone Configuration）]を
選択します。

ワイヤレス環境で、着信コールの通

知を受け取り、コールに応答する、

またはコールを終了できるようにし

ます。

ワイヤレスヘッド

セットフックスイッ

チコントロール

（Wireless Headset
Hookswitch Control）

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電
話の設定（Phone Configuration）]を
選択します。

電話機の電源優先度をスイッチにア

ドバタイズし、スイッチが電源を適

切に電話機に供給できるようにしま

す。次の設定があります。

•不明（Unknown）（デフォル
ト）

•低（Low）

•高（High）

•重要（Critical）

LLDP電源優先度
（LLDP Power
Priority）

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [デバイスの設定
（Device Settings）] > [共通デバイス
設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

電話機で使用できる IPアドレッシン
グモードを表示します。 IPv4のみ、
IPv6のみ、または IPv4と IPv6です。

IPアドレッシング
モード（IP
Addressing Mode）
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変更の手順説明オプション

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [デバイスの設定
（Device Settings）] > [共通デバイス
設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

電話機で IPv4と IPv6の両方が使用
できる場合、電話機が Cisco Unified
Communications Managerとのシグナ
リング中に使用する IPアドレスの
バージョンを示します。

IPアドレッシングモードの設定は、
Cisco Unified CommunicationsManager
Administrationで指定します。

電話機に次のいずれかのオプション

を表示します。

• [IPv4]：デュアルスタック電話
機は、シグナリングイベント

中、IPv4アドレス経由の接続の
確立を選択します。

• [IPv6]：デュアルスタック電話
機は、シグナリングイベント

中、IPv6アドレス経由の接続の
確立を選択します。

IP設定モード制御
（IP Preference Mode
Control）

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [デバイスの設定
（Device Settings）] > [共通デバイス
設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

電話機で自動設定が有効になってい

るか無効になっているかを示しま

す。

自動 IP設定の設定値は、DHCPv6の
設定値とともに、IP Phoneが IPv6ア
ドレスおよびその他のネットワーク

設定値を取得する方法を決定しま

す。これらの 2つの設定値が電話機
のネットワークの設定に与える影響

については、DHCPv6および自動設
定,（102ページ）を参照してくださ
い。

Cisco Unified
Communications Managerの
管理ページにある [電話の
自動設定を許可（Allow
Auto-Configuration for
Phones）]設定を使用しま
す。

（注）

自動 IP設定（Auto
IP Configuration）
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変更の手順説明オプション

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電
話の設定（Phone Configuration）]を
選択します。

各電話機のアップグレードでWAN
リンクを通過する必要がないよう

に、イメージをローカルに保存する

ことによって、電話機ファームウェ

アのアップグレードのためのインス

トール時間を最適化し、WANの負荷
を軽減するために使用されます。

ロードサーバには、電話機のアップ

グレードに使用するファームウェア

を取得する（IPv6 TFTPサーバ 1ま
たは IPv6 TFTPサーバ 2以外の）別
の TFTPサーバの IPアドレスまたは
名前を設定できます。 [ロードサー
バ（LoadServer）]オプションを設定
すると、電話機は、ファームウェア

アップグレードのために指定された

サーバと通信します。

[ロードサーバ（Load
Server）]オプションでは、
電話機のアップグレード用

の代替 TFTPサーバだけを
指定できます。電話機は引

き続き IPv6 TFTPサーバ 1
または IPv6 TFTPサーバ 2
を使用して、設定ファイル

を取得します。 [ロード
サーバ（Load Server）]オ
プションでは、プロセスの

管理およびファイルの管理

（ファイルの転送、圧縮、

削除など）を行いません。

（注）

IPv6ロードサーバ
（IPv6 Load Server）

CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電
話の設定（Phone Configuration）]を
選択します。

電話機からのログメッセージの送信

先になるリモートログマシンの IP
アドレスとポートを示します。これ

らのログメッセージは、ピアツーピ

アイメージ配信機能のデバッグに役

立ちます。

リモートログの設定は、

電話機のログに送信される

共有ログメッセージに影

響を与えません。

（注）

IPv6ログサーバ
（IPv6 Log Server）

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

137

Cisco Unified IP Phone の設定
ネットワークの設定メニュー



関連トピック

[設定（Settings）]メニューの表示, （72ページ）
ネットワークの設定メニュー, （77ページ）

[セキュリティ設定（Security Configuration）] メニュー
[設定（Settings）]メニューから直接アクセスする [セキュリティ設定（Security Configuration）]で
は、さまざまなセキュリティ設定に関する情報を表示します。また、[信頼リスト（Trust List）]
メニューにもアクセスできます。このメニューは、CTLまたは ITLファイルが電話機にインス
トールされているかどうかを示します。

[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニューとそのサブメニューのアクセス方法につい
ては、[設定（Settings）]メニューの表示, （72ページ）を参照してください。

電話機には、[デバイス（Device）]メニューからアクセスする [セキュリティ設定（Security
Configuration）]メニューもあります。このメニューのセキュリティオプションの詳細につい
ては、[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニュー, （126ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

次の表に、[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニューのオプションを示します。

表 30：[セキュリティ設定（Security Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

詳細については、Webページへ
のアクセスの制御, （251ペー
ジ）を参照してください。

電話機のWebアクセスが有効（[はい
（Yes）]）か無効（[いいえ（No）]）か
を示します。

Webアクセス可能
（Web Access
Enabled）

Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[デバ
イス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定
（Phone Configuration）]を選択
します。

電話機に設定されているセキュリティ

モードを表示します。

セキュリティモード

（Security Mode）
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変更の手順説明オプション

電話機のMICを管理する方法
については、『Cisco
Unified CommunicationsManager
Security Guide』の「Using the
Certificate Authority Proxy
Function」の章を参照してくだ
さい。

製造元でインストールされる証明書（セ

キュリティ機能に使用される）が電話機

にインストールされている（Yes）かイ
ンストールされていない（No）かを示
します。

MIC

電話機の LSCを管理する方法
については、『Cisco
Unified CommunicationsManager
Security Guide』の「Using the
Certificate Authority Proxy
Function」の章を参照してくだ
さい。

セキュリティ機能で使用される、ローカ

ルで有効な証明書が電話機にインストー

ルされている（[はい（Yes）]）かイン
ストールされていない（[いいえ
（No）]）かを示します。

LSC

詳細については、[信頼リスト
（Trust List）]メニュー, （145
ページ）を参照してください。

[信頼リスト（Trust List）]は、CTL、
ITL、および署名済み設定ファイルのた
めのサブメニューを提供するトップレベ

ルのメニューです。

[CTLファイル（CTL File）]サブメ
ニューは、CTLファイルの内容を表示し
ます。 [ITLファイル（ITL File）]サブ
メニューは、ITLファイルの内容を表示
します。 [CTLファイル（CTL File）]お
よび [ITLファイル（ITL File）]サブメ
ニューは、ファイルのMD5ハッシュも
表示します。電話機からのMD5ハッ
シュの値は、電話機に正しいファイルが

インストールされていることを確認する

ために、TFTPサーバからのファイルの
MD5ハッシュの値と比較できます。

[署名済み設定ファイル（Signed
Configuration File）]サブメニューは、認
証されたデジタル署名済みの設定ファイ

ル経由でインストールされるSRST証明
書を表示します。

信頼リスト（Trust
List）
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変更の手順説明オプション

[802.1X認証（802.1X
Authentication）]および [802.1X
認証ステータス（802.1X
Authentication Status）]メ
ニュー, （147ページ）を参照
してください。

この電話機に 802.1X認証を有効にでき
ます。

802.1X認証

表示専用。設定できません。802.1X認証トランザクションのステー
タスのリアルタイム進捗状況を表示しま

す。

802.1X認証ステータ
ス（802.1X
Authentication Status）

詳細については、『Cisco
Unified CommunicationsManager
Security Guide』の「Configuring
Virtual Private Networks」の章を
参照してください。

この電話機で VPNの設定を行うことが
できます

（CiscoUnified IP Phone 7945G、7965G、
および 7975Gに限りサポート）

VPNの設定（VPN
Configuration）

CTL ファイルのサブメニュー
[CTLファイル（CTL File）]画面には、次の表に示すオプションがあります。

電話機に CTLファイルがインストールされている場合は、設定ボタンを押し、[セキュリティ設
定（Security Configuration）] > [信頼リスト（Trust List）]を選択すると、[CTLファイル（CTL
File）]メニューにアクセスできます。
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表 31：[CTL ファイル（CTL File）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

CTLファイルの詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Security
Guide』の「Configuring the Cisco CTL
Client」の章を参照してください。

電話機にインストールされた

Identity Trust List（CTL）ファイ
ルのMD5ハッシュを表示しま
す。電話機にセキュリティが設

定されている場合は、電話機が

リブートまたはリセットしたと

きに、CTLファイルが自動的に
インストールされます。

•このオプションに表示され
るロックされた鍵のアイコ

ン は、CTLファイルが
ロックされていることを示

します。

•ロック解除された鍵のアイ
コン は、CTLファイルが
ロック解除されていること

を示します。

CTLファイル（CTL
File）

このサーバの詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Security
Guide』の「Using the Certificate Authority
Proxy Function」の章を参照してくださ
い。

電話機が使用する CAPFの通常
名（CiscoUnified Communications
Managerの証明書から）。この
サーバに証明書がインストール

されている場合は、証明書アイ

コン も表示します。

CAPFサーバ
（CAPF Server）
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変更の手順説明オプション

これらのオプションの詳細については、

ネットワークの設定メニュー, （77ペー
ジ）を参照してください。

電話機が使用する Cisco Unified
Communications Managerおよび
TFTPサーバの通常名（Cisco
Unified Communications Manager
の証明書から）。このサーバに

証明書がインストールされてい

る場合は、証明書アイコン も

表示します。

TFTP（TFTPサーバ 1）または
バックアップ TFTP（TFTPサー
バ 2）の証明書が、CTLファイ
ルまたは ITLファイルに含まれ
ていない場合、いずれかのファ

イルのロックを解除する必要が

あります。

Unified CM/TFTP
サーバ（Unified
CM/TFTP Server）

電話機信頼証明書の詳細については、次

のマニュアルを参照してください。

•『Cisco Unified Communications
Operating System Administration
Guide』の「Security」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Security Guide』の「Security
Overview」の章

電話機が使用する信頼アプリケー

ションサーバの通常名（Cisco
Unified Communications Manager
の証明書から）。証明書アイコ

ン も表示します。

電話機信頼証明書は、電話機が

通信するアプリケーションサー

バを認証するために使用されま

す。

証明書が Cisco Unified OS
Administrationにアップロードさ
れ、その後電話機の CTLファイ
ルにダウンロードされた各電話

機信頼ストアに対して、1つのア
プリケーションサーバのメ

ニュー項目が表示されます。

アプリケーション

サーバ

CTL ファイルと ITL ファイルのロック解除
[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニューでCTLファイルおよび ITLファイルのロッ
クを解除するには、次の手順を実行します。

   Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco
Unified Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

142

Cisco Unified IP Phone の設定
CTL ファイルのサブメニュー



手順

ステップ 1 **#を押して、Cisco Unified IP Phoneの設定メニュー全体でオプションのロックを解除します。

ステップ 2 電話機にインストールされているファイルに応じて、[信頼リスト（Trust List）] > [CTLファイル
（CTL file）]または [ITLファイル（ITL File）]を選択します。

CTLファイルと ITLファイルの両方が電話機にインストールされている場合、いずれか
のオプションを選択できます。

（注）

ステップ 3 [解除（Unlock）]を押して、電話機の信頼リストファイルのロックを解除します。CTLファイル
または ITLファイル（電話機にインストールされている場合）のロックは、まとめて解除されま
す。

[解除（Unlock）]を押すと、このソフトキーは [ロック（Lock）]に変わります。 [TFTP
サーバ（TFTP Server）]オプションを変更しない場合は、[ロック（Lock）]を押して
CTLファイルをロックします。

（注）

ITL ファイルのサブメニュー
[ITLファイル（ITL File）]画面には、次の表に示すオプションがあります。

電話機に ITLファイルがインストールされている場合は、設定ボタンを押し、[セキュリティ設定
（Security Configuration）] > [信頼リスト（Trust List）]を選択すると、[ITLファイル（ITL File）]
サブメニューにアクセスできます。

TFTPサーバで ITLファイルが生成されます。信頼検証サービスでは、以前のリリースで行わ
れていたように、ITLファイルは生成されません。

（注）
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表 32：[ITL ファイル（ITL File）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

ITLファイルの詳細については、
『Cisco Unified Communications
Manager Security Guide』の
「Configuring the Cisco ITL Client」
の章を参照してください。

電話機にインストールされた Identity
Trust List（ITL）ファイルのMD5ハッ
シュを表示します。電話機にセキュリ

ティが設定されている場合は、電話機

がリブートまたはリセットしたとき

に、ITLファイルが自動的にインス
トールされます。

•ロックされた鍵のアイコン

このオプションでは、ITLファイ
ルがロックされていることを示し

ます。

•ロック解除された鍵のアイコン
は、ITLファイルがロック解除さ
れていることを示します。

ITLファイル（ITL
File）

このサーバの詳細については、

『Cisco Unified Communications
Manager Security Guide』の「Using
the Certificate Authority Proxy
Function」の章を参照してください。

電話機が使用する CAPFの通常名
（CiscoUnifiedCommunicationsManager
の証明書から）。このサーバに証明書

がインストールされている場合は、証

明書アイコン も表示します。

CAPFサーバ
（CAPF Server）

これらのオプションの変更方法につ

いては、ネットワークの設定メ

ニュー, （77ページ）を参照してく
ださい。

電話機が使用する Cisco Unified
Communications Managerおよび TFTP
サーバの通常名（Cisco Unified
Communications Managerの証明書か
ら）。このサーバに証明書がインス

トールされている場合は、証明書アイ

コン も表示します。

TFTP（TFTPサーバ 1）の証明書も
バックアップ TFTP（TFTPサーバ 2）
の証明書も、CTLファイルまたは ITL
ファイルに含まれていない場合、CTL
ファイルまたは ITLファイルのロック
を解除する必要があります。

Unified CM/TFTP
サーバ（Unified
CM/TFTP Server）
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変更の手順説明オプション

電話機信頼証明書の詳細について

は、次のマニュアルを参照してくだ

さい。

•『Cisco Unified Communications
Operating System Administration
Guide』の「Security」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Security Guide』の
「Security Overview」の章

電話機が使用する信頼アプリケーショ

ンサーバの通常名（Cisco Unified
Communications Managerの証明書か
ら）。

証明書アイコン も表示します。

電話機信頼証明書は、電話機が通信す

るアプリケーションサーバを認証する

ために使用されます。

証明書が Cisco Unified OS
Administrationにアップロードされ、
その後電話機の ITLファイルにダウン
ロードされた各電話機信頼ストアに対

して、1つのアプリケーションサーバ
のメニュー項目が表示されます。

アプリケーション

サーバ（Application
Server）

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager System
AdministratorGuide』を参照してくだ
さい。

電話機が使用する信頼アプリケーショ

ンサーバの通常名（Cisco Unified
Communications Managerの証明書か
ら）。

証明書アイコン も表示します。

電話機信頼 TVS証明書は、電話機が
通信する TVSサーバを認証するため
に使用されます。 TVSサーバには複
数のエントリがある場合があります。

信頼検証サービス

サーバ（Trust
Verification Service
Server）

[信頼リスト（Trust List）] メニュー
[信頼リスト（TrustList）]メニューは、CTL、ITL、および署名済み設定ファイルの各サブメニュー
を含むトップレベルのメニューを示します。署名済み設定ファイルの内容は SRSTです。

[信頼リスト（Trust List）]メニューには、電話機が信頼しているすべてのサーバに関する情報が
表示され、次の表で説明するオプションが含まれます。
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表 33：[信頼リスト（Trust List）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

この設定の詳細については、

『Cisco Unified Communications
Manager Security Guide』の
「Configuring the Cisco ITL Client」
の章を参照してください。

電話機で使用される CAPFサーバの
（Cisco Unified Communications Manager
証明書に含まれる）共通名。このサー

バに証明書がインストールされている場

合は、証明書アイコン も表示します。

CAPFサーバ
（CAPF Server）

この設定の詳細については、

『Cisco Unified Communications
Manager Security Guide』の
「Configuring the Cisco ITL Client」
の章を参照してください。

電話機で使用される Cisco Unified
Communications Managerおよび TFTP
サーバの（Cisco Unified Communications
Manager証明書に含まれる）共通名。こ
のサーバに証明書がインストールされて

いる場合は、証明書アイコン も表示

します。

Unified CM/TFTP
サーバ（Unified
CM/TFTP Server）

この設定の詳細については、

『Cisco Unified Communications
Manager Security Guide』の
「Configuring the Cisco ITL Client」
の章を参照してください。

電話機で使用可能な信頼できる SRST
ルータが Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで設定されている
場合、そのルータの（Cisco Unified
CommunicationsManager証明書に含まれ
る）共通名。このサーバに証明書がイ

ンストールされている場合は、証明書ア

イコン も表示します。

SRSTルータ
（SRST Router）

電話機信頼証明書の詳細について

は、次のマニュアルを参照してく

ださい。

•『CiscoUnified Communications
Operating System Administration
Guide』の「Security」の章

•『CiscoUnified Communications
Manager Security Guide』の
「Security Overview」の章

電話機が使用する信頼アプリケーション

サーバの通常名（Cisco Unified
Communications Managerの証明書か
ら）。証明書アイコン も表示しま

す。

電話機信頼証明書は、電話機が通信する

アプリケーションサーバを認証するた

めに使用されます。

証明書が Cisco Unified OS Administration
にアップロードされ、その後 Cisco
Unified IP Phoneの CTLファイルにダウ
ンロードされた各電話機信頼ストアに対

して、1つのアプリケーションサーバの
メニュー項目が表示されます。

アプリケーション

サーバ

（Application
Server）
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変更の手順説明オプション

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager System
Administrator Guide』を参照してく
ださい。

電話機が使用する信頼アプリケーション

サーバの通常名（Cisco Unified
Communications Managerの証明書か
ら）。

証明書アイコン も表示します。

電話機信頼 TVS証明書は、電話機が通
信する TVSサーバを認証するために使
用されます。 TVSサーバには複数のエ
ントリがある場合があります。

TVSサーバ（TVS
Server）

[802.1X 認証（802.1X Authentication）] および [802.1X 認証ステータス
（802.1X Authentication Status）] メニュー

[802.1X認証（802.1X Authentication）]メニューと [802.1X認証ステータス（802.1X Authentication
Status）]メニューでは、802.1X認証を有効にし、進捗状況をモニタできます。これらのオプショ
ンについては、次の表で説明します。

802.1X認証の設定にアクセスするには、設定ボタンを押し、[セキュリティ設定（Security
Configuration）] > [802.1X認証（802.1X Authentication）]を選択します。メニューを終了するに
は、[終了（Exit）]を押します。

表 34：[802.1X 認証（802.1X Authentication）] メニューオプション

変更の手順説明オプション

音声品質のトラブルシューティ

ングのヒント, （299ページ）
802.1X認証が有効かどうかを示します。

• [有効（Enabled）]：電話機は802.1X
認証を使用してネットワークアク

セスを要求します。

• [無効（Disabled）]：デフォルト設
定。電話機は CDPを使用して
VLANおよびネットワークにアク
セスします。

デバイス認証

（Device
Authentication）
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変更の手順説明オプション

[設定（Settings）] > [セキュリ
ティ設定（Security
Configuration）] > [802.1X認証
（802.1X Authentication）] >
[EAP-MD5]を選択します。

次のメニューオプション（下記の説明

を参照）を使用して、802.1X認証用の
パスワードを指定します。

•デバイス ID（Device ID）

•共有秘密鍵（Shared Secret）

•レルム（Realm）

EAP-MD5

表示専用。設定できません。[デバイス ID（Device ID）]：電話機のモ
デル番号と固有のMACアドレスから生
成され、CP-<model>-SEP-<MAC>の形
式で表示されます。

EAP-MD5の [共有秘密鍵（Shared
Secret）]フィールドの設定, （
150ページ）

削除された共有秘密を復旧する

には、CiscoUnified IP Phoneのセ
キュリティの問題, （279ペー
ジ）を参照してください。

[共有秘密鍵（Shared Secret）]：電話機
および認証サーバで使用するパスワード

を選択します。パスワードには 6～ 32
文字の数字と文字の任意の組み合わせを

使用できます。

802.1X認証を無効にするか、
工場出荷時の状態にリセット

すると、共有秘密は削除され

ます。

（注）

表示専用。設定できません。[レルム（Realm）]：ユーザネットワー
クドメインを示します。常に [ネット
ワーク（Network）]に設定されます。

[802.1X認証リアルタイム（802.1X Authentication Real-Time）]メニューにアクセスするには、設
定ボタンを押し、[セキュリティ設定（Security Configuration）] > [802.1X認証ステータス（802.1X
Authentication Status）]を選択します。メニューを終了するには、[終了（Exit）]を押します。
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表 35：[802.1X 認証ステータス（802.1X Authentication Status）] メニューオプション

変更の手順説明オプション

表示専用。設定できません。802.1X認証ステータスのリアルタイム
進捗状況。次の状態の 1つが表示され
ます。

• [無効（Disabled）]：802.1Xは無
効であり、トランザクションは試

行されていません。

• [切断済み（Disconnected）]：物理
リンクがダウンしているか切断さ

れています。

• [接続中（Connecting）]：システム
はオーセンティケータの検出また

は取得を試行しています。

• [取得済み（Acquired）]：オーセ
ンティケータが取得されました。

システムは認証の開始を待ってい

ます。

• [認証中（Authenticating）]：認証
が進行中です。

• [認証済（Authenticated）]：認証が
成功したか、タイムアウトにより

暗黙的に認証されました。

• [保留（Held）]：認証に失敗しま
した。システムは次の試行を待っ

ています（約 60秒）。

802.1X認証ステータス
（802.1X Authentication
Status）
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[デバイス認証（Device Authentication）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 Choose [設定（Settings）] > [セキュリティ設定（Security Configuration）] > [802.1X認証（802.1X
Authentication）] > [デバイス認証（Device Authentication）]を選択します。

ステップ 2 [デバイス認証（DeviceAuthentication）]オプションを [有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]
に設定します。

ステップ 3 [保存（Save）]を押します。

EAP-MD5 の [共有秘密鍵（Shared Secret）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [EAP-MD5] > [共有秘密鍵（Shared Secret）]を選択します。

ステップ 2 共有秘密鍵を入力します。

ステップ 3 [保存（Save）]を押します。

[VPN の設定（VPN Configuration）] メニュー
[VPNの設定（VPN Configuration）]メニューを使用すると、電話機が信頼ネットワークの外側に
ある場合や電話機と Cisco Unified Communications Managerの間のネットワークトラフィックが非
信頼ネットワークを通過する場合に、Secure Sockets Layer（SSL）を使用するバーチャルプライ
ベートネットワーク（VPN）を有効にすることができます。

VPNクライアントは、Cisco Unified IP Phone 7945G、7965G、および 7975Gに限りサポートさ
れています。

（注）

システム管理者は、必要に応じて、VPNクライアント機能を設定します。この機能を有効にし、
VPNクライアントモードが電話機で有効になっている場合は、次のように自分の認定証を要求さ
れます。

•電話機が企業ネットワークの外部にある場合：

◦システム管理者が電話機に設定した認証方式に基づいて、クレデンシャルに関する指示
が表示されます。
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•電話機が企業ネットワークの内部にある場合：

◦自動ネットワーク検出が無効の場合、資格情報が求められ、VPN接続が可能です。

◦自動ネットワーク検出が有効の場合、VPN経由で接続できないため、認定証を求められ
ることはありません。

VPN への接続
[VPNの設定（VPN Configuration）]の設定にアクセスし、VPNを使用して接続するには、次の手
順を実行します。

手順

ステップ 1 設定を押し、[セキュリティ設定（Security Configuration）] > [VPNの設定（VPN Configuration）]
を選択します。

ステップ 2 電話機が起動し、VPNログイン画面が表示されたら、設定された認証方式に基づいて、資格情報
を入力します。

a) ユーザ名と証明書：システム管理者から提供されたユーザ名およびパスワードを入力します。
b) パスワードと証明書：システム管理者から提供されたパスワードを入力します。ユーザ名は証
明書から得られます。

c) 証明書：電話機が認証のために証明書だけを使用する場合、認証データを入力する必要はあり
ません。 VPNログイン画面には、VPN接続を試行している電話機のステータスが表示されま
す。

電源が喪失した場合、または状況によっては電話機がリセットされた場合、保存さ

れたすべてのクレデンシャルが削除されます。

（注）

ステップ 3 VPN接続を確立するには、[送信（Submit）]を押します。

ステップ 4 VPNログインプロセスを無効にするには、[キャンセル（Cancel）]を押します。

VPN の設定フィールド
次の表に、Cisco Unified IP Phoneの [VPNの設定（VPN Configuration）]メニューのオプションを
示します。
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表 36：[VPN の設定（VPN Configuration）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

1 [設定（Settings）] > [セキュリティ
設定（Security Configuration）] >
[VPNの設定（VPN
Configuration）] > [VPN]を選択し
ます。

2 [VPN]オプションを [有効
（Enabled）]または [無効
（Disabled）]に設定します。

Cisco Unified Communications Manager
でこの機能が無効になっている場合、

このオプションは無効になります。

VPNクライアントが有効になっている
か無効になっているかを判断します。

• [有効（Enable）]：VPN機能を有
効にします。（有効の場合、[無
効（Disable）]ソフトキーが表示
されます）。

• [無効（Disable）]：VPN機能を無
効にします。（無効の場合、[有
効（Enable）]ソフトキーが表示さ
れます）。

このオプションを設定するために設定

のロックを解除する必要はありません。

VPN

認証方式が証明書だけの場合、また

は Cisco Unified Communications
Managerでこの機能が無効になってい
る場合、このオプションは非アクティ

ブです。

現在のユーザ名とパスワードをクリア

します。

ユーザ名とパス

ワードのクリア

（Clear Username
and Password）

表示専用。 Cisco Unified
Communications Managerで設定しま
す。

オプションが有効になっているか無効

になっているかを示します。

自動ネットワー

ク検出（Auto
Network
Detection）
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変更の手順説明オプション

設定されたコンセントレータの場合、

[選択（Select）]を押して、コンセン
トレータの詳細を表示します。

[コンセントレータ X（Concentrator
X）]というタイトルが付いた新しい
画面が表示されます。Xはコンセン
トレータの番号です。コンセント

レータに設定されたURLがウィンド
ウに表示され、1行目に URLへのリ
ンク、2行目に URL自体が表示され
ます。

コンセントレータ1、2、または3が [接
続（Connected）]か [非アクティブ
（Inactive）]かを確認し、コンセント
レータの詳細を表示できるようにしま

す。

[VPNの設定（VPN Configuration）]メ
ニューで、目的に応じて、[コンセント
レータ 1（Concentrator 1）]、[コンセン
トレータ 2（Concentrator 2）]、または
[コンセントレータ 3（Concentrator 3）]
を選択します。

•設定されたコンセントレータの場
合、[VPNの設定（VPN
Configuration）]画面に、[接続
（Connected）]または [非アクティ
ブ（Inactive）]のステータスが表
示されます。

•設定されていないコンセントレー
タの場合、ステータスは表示され

ず、[選択（Select）]ソフトキーは
非アクティブです。

コンセントレー

タ 1
（Concentrator
1）

コンセントレー

タ 2
（Concentrator
2）

コンセントレー

タ 3
（Concentrator
3）

表示専用。 Cisco Unified
Communications Managerで設定しま
す。

認証方式を表示します。

•証明書

•ユーザ名とパスワード

•パスワードと証明書

認証モード

（Authentication
Mode）

VPNトンネルが接続されている場合
に限り、暗号化方式を表示します。

接続されていない場合、値は表示さ

れません。

VPNトンネルが接続されている場合、
暗号化方式を表示します。

• AES128-SHA

• AES256-SHA

• DES-CBC3-SHA

VPNが接続されていない場合、方式は
表示されません。

暗号化方式

（Encryption
Method）
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第 5 章

機能、テンプレート、サービス、およびユー

ザ

Cisco Unified IP Phoneをネットワークに設置し、ネットワーク設定値を設定し、それを
Cisco Unified Communications Managerに追加した後は、Cisco Unified CMの管理を使用して、テ
レフォニー機能の設定、電話テンプレートの修正（オプション）、サービスの設定、およびユー

ザの割り当てを行う必要があります。

この章では、これらの設定およびセットアップについて、手順の概要を示します。これらの手

順の詳細については、Cisco Unified Communications Managerのマニュアルを参照してください。

ユーザへの情報の提供方法、および提供すべき情報の種類については、社内のサポートWebサ
イト, （301ページ）を参照してください。

英語以外の環境に電話機を設定する方法については、各言語ユーザのサポート, （319ページ）
を参照してください。

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco Unified IP Phoneで使用可能なテレフォニー機能, 156 ページ

• プロダクト固有のパラメータ, 190 ページ

• 社内ディレクトリとパーソナルディレクトリ, 191 ページ

• 電話ボタンテンプレート, 192 ページ

• ソフトキーテンプレート, 196 ページ

• サービスのセットアップ, 196 ページ

• デバイスから呼び出された録音を有効化, 197 ページ

• Cisco Unified Communications Managerユーザの追加, 197 ページ

• ユーザオプションWebページの管理, 198 ページ

• Cisco Unified IP Phoneでの EnergyWiseのセットアップ, 200 ページ

• UCR 2008のセットアップ, 205 ページ
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
Cisco Unified IP PhoneをCisco Unified CommunicationsManagerに追加した後、電話機に機能を追加
できます。次の表に、サポートされているテレフォニー機能を示します。これらの多くは、

Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して設定します。この表の設定に関す
る参照先の欄は、設定の手順と関連情報が記載された Cisco Unified Communications Managerのマ
ニュアルを示しています。

電話機でこれらの機能の多くを使用する方法については、『CiscoUnified IPPhone7975G,7971G-GE,
7970G, 7965G, and 7945G User Guide for Cisco Unified Communications Manager (SCCP and SIP)』を
参照してください。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページには、各種のテレフォニー機能を設定する
ためのサービスパラメータもいくつかあります。サービスパラメータの詳細、およびサービ

スパラメータによって制御される機能の詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』を参照してください。

（注）

表 37：Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能

設定の参照先説明機能

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Cisco Unified IP Phone
Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phones」の章

ユーザは、事前に割り当てておいたインデックス

コード（1～ 99）を電話機のキーパッドで入力す
ることで、電話番号をすばやくダイヤルできます。

短縮ダイヤル機能は、オンフックでもオ

フフックでも使用できます。

（注）

インデックスコードは、ユーザが、ユーザオプ

ションWebページで割り当てます。

短縮ダイヤル機能
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設定の参照先説明機能

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services
Guide』の「Barge and Privacy」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phones」の章

エージェントまたは管理者が事前録音したグリー

ティングを作成したり再生したりできるようにし

ます。このグリーティングは、エージェントが発

信者と話しはじめる前に、顧客コールなどのコー

ルの開始時に自動的に再生されます。エージェン

トは、必要に応じて 1つまたは複数のグリーティ
ングを事前録音し、グリーティングを作成および

更新できます。

顧客が電話をかけると、両方の発信者に事前録音

されたグリーティングが再生されます。エージェ

ントは、グリーティングが終わるまで待つことも

できますし、グリーティングの途中で応答するこ

ともできます。

エージェントグリーティングコールでは、電話機

でサポートされるすべてのコーデックがサポート

されます。

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理アプリ
ケーションでエージェントグリーティングを有効

にするには、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択し、設定する IP Phoneを指定し
ます。 [デバイス情報レイアウト（Device Information
Layout）]ペインまでスクロールし、[ビルトインブ
リッジ（Built In Bridge）]を [オン（On）]または
[デフォルト（Default）]に設定します。

[ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]を [デフォ
ルト（Default）]に設定した場合は、Cisco Unified
CommunicationsManagerの管理アプリケーションで
[システム（System）] > [サービスパラメータ
（Service Parameter）]を選択し、適切なサーバと
サービスを選択します。 [クラスタ全体にわたるパ
ラメータ（デバイス -電話機）（Clusterwide
Parameters (Device - Phone)）]ペインまでスクロー
ルし、[ビルトインブリッジ有効（Builtin Bridge
Enable）]を [オン（On）]に設定します。

エージェントグリー

ティング

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration
Guide』の「SIP Profile Configuration」の
章を参照してください。

ユーザが匿名のコールを拒否できます。匿名コールブロック

（SIP電話機のみ）
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設定の参照先説明機能

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Call Pickup」の章を
参照してください。

ユーザが、コールがどのように電話機にルーティ

ングされたかに関係なく、コールピックアップグ

ループ内の回線上のリダイレクトされたコールを

CTIアプリケーションを使用してピックアップでき
るようにします。

任意のコールピック

アップ

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Assisted Directed Call
Park」の章を参照してください。

ユーザは、ダイレクトパーク機能を使用して 1つ
のボタンを押すだけでコールをパークできます。

管理者は、ビジーランプフィールド（BLF）の [処
理されたダイレクトコールパーク（AssistedDirected
Call Park）]ボタンを設定する必要があります。
ユーザがアクティブコールに対してアイドルのBLF
の [処理されたダイレクトコールパーク（Assisted
Directed Call Park）]ボタンを押すと、[処理された
ダイレクトコールパーク（Assisted Directed Call
Park）]ボタンに関連付けられたダイレクトパーク
スロットにアクティブコールがパークされます。

処理されたダイレクト

コールパーク

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「MessageWaiting Configuration」の
章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Voice
Mail Connectivity to Cisco Unified
Communications Manager」の章

ハンドセット、ヘッドセット、またはスピーカー

フォンから聞こえるスタッター音により、ユーザ

が回線で新しいボイスメッセージを 1つ以上受信
したことが示されます。

スタッタ音は回線によって異なります。

この音が聞こえるのは、使用中の回線で

メッセージを受信した場合のみです。

（注）

オーディオメッセージ

受信インジケータ

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration
Guide』の「Directory Number
Configuration」の章を参照してください。

呼出音を 1～ 2回鳴らした後に、着信コールを自
動的に接続します。

自動応答は、スピーカーフォンとヘッドセットの

どちらでも機能します。

自動応答

電話機のユーザがダイヤルするときに、発信履歴

から該当する番号を選択できます。コールを発信

するには、ユーザは自動ダイヤルリストから番号

を選択するか、引き続き手動で番号を入力するこ

とができます。

自動ダイヤル
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詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Call Pickup」の章を
参照してください。

ユーザは、コールピックアップのための、ワンタッ

チのピックアップ機能を使用できます。

自動コールピックアッ

プ

Cisco Unified Communications Managerの
管理アプリケーションでパラメータを設

定するには、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択し、適切な IP Phone
を選択して、[プロダクト固有の設定
（Product Specific Configuration Layout）]
ペインまでスクロールします。

複数の電話機の設定を同時に行うには、

[エンタープライズ電話の設定（Enterprise
Phone Configuration）]（[システム
（System）] > [エンタープライズ電話の
設定（Enterprise Phone Configuration）]）
で [自動ポート同期（Automatic Port
Synchronization）]を有効にします。

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理者がリ
モートポート設定機能を使用して IP Phoneの速度
とデュプレックス機能をリモートで設定した場合、

一方のポートの速度が他方のポートよりも遅くな

ると、パケットの損失が生じることがあります。

自動ポート同期機能を使用すれば、2つのポートは
最も低い速度に同期されるので、パケット損失が

解消されます。自動ポート同期が有効になってい

る場合は、両方のポートに自動ネゴシエーション

を設定することを推奨します。一方のポートで自

動ネゴシエーションを有効にし、他方のポートの

速度を固定にすると、電話機は固定されたポート

の速度に同期されます。

両方のポートを固定速度に設定すると、

自動ポート同期機能は無効になります。

（注）

リモートポート設定と自動ポート同期の

機能を使用できるのは、IEEE 802.3AF
Power of Ethernet（PoE）スイッチだけで
す。シスコインラインパワーのみをサ

ポートするスイッチとは互換性がありま

せん。このタイプのスイッチに接続され

ている電話機でこの機能を有効にして、

PoEで電話機に電源を供給した場合、Cisco
Unified Communications Managerとの接続
が失われる可能性があります。

（注）

自動ポート同期

（Automatic Port
Synchronization）
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詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Cisco Unified IP Phone
Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phones」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services
Guide』の「Barge and Privacy」の章

ユーザは、共有電話回線でプライベートコール以

外のコールに参加できます。割り込み機能には、

C割り込みと割り込みがあります。

• C割り込みによってユーザがコールに追加さ
れ、会議に変換されるので、ユーザやその他

の関係者は会議機能にアクセスできるように

なります。

•割り込みでは、ユーザはコールに追加されま
すが、コールが会議に切り替えられることは

ありません。

割り込みでは、次の 2つの会議モードがサポート
されています。

•ターゲットデバイス（割り込み先の電話機）
での組み込みの Conference Bridge。このモー
ドでは、[割込み（Barge）]ソフトキーが使用
されます。

•共有された Conference Bridge。このモードで
は、[C割込（cBarge）]ソフトキーが使用され
ます。

割り込み（および C割
り込み）

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「External Call Transfer
Restrictions」の章を参照してください。

外線コールをユーザが別の外線コールに転送する

ことを禁止します。

外線から外線への転送

のブロック

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Presence」の章を参
照してください。

ユーザは、電話機のスピードダイヤルボタン、コー

ルログまたはディレクトリの一覧に関連付けられ

ている電話番号のコール状態をモニタできます。

ビジーランプフィール

ド（BLF）

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Feature and
Services Guide』の「Call Pickup」の章を
参照してください。

BLF短縮ダイヤルの拡張機能です。ユーザが着信
コールに対してモニタリングできる電話番号（DN）
を設定できるようにします。電話番号が着信コー

ルを受信すると、モニタリングしているユーザに

対してシステムからアラートが発生し、コールを

ピックアップすることができます。

ビジーランプフィール

ド（BLF）ピックアッ
プ
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詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phones」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services
Guide』の「Call Back」の章

通話の相手が話し中や通話不能だった場合、その

相手が通話可能になったときに、ユーザの電話機

に音声による通知と画面表示による通知が送信さ

れます。

コールバック

認証された監察ユーザがコールを管理および録音

できるようにします。

コール監察ユーザは、発信者からのコールを代行

受信および応答し、着信者に対して会議を手動で

作成し、そのまま会議に参加してコールを管理お

よび録音します。コール監察機能が設定された

Cisco Unified IP Phoneには、[録音（Record）]ソフ
トキーがあります。コール監察ユーザは、[録音
（Record）]ソフトキーを押してコールを録音しま
す。

監視されたコールでは、コールの開始時にアナウ

ンスが再生されるか、参加者の 1人がアナウンス
します。通知によって、コールが録音されている

ことが後で参加者に伝えられます。

コール監察機能は、外部コール制御だけでサポー

トされます。この外部コール制御により、Cisco
Unified Communications Managerで音声およびビデ
オを使用したコールを、ルーティング規則をホス

トするルートサーバにルーティングできます。

コール監察
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詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Cisco Unified IP Phone
Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の
「Understanding Route Plans」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services
Guide』の「Call Display
Restrictions」の章

発信回線および接続回線について表示する情報を、

コールに関係する通話相手に応じて決定します。

コール表示の制限

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Directory Number Configuration」
の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phones」の章

ユーザが着信コールを別の番号にリダイレクトで

きるようにします。コール転送オプションには、

すべてのコールの転送、話中転送、無応答時転送、

およびカバレッジなし時転送があります。

コール転送

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager System Guide』
の「Understanding Directory Numbers」の
章を参照してください。

管理者は、すべてのコールの転送（CFA）の接続先
が CFAの転送元にコールを発信する場合には CFA
を無効にすることができます。この機能により、

CFAの接続先は、重要なコールがある場合に CFA
の転送元に到達できるようになります。この無効

化は、CFAの接続先の電話番号が内部か外部かに
関係なく動作します。

すべてのコールの転送

の宛先の無効化

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager System Guide』
の「Cisco Unified IP Phones」の章を参照
してください。

不在転送ループを検出して防止します。不在転送

ループが検出されると、[すべてのコールの転送
（Call Forward All）]の設定が無視されて呼出音が
鳴ります。

不在転送ループ発生警

告
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詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager System Guide』
の「Cisco Unified IP Phones」の章を参照
してください。

ユーザが、[すべてのコールの転送（Call Forward
All）]の接続先を電話機で直接設定する際に、不在
転送ループが生じたり、既存の Forward Maximum
HopCountサービスパラメータに定められたホップ
数の上限を超える不在転送チェーンが生じたりし

ないように防止します。

不在転送ループ防止

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phones」の章

コールの転送時に電話機に表示する情報を指定で

きます。この情報には、発信者の名前、発信者の

電話番号、リダイレクト先の電話番号、および最

初にダイヤルされた電話番号を含めることができ

ます。

コール転送時の表示内

容の設定

詳細については、『Cisco Unified
Communications Features and Services
Guide』の「Calling Party Normalization」
の章を参照してください。

着信コールの発信者番号をグローバル化またはロー

カライズして、適切な電話番号を電話機に表示し

ます。国際エスケープ文字「+」をサポートしてい
ます。

発信側の正規化

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Call Park and Directed
Call Park」の章を参照してください。

ユーザがコールをパーク（一時的に保存）し、Cisco
Unified Communications Managerシステムの別の電
話機を使用してそのコールに応答できます。

コールパーク

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Call Pickup」の章を
参照してください。

ユーザは、自分のピックアップグループに属する

別の電話機で呼出音が鳴っている場合に、そのコー

ルを自分の電話機にリダイレクトできます。

電話機のプライマリ回線に、音声による通知と画

面表示による通知のいずれか一方または両方を設

定できます。このアラートによって、ピックアッ

プグループ内でコールの呼び出しがあることが通

知されます。

コールピックアップ
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詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Monitoring and
Recording」の章を参照してください。

スーパーバイザは、アクティブコールを記録でき

ます。コールが記録されている場合、コール中に

記録音声アラートトーンがユーザに聞こえること

があります。

コールがセキュアな場合、そのコールのセキュリ

ティステータスが Cisco Unified IP Phoneに鍵のア
イコンとして表示されます。コールがセキュアで

あり、記録されていることを示す音声アラートトー

ンは、接続先の通話者にも聞こえることがありま

す。

アクティブコールがモニタまたは記録さ

れている場合、インターコムコールの受

信または発信は可能ですが、インターコ

ムコールを発信するとアクティブコール

が保留になります。これにより、録音セッ

ションは終了し、モニタリングセッショ

ンは一時停止されます。モニタリング

セッションを再開するには、コールをモ

ニタされている通話者がコールを再開す

る必要があります。

（注）

コール録音

詳細については、『Cisco Unified
Communications System Guide』の
「Understanding Directory Numbers」の章
を参照してください。

コールの最中に別の着信コールの呼出音が鳴って

いることを通知し、ユーザが応答できるようにし

ます。着信コールの情報を電話スクリーンに表示

します。

コール待機
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詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Cisco Unified IP Phone
Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の
「Understanding Route Plans」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services
Guide』の「Call Display
Restrictions」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Directory Number Configuration」
の章

電話番号、名前、その他の説明テキストなど、発

信者の識別情報を電話スクリーンに表示します。

発信者 ID

詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Features
and Services Guide』の「Cisco Extension
Mobility」の章を参照してください。

ユーザが、電話機のエクステンションモビリティ

サービスにログインして、一時的に共有 Cisco
Unified IP Phoneに電話番号およびユーザプロファ
イルの設定を適用できるようにします。

エクステンションモビリティは、ユーザが社内の

さまざまな場所から作業する場合や、同僚と作業

空間を共有している場合に役に立ちます。

Ciscoエクステンション
モビリティ

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Cisco Extension
Mobility」の章を参照してください。

Cisco Unified IP Phoneからユーザが PINを変更でき
ます。 PINは次のようにして変更できます。

• CiscoUnified IP Phoneの資格情報の変更サービ
スを使用する。

•エクステンションモビリティのログアウト画
面の [PIN変更（ChangePIN）]ソフトキーを使
用する。

Ciscoエクステンション
モビリティの PIN変更
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詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Cisco Extension
Mobility Cross Cluster」の章を参照してく
ださい。

あるクラスタに設定されているユーザが、別の訪

問先クラスタのCiscoUnified IP Phoneにログインで
きます。

ユーザはホームクラスタから、訪問先クラスタに

ある Cisco Unified IP Phoneにログインします。

インターコム機能はCiscoエクステンショ
ンモビリティ（EM）で機能しますが、
EMCCでは使用できません。これは、イ
ンターコム機能は実際の電話デバイスで

有効にする必要があるためです。イン

ターコム機能は、EMプロファイルでは
有効にすることができません。

（注）

クラスタ間の Ciscoエ
クステンションモビリ

ティ

詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Features
and Services Guide』の「Cisco Unified
Communications Manager Assistant with
ProxyLine Support」および「CiscoUnified
Communications Manager Assistant with
SharedLineSupport」の章を参照してくだ
さい。

コールルーティングサービス、マネージャ用の電

話機機能の拡張、主にアシスタントが使用するデ

スクトップインターフェイスを提供することで、

マネージャおよびそのアシスタントが効率的に協

力して作業できるようにします。

Cisco Unified
Communications
Manager Assistant

詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Features
and Services Guide』の「Client Matter
Codes and Forced Authorization Codes」の
章を参照してください。

コールが特定のクライアントに関連するように指

定できます。

この機能を使用する場合は、一括ダイヤ

ルを無効にする必要があります。詳細に

ついては、この表の「一括ダイヤル」を

参照してください。

（注）

クライアント識別コー

ド（CMC）

（SCCP電話のみ）

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration
Guide』の「CTI Route Point
Configuration」の章を参照してください。

Computer Telephony Integration（CTI）ルートポイ
ントでは、仮想デバイスを指定して、アプリケー

ションが宛先変更を制御している多重同時コール

を受信することができます。

コンピュータテレフォ

ニーインテグレーショ

ン（CTI）アプリケー
ション
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詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の
「Cisco Unified IP Phones」の章

•これらの機能を有効にするには、
[拡張アドホック会議（Advanced
Adhoc Conference）]サービスパラ
メータ（Cisco Unified
CommunicationsManagerの管理ペー
ジではデフォルトで無効になってい

ます）を使用します。

ユーザに対し、これらの

機能がアクティブである

かどうかを必ず通知して

ください。

（注）

ユーザは、各参加者を個別に呼び出して、複数の

通話相手と同時に話すことができます。会議機能

には、会議、参加、C割り込み、およびミートミー
があります。

標準（アドホック）会議では、開催者以外でも参

加者を追加または削除できます。また、どの会議

参加者でも同じ回線上の 2つの標準会議を結合で
きます。

会議

詳細については、デバイスから呼び出さ

れた録音を有効化,（197ページ）を参照
してください。

エンドユーザがソフトキーを使用して電話コール

を録音できる機能を提供します。

また、管理者は CTIユーザインターフェイスを使
用して電話コールの録音を継続できます。

デバイスから呼び出さ

れた録音

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Call Park and Directed
Call Park」の章を参照してください。

ユーザが、使用可能なダイレクトコールパーク番

号をダイヤルまたは短縮ダイヤルし、その番号に

アクティブなコールを転送できる機能です。

コールパーク BLFボタンは、ダイレクトコール
パーク番号が使用中かどうかを表示するとともに、

ダイレクトコールパーク番号への短縮ダイヤルア

クセスにも使用できます。

ダイレクトコールパーク機能を実装する

場合は、[パーク（Park）]ソフトキーを
設定しないでください。これは、ユーザ

が 2つのコールパーク機能を混同するの
を防ぐためです。

（注）

ダイレクトコールパー

ク

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager System Guide』
の「Cisco Unified IP Phones」の章を参照
してください。

2つのコールを相互接続できます。接続完了後は、
回線から離脱できます。

直接転送
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詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Call Pickup」の章を
参照してください。

ユーザが、特定の電話番号で呼び出し音が鳴って

いるコールに応答することができます。

ダイレクトコールピッ

クアップ

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
ServicesGuide』の「CustomPhoneRings」
の章を参照してください。

ユーザは、着信コールや新しいボイスメッセージ

を電話機で示す方法をカスタマイズできます。最

大 6種類の固有呼び出し音をカスタマイズできま
す。

固有呼び出し音
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詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
ServicesGuide』の「DoNotDisturb」の章
を参照してください。

DNDをオンにすると、コールが呼び出し状態になっ
ても呼出音が鳴らなくなります。またあらゆる種

類の表示や音による通知も、一切行われません。

これには、電話機の設定でソフトキーテンプレー

トに[サイレント（DND）]ソフトキーを含めるか、
電話ボタンテンプレートの機能の 1つとしてDND
を選択します。

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページ
では、次の DND関連のパラメータを設定できま
す。

• [サイレント（Do Not Disturb）]：[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）] > [電話の設定
（Phone Configuration）]を選択します。

• [DNDオプション（DNDOption）]：[コール拒
否（Call Reject）]（音声および表示による通
知をオフにする）または [呼出音オフ（Ringer
Off）]（呼出音だけをオフにする）を選択しま
す。 [DNDオプション（DND Option）]は、
[共通の電話プロファイル（Common Phone
Profile）]ウィンドウおよび [電話の設定
（Phone Configuration）]ウィンドウの両方に
表示されます（[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウが優先されます）。

• [DND着信呼警告（DND Incoming Call
Alert）]：電話機で DNDがアクティブのとき
に着信コールに対して発生させるアラート（存

在する場合）のタイプを選択します。このパ

ラメータは、[共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]ウィンドウおよび
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンド
ウの両方にあります（[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウが優先されます）。

• [DNDを示す BLFステータス（BLF Status
Depicts DND）]：ビジーまたはアイドル状態
を DNDステータスで上書きできます。

DoNotDisturb（DND）
（サイレント）
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一括ダイヤルを無効にするには、Cisco
Unified Communications Managerの管理
ページで [デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]の順に選択します。 [電話の
設定（Phone Configuration）]ウィンドウ
の [プロダクト固有の設定（Product
Specific Configuration Layout）]エリアで
[一括ダイヤル（EnblocDialing）]チェッ
クボックスをオフにし、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてから
[保存（Save）]をクリックします。

一括ダイヤルを使用すると、SCCPで電話番号のす
べてのディジットを同時に送信できます。 Forced
Authorization Code（FAC;強制承認コード）または
クライアント識別コード（CMC）のいずれかのダ
イヤルが使用されている場合は、この機能を無効

にする必要があります。

一括ダイヤル

（SCCP電話のみ）

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』を参照してください。

この拡張機能によって、ログイン電話機のネット

ワークおよびセキュリティ設定が維持され、クラ

スタ間のセキュアエクステンションモビリティ

（EMCC）機能が改善されます。これにより、セ
キュリティポリシーが保持され、ネットワーク帯

域幅が維持されて、訪問先クラスタ（VC）内のネッ
トワーク障害が回避されます。

クラスタ間の拡張セ

キュアエクステンショ

ンモビリティ

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Cisco Unified IP Phone
Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phone Services」の章

ユーザは、ファストダイヤルコードを入力して

コールを発信できます。ファストダイヤルコード

は、電話番号または [個人アドレス帳（Personal
Address Book）]エントリに割り当てることができ
ます。（この表の「サービス」を参照）。

ファストダイヤルサー

ビス

詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Features
and Services Guide』の「Client Matter
Codes and Forced Authorization Codes」の
章を参照してください。

特定のユーザが発信できるコールのタイプを制御

します。

この機能を使用する場合は、一括ダイヤ

ルを無効にする必要があります。詳細に

ついては、この表の「一括ダイヤル」を

参照してください。

（注）

強制承認コード

（FAC）

（SCCP電話のみ）

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Call Pickup」の章を
参照してください。

ユーザが、別のグループの電話番号で呼び出し音

が鳴っているコールに応答することができます。

グループのコールピッ

クアップ
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詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration
Guide』の「Cisco Unified IP Phone
Configuration」の章を参照してください。

管理者は、有線ヘッドセットの側音レベルを設定

できます。使用可能な側音レベルは次のとおりで

す。

•高（High）

•低（Low）

•標準

•オフ

ヘッドセットの側音の

制御

設定は必要ありません。電話機の画面に広範囲にわたるトピックを表示し

ます。

ヘルプシステム

詳細については、以下を参照してくださ

い。

設定は必要ありません。ただし、保留音

を使用する場合には必要です。詳細につ

いては、この表の「保留音」を参照して

ください。

また、この表の「保留の復帰」も参照し

てください。

接続されたコールのアクティブ状態と保留状態を

切り替えることができます。

保留/復帰

この機能の設定の詳細については、

『Cisco Unified Communications Manager
Features and Services Guide』の「Hold
Reversion」の章を参照してください。

コールの保留時間を制限します。制限時間が経過

すると、コールは保留にした側の電話機に復帰し、

ユーザにアラートが通知されます。

復帰コールの通知は、着信コールの場合とは異な

り、1回の呼出音（回線の新規コールインジケー
タの設定によってはビープ音）によって行われま

す。この通知は、コールが再開されるまで、一定

の間隔で繰り返されます。

また、コールが保留復帰した場合は、コールバブ

ルにアニメーションのアイコン、ステータス行に

短いメッセージが表示されます。

コールのフォーカス優先度を着信コールまたは復

帰コールのどちらかに設定できます。

保留復帰

設定は必要ありません。共有回線を持つ電話機では、ローカル回線とリモー

ト回線のいずれがコールを保留したのかを区別で

きます。

保留状態
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詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Hunt Group Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の
「Understanding Route Plans」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「CTI Route Point Configuration」の
章

主要な電話番号へのコールに対して、ロードシェ

アリングを行います。ハントグループには、着信

コールに応答できる一連の電話番号が含まれてい

ます。

ハントグループに含まれる電話番号に着信コール

があると、この機能によって、発信側の他に主要

な電話番号が表示されます。

ハントグループ表示

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager System Guide』
の「Cisco Unified IP Phones」の章を参照
してください。

ユーザは、呼び出し中のコール、接続されたコー

ル、または保留中のコールを、ボイスメッセージ

システムに直接転送できます。コールを転送した

場合、その回線は新しいコールの発信または受信

に使用できるようになります。

即時転送

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager System Guide』
の「Cisco Unified IP Phones」の章を参照
してください。

ユーザが、自分のボイスメッセージングシステム

または元の着信側のボイスメッセージングシステ

ムに着信コールを直接転送できます。

即時転送の拡張

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Cisco Unified
Mobility」の章を参照してください。

ユーザの携帯電話に直接かかってきたコールを会

社の電話番号（デスクフォン）にルーティングで

きます。リモート接続先（携帯電話）への着信コー

ルの場合、リモート接続先の呼び出し音だけが鳴

り、固定電話の呼び出し音は鳴りません。携帯電

話でコールに応答すると、デスクの電話機に「リ

モートで使用中（Remote inUse）」というメッセー
ジが表示されます。このようなコールでは、ユー

ザは携帯電話の多様な機能を使用できます。

Intelligent Session
Control

   Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco
Unified Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

172

機能、テンプレート、サービス、およびユーザ

Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能



設定の参照先説明機能

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Feature and
Services Guide』の「Intercom」の章を参
照してください。

ユーザが、プログラム可能な電話のボタンを使用

して、インターコムコールを発信したり受信した

りできます。インターコム回線のボタンを設定す

ると、次を実行できます。

•特定のインターコム内線番号への直接的なダ
イヤル。

•インターコムコールを開始してから、有効な
インターコム番号の入力をユーザに要求。

ユーザが毎日同じ電話機にログインする

場合は、それらのユーザの Ciscoエクス
テンションモビリティのプロファイルを

使用し、インターコム情報を含む電話ボ

タンテンプレートをユーザのプロファイ

ルに割り当て、その電話機をインターコ

ム回線のデフォルトのインターコムデバ

イスとして指定します。

（注）

インターコム

詳細については、『CiscoUnified IPPhone
7975G, 7971G-GE, 7970G, 7965G, and
7945G User Guide for Cisco Unified
CommunicationsManager (SCCPand SIP)』
の「Calling Features」の章の「Making
ConferenceCalls」の項を参照してくださ
い。

単一の回線上の複数の既存のコールを結合して、

会議を作成します。

参加/選択

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•ソフトキーテンプレート, （196
ページ）

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phones」の章

ユーザが、複数の電話回線上のコールに参加機能

を適用できるようにします。

回線をまたいで参加/選
択
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詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration
Guide』の次の章で、[常にプライム回線
を使用する（Always use prime line）]オ
プションを参照してください。

•「Device Profile Configuration」

•「Common Phone Profile
Configuration」

• Cisco Unified IP Phoneの設定

この機能が無効な場合（デフォルト）、呼び出さ

れている回線が選択されます。有効にすると、コー

ルの呼び出しが別の回線で鳴っていてもプライマ

リ回線がピックアップされます。ユーザは他の回

線を手動で選択する必要があります。

エクステンションモビリティでは、この

機能を有効または無効にできます。

（注）

回線選択

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration
Guide』の次の章の [ボイスメッセージに
は常にプライム回線を使用する（Always
use prime line for voice message）]オプ
ションを参照してください。

•「Device Profile Configuration」

•「Common Phone Profile
Configuration」

• Cisco Unified IP Phoneの設定

無効な場合（デフォルト）、メッセージボタンを

押すとボイスメッセージのある回線が選択されま

す。複数の回線にボイスメールがある場合は、使

用可能な最初の回線が選択されます。有効にする

と、ボイスメッセージの取得にはプライマリ回線

が常に使用されます。

エクステンションモビリティでは、この

機能を有効または無効にできます。

（注）

ボイスメッセージ用回

線選択

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•ソフトキーテンプレート, （196
ページ）

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の
「Understanding Route Plans」の章

ユーザは、コールを受けることができない場合に、

ハントグループからログアウトし、一時的にユー

ザの電話機で呼出音が鳴らないようにすることが

できます。ハントグループからログアウトして

も、ハントグループ以外のコールでは、引き続き

電話機で呼出音が鳴ります。

ハントグループからの

ログアウト
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詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phones」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services
Guide』の「Malicious Call
Identification」の章

ユーザが、不審なコールを受信したことをシステ

ム管理者に通知できる機能です。

迷惑呼 ID（MCID）

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration
Guide』の「Meet-Me Number/Pattern
Configuration」の章を参照してください。

ユーザが、ミートミー会議を開始し、参加ユーザ

は予定の時刻に、あらかじめ決められた番号にコー

ルをかけます。

ミートミー会議

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「MessageWaiting Configuration」の
章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Voice
Mail Connectivity to Cisco Unified
Communications Manager」の章

メッセージ受信オンインジケータおよびオフイン

ジケータ用の電話番号を定義します。直接接続型

のボイスメッセージシステムでは、指定された電

話番号を使用して、特定のCiscoUnified IP Phoneの
メッセージ受信インジケータを設定したりクリア

したりします。

メッセージ受信

（Message Waiting）

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「MessageWaiting Configuration」の
章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Voice
Mail Connectivity to Cisco Unified
Communications Manager」の章

ハンドセットのランプの 1つで、ユーザに対する
1つまたは複数の新着ボイスメッセージが届いて
いることを示します。

メッセージ受信インジ

ケータ
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詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration
Guide』の「Directory Number
Configuration」の章を参照してください。

ユーザが、特定のラインアピアランスで不在履歴

を不在履歴ディレクトリに記録するかどうかを指

定できるようにします。

不在履歴のログ

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Cisco Unified
Mobility」の章を参照してください。

ユーザが、1つの電話番号を使用してビジネスコー
ルを管理し、現在アクティブなコールを固定電話

および携帯電話でピックアップできるようにしま

す。

また、電話番号や時刻に応じて、発信者グループ

を制限できます。

モバイルコネクト

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Cisco Unified
Mobility」の章を参照してください。

ユーザが Interactive Voice Response（IVR;自動音声
応答装置）システムにアクセスして携帯電話など

のリモートデバイスからコールを発信できるよう

にして、モバイルコネクト機能を拡張します。

モバイルボイスアクセ

ス

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Multilevel Precedence
and Preemption」の章を参照してくださ
い。

電話システムでコールの優先順位を付けることが

できます。この機能は、ユーザが緊急コールや重

要なコールを発信または受信する必要がある環境

で作業している場合に使用します。

Multilevel Precedence
and Preemption
（MLPP）

（SCCP電話のみ）

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration
Guide』の「Directory Number
Configuration」の章を参照してください。

各回線は複数のコールに対応できます。ある時点

では1コールだけがアクティブになることができ、
他のコールは自動的に保留になります。

1ラインアピアランス
での複数コール

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
ServicesGuide』の「MusicOnHold」の章
を参照してください。

発信者が保留状態になっている間、音楽を再生し

ます。

保留音

設定は必要ありません。ハンドセットやヘッドセットからのマイク音声を

ミュートします。

ミュート

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager System Guide』
の「Cisco Unified IP Phones」の章を参照
してください。

[転送（Transfer）]ソフトキーを1回押してオンフッ
クにするだけで、コールを転送できるようにしま

す。

オンフックコール転送
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詳細については、『CiscoUnified IPPhone
7975G, 7971G-GE, 7970G, 7965G, and
7945G User Guide for Cisco Unified
CommunicationsManager (SCCPand SIP)』
の「BasicCall Handling」の章を参照して
ください。

ユーザは、オフフックにすることなく、番号をダ

イヤルできます。番号をダイヤルした後は、ハン

ドセットを持ち上げるか、[ダイヤル（Dial）]ソフ
トキーを押します。

オンフックプレダイヤ

ル

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Call Pickup」の章を
参照してください。

ユーザは、ユーザグループに関連付けられている

別のグループの電話機で呼出音が鳴っている場合

に、そのコールに応答できます。

他のグループのピック

アップ

詳細については、次の場所にある『Cisco
Unified IP Phone Service Application
Development Notes』を参照してくださ
い。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/
voicesw/ps556/products_programming_
reference_guides_list.html

電話機の電話スクリーン点灯を無効にできます。

この設定は、電話スクリーンを点灯する場合を決

定する他の規則よりも優先されます。

この機能を提供するには、Display URIを実装する
必要があります。この URIには、点灯を無効のま
まにする期間の設定が含まれます。

電話スクリーン点灯の

無効化（Cisco Unified
IP Phone 7965Gおよび
7945Gの場合）

Cisco Unified IP Phoneでは、「電話の信頼性」と呼
ばれる電話信頼ストアを使用してWebにセキュア
にアクセスできるようになりました。

電話機のセキュアWeb
アクセス

ユーザは、先頭に「+」記号を付けて E.164番号を
ダイヤルできます。

+記号をダイヤルするには、「*」キーを 1秒以上
押し続ける必要があります。これは、オンフック

かオフフックのコールに対してのみ、先頭桁をダ

イヤルするときに当てはまります。

プラスダイヤル

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Presence」の章を参
照してください。

ユーザは、コールログ、短縮ダイヤル、および社

内ディレクトリに一覧された別の電話番号（DN）
のコール状態をモニタできます。DNのBusy Lamp
Field（BLF;ビジーランプフィールド）にコール状
態が表示されます。

プレゼンス対応ディレ

クトリ
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SIPの詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager System
Guide』の「SIPDial Rules Configuration」
の章を参照してください。

SCCPの詳細については、『CiscoUnified
Communications Manager Administration
Guide』の「Directory Number
Configuration」の章の「Configuring
PLAR」の項を参照してください。

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理者は、
ハンドセットをオフフックにすると

Cisco Unified IP Phoneがただちにダイヤルする電話
番号を設定できます。この機能は、緊急連絡や

「ホットライン」の番号にコールするための電話

機を用意する場合に役立ちます。

Private Line Automated
Ringdown（PLAR）

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Cisco Unified IP Phone
Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phones」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services
Guide』の「Barge and Privacy」の章

回線を共有しているユーザが、コールに自分を追

加すること、および他のユーザのコールに関する

情報を電話スクリーンに表示することを禁止しま

す。

プライバシー

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phone」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Phone Button Template
Configuration」の章

管理者は、回線ボタンに機能を割り当てることが

できます。通常、ソフトキーは発信、コールバッ

ク、終了、不在転送などの機能を制御します。管

理者がこれらの機能を回線ボタンに設定すると、

これらの機能は常に表示され、ユーザは[発信（New
Call）]などの「ハード」キーとして使用できます。

プログラム可能な回線

キー
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セキュリティの詳細については、サポー

ト対象のセキュリティ機能, （17ペー
ジ）を参照してください。

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』
の「Configuring a Phone Security Profile」
の章を参照してください。

2台の電話機の間にセキュアな（暗号化された）接
続を提供します。コールの開始時にはセキュリティ

トーンが再生され、両方の電話機が保護されてい

ることを通知します。保護コールを設定すると、

一部の機能（会議コール、シェアドライン、エク

ステンションモビリティ、回線をまたいで参加）

は使用できません。保護されたコールは認証され

ません。

保護コール

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phones」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services
Guide』の「Quality Report Tool」の
章

電話機の [品質（QRT）]ソフトキーを使用して、
問題のあるコールの情報を送信できます。QRTは、
QRTに必要なユーザインタラクションの量に応じ
て、2つのユーザモードのどちらかに設定できま
す。

品質（QRT）

設定は必要ありません。ソフトキーを押すと、最後にダイヤルした電話番

号にコールできるようにします。

リダイヤル

Cisco Unified Communications Managerの
管理アプリケーションでパラメータを設

定するには、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択し、適切な IP Phone
を選択して、[プロダクト固有の設定
（Product Specific Configuration Layout）]
ペインまでスクロールします（[スイッ
チポートのリモート設定（Switch Port
Remote Configuration）]または [PCポー
トのリモート設定（PC Port Remote
Configuration）]）。

複数の電話機の設定を同時に行うには、

[エンタープライズ電話の設定（Enterprise
Phone Configuration）]（[システム
（System）] > [エンタープライズ電話の
設定（Enterprise Phone Configuration）]）
で [リモートポート設定（Remote Port
Configuration）]を設定します。

管理者は、Cisco Unified CommunicationsManagerの
管理ページを使用して、電話機のイーサネットポー

トの速度とデュプレックス機能をリモートで設定

できます。これにより、具体的なポート設定を伴

う大規模な導入のパフォーマンスが向上します。

Cisco Unified Communications Managerの
リモートポート設定用にポートが設定さ

れている場合は、電話機のデータを変更

することはできません。

（注）

リモートポート設定
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詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Directory Number Configuration」
の章

•カスタム電話呼出音の作成, （210
ページ）

電話機に別のアクティブコールが着信したときに、

回線で使用される呼出音タイプを指定します。

呼出音の設定

Cisco Unified Communications Managerの
管理アプリケーションでパラメータを設

定するには、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択し、適切な IP Phone
を選択して、[プロダクト固有の設定
（Product Specific Configuration Layout）]
ペインまでスクロールします。

システム管理者は、呼び出し音の音量制御機能を

使用して呼び出し音の最低音量設定を制御し、最

低音量レベルを調整できます。個々のユーザが呼

び出し音の最低音量設定を変更することはできま

せん。

音量ボタンのマイナス（-）側を押すと、オンフッ
ク状態の呼び出し音の音量が下がりますが、音量

は設定されている最低音量レベルまでしか下がり

ません。最低音量レベルに達すると、ステータス

メッセージは表示されません。

システムが再起動すると、呼び出し音の最低音量

は設定ファイルから受信した呼び出し音の最低音

量設定にリセットされます。システム管理者が前

回の起動以降に新しい最低音量を設定すると、エ

ンドユーザがそれ以前に呼び出し音の最低音量を

低く設定していた場合、呼び出し音の音量は、ユー

ザ設定ではなく設定ファイルの最低値に設定され

ます。

この機能は、通話中のハンドセット、スピーカ、

およびヘッドセットの音量には適用されません。

呼出音の音量調節

設定は必要ありません。SIPの RTCP保留機能によって、ゲートウェイで保
留コールがドロップされなくなります。ゲートウェ

イではRTCPポートのステータスを確認して、コー
ルがアクティブかどうかが判別されます。電話ポー

トを開いたままにしておくことによって、ゲート

ウェイは保留コールを終了しません。

この機能をサポートするには、Cisco Unified
CommunicationsManagerでRTCPオプションを有効
にします。

SIPの RTCP保留
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セキュアおよび非セ

キュアの通知トーン
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Cisco Unified CommunicationsManagerで電話機をセ
キュア（暗号化および信頼された）として設定し

た場合、その電話機には保護ステータスを割り当

てることができます。その後、保護された電話機

は、コールの初めに通知トーンを再生するように

設定できます。

• [保護されたデバイス（ProtectedDevice）]：セ
キュアな電話機のステータスを保護に変更す

るには、Cisco Unified CommunicationsManager
の管理ページで [保護されたデバイス
（ProtectedDevice）]チェックボックスをオン
にします（[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）] > [電話の設定（Phone
Configuration）]）。

• [セキュアインディケーショントーンの再生
（Play Secure Indication Tone）]：保護された電
話機で、セキュアまたは非セキュアな通知トー

ンの再生を有効にするには、[セキュアイン
ディケーショントーンの再生（Play Secure
Indication Tone）]設定を [はい（True）]に設
定します。（デフォルト設定は [いいえ
（False）]です）。このオプションは、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページ
で設定します（[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]）。
サーバを選択してから、CiscoCallManagerサー
ビスを選択します。 [サービスパラメータ設
定（Service Parameter Configuration）]ウィンド
ウで、[機能 -セキュアトーン（Feature - Secure
Tone）]領域内にあるオプションを選択しま
す。（デフォルト設定は [いいえ（False）]で
す）。

保護された電話機だけで、セキュアまたは非セキュ

アなインディケーショントーンが再生されます。

（保護されていない電話機ではトーンは聞こえま

せん）。コール中にコール全体のステータスが変

化すると、それに従って通知トーンも変化します。

そのとき、保護された電話機は対応するトーンを

再生します。

このような状況にない場合、保護された電話機は

トーンを再生しません。
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•トーンを再生するオプションを有効にした場
合、[セキュアインディケーショントーンの
再生（Play Secure Indication Tone）]オプショ
ンは有効（True）になります。

◦エンドツーエンドのセキュアなメディア
が確立され、コールステータスがセキュ

アになった場合、電話機はセキュアイン

ディケーショントーン（間に小休止を伴

う 3回の長いビープ音）を再生します。

◦エンドツーエンドの非セキュアなメディ
アが確立され、コールステータスが非セ

キュアになった場合、電話機は、非セ

キュアのインディケーショントーンを再

生します（間に小休止を伴う 6回の短い
ビープ音）。

• [セキュアインディケーショントーンの再生
（Play Secure Indication Tone）]オプションが
無効になっている場合、トーンは再生されま

せん。

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Cisco Extension
Mobility Cross Cluster」の章を参照してく
ださい。

クラスタ間のセキュアエクステンションモビリ

ティ（EMCC）機能を使用すると、特定のクラスタ
で設定されたユーザが、別のクラスタにある Cisco
Unified IPPhoneにログインできます。ユーザはホー
ムクラスタから、訪問先クラスタにある Cisco
Unified IP Phoneにログインします。訪問先クラス
タは、セキュアモードでホームクラスタにログイ

ンできません。

クラスタ間のセキュア

エクステンションモビ

リティ
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セキュリティの詳細については、サポー

ト対象のセキュリティ機能, （17ペー
ジ）を参照してください。

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の
「Conference Bridges」の章“ ”

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Conference Bridge Configuration」
の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Security Guide』

安全な電話機で、セキュリティ保護されている

ConferenceBridgeを使用して会議コールを行うこと
ができます。

[会議（Confrn）]、[参加（Join）]、[C割り込み
（cBarge）]、[割り込み（Barge）]の各ソフトキー
またはミートミー会議を使用して新しい参加者が

追加されると、すべての参加者がセキュアな電話

機を使用している間はセキュアコールのアイコン

が表示されます。

会議の各参加者のセキュリティレベルが [会議リス
ト（ConferenceList）]に表示されます。開催者は、
非セキュアの参加者を [会議参加者リスト
（Conference List）]から削除できます。（[拡張ア
ドホック会議（Advance Adhoc Conference）]パラ
メータが設定されていれば、開催者でなくても会

議参加者を追加または削除できます）。

セキュア会議

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Cisco Unified IP Phone
Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phone Services」の章

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページ
にある [IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services
Configuration）]メニューを使用して、ユーザが登
録できる IP Phoneサービスのリストを定義して管
理できます。

サービス

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Cisco Unified IP Phone
Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phone Services」の章

ユーザは、電話機の [サービス（Services）]メニュー
の代わりにプログラム可能なボタンを使用して、

サービスにアクセスすることができます。

サービス URLボタン
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詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Cisco Unified
Mobility」および「Cisco Unified Mobility
Advantage and Cisco Unified Mobile
Communicator Integration」の章を参照し
てください。

ユーザが、携帯電話からのコールを、同じ回線を

共有する Cisco Unifiedデバイスに切り替えられま
す。このとき、シェアドラインのすべてのデバイ

スのハンドセットが同時に点灯します。

ユーザが Cisco Unifiedデバイスのいずれかでコー
ルに応答した後、同じ回線を共有するその他のCisco
Unifiedデバイスに「リモートで使用中（Remote in
Use）」というメッセージが表示されます。ただ
し、携帯電話からコールを切り替えられない場合、

携帯電話に「会話は移動できません（Cannot Move
Conversation）」というメッセージが表示されるこ
とがあります。

セッションハンドオフ

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager System Guide』
の「DirectoryNumber Configuration」の章
を参照してください。

複数の電話機で同じ電話番号を共有したり、電話

番号を同僚と共有したりできるようにします。

シェアドライン

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Features and
Services Guide』の「Monitoring and
Recording」の章を参照してください。

スーパーバイザは、アクティブコールのサイレン

トモニタリングを実行できます。スーパーバイザ

の音声はコールのどちらの側にも聞こえません。

コールがモニタされている場合、コール中にモニ

タリング音声アラートトーンがユーザに聞こえる

ことがあります。

コールがセキュアな場合、そのコールのセキュリ

ティステータスが Cisco Unified IP Phoneに鍵のア
イコンとして表示されます。コールがセキュアで

あり、モニタリングされていることを示す音声ア

ラートトーンは、接続先の通話者にも聞こえるこ

とがあります。

アクティブコールがモニタまたは記録さ

れている場合、インターコムコールの受

信または発信は可能ですが、インターコ

ムコールを発信するとアクティブコール

が保留になります。これにより、録音セッ

ションは終了し、モニタリングセッショ

ンは一時停止されます。モニタリング

セッションを再開するには、コールをモ

ニタされている通話者がコールを再開す

る必要があります。

（注）

サイレントモニタリン

グ
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設定の参照先説明機能

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Device Pool Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phones」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services
Guide』の「Barge and Privacy」の章

ユーザが、回線キーを 1回押すだけで共有回線上
のリモートで使用中のコールに割り込みまたは C
割り込みできるようにします。

ワンボタン割り込み

この拡張機能には、特定の設定は必要あ

りません。

転送されたコールの発信元を識別します。コール

は、コール表示にアラートコールとして表示され、

後ろに元の発信者の電話番号が表示されます。

SIP電話番号アラート
名

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Cisco Unified IP Phone
Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Cisco
Unified IP Phones」の章

記憶されている指定番号をダイヤルします。短縮ダイヤル
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設定の参照先説明機能

Cisco Unified Communications Managerの
管理アプリケーションでパラメータを設

定するには、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択し、適切な IP Phone
を選択して、[プロダクト固有の設定
（Product Specific Configuration Layout）]
領域までスクロールし、[SSHアクセス
（SSH Access）]ドロップダウンリスト
ボックスから [有効（Enable）]を選択し
ます。

[共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]ウィンドウ（[デバイス
（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]）で同じパラ
メータを設定した場合は、設定の優先順

は次のとおりです。

1 [電話の設定（Phone Configuration）]
ウィンドウの設定値

2 [共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]ウィンドウの設定値

管理者は、Cisco Unified CommunicationsManagerの
管理アプリケーションを使用して、SSHアクセス
設定を有効または無効にできます。

このオプションでは、電話機が SSHアクセスをサ
ポートしているかどうかが示されます。

次の設定があります。

•有効（Enabled）

•無効（Disabled）（デフォルト）

この機能を有効にすると、電話機が SSH接続を受
け入れるようになります。

電話機の SSHサーバ機能を無効にすると、その電
話機への SSHアクセスがブロックされます。

SSHアクセス

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Time Period Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の
「Time-of-Day Routing」の章

指定したテレフォニー機能へのアクセスを時間帯

によって制限します。

Time-of-Dayルーティン
グ

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration
Guide』の「Date/Time Group
Configuration」の章を参照してください。

タイムゾーンの変更に伴い、Cisco Unified IP Phone
を更新します。

タイムゾーンの更新
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設定の参照先説明機能

詳細については、次の場所にある『Cisco
Unified IP Phone Service Application
Development Notes』を参照してくださ
い。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/
voicesw/ps556/products_programming_
reference_guides_list.html

電話機のタッチスクリーン点灯を無効にできます。

この設定は、タッチスクリーンを点灯する場合を

決定する他の規則よりも優先されます。

この機能を提供するには、Display URIを実装する
必要があります。この URIには、点灯を無効のま
まにする期間の設定が含まれます。

タッチスクリーン点灯

の無効化（CiscoUnified
IP Phone 7975G、
7971G-GE、および
7970G）

UCR 2008のセットアップ, （205ペー
ジ）を参照してください。

SCCPを使用する IP Phoneは、次の機能を提供する
ことでUnifiedCapabilities Requirements（UCR）2008
をサポートします。

•連邦情報処理標準（FIPS）104-2のサポート

• TVS IPv6のサポート

• 80ビット SRTCPタギングのサポート

これらの機能の一部のために、IP Phoneの管理者
は、Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで特定のパラメータをセットアップする必

要があります。

UCR 2008

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Conference Bridge Configuration」
の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の
「Understanding Video Telephony」
の章

ユーザが、ビデオ会議を表示するためのビデオディ

スプレイモードを選択できます。これは、システ

ムに設定されているモードによって異なります。

ビデオモード

（SCCP電話のみ）
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設定の参照先説明機能

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Conference Bridge Configuration」
の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の
「Understanding Video Telephony」
の章

•『Cisco VT Advantage Administration
Guide』の「Overview of Cisco VT
Advantage」の章

電話機でビデオをサポートできるようにします。ビデオサポート

（SCCP電話のみ）

詳細については、以下を参照してくださ

い。

•『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』の
「Cisco Voice-Mail Port
Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications
Manager System Guide』の「Voice
Mail Connectivity to Cisco
Unified CommunicationsManager」の
章

コールに応答がない場合に、発信者がメッセージ

を残せるようにします。

ボイスメッセージシス

テム

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』
の「Virtual Private Network
Configurations」の章を参照してくださ
い。

電話機が信頼できるネットワーク外に配置されて

いる場合や電話機と Cisco Unified Communications
Managerの間のネットワークトラフィックが信頼
できないネットワークを通過しなければならない

場合に、Cisco Unified IP Phone 7975G、7965G、お
よび 7945G上で Secure Sockets Layer（SSL）を使用
した VPN接続を提供します。

（Cisco Unified IP Phone 7945G、7965G、および
7975Gに限りサポート）

VPNクライアント
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プロダクト固有のパラメータ
Cisco Unified CMの管理で、Cisco Unified IP Phoneのプロダクト固有の設定パラメータを設定でき
ます。次の表に、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの設定ウィンドウおよびパ
スを示します。

表 38：Cisco Unified IP Phone の設定ウィンドウ

パス設定ウィンドウ

[システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定
（Enterprise Phone Configuration）]

[エンタープライズ電話の設定
（Enterprise Phone Configuration）]
ウィンドウ

[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）]
> [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]

[共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]ウィンドウ

[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]：ウィンドウの [プ
ロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]領域

[電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウ

この 3つの設定ウィンドウで、次のパラメータを設定できます。

•設定アクセス（Settings Access）

•ビデオ機能（Video Capabilities）

• Webアクセス（Web Access）

•ロードサーバ（Load Server）

• RTCP

•ピアファームウェア共有（Peer Firmware Sharing）

• Cisco Discovery Protocol（CDP）：スイッチポート（Cisco Discovery Protocol (CDP): Switch
Port）

• Cisco Discovery Protocol（CDP）：PCポート（Cisco Discovery Protocol (CDP): PC Port）

• Link Layer Discovery Protocol -Media Endpoint Discover（LLDP-MED）：スイッチポート（Link
Layer Discovery Protocol - Media Endpoint Discover（LLDP-MED）: Switch Port）

• Link Layer Discovery Protocol（LLDP）：PCポート（Link Layer Discovery Protocol（LLDP）:
PC Port）

• IPv6ロードサーバ（IPv6 Load Server）

• 802.1X認証（802.1x Authentication）

•スイッチポートのリモート設定（Switch Port Remote Configuration）
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• PCポートのリモート設定（PC Port Remote Configuration）

•自動ポート同期（Automatic Port Synchronization）

• SSHアクセス（SSH Access）

パラメータを設定するときは、更新する設定ごとに [共通設定の上書き（OverrideCommonSettings）]
チェックボックスを選択します。このボックスをチェックしないと、対応するパラメータ設定が

有効になりません。 3つの設定ウィンドウでパラメータを設定した場合、設定の優先順序は次の
とおりです。

• [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウ（最も高い優先順位）

• [共通の電話プロファイルの設定（Common Phone Profile Configuration）]ウィンドウ

• [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウ（最も低い優先
順位）

社内ディレクトリとパーソナルディレクトリ
Cisco Unified IP Phoneのディレクトリボタンを押すと、いくつかのディレクトリにアクセスでき
ます。このディレクトリには次のものがあります。

•社内ディレクトリ：ユーザが、同僚の電話番号を調べることができます。

この機能をサポートするには、社内ディレクトリを設定する必要があります。

•パーソナルディレクトリ：ユーザが、一連の個人の番号を保存できます。

この機能をサポートするには、パーソナルディレクトリを設定するためのソフトウェアを

ユーザに提供する必要があります。

社内ディレクトリのセットアップ

Cisco Unified Communications Managerでは、Cisco Unified Communications Managerと連動する
Cisco Unified Communications Managerアプリケーションのユーザの認証情報と認可情報を保存す
るために、LightweightDirectoryAccess Protocol（LDAP）ディレクトリを使用しています。認証に
よって、システムに対するユーザのアクセス権が確立します。一方、許可は、ユーザが使用許可

を持つテレフォニーリソース（特定の内線番号など）を指定するものです。

ディレクトリの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の
「Understanding Directory」の章を参照してください。

これらの機能をインストールおよびセットアップするには、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
Administration Guide』の「LDAP System Configuration」、「LDAP Directory Configuration」、およ
び「LDAP Authentication Configuration」の各章を参照してください。

LDAPディレクトリの設定が完了すると、ユーザはCiscoUnified IPPhoneの社内ディレクトリサー
ビスを使用して、社内ディレクトリでユーザを検索できるようになります。
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パーソナルディレクトリのセットアップ

パーソナルディレクトリは、次の機能で構成されています。

• Personal Address Book（PAB;個人アドレス帳）

•個人ファストダイヤル（ファストダイヤル）

•アドレス帳同期化ツール（TABSync）

ユーザは、次の方法によってパーソナルディレクトリにアクセスできます。

• Webブラウザから：Cisco Unified Communications ManagerユーザオプションWebページから
PABやファストダイヤル機能を利用できます。

• CiscoUnified IPPhoneから：[ディレクトリ（Directories）] > [パーソナルディレクトリ（Personal
Directory）]の順に選択して、電話機から PABおよびファストダイヤル機能にアクセスでき
ます。

• Microsoft Windowsアプリケーションから：TABSyncツールを使用して、PABをMicrosoft
WindowsAddress Book（WAB）と同期化することができます。Microsoft OutlookAddress Book
（OAB）を使用するユーザは、まず OABからWindows Address Book（WAB）にデータをイ
ンポートする必要があります。次に TabSyncを使用してWABをパーソナルディレクトリと
同期化します。

Cisco Unified IP Phone Address Book Synchronizerを使用しているユーザが、自分に関するエンド
ユーザデータのみにアクセスできるようにするには、Cisco Unifiedサービスアビリティで Cisco
UXL Web Serviceをアクティブ化します。

パーソナルディレクトリをWebブラウザから設定するには、ユーザが自分のユーザオプション
Webページにアクセスする必要があります。管理者は、ユーザに対して URLとログイン情報を
提供する必要があります。

Microsoft Outlookと同期化するには、管理者から提供される TABSyncユーティリティをユーザが
インストールする必要があります。詳細については、CiscoUnified IPPhoneAddressBookSynchronizer
の入手, （305ページ）およびCisco Unified IP Phone Address Book Synchronizerの導入, （305ペー
ジ）を参照してください。

電話ボタンテンプレート
電話ボタンテンプレートを使用すると、プログラム可能な回線ボタンに、短縮ダイヤルやコール

処理機能を割り当てることができます。ボタンに割り当てが可能なコール処理機能には、コール

転送、保留、および会議などがあります。

テンプレートの変更は、可能な限り電話機をネットワークに登録する前に行ってください。この

順序に従うと、登録の実行中、カスタマイズした電話ボタンテンプレートオプションに

Cisco Unified Communications Managerからアクセスできます。
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電話ボタンテンプレートを変更するには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、
[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone
Button Template）]を選択します。電話ボタンテンプレートを電話機に割り当てるには、Cisco
Unified CMの管理の [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウにある [電話ボタンテンプ
レート（Phone Button Template）]フィールドを使用します。詳細については、『Cisco
Unified CommunicationsManager AdministrationGuide』および『CiscoUnified CommunicationsManager
System Guide』を参照してください。

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、および 7970G の電話ボタンテ
ンプレート

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、および 7970Gに付属のデフォルトテンプレートでは、
ボタン 1と 2を回線に使用し、ボタン 3～ 8を短縮ダイヤルに割り当てます。

Cisco Unified IP Phone 7970シリーズの推奨標準テンプレートでは、ボタン 1と 2を回線用に使用
し、ボタン 3～ 5は短縮ダイヤルに割り当て、ボタン 6～ 8はそれぞれ保留、会議、および転送
に割り当てています。

ユーザの混乱を防ぐため、同じ機能をボタンとソフトキーに同時に割り当てないでください。

Cisco Unified IP Phone 7965G の電話ボタンテンプレート
電話機に付属の Cisco Unified IP Phone 7965Gデフォルトテンプレートでは、ボタン 1と 2は回線
用に使用し、ボタン 3～ 6は短縮ダイヤルに割り当てます。

Cisco Unified IP Phone 7965Gの推奨標準テンプレートでは、ボタン 1と 2は回線用に使用し、ボタ
ン3は短縮ダイヤルに割り当て、ボタン4～6はそれぞれ保留、会議、転送に割り当てています。

ユーザの混乱を防ぐため、同じ機能をボタンとソフトキーに同時に割り当てないでください。

Cisco Unified IP Phone 7945G の電話ボタンテンプレート
電話機に付属の Cisco Unified IP Phone 7945Gデフォルトテンプレートでは、ボタン 1と 2は回線
用に使用します。

Cisco Unified IP Phone 7945Gの推奨標準テンプレートでは、ボタン 1と 2は回線用に使用します。

ユーザの混乱を防ぐため、同じ機能をボタンとソフトキーに同時に割り当てないでください。

個人アドレス帳またはファストダイヤルの電話ボタンテンプレート

ユーザの混乱を防ぐため、同じ機能をボタンとソフトキーに同時に割り当てないでください。

IP Phoneサービスの詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager AdministrationGuide』
の「IP Phone Services Configuration」の章を参照してください。回線ボタンの設定方法の詳細につ
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いては、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「Cisco Unified IP Phone
Configuration」の章を参照してください。

関連トピック

ソフトキーテンプレート, （196ページ）

IP Phone サービスの PAB またはファストダイヤルのセットアップ
PABまたはファストダイヤルを IP Phoneサービスとして設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [IP Phoneサービス（Phone Services）]
を選択します。

[IP Phoneサービスの検索と一覧表示（Find and List IP Phone Services）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。 [IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 次の設定値を入力します。

• [サービス名（Service Name）]および [ASCIIサービス名（ASCII Service Name）]：Personal
Address Bookと入力します。

• [サービスの説明（Service Description）]：（オプション）サービスの説明を入力します。

•サービス URL

PABの場合は、次の URLを入力します。

http://<Unified CM-server-name>:8080/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=pab

ファストダイヤルの場合は、次の URLを入力します。

http://<Unified-CM-server-name>:8080/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=fd

•セキュアサービス URL

PABの場合は、次の URLを入力します。

https://<Unified CM-server-name>:8443/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=pab

ファストダイヤルの場合は、次の URLを入力します。

https://<Unified-CM-server-name>:8443/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=fd

• [サービスカテゴリ（Service Category）]：[XMLサービス（XML Service）]を選択します。

• [サービスタイプ（Service Type）]：[ディレクトリ（Directories）]を選択します。

• [有効（Enable）]：チェックボックスを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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サービスパラメータは必要に応じて追加、更新、または削除できます。『Cisco Unified
Communications Manager Administration Guide』の「IP Phone Service Parameters」を参照してくださ
い。

サービス URLを変更した場合、IP Phoneサービスパラメータを削除した場合、または
ユーザの登録先の IP Phoneサービス名の変更した場合は、[登録の更新（Update
Subscriptions）]をクリックして、現在のすべての登録ユーザを更新し、変更を適用する
必要があります。このボタンをクリックしなければ、ユーザがそのサービスに登録し

て、正しい URLを再作成しなければなりません。

（注）

PAB またはファストダイヤル用の電話ボタンテンプレートの変更
PABまたはファストダイヤル用の電話ボタンテンプレートを変更するには、次の手順を実行しま
す。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定
（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 電話機のモデルを示します。

ステップ 4 [コピー（Copy）]をクリックし、新しいテンプレートの名前を入力した後、[保存（Save）]をク
リックします。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 5 割り当てるボタンを確認して、機能が表示されるドロップダウンリストボックスから、その回線

に関連付けられた [サービス URL（Service URL）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックすると、サービスURLを使用した新しい電話ボタンテンプレートが作
成されます。

ステップ 7 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択して、電話機の [電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウを開きます。

ステップ 8 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストから、新しい電話ボ
タンテンプレートを選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックして変更内容を保存してから、[設定の適用（Apply Config）]をクリッ
クして変更を実行します。

これで電話機のユーザが、ユーザオプションページにアクセスできるようになり、電話機のボタ

ンにサービスが関連付けられました。

IP Phoneサービスの詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager AdministrationGuide』
の「IP Phone Services Configuration」の章を参照してください。回線ボタンの設定方法の詳細につ
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いては、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「Cisco Unified IP Phone
Configuration」の章の「Configuring Speed-Dial Buttons」の項を参照してください。

ソフトキーテンプレート
Cisco Unified CMの管理を使用して、Cisco Unified IP Phoneでサポートされているアプリケーショ
ンに関連付けられたソフトキーを管理できます。 Cisco Unified Communications Managerでは、2
種類のソフトキーテンプレート（標準と非標準）をサポートしています。標準ソフトキーテン

プレートには、標準ユーザ、標準機能、標準アシスタント、標準マネージャ、および標準共有モー

ドマネージャがあります。ソフトキーをサポートしているアプリケーションには、1つまたは複
数の標準のソフトキーテンプレートを関連付けることができます。標準ソフトキーテンプレー

トを修正するには、テンプレートのコピーを作成し、新しい名前を付けて、そのコピーしたソフ

トキーテンプレートをアップデートします。非標準のソフトキーテンプレートも修正できます。

ソフトキーテンプレートを設定するには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、
[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。ソフトキーテンプレートを電話機に割り当てるには、
Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [電話の設定（Phone Configuration）]ウィン
ドウにある [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]フィールドを使用します。詳細につ
いては、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』および『Cisco Unified
Communications Manager System Guide』を参照してください。

Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945Gは、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページに設定されているすべてのソフトキーをサポートしま
す。

（注）

サービスのセットアップ
Cisco Unified IP Phoneのサービスボタンを押すと、Cisco Unified IP Phone Serviceにアクセスでき
ます。また、電話機のプログラム可能なボタンにサービスを割り当てることもできます（詳細に

ついては、Cisco Unified IP Phoneのユーザガイドを参照してください）。これらのサービスは、
テキストと画像によるインタラクティブコンテンツを電話機に表示するための XMLアプリケー
ションを構成しています。サービスの例としては、映画の上映時刻、株式相場、天気予報などが

あります。

ユーザがサービスにアクセスできるようにするには、前もって次の作業が必要です。

•管理者が Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して、使用可能なサービ
スを設定する必要があります。
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• Cisco Unified IP PhoneのユーザオプションWebページを使用してサービスに登録する必要が
あります。このWebベースアプリケーションは、IP Phoneのアプリケーションをエンド
ユーザが設定するための限定的なグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）を提供しま
す。

サービスを設定する前に、設定するサイトの URLアドレスをすべて入手し、ユーザが社内 IPテ
レフォニーネットワークからこれらのサイトにアクセスできるかどうかを確認してください。

これらのサービスをセットアップするには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [IP Phoneサービス（Phone
Services）]を選択します。詳細については、『CiscoUnified CommunicationsManager Administration
Guide』および『Cisco Unified Communications Manager System Guide』を参照してください。

これらのサービスを設定した後、ユーザが Cisco Unified CMのユーザオプションWebページにア
クセスできるかどうかを確認してください。このページでは、ユーザは設定済みのサービスを選

択し、登録することができます。エンドユーザに提供する必要がある情報については、電話機能

のユーザ登録およびセットアップ, （303ページ）を参照してください。

Cisco Unified IP Phoneは、同時に最大 4つの HTTP/HTTPSアクティブクライアント接続および最
大4つのHTTP/HTTPSアクティブサーバ接続をサポートできます。HTTP/HTTPSサービスには、
次のような例があります。

•エクステンションモビリティ

•ディレクトリ

•メッセージ

デバイスから呼び出された録音を有効化
Cisco Unified Communications Managerで、デバイスから呼び出された録音機能を設定します。こ
の機能を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 IP Phoneのビルトインブリッジを [オン（On）]に設定します。

ステップ 2 録音オプションを [選択的コール録音を有効（Selective Call Recording Enabled）]に設定します。

ステップ 3 適切な [録音プロファイル（Recording Profile）]を選択します。

Cisco Unified Communications Manager ユーザの追加
ユーザを Cisco Unified Communications Managerに追加すると、ユーザに関する情報を表示および
管理できるようになります。またユーザは、次のタスクを実行できるようになります。
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• Cisco Unified IP Phoneから、社内ディレクトリや他のカスタマイズ済みディレクトリにアク
セスする。

•パーソナルディレクトリを作成する。

•短縮ダイヤルとコール転送の番号をセットアップする。

• Cisco Unified IP Phoneからアクセスできるサービスに登録する。

次のいずれかの方法を使用して、CiscoUnifiedCommunicationsManagerにユーザを追加できます。

•ユーザを 1名ずつ追加するには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[ユー
ザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。

ユーザの追加の詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministrationGuide』
を参照してください。ユーザ情報の詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
System Guide』を参照してください。

•ユーザを一括して追加するには、一括管理ツールを使用します。この方法では、すべての
ユーザに対して同一のデフォルトパスワードを設定することもできます。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager Bulk AdministrationGuide』を参照し
てください。

ユーザオプション Web ページの管理
ユーザオプションWebページでは、電話機のいくつかの機能や設定値をユーザがカスタマイズお
よび制御できます。ユーザオプションWebページの詳細については、『Cisco Unified IP Phone
7975G, 7971G-GE, 7970G, 7965G, and 7945G User Guide for Cisco Unified Communications Manager
(SCCP and SIP)』を参照してください。

ユーザオプション Web ページへのユーザアクセス
ユーザがユーザオプションWebページにアクセスできるようにするには、管理者がユーザを標準
Cisco Unified Communications Managerエンドユーザグループに追加し、適切な電話機をユーザに
関連付けておく必要があります。

エンドユーザには、必ずユーザオプションWebページに関する次の情報を提供してください。

•アプリケーションにアクセスするために必要な URL。この URLは、次のとおりです。

http://<server_name:portnumber>/ccmuser/（server_nameはWebサーバがインストールされて
いるホストです）。

•アプリケーションにアクセスするために必要なユーザ IDとデフォルトパスワード。

これらの設定値は、ユーザを Cisco Unified Communications Managerに追加したときに入力し
た値と同じです。

詳細については、以下を参照してください。
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•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「User Group Configuration」
および「End User Configuration」の章

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の「Roles and User Groups」の章

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerユーザの追加, （197ページ）

エンドユーザグループへのユーザの追加

ユーザを標準 Cisco Unified Communications Managerエンドユーザグループに追加するには、次の
手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[ユーザ管理（User Management）] > [ユー
ザグループ（User Groups）]を選択します。
[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [標準 CCMエンドユーザ（Standard CCM End Users）]をクリックします。対象の標準 CCMエン
ドユーザについての [ユーザグループの設定（User Group Configuration）]ページが表示されま
す。

ステップ 4 [グループにエンドユーザを追加（Add EndUsers to Group）]をクリックします。 [ユーザの検索と
一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [ユーザの検索（Find User）]ドロップダウンリストを使用して、追加するエンドユーザを探し、
[検索（Find）]をクリックします。
検索条件に一致するエンドユーザのリストが表示されます。

ステップ 6 表示されるレコードのリストで、このユーザグループに追加するユーザの横にあるチェックボッ

クスをオンにします。リストが複数ページにわたる場合は、下部のリンクを使用して結果の続き

を表示します。

検索結果には、すでにユーザグループに属するエンドユーザは表示されませ

ん。

（注）

ステップ 7 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。

ユーザへの電話機の関連付け

このユーザに適切な電話機を関連付けるには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[ユーザ管理（User Management）] > [エン
ドユーザ（End User）]を選択します。
[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 表示されるレコードのリストで、ユーザのリンクをクリックします。

ステップ 4 [デバイスの割り当て（Device Association）]をクリックします。
[ユーザデバイス割り当て（User Device Association）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 6 デバイスの左にあるボックスをオンにして、エンドユーザに割り当てるデバイスを選択します。

ステップ 7 [選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]をクリックしてデバイスをエンドユーザに関連付け
ます。

Cisco Unified IP Phone での EnergyWise のセットアップ
消費電力を減らす場合、ご使用のシステムにEnergyWiseコントローラ（たとえば、EnergyWise機
能が有効な Ciscoスイッチ）が含まれていると、電話機をスリープ状態（電源オフ）および復帰
（電源オン）に設定できます。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、EnergyWiseを有効にして、スリープ時間
とウェイク時間の設定を行います。これらのパラメータは、電話機の表示設定パラメータと緊密

に結びついています。

EnergyWiseが有効になっていて、スリープ時間が設定されていると、電話機を設定時刻に復帰さ
せるように、電話機からスイッチに要求が送信されます。この要求の受諾または拒否が、スイッ

チから戻ります。スイッチが要求を拒否した場合、またはスイッチが応答しない場合は、電話機

はオフになりません。スイッチが要求を受諾すると、アイドル状態の電話機がスリープ状態とな

り、消費電力をあらかじめ決められたレベルに減らすことができます。アイドル状態になってい

ない電話機にはアイドルタイマーが設定され、タイマーの期限が切れると、電話機がスリープ状

態になります。

スケジュールされているウェイク時間になると、システムは電話機の電力を元に戻して電話機を

復帰させます。復帰の時刻よりも前に電話機を復帰させるには、スイッチから電話機の電源をオ

ンにする必要があります。詳細については、各スイッチのマニュアルを参照してください。

次の表は、EnergyWise設定を制御する、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの
フィールドを示しています。CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのこれらのフィー
ルドを設定するには、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。 [エンタープラ
イズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウおよび [共通の電話プロファイルの
設定（Common Phone Profile Configuration）]ウィンドウで、EnergyWiseパラメータを設定するこ
ともできます。
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表 39：EnergyWise の設定フィールド

説明フィールド

電話機の電源をオフにする日のスケジュールを選択します。

スケジュールを設定する日をクリックしたら、Ctrlキーを押し
ながら複数の日を選択します。

デフォルトでは、どの日も選択されていません。

[省電力を有効にする（Enable Power Save）]がオンになってい
ると、緊急（e911）の問題について警告するメッセージを受け
取ります。

Power Save Plusモード（以下、「モード」）が有効で
ある間は、このモードに設定されたエンドポイントは、

緊急コールでは無効で、インバウンドコールの受信が

できません。このモードを選択することにより、次の

条項に同意したものと見なされます。（i）モードが有
効である間、緊急コールとコールの受信用の代替方法

を責任を持って用意する必要があります。（ii）シス
コはこのモードの選択に関して何の責任を負いません。

このモードを有効にすることは、お客様の責任で行っ

ていただきます。（iii）コール、発信、およびその他
について、このモードを有効にした場合の影響をユー

ザに通知する必要があります。

注意

Power Save Plusを無効にするには、[EnergyWiseオー
バーライドを許可（Allow EnergyWise Overrides）]
チェックボックスをオフにする必要があります。

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]
フィールドで、日数を選択しないまま [EnergyWise
オーバーライドを許可（AllowEnergyWiseOverrides）]
チェックボックスをオンにしたままにしておくと、

Power Save Plusは無効になりません。

（注）

Power Save Plusの有効化（Enable
Power Save Plus）

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィール
ドで選択した日について、電話機の電源を自動的にオンにする

時刻を決定します。

このフィールドには、24時間形式で入力します（00:00は午前
0時）。

たとえば、午前7時（0700）に自動的に電話機の電源をオンに
する場合は、7:00と入力します。午後 2時（1400）に電話機
の電源をオンにするには、14:00と入力します。

デフォルト値はブランクで、これは 00:00を意味します。

電話機をオンにする時刻（Phone
On Time）
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説明フィールド

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィール
ドで選択した日について、電話機の電源をオフにする時刻。

[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]フィールドと [電
話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]フィールドに同じ
値が含まれている場合、電話機はオフになりません。

このフィールドには、24時間形式で入力します（00:00は午前
0時）。

たとえば、午前7時（0700）に自動的に電話機の電源をオフに
する場合は、7:00と入力します。午後 2時（1400）に電話機
の電源をオフにするには、14:00と入力します。

デフォルト値はブランクで、これは 00:00を意味します。

電話機をオフにする時刻（Phone
Off Time）

電話機の電源をオフにする前に、電話機をアイドル状態にして

おく必要がある時間の長さ。

このフィールドの範囲は 20～ 1440分です。

デフォルト値は 60分です。

電話機をオフにするアイドルア

イムアウト（Phone Off Idle
Timeout）

これを有効にすると、[電話機をオフにする時刻（Phone Off
Time）]で指定した時刻の 10分前に電話機で音声アラートの
再生が開始されます。

音声アラートは、電話機の呼出音を使用します。この音は、10
分間のアラート期間中の特定期間、短く再生されます。アラー

トの呼出音は、ユーザが指定した音声レベルで再生されます。

音声アラートのスケジュールは次のとおりです。

•電源オフの 10分前に、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの 7分前に、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの 4分前に、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの30秒前に、呼出音は、15回再生されるか、電
話機の電源がオフになるまで再生されます。

このチェックボックスが表示されるのは、[Power Save Plusの
有効化（Enable Power Save Plus）]リストボックスで 1日以上
が選択されている場合だけです。

音声アラートを有効にする

（Enable Audio Alert）

その電話機が含まれる EnergyWiseドメイン。 127文字まで指
定できます。

EnergyWiseドメイン
（EnergyWise Domain）
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説明フィールド

EnergyWiseドメイン内でエンドポイントとの通信に使用する
セキュリティの秘密パスワード。

127文字まで指定できます。

EnergyWiseシークレット
（EnergyWise secret）
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説明フィールド

このチェックボックスにより、電話機に電源レベルの更新を送

信するための EnergyWiseドメインコントローラのポリシーを
許可するかどうかを決定します。次の条件が適用されます。

1 電話機が完全な電力節約モードで、レベルがスタンバイレ

ベルに設定されている場合、その電話機はアイドル状態に

なると電力節約モードになり、Cisco Unified CMでスケ
ジュールされた次の電力レベル変更まで、またはユーザの

介入があるまで、その状態のままになります。

2 電話機が電力節約またはフルパワーの状態で、レベルが非

オペレーショナルレベルに設定されている場合、電話機は

アイドル状態になると電源オフになり、スイッチが電力を

再供給するまで、またはユーザが電話機を復帰させるまで

電源オフのままになります。

たとえば、[電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]が
22:00（午後 10時）に設定されていると仮定すると、[電話機
をオンにする時刻（Phone On Time）]フィールドの値は 06:00
（午前 6時）となり、[Power Save Plusの有効化（Enable Power
Save Plus）]では 1日以上が選択されています。

• EnergyWiseが 20:00（午後 8時）に電話機をオフにするよ
うに指示すると、この指示は、午前 6時に設定された [電
話機をオンにする時刻（Phone On Time）]まで有効とな
ります（電話機ユーザによる介入が発生しないと仮定し

た場合）。

•午前 6時になると、電話機はオンとなり、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページの設定から電力レ
ベルの変更の受信を再開します。

•電力レベルを電話機で再び変更するには、EnergyWiseは
電力レベル変更コマンドを新たに再発行する必要があり

ます。

Power Save Plusを無効にするには、[EnergyWise
オーバーライドを許可（Allow EnergyWise
Overrides）]チェックボックスをオフにする必要
があります。 [Power Save Plusの有効化（Enable
Power Save Plus）]フィールドで、日数を選択し
ないまま [EnergyWiseオーバーライドを許可
（AllowEnergyWiseOverrides）]チェックボック
スをオンにしたままにしておくと、Power Save
Plusは無効になりません。

（注）

EnergyWiseオーバーライドを許
可（AllowEnergyWiseOverrides）
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UCR 2008 のセットアップ
UCR 2008をサポートするパラメータは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設
定します。次の表では、パラメータについて説明し、設定を変更する手順を示します。

表 40：UCR 2008 のパラメータの場所

手順管理パスパラメータ

[共通の電話プロファイルの設定（Common
Phone Profile Configuration）]ウィンドウ
でのUCR2008のセットアップ,（207ペー
ジ）

[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device
Settings）] > [共通の電話プロ
ファイル（Common Phone
Profile）]

FIPSモード（FIPS
Mode）

[エンタープライズ電話の設定（Enterprise
Phone Configuration）]ウィンドウでの
UCR2008のセットアップ, （207ページ）

[システム（System）] > [エン
タープライズ電話の設定

（Enterprise Phone
Configuration）]

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィ
ンドウでのUCR 2008のセットアップ, （
206ページ）

[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]

SSHアクセス（SSH
Access）

[共通の電話プロファイルの設定（Common
Phone Profile Configuration）]ウィンドウ
でのUCR2008のセットアップ,（207ペー
ジ）

[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device
Settings）] > [共通の電話プロ
ファイル（Common Phone
Profile）]

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィ
ンドウでのUCR 2008のセットアップ, （
206ページ）

Webページへのアクセスの制御, （251
ページ）

[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]

Webアクセス（Web
Access）

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィ
ンドウでのUCR 2008のセットアップ, （
206ページ）

[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]

HTTPSサーバ（HTTPS
Server）

[エンタープライズ電話の設定（Enterprise
Phone Configuration）]ウィンドウでの
UCR2008のセットアップ, （207ページ）

[システム（System）] > [エン
タープライズ電話の設定

（Enterprise Phone
Configuration）]
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手順管理パスパラメータ

[共通の電話プロファイルの設定（Common
Phone Profile Configuration）]ウィンドウ
でのUCR2008のセットアップ,（207ペー
ジ）

[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device
Settings）] > [共通の電話プロ
ファイル（Common Phone
Profile）]

80ビット SRTCP
（80-bit SRTCP）

[エンタープライズ電話の設定（Enterprise
Phone Configuration）]ウィンドウでの
UCR2008のセットアップ, （207ページ）

[システム（System）] > [エン
タープライズ電話の設定

（Enterprise Phone
Configuration）]

ネットワークの設定メニュー, （77ペー
ジ）を参照してください。

[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device
Settings）] > [共通デバイス設
定（Common Device
Configuration）]

IPアドレッシングモー
ド（IP Addressing
Mode）

ネットワークの設定メニュー, （77ペー
ジ）を参照してください。

[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device
Settings）] > [共通デバイス設
定（Common Device
Configuration）]

IP Addressing Mode
Preference for Signaling

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウでの UCR 2008 のセット
アップ

次の手順を使用して、次のパラメータを設定します。

• SSHアクセス（SSH Access）

• Webアクセス（Web Access）

• HTTPSサーバ（HTTPS Server）

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [SSHアクセス（SSH Access）]パラメータを [無効（Disabled）]に設定します。

ステップ 3 [Webアクセス（Web Access）]パラメータを [無効（Disabled）]に設定します。

ステップ 4 [HTTPSサービス（HTTPS Service）]パラメータを [HTTPSのみ（HTTPS only）]に設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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[共通の電話プロファイルの設定（Common Phone Profile Configuration）]
ウィンドウでの UCR 2008 のセットアップ

次の手順を使用して、次のパラメータを設定します。

• FIPSモード（FIPS Mode）

• SSHアクセス（SSH Access）

• 80ビット SRTCP（80-bit SRTCP）

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]を選択します。

ステップ 2 [FIPSモード（FIPS Mode）]パラメータを [有効（Enabled）]に設定します。

ステップ 3 [SSHアクセス（SSH Access）]パラメータを [無効（Disabled）]に設定します。

ステップ 4 [80ビット SRTCP（80-bit SRTCP）]パラメータを [有効（Enabled）]に設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

[エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）] ウィ
ンドウでの UCR 2008 のセットアップ

次の手順を使用して、次のパラメータを設定します。

• FIPSモード（FIPS Mode）

• HTTPSサーバ（HTTPS Server）

• 80ビット SRTCP（80-bit SRTCP）
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手順

ステップ 1 [システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]を選択し
ます。

ステップ 2 [FIPSモード（FIPS Mode）]パラメータを [有効（Enabled）]に設定します。

ステップ 3 [HTTPSサーバ（HTTPS Server）]パラメータを [HTTPSのみ（HTTPS only）]に設定します。

ステップ 4 [80ビット SRTCP（80-bit SRTCP）]パラメータを [有効（Enabled）]に設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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第 6 章

Cisco Unified IP Phone のカスタマイズ

ここでは、設定ファイル、電話機の呼び出し音、背景イメージなどの電話機の機能をカスタマイ

ズする方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• 設定ファイルのカスタマイズおよび変更, 209 ページ

• カスタム電話呼出音の作成, 210 ページ

• カスタム背景イメージ, 212 ページ

• ワイドバンドコーデックのセットアップ, 215 ページ

• アイドル表示のセットアップ, 216 ページ

• Cisco Unified IP Phoneのバックライト, 217 ページ

設定ファイルのカスタマイズおよび変更
設定ファイルを変更し、カスタマイズしたファイルを TFTPディレクトリに追加できます。ファ
イルの修正、またはカスタマイズしたファイルの TFTPディレクトリへの追加は、Cisco Unified
Communicationsオペレーティングシステムの管理ページの、TFTPサーバファイルのアップロー
ドウィンドウから実行できます。 Cisco Unified Communications Managerサーバ上の TFTPフォル
ダにファイルをアップロードする方法については、『CiscoUnified CommunicationsManager System
Guide』を参照してください。

Ringlist.xmlファイルおよび List.xmlファイルのコピーは、adminコマンドラインインターフェイ
ス（CLI）で次のように「file」コマンドを使用してシステムから取得できます。

• admin:file

◦ file list

◦ file view

◦ file search
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◦ file get

◦ file dump

◦ file tail

◦ file delete

詳細については、『Cisco Intercompany Media Engine Command Line Interface Reference Guide』を参
照してください。

カスタム電話呼出音の作成
Cisco Unified IP Phoneには、Chirp1と Chirp2という 2つのデフォルト呼出音タイプが付属してお
り、これらはハードウェアに内蔵されています。 Cisco Unified Communications Managerには、一
連の追加の電話呼出音もデフォルトで付属しており、これらは Pulse Code Modulation（PCM;パル
ス符号変調）ファイルとしてソフトウェアに実装されています。PCMファイルは、サイトで使用
できる呼出音リストオプションを記述した XMLファイル（Ringlist.xml）とともに、各
Cisco Unified Communications Managerサーバの TFTPサーバに配置されています。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の「Custom
Phone Rings」の章および『Cisco Unified Communications Operating System Administration Guide』の
「Software Upgrades」の章を参照してください。

次の各項では、PCMファイルを作成して Ringlist.xmlファイルを編集し、サイトで使用できる呼
出音をカスタマイズする方法について説明します。

Ringlist.xml ファイル形式の要件
Ringlist.xmlファイルは、電話呼出音タイプのリストを保持した XMLオブジェクトを定義してい
ます。このファイルには、呼出音タイプが 50個まで記述されます。呼出音タイプごとに、呼出
音タイプに使用される PCMファイルへのポインタ、および Cisco Unified IP Phoneの [呼出音タイ
プ（RingType）]メニューに表示されるテキストを記述します。このファイルは、各CiscoUnified
Communications Managerの Cisco TFTPサーバに保持されます。

CiscoIPPhoneRinglistXMLオブジェクトは、次の簡単なタグセットを使用して情報を記述します。

<CiscoIPPhoneRingList> <Ring> <DisplayName/> <FileName/> </Ring>
</CiscoIPPhoneRingList>

定義名については、次の規則があります。それぞれの電話呼出音タイプについて、必須の

DisplayNameと FileNameを記述する必要があります。

• DisplayNameには、関連付けられたPCMファイルのカスタム呼出音の名前を指定します。こ
の名前は、Cisco Unified IP Phoneの [呼出音タイプ（Ring Type）]メニューに表示されます。

• FileNameには、DisplayNameに関連付けるカスタム呼出音の PCMファイルの名前を指定し
ます。
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DisplayNameフィールドと FileNameフィールドは、25文字以下にする必要があります。（注）

次に、2つの電話呼出音タイプを定義した Ringlist.xmlファイルの例を示します。

<CiscoIPPhoneRingList> <Ring> <DisplayName>Analog Synth 1</DisplayName>
<FileName>Analog1.raw</FileName> </Ring> <Ring> <DisplayName>Analog Synth
2</DisplayName> <FileName>Analog2.raw</FileName> </Ring>
</CiscoIPPhoneRingList>

カスタム呼出音タイプの PCM ファイルの要件
呼出音の PCMファイルをCisco Unified IP Phoneで正常に再生するには、ファイルが次の要件を満
たしている必要があります。

•未加工の PCM（ヘッダーなし）。

•サンプリング回数：8,000回/秒。

• 1サンプルあたり 8ビット。

• Mu-law圧縮

•呼出音の最大サイズ = 16080サンプル

•呼出音の最小サイズ = 240サンプル

•呼出音のサンプル数 = 240の倍数。

•呼出音は、ゼロ交差で開始および終了する。

カスタム呼出音用のPCMファイルを作成するには、次のファイル形式の要件に対応する任意の標
準オーディオ編集パッケージを使用します。

カスタム電話呼出音のセットアップ

Cisco Unified IP Phoneのカスタム電話呼出音を作成するには、次の手順を実行します。

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

211

Cisco Unified IP Phone のカスタマイズ
カスタム呼出音タイプの PCM ファイルの要件



手順

ステップ 1 各カスタム呼出音の PCMファイルを作成します（ファイルごとに呼出音 1つ）。 PCMファイル
が、カスタム呼出音タイプの PCMファイルの要件, （211ページ）に示す形式のガイドラインに
準拠していることを確認します。

ステップ 2 作成した新しい PCMファイルを、クラスタ内の各 Cisco Unified Communications Managerの Cisco
TFTPサーバにアップロードします。詳細については、『Cisco Unified Communications Operating
System Administration Guide』の「Software Upgrades」の章を参照してください。

ステップ 3 テキストエディタを使用して Ringlist.xmlファイルを編集します。このファイルの形式とサンプ
ルの Ringlist.xmlファイルについては、Ringlist.xmlファイル形式の要件, （210ページ）を参照し
てください。

ステップ 4 修正内容を保存し、Ringlist.xmlファイルを閉じます。

ステップ 5 新しい Ringlist.xmlファイルをキャッシュするには、Cisco Unified Serviceabilityを使用して TFTP
サービスを停止してから起動するか、[起動時の定数および binファイルのキャッシングの有効化
（Enable Caching of Constant and Bin Files at Startup）] TFTPサービスパラメータ（[拡張サービス
パラメータ（Advanced Service Parameters）]領域に含まれる）を無効にしてから再度有効にしま
す。

カスタム背景イメージ
ユーザが電話機のLCDスクリーンに表示される背景イメージを選択できるように設定できます。
ユーザは、電話機で [設定（Settings）] > [ユーザ設定（User Preferences）] > [背景イメージ
（Background Images）]を選択して、背景イメージを選択できます。

ユーザに見える画像の種類は、電話機が使用している TFTPサーバに保存されている PNG画像と
XMLファイル（List.xml）に基づいています。独自の PNGファイルを保存し、TFTPサーバ上の
XMLファイルを編集すれば、ユーザが選択できる背景イメージを指定できます。この方法を利
用すれば、会社のロゴなどのカスタム画像をユーザに提供することができます。

次の各項では、独自の PNGファイルを作成して List.xmlファイルを編集し、サイトで使用できる
背景イメージをカスタマイズする方法について説明します。

• List.xmlファイル形式の要件, （212ページ）。

•カスタム背景イメージの PNGファイルの要件, （213ページ）。

•カスタム背景イメージのセットアップ, （214ページ）

List.xml ファイル形式の要件
List.xmlファイルは、背景イメージのリストを保持した XMLオブジェクトを定義しています。
List.xmlファイルは TFTPサーバ上の次のサブディレクトリに保存されます。
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• /Desktops/320x216x16 for Cisco Unified IP Phone 7975G、7965G、および 7945G

• /Desktops/320x212x12 for Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970G

ディレクトリ構造とList.xmlファイルを手動で作成する場合、TFTPサービスで使用されるユー
ザ（CCMService）からディレクトリとファイルがアクセスできることを確認してください。

ヒント

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsOperating SystemAdministrationGuide』の「Software
Upgrades」の章を参照してください。

List.xmlファイルには、背景イメージを 50個まで記述できます。画像は電話機の [背景イメージ
（Background Images）]メニューに表示される順番にします。各画像に対して、List.xmlファイル
に ImageItemと呼ばれる要素タイプを 1つ記述します。 ImageItem要素には 2つの属性がありま
す。

• Image：電話機の [背景イメージ（Background Images）]メニューに表示されるサムネール画
像の取得先を示す Uniform Resource Identifier（URI）。

• URL：フルサイズ画像の取得先を指定する URI。

次の例（Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970G）に、2つのイメージを定義する List.xml
ファイルを示します。それぞれの画像について、必須の Imageおよび URL属性を記述する必要
があります。フルサイズ画像とサムネール画像にリンクするメソッドとしては、例で示されてい

る TFTP URIのみがサポートされています。 HTTP URLはサポートされていません

List.xmlの例

<CiscoIPPhoneImageList><ImageItem
Image=”TFTP:Desktops/320x212x12/TN-Fountain.png”
URL=”TFTP:Desktops/320x212x12/Fountain.png”/> <ImageItem
Image=”TFTP:Desktops/320x212x12/TN-FullMoon.png”
URL=”TFTP:Desktops/320x212x12/FullMoon.png”/> </CiscoIPPhoneImageList>

Cisco Unified IP Phoneのファームウェアには、デフォルトの背景イメージが含まれています。こ
のイメージはList.xmlファイルには定義されていません。デフォルト画像は、常に電話機の [背景
イメージ（Background Images）]メニューの最初に表示されます。

カスタム背景イメージの PNG ファイルの要件
背景イメージごとに 2つの PNGファイルが必要です。

•フルサイズ画像：電話機で表示される画像。

•サムネール画像：ユーザが画像を選択できる [背景イメージ（Background Images）]画面に表
示される画像。サムネール画像は、フルサイズ画像の25%のサイズである必要があります。
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多くの画像プログラムで画像のサイズを変更する機能を提供しています。サムネール画像を

作成する簡単な方法としては、まずフルサイズ画像を作成して保存します。そして、画像プロ

グラムのサイズ変更機能を使用して元のサイズの 25%の画像を作成します。サムネール画像
は、フルサイズ画像とは異なる名前で保存します。

ヒント

背景イメージの PNGファイルが Cisco Unified IP Phoneで正しく表示されるためには、次の要件を
満たす必要があります。

•フルサイズ画像：320ピクセル（幅）X 216ピクセル（高さ）

•サムネール画像：80ピクセル（幅）X 53ピクセル（高さ）

•カラーパレット：

◦ Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970Gの場合：最大 12ビット色（4096色）を
含みます。 12ビット色を超える色数を使用できますが、電話機ではイメージの表示前
にカラーパレットが 12ビットに減色されます。最適な結果を得るために、PNGファイ
ルの作成時に、イメージのカラーパレットは 12ビットに減色されます。

ヒント：カラーチャネル当たりの色調レベル数を指定するポスタリゼーション機能をサ

ポートするグラフィックスプログラムを使用している場合、チャネル当たりの色調レベ

ル数を 16に設定します（16赤 X 16緑 X 16青 = 4096色）。

◦ Cisco Unified IP Phone 7975G、7965G、および 7945Gの場合：最大 16ビット色（65535
色）を含みます。 16ビット色を超える色数を使用できますが、電話機ではイメージの
表示前にカラーパレットが 16ビットに減色されます。最適な結果を得るために、PNG
ファイルの作成時に、イメージのカラーパレットは 16ビットに減色されます。

ヒント：カラーチャネル当たりの色調レベル数を指定するポスタリゼーション機能をサ

ポートするグラフィックスプログラムを使用している場合、チャネル当たりの色調レベ

ル数を 40に設定します（40赤 X 40緑 X 40青 = 64000色）。これは、65535色の最大
値を超えることなく最大値近くまでポスタライゼーションできる値です。

カスタム背景イメージのセットアップ

Cisco Unified IP Phone用のカスタム背景イメージを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 各画像に 2つの PNGファイル（フルサイズ画像とサムネール画像）を作成します。 PNGファイ
ルが、カスタム背景イメージの PNGファイルの要件, （213ページ）に示す形式のガイドライン
に準拠していることを確認します。

ステップ 2 作成した新しい PNGファイルを、Cisco Unified Communications Managerの TFTPサーバの次のサ
ブディレクトリにアップロードします。
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• Cisco Unified IP Phone 7975Gの場合は /Desktops/320x216x16

• Cisco Unified IP Phone 7965Gおよび 7945Gの場合は /Desktops/320x212x16

ファイル名とサブディレクトリのパラメータは大文字と小文字を区別します。サブディ

レクトリのパスを指定する場合は、前方スラッシュ「/」を使用してください。
（注）

ファイルをアップロードするには、Cisco Unified Communications Operating Systemの管理ページ
で、[ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [TFTPサーバファイルのアップロー
ド（Upload TFTP Server File）]を選択します。詳細については、『Cisco Unified Communications
Operating System Administration Guide』の「Software Upgrade」の章を参照してください。

フォルダが存在しない場合、フォルダが作成され、そのフォルダにファイルがアップ

ロードされます。

（注）

ステップ 3 カスタマイズした画像とファイルは、電話機がファイルを取得するためにアクセスする可能性が

ある他の TFTPサーバにもコピーする必要があります。
Ciscoはカスタム画像ファイルのバックアップコピーを他の場所にも保存することを推
奨します。こうしておくと、Cisco Unified Communications Managerのアップグレード時
にカスタマイズファイルが上書きされた場合に、これらのバックアップファイルを使

用できます。

（注）

ステップ 4 テキストエディタを使用して、List.xmlファイルを編集します。このファイルがある場所、形式
の要件、およびサンプルファイルについては、List.xmlファイル形式の要件, （212ページ）を参
照してください。

ステップ 5 修正内容を保存し、List.xmlファイルを閉じます。
CiscoUnifiedCommunicationsManagerをアップグレードすると、カスタマイズしたList.xml
ファイルがデフォルトの List.xmlファイルによって上書きされます。 List.xmlファイル
をカスタマイズした後、ファイルのコピーを作成し他の場所に保存してください。

Cisco Unified Communications Managerのアップグレード後、デフォルトの List.xmlを保
存しておいたコピーに置き換えることができます。

（注）

ステップ 6 新しい List.xmlファイルをキャッシュするには、Cisco Unifiedサービスアビリティを使用して、
TFTPサービスをいったん停止し、もう一度開始します。または、[拡張サービスパラメータ
（Advanced Service Parameters）]にあるTFTPサービスパラメータの [起動時の定数および binファ
イルのキャッシングの有効化（Enable Caching of Constant and Bin Files at Startup）]をいったん無効
にし、もう一度有効にします。

ワイドバンドコーデックのセットアップ
Cisco Unified Communications Managerが G.722を使用するように設定されていて（G.722は Cisco
Unified IP Phoneではデフォルトで有効）、相手側エンドポイントで G.722がサポートされている
場合、コールの接続には G.711の代わりに G.722コーデックが使用されます。この状態は、ユー
ザがワイドバンドヘッドセットまたはワイドバンドハンドセットを有効にしているかどうかを問

わず発生します。ヘッドセットまたはハンドセットが有効になっている場合、ユーザはコール中

の音声の感度がより高く感じられます。感度が高いことで音声の明瞭さは増しますが、紙が擦れ
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る音や近くの会話など通話先から聞こえる背景のノイズもより多く聞こえます。ワイドバンド

ヘッドセットまたはハンドセットがない場合でも、G.722の高い感度を好むユーザもいます。ユー
ザの中には G.722の高い感度を好まないユーザもいます。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページにある 2つのパラメータは、Cisco Unified
Communications Managerサーバまたは特定の電話機がワイドバンドをサポートしているかどうか
に影響します。

• [アドバタイズ G.722コーデック（Advertise G.722 Codec）]：Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。このエンタープライズパラメータのデフォルト値はTrueです。
これは、このアドミニストレーションガイドで説明されていて、この Cisco Unified
Communications Managerに登録されているすべての Cisco Unified IP Phoneモデルが Cisco
Unified CommunicationsManagerにG.722をアドバタイズすることを意味します。詳細につい
ては、『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の「Cisco Unified IP Phones」の
章を参照してください。

• [アドバタイズ G.722コーデック（Advertise G.722 Codec）]：Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。この製品
固有のパラメータのデフォルト値には、エンタープライズパラメータで指定されている値を

使用します。電話機単位でこのパラメータを上書きする場合、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウの [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]領域
にある [アドバタイズ G.722コーデック（Advertise G.722 Codec）]パラメータで、[有効
（Enabled）]または [無効（Disabled）]を選択します。

アイドル表示のセットアップ
電話機の LCDスクリーンに表示される未使用時画面を指定できます。アイドル表示はXMLサー
ビスです。このサービスは、指定された期間にわたって電話機がアイドル（未使用）状態にあり、

機能メニューが開いていない場合に、電話機によって呼び出されます。

未使用時画面として使用できる XMLサービスには、会社のロゴ、製品画像、株価情報などがあ
ります。

アイドル表示を設定するには、次の一般的な手順を実行する必要があります。

1 電話機のディスプレイ用にイメージをフォーマットします。

2 電話機にイメージを表示するように Cisco Unified Communications Managerを設定します。

アイドル表示の作成および表示方法の詳細については、次の URLで『Creating Idle URL Graphics
on Cisco Unified IP Phone』を参照してください。

http://www.cisco.com/warp/public/788/AVVID/idle-url.html

また、次の情報については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』または
『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration Guide』を参照してください。

•アイドル表示 XMLサービスの URLの指定
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◦ 1台の電話機に指定する場合：Cisco Unified Communications Managerの [電話の設定
（Phone configuration）]ウィンドウにある [アイドル（Idle）]フィールド

◦複数の電話機に同時に指定する場合：CiscoUnifiedCommunicationsManagerの [エンター
プライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウにある [URL
アイドル（URL Idle）]フィールド、または Cisco Bulk Administration Tool（BAT）の [ア
イドル（Idle）]フィールド

•アイドル表示 XMLサービスを起動するまでの電話機の未使用時間の指定

◦ 1台の電話機に指定する場合：Cisco Unified Communications Managerの [電話の設定
（Phone configuration）]ウィンドウにある [アイドルタイマー（Idle Timer）]フィール
ド

◦複数の電話機に同時に指定する場合：CiscoUnifiedCommunicationsManagerの [エンター
プライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウにある [URL
アイドル時間（URL Idle Time）]フィールド、または Cisco Bulk Administration Tool
（BAT）の [アイドルタイマー（Idle Timer）]フィールド

電話機では、アイドル表示 XMLサービスの URLの設定と、サービスを起動するまでの電話機の
未使用時間を表示できます。これらの設定を表示するには、[設定（Settings）] > [デバイス設定
（Device Configuration）]を選択し、[アイドル URL（Idle URL）]パラメータおよび [URLのアイ
ドル時間（Idle URL Time）]パラメータまでスクロールします。

Cisco Unified IP Phone のバックライト
電話機のLCDスクリーンの消費電力を節減し、寿命を長くするために、不要なときはオフにする
ように LCDを設定できます。

Cisco Unified Communications Manager Administrationでは、ある日は指定した時間にディスプレイ
をオフにし、別の日には終日オフにするという設定を指定できます。たとえば、ディスプレイを

平日の勤務時間後にオフにし、土曜日と日曜日では終日オフにするように選択できます。

ディスプレイをオフにすると、LCDスクリーンは暗く、無効になり、ディスプレイボタンが点灯
します。ディスプレイがオフのときはいつでも、次の操作でディスプレイをオンにできます。

•電話機の任意のボタンを押す。

ディスプレイボタン以外のボタンを押すと、ディスプレイがオンになるだけでなく、そのボ

タンに指定されている処理が実行されます。

•タッチスクリーン（電話機によっては電話スクリーン）にタッチします。

•ハンドセットを持ち上げる。

ディスプレイは、オンにするとそのままオン状態になりますが、指定された期間にわたって電話

機がアイドル状態にあると、自動的にオフになります。
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ディスプレイボタンを使用して、掃除のためにタッチスクリーン（または電話スクリーン）

を一時的に無効にできます。詳細については、Cisco Unified IP Phoneのクリーニング, （300
ページ）を参照してください。

（注）

XSI画面幅拡張機能が Cisco Unified IP Phoneに実装されている場合、メッセージ、ディレクト
リ、およびサービスの各スクリーンの表示可能性が拡張されます。これらのスクリーンは、

電話機がどのようにセットアップされているかに応じて、通常モードで表示されることも、ワ

イドモードで表示されることもあります。詳細については、「Cisco Unified IP Phone Services
Application Development Notes」を参照してください。

（注）

次の表は、ディスプレイをオンおよびオフにするタイミングを制御する [Cisco Unified CMの管理
（Cisco Unified Communications Manager Administration）]フィールドを示しています。これらの
フィールドの設定は、Cisco CallManager Administrationの [プロダクト固有の設定（Product Specific
configuration）]ウィンドウで行います。（このウィンドウにアクセスするには、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択しま
す）。

電話機の [省電力設定（Power Save Configuration）]メニューで、その電話機のディスプレイ設定
を確認できます。詳細については、省電力設定メニュー, （124ページ）を参照してください。

表 41：ディスプレイのオンとオフを設定するフィールド

説明フィールド

[ディスプレイ点灯時刻（Display On Time）]フィールドで指定され
た時刻になっても、ディスプレイを自動的にオンにしない日。

ドロップダウンリストから単一または複数の曜日を選択します。

複数の曜日を選択するには、Ctrlキーを押しながら目的の各曜日を
クリックします。

ディスプレイ非点灯日

（Days Display Not Active）

毎日ディスプレイを自動的にオンにする時刻（[ディスプレイ非点
灯日（Days Display Not Active）]フィールドで指定されている日を
除く）。

このフィールドには、24時間形式で入力します（0:00は午前 0
時）。

たとえば、午前7:00（0700）にディスプレイを自動的にオンにする
には、7:00と入力します。午後 2:00（1400）にバックライトをオ
ンにするには、14:00と入力します。

このフィールドがブランクの場合、ディスプレイは午前0時に自動
的にオンになります。

ディスプレイ点灯時刻

（Display On Time）
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説明フィールド

[ディスプレイ点灯時刻（Display On Time）]フィールドで指定した
時刻にディスプレイがオンになった後、オン状態を保つ時間の長

さ。

このフィールドには、時間:分の形式で値を入力します。

たとえば、ディスプレイを自動的にオンにしてから 4時間 30分に
わたってオン状態を保つには、4:30と入力します。

このフィールドがブランクの場合、電話機は午前 0時（0:00）にオ
フになります。

[ディスプレイ点灯時刻（Display On Time）]が 0:00で、
[ディスプレイ点灯継続時間（Display On Duration）]がブ
ランク（または24:00）の場合、ディスプレイは常にオン
状態になります。

（注）

ディスプレイ点灯継続時間

（Display On Duration）

ディスプレイをオフにするまでの電話機のアイドル時間。ディス

プレイがスケジュールどおりにオフで、エンドユーザが（電話機

ボタンを押す、タッチスクリーンまたは電話スクリーンにタッチす

る、またはハンドセットを持ち上げる操作で）オンにした場合にの

み適用されます。

このフィールドには、時間:分の形式で値を入力します。

たとえば、エンドユーザがディスプレイをオンにしてから 1時間
30分にわたって電話機がアイドル状態にあった場合にディスプレ
イをオフにするには、1:30と入力します。

デフォルト値は 0:30です。

ディスプレイ放置時自動消

灯（Display Idle Timeout）

着信したときに LCDスクリーンの自動点灯を無効/有効にします。

デフォルト：無効

着信コール時に点灯

（DisplayOnWhen Incoming
Call）
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第 7 章

モデル情報、ステータス、および統計

ここでは、Cisco Unified IP Phoneの次のメニューとスクリーンを使用して、電話機のモデル情
報、ステータスメッセージ、ネットワーク統計情報、およびファームウェア情報を表示する方

法について説明します。

• [モデル情報（Model Information）]画面：電話機のハードウェアとソフトウェアに関する情
報を表示します。

• [ステータス（Status）]メニュー：ステータスメッセージ、ネットワーク統計情報、および
ファームウェアのバージョンを表示するスクリーンにアクセスできます。

• [コール統計（CallStatistics）]画面：現在のコールのカウンタおよび統計情報を表示します。

これらの画面の情報は、電話機の操作のモニタやトラブルシューティングに役立てることができ

ます。

また、これらの情報の大半およびその他の関連情報は、電話機のWebページからリモートで取
得することもできます。詳細については、リモートモニタリング, （249ページ）を参照してく
ださい。

Cisco Unified IP Phoneのトラブルシューティングの詳細については、トラブルシューティングと
メンテナンス, （271ページ）を参照してください。

この章は、次の項で構成されています。

• [モデル情報（Model Information）]画面の表示, 221 ページ

• [ステータス（Status）]メニュー, 223 ページ

• テストトーン, 245 ページ

[モデル情報（Model Information）] 画面の表示
[モデル情報（Model Information）]画面には、モデル情報の設定, （222ページ）に示されている
オプションがあります。
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手順

ステップ 1 [モデル情報（Model Information）]画面を表示するには、設定ボタンを押して、[モデル情報（Model
Information）]を選択します。

ステップ 2 [モデル情報（Model Information）]画面を終了するには、[終了（Exit）]を押します。

モデル情報の設定

表 42：モデル情報の設定

変更の手順説明オプション

表示専用。設定できません。電話機のモデル番号。モデル番号

（Model
Number）

表示専用。設定できません。電話機のMACアドレス。MACアド
レス（MAC
Address）

表示専用。設定できません。電話機上で動作する、出荷時にインス

トール済みのロード ID。
ロードファ

イル（Load
File）

表示専用。設定できません。電話機上で動作する、出荷時にインス

トール済みのロード ID。
起動ロード

ID（Boot
Load ID）

表示専用。設定できません。電話機のシリアル番号。シリアル番

号（Serial
Number）

電話機のMICを管理する方法の詳細につ
いては、『Cisco Unified Communications
Manager Security Guide』の「Using the
Certificate Authority Proxy Function」の章を
参照してください。

電話機に、製造元でインストールされ

る証明書があるかどうかを示します。

MIC
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変更の手順説明オプション

電話機の LSCを管理する方法の詳細につ
いては、『Cisco Unified Communications
Manager Security Guide』の「Using the
Certificate Authority Proxy Function」の章を
参照してください。

電話機に、ローカルで有効な証明書が

あるかどうかを示します。

LSC

電話機が使用するコール制御プロトコ

ルを示します。

コール制御

プロトコル

（Call
Control
Protocol）

[ステータス（Status）] メニュー
[ステータス（Status）]メニューには、次のオプションがあります。これらのオプションを使用し
て、電話機とその操作に関する情報を確認できます。

• [ステータスメッセージ（Status Messages）]：[ステータスメッセージ（Status Messages）]画
面を表示します。ここには、重要なシステムメッセージのログが示されます。

• [ネットワーク統計（NetworkStatistics）]：[ネットワーク統計（NetworkStatistics）]画面を表
示します。ここには、イーサネットトラフィック統計が表示されます。

• [ファームウェアバージョン（Firmware Versions）]：[ファームウェアバージョン（Firmware
Versions）]画面を表示します。この画面には、電話機で実行中のファームウェアに関する情
報が表示されます。

• [拡張モジュール（Expansion Modules）]：[拡張モジュール（Expansion Modules）]画面を表
示します。この画面には、Cisco Unified IP Phone ExpansionModule（電話機に接続されている
場合）に関する情報が表示されます。

関連トピック

[ステータスメッセージ（Status Messages）]画面, （224ページ）
[ネットワーク統計（Network Statistics）]画面, （236ページ）
[拡張モジュール（Expansion Modules）]画面, （240ページ）
[ファームウェアバージョン（Firmware Version）]画面, （239ページ）

[ステータス（Status）] メニューの表示
[ステータス（Status）]メニューにアクセスするには、次の手順を実行します。

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

223

モデル情報、ステータス、および統計

[ステータス（Status）] メニュー



手順

ステップ 1 アプリケーションメニューボタンを押します。

ステップ 2 [設定（Settings）] > [ステータス（Status）]メニューを選択します。

[ステータスメッセージ（Status Messages）] 画面
[ステータスメッセージ（StatusMessages）]画面には、電話機が最近生成したステータスメッセー
ジが 10件表示されます。この画面には、電話機が起動を完了していない場合でも、いつでもア
クセスできます。表示されるステータスメッセージについて説明しているステータスメッセー

ジ（Status Messages）, （225ページ）を参照してください。また、この表には、エラーの対処方
法も示されています。

[ステータスメッセージ（Status Messages）] 画面の表示
[ステータスメッセージ（Status Messages）]画面を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 設定を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）]を選択します。

ステップ 3 [ステータスメッセージ（Status Messages）]を選択します。

ステップ 4 現在のステータスメッセージを削除するには、[クリア（Clear）]を押します。

ステップ 5 [ステータスメッセージ（Status Messages）]画面を終了するには、[終了（Exit）]を押します。
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ステータスメッセージ（Status Messages）

表 43：Cisco Unified IP Phone のステータスメッセージ

考えられる状況と対処方法説明メッセージ

なし。このメッセージは情報を通知す

るだけです。

電話機は、Dynamic Host
Configuration Protocol（DHCP;ダ
イナミックホストコンフィギュ

レーションプロトコル）サーバ

からではなく、Bootstrap Protocol
（BootP;ブートストラッププロ
トコル）サーバから IPアドレス
を取得しました。

BOOTPサーバが使用
されています（BootP
server used）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

Cisco Unified Communications Manager
は、電話機がデータベースに追加され

たときに、電話機の設定ファイルを作

成します。該当する電話機が Cisco
Unified Communications Managerデータ
ベースに追加されていない場合、TFTP
サーバでは「CFGファイルが見つかり
ません（CFG File Not Found）」という
応答が生成されます。

•電話機が Cisco
Unified CommunicationsManagerに
登録されていません。

電話機を自動登録できない場合

は、手動で電話機を
Cisco Unified Communications
Managerに追加する必要がありま
す。詳細についてはCisco Unified
Communications Managerの管理
ページでの電話機の追加, （47
ページ）を参照してください。

• DHCPを使用している場合は、
DHCPサーバが正しい TFTPサー
バをポイントしていることを確認

してください。

•スタティック IPアドレスを使用し
ている場合は、TFTPサーバの設
定を確認してください。 TFTP
サーバの割り当ての詳細について

は、ネットワークの設定メニュー,
（77ページ）を参照してくださ
い。

TFTPサーバで、名前ベースのデ
フォルトの設定ファイルが見つ

かりませんでした。

CFGファイルが見つ
かりません（CFGfile
not found）

電話機の電源をオフ/オンします。電話機のファイルシステムに対

して、設定ファイルのサイズが

大きすぎます。

CFG TFTPサイズエ
ラー（CFGTFTP Size
Error）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

電話機のファームウェアの新しいコピー

を取得し、TFTPディレクトリに置きま
す。ファイルをこのディレクトリにコ

ピーできるのは、TFTPサーバソフト
ウェアがシャットダウンされていると

きだけです。それ以外の場合にコピー

すると、ファイルが破損する可能性が

あります。

ダウンロードしたソフトウェア

ファイルが破損しています。

チェックサムエラー

（Checksum Error）

なし。このメッセージは情報を通知す

るだけです。CTLファイルと ITLファ
イルのどちらも、過去に電話機へイン

ストールされていません。

信頼リストの詳細については、『Cisco
Unified CommunicationsManager Security
Guide』を参照してください。

電話機に Certificate Trust List
（CTL）ファイルおよび Identity
Trust List（ITL;証明書信頼リス
ト）ファイルがインストールさ

れています。

CTLと ITLがインス
トールされました

（CTL and ITL
installed）

なし。このメッセージは情報を通知す

るだけです。CTLファイルは過去にイ
ンストールされていません。

CTLファイルの詳細については、
『Cisco Unified CommunicationsManager
Security Guide』を参照してください。

電話機に CTLファイルがインス
トールされています。

CTLがインストール
されました（CTL
installed）

•ネットワークがビジーになってい
る：このエラーは、ネットワーク

負荷が軽減されると、自動的に解

決します。

• DHCPサーバと電話機との間に
ネットワーク接続がない：ネット

ワーク接続を確認してください。

• DHCPサーバがダウンしている：
DHCPサーバの設定を確認してく
ださい。

•エラーが続く：スタティック IPア
ドレスを割り当てることを検討し

てください。スタティック IPア
ドレスの割り当ての詳細について

は、ネットワークの設定メニュー,
（77ページ）を参照してくださ
い。

DHCPサーバが応答しませんでし
た。

DHCPタイムアウト
（DHCP timeout）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

電話機の [設定（Settings）] > [セキュリ
ティ設定（Security Configuration）] >
[802.1x認証（802.1X Authentication）]
オプションを使用して、802.1x認証を
有効にできます。詳細については、

[802.1X認証（802.1X Authentication）]
および [802.1X認証ステータス（802.1X
Authentication Status）]メニュー, （147
ページ）を参照してください。

802.1X認証が電話機で無効に
なっている。

無効（Disabled）

ネットワークがビジーになっている：

このエラーは、ネットワーク負荷が軽

減されると、自動的に解決します。

DNSサーバと電話機との間にネット
ワーク接続がない：ネットワーク接続

を確認してください。

DNSサーバがダウンしている：DNS
サーバの設定を確認してください。

DNSサーバが応答しませんでし
た。

DNSタイムアウト
（DNS timeout）

TFTPサーバまたは Cisco
Unified Communications Managerのホス
ト名が、DNSで正しく設定されている
ことを確認します。

ホスト名ではなく、IPアドレスを使用
することを検討してください。

DNSが TFTPサーバまたは Cisco
Unified Communications Manager
の名前を解決できませんでした。

DNS不明ホスト
（DNS unknown
host）

電話機にスタティック IPアドレスが割
り当てられている場合は、重複する IP
アドレスを割り当てていないことを確

認してください。詳細についてはネッ

トワークの設定メニュー, （77ペー
ジ）を参照してください。

DHCPを使用している場合は、DHCP
サーバの設定を確認してください。

電話機に割り当てられた IPアド
レスは、別のデバイスが使用中

です。

IPが重複しています
（Duplicate IP）

なし。このメッセージは情報を通知す

るだけです。

CTLファイルおよび ITLファイルの詳
細については、『Cisco Unified
CommunicationsManager SecurityGuide』
を参照してください。

CTLおよび ITLファイルを削除
中です。

CTLおよび ITLファ
イルを削除中

（Erasing CTL and ITL
files）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

[Cisco Unified Communicationsオペレー
ティングシステムの管理（CiscoUnified
Operating System Administration）]ペー
ジで、次のファイルが TFTP File
Managementのサブディレクトリにある
ことを確認します。

•ネットワークロケールと同じ名前
のサブディレクトリに存在する

ファイル：

◦ tones.xml

•ユーザロケールと同じ名前のサブ
ディレクトリに存在するファイ

ル：

◦ glyphs.xml

◦ dictionary.xml

◦ kate.xml

1つまたは複数のローカリゼー
ションファイルが、TFTPディレ
クトリで見つからなかったか、

または無効でした。ロケールは

変更されませんでした。

ロケールの更新エ

ラー（Error update
locale）

認証は、一般的に次のいずれかの理由

で失敗します。

•電話機または認証サーバに共有秘
密が設定されていない。

•電話機に設定されている共有秘密
と認証サーバに設定されている共

有秘密が一致しない。

•電話機が認証サーバで設定されて
いない。

電話機は 802.1xトランザクショ
ンを試みましたが、認証に失敗

しました。

失敗（Failed）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

ファイルが破損しています。ファイル

が電話機の設定ファイルであれば、

CiscoUnified CommunicationsManagerの
管理ページを使用して、電話機を
Cisco Unified Communications Manager
データベースから削除します。次に、

CiscoUnified CommunicationsManagerの
管理ページを使用して、電話機を再び
Cisco Unified Communications Manager
データベースに追加します。

CTLファイルに問題があります。ま
た、ファイルを取得したサーバのキー

が正しくありません。この場合、正し

い TFTPサーバが確実にこのファイル
に含まれるように、CTLクライアント
を実行して CTLファイルを更新しま
す。

電話機が署名付きファイルのシ

グニチャを検証しようとしたと

きにエラーが発生しました。こ

のメッセージには、失敗したファ

イルの名前が含まれています。

ファイルの認証が失

敗しました（File auth
error）

Cisco Unified Communications Operating
Systemの管理ページから、[TFTPファ
イルの管理（TFTP File Management）]
に電話機のロードファイルが表示され

ていることを確認します。

電話機が、電話機の設定ファイ

ルに指定された電話機のロード

ファイルを、TFTPサーバ上で見
つけることができません。

ファイルが見つかり

ません（File not
found）

電話機は、電源をオフ/オンするか、ま
たは DHCPアドレスをリセットするま
で、アイドル状態のままです。詳細に

ついてはネットワークの設定メニュー,
（77ページ）を参照してください。

電話機は、IPアドレスを解放す
るように設定されています。

IPアドレス解放（IP
address released）

なし。このメッセージは情報を通知す

るだけです。電話機に ITLファイルが
インストールされたことはありません。

ITLファイルの詳細については、『Cisco
Unified CommunicationsManager Security
Guide』を参照してください。

電話機に ITLファイルがインス
トールされています。 ITLファ
イルはインストールされません

でした。

ITLがインストールさ
れました（ITL
installed）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

電話機にはCTLまたは ITLファイルが
インストールされており、新しい ITL
ファイルの更新に失敗しました。

失敗の理由として次が考えられます。

•ネットワーク障害

• TFTPサーバがダウンしていまし
た

• Trust Verification Service（TVS）
サーバがダウンしていました

解決策として次が考えられます。

•ネットワーク接続を確認する。

• TFTPサーバがアクティブで、正
常に機能しているかどうかを確認

する。

• Trust Verification Service（TVS）
サーバがアクティブで、正常に機

能しているかどうかを確認する。

•上記すべての解決方法でも失敗す
る場合、CTLおよび ITLファイル
を手動で削除する。

ITLファイルの更新に失敗しまし
た。

ITLの更新に失敗しま
した（ITL update
failed）

次の項目を確認してください。

•正しいバージョンの設定ファイル
がそのサーバに存在すること。

•ダウンロードしているロードが、
変更または名前変更されていない

こと。

•電話機のロードタイプに互換性が
あること。たとえば、DEVロード
設定ファイルをREL対応の電話機
に配置することはできません。

電話機が設定ファイルをロード

できませんでした。

認証のロードに失敗

（Load Auth Failed）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

電話機に割り当てられたロード IDを確
認します（CiscoUnifiedCommunications
Managerで、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択します）。ロード
IDが正しく入力されていることを確認
します。

ソフトウェアファイルのロード

IDが不正なタイプです。
ロード IDが正しくあ
りません（Load ID
incorrect）

この新型の電話機でのハードウェア変

更をサポートしていないバージョンの

ソフトウェアをインストールしようと

すると発生します。

電話機に割り当てられたロード IDを確
認します（CiscoUnifiedCommunications
Managerで、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択します）。電話機
に表示されたロードを再入力します。

電話機の設定の確認方法については、

[ファームウェアバージョン（Firmware
Version）]画面, （239ページ）を参照
してください。

ダウンロードされたアプリケー

ションには、電話機のハードウェ

アとの互換性がありません。

拒否された HCの
ロード（Load rejected
HC）

[ロードサーバ（Load Server）]設定が
無効です。ロードサーバは、電話機を

アップグレードするためのファームウェ

アの取得先である TFTPサーバの IPア
ドレスまたは名前を指定します。

[ロードサーバ（Load Server）]のエン
トリを確認してください

（CiscoUnified CommunicationsManager
の管理ページで、[デバイス（Device）]
> [電話（Phone）]を選択します）。

[ロードサーバ（Load Server）]
オプションに指定された TFTP
サーバの IPアドレスまたは名前
が無効であることを示します。

ロードサーバが無効

です（Load Server is
invalid）

電話機にスタティック IPアドレスが割
り当てられている場合は、デフォルト

ルータが設定されていることを確認し

てください。詳細についてはネット

ワークの設定メニュー, （77ページ）
を参照してください。

DHCPを使用している場合は、DHCP
サーバがデフォルトルータを提供して

いません。 DHCPサーバの設定を確認
してください。

DHCPまたはスタティック設定で
デフォルトルータが指定されて

いませんでした。

デフォルトルータが

ありません（No
default router）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

電話機にスタティック IPアドレスが割
り当てられている場合は、DNSサーバ
が設定されていることを確認してくだ

さい。詳細についてはネットワークの

設定メニュー, （77ページ）を参照し
てください。

DHCPを使用している場合は、DHCP
サーバがDNSサーバを提供していませ
ん。 DHCPサーバの設定を確認してく
ださい。

名前は指定されていましたが、

DHCPまたはスタティック IP設
定で DNSサーバのアドレスが指
定されていませんでした。

DNSサーバ IPがあり
ません（No DNS
server IP）

信頼リストが Cisco Unified
Communications Managerで設定されて
おらず、Cisco Unified Communications
Managerがデフォルトでセキュリティ
をサポートしないときに発生します。

CTLファイルおよび ITLファイルの詳
細については、『Cisco Unified
CommunicationsManager SecurityGuide』
を参照してください。

信頼リストが Cisco Unified
CommunicationsManagerで設定さ
れていません。Cisco Unified
CommunicationsManagerはデフォ
ルトではセキュリティをサポー

トしません。

信頼リストがインス

トールされていませ

ん（No Trust List
installed）

このエラーを解決するには、電話機の

電源投入サイクルを実行します。それ

でもまだ問題が続く場合は、シスコの

テクニカルサポートにお問い合わせく

ださい。

電話機のプログラミングに失敗

しました。

プログラミングエ

ラー（Programming
Error）

電話機は 802.1 x認証に成功しました。電話機は 802.1xトランザクショ
ンを試み、認証に成功しました。

成功 - MD5
（Successful – MD5）

DHCPを使用している場合は、DHCP
サーバが正しい TFTPサーバをポイン
トしていることを確認してください。

スタティック IPアドレスを使用してい
る場合は、TFTPサーバの設定を確認し
てください。 TFTPサーバの割り当て
の詳細については、ネットワークの設

定メニュー, （77ページ）を参照して
ください。

TFTPサーバが、存在しないディ
レクトリをポイントしています。

TFTPアクセスエ
ラー（TFTP access
error）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

Cisco TACに連絡してください。電話機が、TFTPサーバによって
提供されたエラーコードを認識

していません。

TFTPエラー（TFTP
error）

電話機に割り当てられたロード IDを確
認します（CiscoUnifiedCommunications
Managerで、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択します）。 TFTP
ディレクトリに、このロード IDの名前
が付いた .binファイルがあることを確
認してください。

要求されたロードファイル

（.bin）が、TFTPディレクトリ
で見つかりませんでした。

TFTPファイルが見つ
かりません（TFTP
file not found）

ネットワークがビジーになっている：

このエラーは、ネットワーク負荷が軽

減されると、自動的に解決します。

TFTPサーバと電話機との間にネット
ワーク接続がない：ネットワーク接続

を確認してください。

TFTPサーバがダウンしている：TFTP
サーバの設定を確認してください。

TFTPサーバが応答しませんでし
た。

TFTPタイムアウト
（TFTP timeout）

認証は一般的に、スイッチで 802.1x認
証が設定されていない場合にタイムア

ウトします。

サプリカントが 802.1Xトランザ
クションを実行しようとしまし

たが、オーセンティケータが存

在しないためにタイムアウトに

なりました。

タイムアウト（Timed
Out）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

電話機はCTLファイルおよび ITLファ
イルをインストールしていますが、新

しいCTLファイルおよび ITLファイル
の更新に失敗しました。

失敗の理由として次が考えられます。

•ネットワーク障害。

• TFTPサーバがダウンしていた。

• CTLファイルの署名に使用される
新しいセキュリティトークン、お

よび、ITLファイルの署名に使用
される TFTP証明書が導入された
が、電話機の現在のCTLファイル
および ITLファイルには使用でき
ない。

•内部的な電話障害。

解決策として次が考えられます。

•ネットワーク接続を確認する。

• TFTPサーバがアクティブで、正
常に機能しているかどうかを確認

する。

• Trust Verification Service（TVS）
サーバが Cisco Unified
Communications Managerでサポー
トされている場合は、TVSがアク
ティブで、正常に機能しているか

どうかを確認する。

•セキュリティトークンおよび
TFTPサーバが有効かどうかを確
認する。

•上述の解決策がすべて失敗した場
合は、手動でCTLファイルおよび
ITLファイルを削除し、電話機を
リセットする。

CTLファイルおよび ITLファイ
ルは電話機にインストールされ

ていますが、新しいファイルの

更新に失敗しました。

信頼リストの更新に

失敗しました（Trust
List update failed）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

なし。このメッセージは情報を通知す

るだけです。

信頼リストの詳細については、『Cisco
Unified CommunicationsManager Security
Guide』を参照してください。

CTLファイル、ITLファイル、ま
たはその両方が更新されます。

信頼リストが更新さ

れました（Trust List
updated）

電話機のロードファイルが正しい名前

であることを確認してください。

電話機のロードファイルの名前

が不正です。

バージョンエラー

（Version error）

なし。これは、電話機の設定ファイル

の名前を示す情報メッセージです。

設定ファイルの名前。電話機のデバイス名

に対応する
XmlDefault
（XmlDefault
corresponding to the
phone device name）

[ネットワーク統計（Network Statistics）] 画面
[ネットワーク統計（Network Statistics）]画面には、電話機およびネットワークのパフォーマンス
に関する情報が表示されます。 [ネットワーク統計（Network Statistics）]の項目, （237ページ）
は、この画面に表示される情報を示しています。

[ネットワーク統計（Network Statistics）] 画面の表示
[ネットワーク統計（Network Statistics）]画面を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 アプリケーションメニューを押します。

ステップ 2 [設定（Settings）]を選択します。

ステップ 3 [ステータス（Status）]を選択します。

ステップ 4 [ネットワーク統計（Network Statistics）]を選択します。

ステップ 5 [RxFrames]、[TxFrames]、および [RxBroadcasts]の統計を0にリセットするには、[クリア（Clear）]
を押します。
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[ネットワーク統計（Network Statistics）] の項目
次の表では、[ネットワーク統計（Network Statistics）]の項目について説明します。

表 44：[ネットワーク統計（Network Statistics）] の情報

説明項目

電話機が受信したパケットの数Rx Frames

電話機が送信したパケットの数Tx Frames

電話機が受信したブロードキャストパケットの数Rx Broadcasts

電話機が最後にリセットされた原因次のいずれかの値になり

ます。

• Initialized

• TCP-timeout

• CM-closed-TCP

• TCP-Bad-ACK

• CM-reset-TCP

• CM-aborted-TCP

• CM-NAKed

• KeepaliveTO

• Failback

• Phone-Keypad

• Phone-Re-IP

• Reset-Reset

• Reset-Restart

• Phone-Reg-Rej

•拒否された HCの
ロード（Load
Rejected HC）

• CM-ICMP-Unreach

• Phone-Abort

電話機が Cisco Unified Communications Managerに接続してから経過し
た時間

経過時間（Elapsed
Time）
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説明項目

ネットワークポートのリンク状態と接続。ポート 1（Port 1）

PCポートのリンク状態と接続。たとえば、Auto 100 Mb Full-Duplex
は、PCポートがリンクアップ状態で、全二重の 100 Mbps接続を自動
ネゴシエーションしたことを意味します。

ポート 2（Port 2）
（7911Gのみに適用）

DHCPステータスに関する情報。これには、次の状態があります。

• CDP BOUND

• CDP INIT

• DHCP BOUND

• DHCP DISABLED

• DHCP INIT

• DHCP INVALID

• DHCP REBINDING

• DHCP REBOOT

• DHCP RENEWING

• DHCP REQUESTING

• DHCP RESYNC

• DHCP UNRECOGNIZED

• DHCP WAITING COLDBOOT TIMEOUT

• SET DHCP COLDBOOT

• SET DHCP DISABLED

• DISABLED DUPLICATE IP

• SET DHCP FAST

IPv4
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説明項目

DHCPv6のステータスに関する情報これには、次の状態があります。

• DHCP6 BOUND;

• DHCP6 DISABLED

• DHCP6 RENEW

• DHCP6 REBIND

• DHCP6 INIT

• DHCP6 SOLICIT

• DHCP6 REQUEST

• DHCP6 RELEASING

• DHCP6 RELEASED

• DHCP6 DISABLING

• DHCP6 DECLINING

• DHCP6 DECLINED

• DHCP6 INFOREQ

• DHCP6 INFOREQ DONE

• DHCP6 INVALID

• DHCP6 DECLINED DUPLICATE IP

• DHCP6 WAITING COLDBOOT TIMEOUT

• DHCP6 TIMEOUT USING RESTORED VAL

• DHCP6 TIMEOUT. CANNOT RESTORE

• STACK TURNED OFF

IPv6

[ファームウェアバージョン（Firmware Version）] 画面
[ファームウェアバージョン（Firmware Version）]画面には、電話機で動作しているファームウェ
アバージョンに関する情報が表示されます。 [ファームウェアバージョン（Firmware Version）]
の項目, （240ページ）に、この画面に表示される情報の説明を示します。

[ファームウェアバージョン（Firmware Version）] 画面の表示
[ファームウェアバージョン（FirmwareVersions）]画面を表示するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 設定を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）]を選択します。

ステップ 3 [ファームウェアバージョン（Firmware Version）]を選択します。

ステップ 4 [ファームウェアバージョン（Firmware Version）]画面を終了するには、[終了（Exit）]を押しま
す。

[ファームウェアバージョン（Firmware Version）] の項目

表 45：ファームウェアバージョン情報

説明項目

電話機上で動作するロードファイル。ロードファイル（Load File）

電話機上で動作する JARファイルアプリケーションロード ID
（App Load ID）

電話機上で動作する Java Virtual Machine（JVM）ファイルJVMロード ID（JVMLoad ID）

電話機上で動作するオペレーティングシステムOSロード ID（OS Load ID）

電話機上で動作する、出荷時にインストール済みのロード起動ロード ID（Boot Load ID）

拡張モジュールで実行中のロード（SIP電話機または SCCP電
話機に接続されている場合）

拡張モジュール 1（Expansion
Module 1）

拡張モジュール 2（Expansion
Module 2）

使用されているデジタルシグナルプロセッサ（DSP）ソフト
ウェアのバージョン

DSPロード ID（DSP Load ID）

[拡張モジュール（Expansion Modules）] 画面
[拡張モジュール（Expansion Modules）]画面には、電話機に接続された各 Cisco Unified IP Phone
Expansion Moduleに関する情報が表示されます。

拡張モジュールの項目,（241ページ）は、接続された各拡張モジュールに対して、この画面に表
示される情報を示しています。必要に応じて、この情報を使用して拡張モジュールのトラブル
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シューティングを行うことができます。 [拡張モジュール（ExpansionModules）]画面にある「A」
に続く統計は、1番目の拡張モジュールの統計です。「B」に続く統計情報は、2番目の拡張モ
ジュールの統計です。

[拡張モジュール（Expansion Modules）] 画面の表示
[拡張モジュール（Expansion Modules）]画面を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 設定を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）]を選択します。

ステップ 3 [拡張モジュール（Expansion Modules）]を選択します。

ステップ 4 [拡張モジュール（Expansion Modules）]画面を終了するには、[終了（Exit）]を押します。

拡張モジュールの項目

表 46：拡張モジュール情報

説明項目

拡張モジュール全体のステータスリンクの状態（Link
State）

エラーのために廃棄されたバイト数RX Discarded Bytes

不適切な長さのために廃棄されたパケット数RX Length Err

無効なチェックサム情報のために廃棄されたパケット数RX Checksum Err

メッセージが無効であったか、またはサポートされないために廃棄さ

れたパケット数

RX Invalid Message

拡張モジュールに再送信されたパケット数TX Retransmit

拡張モジュールが新しいメッセージを受け取れなかったために廃棄さ

れたパケット数

TX Buffer Full
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[コール統計（Call Statistics）] 画面
[コールの統計（CallStatistics）]画面には、カウンタの統計情報と音声品質メトリックが次のよう
に表示されます。

•コール時：[?]ボタンを素早く 2回押すと、コール情報を確認できます。

•コール後：[コール統計（Call Statistics）]画面を表示して、最後のコール中に取り込まれた
コール情報を表示できます。

またWebブラウザを使用して [ストリームの統計（Streaming Statistics）] Web
ページにアクセスすることにより、リモートでコール統計情報を表示するこ

ともできます。このWebページには、電話機で表示できない追加の RTCP統
計が含まれています。リモートモニタリングの詳細については、リモートモ

ニタリング, （249ページ）を参照してください。

（注）

単一のコールに複数の音声ストリームが含まれる場合がありますが、最後の音声ストリームに関

するデータだけがキャプチャされます。音声ストリームは、2つのエンドポイント間のパケット
ストリームです。一方のエンドポイントが保留になると、コールが引き続き接続されている場合

でも、音声ストリームは停止します。コールが再開されると、新しい音声パケットストリームが

開始され、以前のコールデータは新しいコールデータによって上書きされます。

[コール統計（Call Statistics）] 画面の表示
最後のボイスストリームの詳細を示す [コールの統計（Call Statistics）]画面を表示するには、次
の手順を実行します。

手順

ステップ 1 設定を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）]を選択します。

ステップ 3 [コール統計（Call Statistics）]を選択します。

コールの統計の項目

次の表では、[コール統計（Call Statistics）]画面に表示される項目について説明します。
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表 47：コールの統計の項目

説明項目

受信されたボイスストリームのタイプ（コーデックからの RTPス
トリーミングオーディオ）。G.729、G.711Mu-law、G.711A-law、
または Lin16k。

受信コーデック（Rcvr
Codec）

送信されたボイスストリームのタイプ（コーデックからの RTPス
トリーミングオーディオ）。G.729、G.728/iLBC、G.711 Mu-law、
G.711 A-law、または Lin16k。

送信コーデック（Sender
Codec）

受信中の音声ストリーム（RTPストリーミングオーディオ）の音
声パケットサイズ（ミリ秒）。

受信サイズ（Rcvr Size）

送信中の音声ストリームの音声パケットサイズ（ミリ秒）。送信サイズ（Sender Size）

音声ストリームが開始されてから受信したRTP音声パケットの数。

この数値は、必ずしもコールの開始以降に受信した RTP
音声パケットの数と等しいとは限りません。これは、コー

ルが途中で保留されることがあるからです。

（注）

受信パケット（Rcvr
Packets）

音声ストリームが開始されてから送信したRTP音声パケットの数。

この数値は、必ずしもコールの開始以降に送信された

RTP音声パケットの数と等しいとは限りません。これ
は、コールが途中で保留されることがあるからです。

（注）

送信パケット（Sender
Packets）

受信中の音声ストリームが開始されてから測定された、RTPパケッ
トジッターの推定平均値（パケットがネットワークを経由する際

の動的な遅延）。

平均ジッタ（Avg Jitter）

受信中の音声ストリームが開始されてから測定された最大ジッ

ター。

最大ジッタ（Max Jitter）

受信中の音声ストリームで廃棄された RTPパケットの数（不良パ
ケット、受信が遅すぎたパケットなど）。

電話機は、シスコゲートウェイによって生成されたペイ

ロードタイプ 19のコンフォートノイズパケットを廃棄
します。これによって、このカウンタが増分されます。

（注）

受信削除（Rcvr Discarded）

失われた RTPパケット（転送中に喪失）。受信喪失パケット（Rcvr
Lost Packets）

音声品質メトリック（Voice Quality Metrics）
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説明項目

リスニング品質（LQK）の平均オピニオン評点（MOS）を客観的
に評価するスコアで、5（優良）～ 1（不良）でランク付けされま
す。このスコアは、ボイスストリームの先行の 8秒間でのフレー
ム損失を原因とする、可聴の秘匿イベントに基づいています。詳

細については、音声品質のモニタリング, （297ページ）を参照し
てください。

MOSLQKスコアは、Cisco Unified IP Phoneが使用してい
るコーデックの種類によって異なります。

（注）

MOS LQK

音声ストリーム全体で測定された平均MOS LQKスコア。平均MOS LQK（Avg MOS
LQK）

音声ストリームの開始以降に測定された最も低いMOS LQKスコ
ア。

最小MOS LQK（Min MOS
LQK）

音声ストリーム開始以降に測定されたベースラインMOSLQKスコ
アまたは最も高いMOS LQKスコア。

これらのコーデックは、フレーム損失なしの通常の条件で次の最大

MOS LQKスコアを提供します。

• G.711のスコア：4.5。

• G.722のスコア：4.5。

• G.728/iLBCのスコア：3.9。

• G.729 A/ABのスコア：3.8。

最大MOS LQK（Max MOS
LQK）

MOSLQKのスコアを計算するために使用されるシスコ独自のアル
ゴリズムのバージョン。

MOS LQKのバージョン
（MOS LQK Version）

隠蔽フレームの合計数を、音声ストリームの開始から受信した音声

フレームの合計数で割ったもの。

累積フレーム損失率

（Cumulative Conceal Ratio）

アクティブな音声に先行する3秒間の間隔における、音声フレーム
に対する隠蔽フレームの比率。音声アクティビティ検出（VAD）
を使用する場合は、アクティブな音声を3秒集めるために、もっと
長い間隔が必要になる可能性があります。

直近フレーム損失率

（Interval Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、最も高い間隔の損失率。最大フレーム損失率（Max
Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、秘匿イベント（フレーム損失）があっ

た秒数（[深刻なフレーム損失発生秒数（SeverelyConceal Secs）]の
値を含む）。

フレーム損失発生秒数

（Conceal Secs）
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説明項目

音声ストリームの開始以降、5%を超える隠蔽イベント（フレーム
損失）があった秒数。

深刻なフレーム損失発生秒

数（Severely Conceal Secs）

ネットワーク遅延の推定値（ミリ秒単位）。ラウンドトリップ遅

延の実行中の平均値を表します。これは、RTCP受信レポートブ
ロックの受信時に測定されます。

遅延（Latency）

（注を参照）

現在のネットワークプロトコル（IPv4）。ネットワークプロトコル

（Network Protocol）

RTP制御プロトコルが無効になっている場合、このフィールドのデータは生成されないため、
0が表示されます。

（注）

テストトーン
Cisco Unified IP Phoneはテストトーンをサポートします。テストトーンによって、低音量レベル
テストとともに、コールのエコーをトラブルシューティングできます。

テストトーンを使用するには、次を実行する必要があります。

•トーンジェネレータを有効にする

•テストトーンを作成する

トーンジェネレータの有効化

トーンジェネレータを有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電話機がロック解除されていることを確認します。

オプションが変更できなくなっている場合は、ロックされた鍵のアイコン が [設定
（Configuration）]メニューに表示されます。オプションのロックが解除され、変更できるように
なっている場合、これらのメニューにはロックを解除された鍵のアイコン が表示されます。

[設定（Settings）]メニューでオプションをロックまたはロック解除するには、電話機のキーパッ
ドで **#を押します。この操作を行うことにより、オプションがロックされるか、ロックが解除
されます（直前の状態によりどちらかになります）。
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[設定（Settings）]メニューのパスワードが設定されている場合、**#を入力後、SIP電
話機に「パスワードを入力してください（Enterpassword）」というプロンプトが表示さ
れます。

（注）

変更が終わったら、必ずオプションをロックします。

**#**を押してオプションをロック解除した直後に、再び **#**を押してオプションを
ロックしないでください。電話機はこのような連続操作を **#**と解釈するため、電話
機がリセットされます。オプションをロック解除した後に再びロックする場合は、少な

くとも 10秒間待ってから、**#を押すようにしてください。

注意

ステップ 2 オフフックにして、ヘルプを 2回押し、[コール統計（Call Statistics）]画面を呼び出します。また
は [設定（Settings）] > [ステータス（Status）] > [コール統計（Call Statistics）]を押して [コール統
計（Call Statistics）]画面を呼び出します。

ステップ 3 [トーン（Tone）]ソフトキーを探します。
[トーン（Tone）]ソフトキーが表示されている場合、Cisco Unified IP Phoneが Cisco Unified
Communications Managerに登録されている限り、ソフトキーは有効のままです。

ステップ 4 [トーン（Tone）]ソフトキーが表示されている場合は、テストトーンの作成, （246ページ）に進
みます。

ステップ 5 [トーン（Tone）]ソフトキーが表示されていない場合、[コール統計（Call Statistics）]画面を終了
し、[設定（Setting）]メニューを開始します。

ステップ 6 電話機のキーパッドで **3を押し、[トーン（Tone）]ソフトキーを有効にします（ソフトキーの
オン/オフを切り替えます）。

**# **3を間を置くことなく連続して押すと、**#**の連続であるため、意図せず電話
機がリセットされてしまいます。

（注）

ステップ 7 オフフックにして、ヘルプボタンを 2回押し、[コール統計（Call Statistics）]画面を呼び出しま
す。または [設定（Settings）] > [ステータス（Status）] > [コール統計（Call Statistics）]を押して
[コール統計（Call Statistics）]画面を呼び出します。

ステップ 8 [トーン（Tone）]ソフトキーが表示されたことを確認します。
[トーン（Tone）]ソフトキーが表示されている場合、Cisco Unified IP Phoneが Cisco Unified
Communications Managerに登録されている限り、ソフトキーは有効のままです。

テストトーンの作成

エコーの測定時には、まず、入力レベルと出力レベルがトランクで 0 dBゲイン/減衰に設定さ
れたことを確認します。これは、ゲートウェイ用（Cisco Unified Communications Manager for
MGCPの）または、H.323あるいは SIPの IOS CLIの場合に設定されます。

（注）

テストトーンを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 コールを発信します。

ステップ 2 コールの確立後、ヘルプを 2回押すか、または [設定（Settings）] > [ステータス（Status）] > [コー
ル統計（Call Statistics）]を押します。
[コールの統計（Call Statistics）]画面と [トーン（Tone）]ソフトキーが表示されます。

ステップ 3 [トーン（Tone）]を押します。
電話機は、1004 Hzのトーンを 15 dBmで生成します。

•ネットワーク接続が良好であれば、トーンは、通話の宛先だけで聞こえます。

•ネットワーク接続が不良な場合は、トーンを生成する電話機は宛先の電話からエコーを受け
取ります。

ステップ 4 トーンを停止するには、通話を終了します。

音量およびエコーのテストトーンの結果の解釈については、『Echo Analysis for Voice over IP』を
参照してください。
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第 8 章

リモートモニタリング

Cisco Unified IP Phoneには、それぞれWebページがあります。このWebページで、電話機に関
する次のような情報を表示できます。

•デバイス情報

•ネットワーク構成情報

•ネットワーク統計

•デバイスログ

•ストリームの統計

Cisco Unified IP Phoneは IPV6アドレスでのWebアクセスをサポートしません。（注）

この章では、電話機のWebページから取得可能な情報について説明します。この情報は、電話
機の操作のリモートモニタやトラブルシューティングに役立てることができます。

また、この情報の多くは、電話機から直接取得することもできます。詳細については、モデル

情報、ステータス、および統計, （221ページ）を参照してください。

Cisco Unified IP Phoneのトラブルシューティングの詳細については、トラブルシューティングと
メンテナンス, （271ページ）を参照してください。

この章は、次の項で構成されています。

• 電話機のWebページへのアクセス, 250 ページ

• Cisco Unified IP PhoneのWebページ情報, 250 ページ

• Webページへのアクセスの制御, 251 ページ

• Cisco Unified IP Phoneと HTTPまたは HTTPSプロトコル, 252 ページ

• [デバイス情報（Device Information）]領域, 252 ページ

• [ネットワークの設定（Network Configuration）]領域, 254 ページ
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• [ネットワーク統計（Network Statistics）]領域, 260 ページ

• [デバイスログ（Device Logs）]領域, 264 ページ

• ストリームの統計, 265 ページ

電話機の Web ページへのアクセス
Cisco Unified IP PhoneのWebページにアクセスするには、次の手順を実行します。

Webページにアクセスできない場合は、アクセスが無効になっている可能性があります。詳
細については、Webページへのアクセスの制御, （251ページ）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 次の方法のいずれかを使用して、Cisco Unified IP Phoneの IPアドレスを入手します。
a) Cisco Unified Communications Managerで [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択し
て、電話機を検索します。 Cisco Unified Communications Managerに登録されている電話機は、
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの上部に IPアドレスが表示されます。

b) 電話機の設定ボタンを押し、[ネットワークの設定（Network Configuration）]を選択して、[IP
アドレス（IP Address）]オプションにスクロールします。

ステップ 2 Webブラウザを開いて、次のURLを入力します。ここで、IP_addressには、CiscoUnified IP Phone
の IPアドレスを入力します。
http://<IP_address>または https://<IP_address>（Cisco Unified IP Phoneがサポートするプロトコル
によって異なる）

Cisco Unified IP Phone の Web ページ情報
Cisco Unified IP PhoneのWebページには、次のハイパーリンクがあります。

• [デバイス情報（Device Information）]：電話機のデバイス設定と関連情報を表示します。

• [ネットワークの設定（Network Configuration）]：ネットワークの設定情報とその他の電話機
の設定情報を表示します。

• [ネットワーク統計（NetworkStatistics）]：ネットワークトラフィックに関する情報を提供す
る、次のハイパーリンクが含まれます。

◦ [イーサネット情報（Ethernet Information）]：イーサネットトラフィックに関する情報
を表示します。

   Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco
Unified Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

250

リモートモニタリング

電話機の Web ページへのアクセス



◦ [アクセス（Access）]：電話機の PCポートとの間で送受信されるネットワークトラ
フィックに関する情報を表示します。

◦ [ネットワーク（Network）]：電話機のネットワークポートとの間で送受信されるネッ
トワークトラフィックに関する情報を表示します。

• [デバイスログ（Device Logs）]：トラブルシューティングに利用できる情報を提供する次の
ハイパーリンクが含まれます。

• [コンソールログ（Console Logs）]：個々のログファイルへのハイパーリンクが含まれ
ています。

• [コアダンプ（CoreDumps）]：個々のダンプファイルへのハイパーリンクが含まれてい
ます。

•ステータスメッセージ（Status Messages）

• [デバッグの表示（Debug Display）]：トラブルシューティングのサポートを依頼する際
に、Cisco TACに有用なメッセージを提供します。

• [ストリームの統計（StreamingStatistics）]：[ストリーム1（Stream1）]、[ストリーム2（Stream
2）]、[ストリーム 3（Stream3）]、[ストリーム 4（Stream4）]、および [ストリーム 5（Stream
5）]のハイパーリンクがあります。多様なストリーミングの統計情報が表示されます。

関連トピック

[デバイス情報（Device Information）]領域, （252ページ）
[ネットワークの設定（Network Configuration）]領域, （254ページ）
[ネットワーク統計（Network Statistics）]領域, （260ページ）
[デバイスログ（Device Logs）]領域, （264ページ）
ストリームの統計, （265ページ）

Web ページへのアクセスの制御
セキュリティを確保するために、電話機のWebページへのアクセスを禁止する場合があります。
その場合は、この章で説明しているWebページおよび Cisco Unified Communications Managerの
ユーザオプションWebページへのアクセスを禁止します。

各電話機、電話機のグループ、またはシステムのすべての電話機に対するWebページへのアクセ
スを有効にしたり、無効にしたりできます。

システムのすべての電話機に関してWebページへのアクセスを有効または無効にするには、[シ
ステム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]を選択し、[Webア
クセス（WebAccess）]ドロップダウンメニューから [有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]
を選択します。

電話機のグループに関してWebページへのアクセスを有効または無効にするには、[デバイス
（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（Common Phone
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Profile）]を選択して、新しい電話プロファイルを作成するか、または既存の電話プロファイルを
更新し、[Webアクセス（Web Access）]ドロップダウンメニューから [有効（Enabled）]または
[無効（Disabled）]を選択し、電話の設定時に共通の電話プロファイルを選択します。

電話機のWebページへのアクセスを無効にするには、Cisco Unified CMの管理で次の手順を実行
します。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 電話機を検索する条件を指定して [検索（Find）]をクリックするか、または [検索（Find）]をク
リックしてすべての電話機のリストを表示します。

ステップ 3 デバイス名をクリックして、そのデバイスの [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウを開
きます。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]セクションまで、下方向にスクロールし
ます。電話機を無効にする場合は、[Webアクセス（Web Access）]ドロップダウンリストから、
[無効（Disabled）]を選択し、電話機を有効にする場合は [有効（Enabled）]を選択します。

ステップ 5 [更新（Update）]をクリックします。
Cisco Quality Report Toolなどの一部の機能は、電話機のWebページにアクセスしない
と正しく動作しません。また、Webアクセスを無効にすると、CiscoWorksなどのWeb
アクセスに依存するサービスアビリティアプリケーションにも影響します。

（注）

Cisco Unified IP Phone と HTTP または HTTPS プロトコル
Cisco Unified IP Phoneは、次のプロトコルを使用するように設定できます。

• HTTPSプロトコルのみ

• HTTPプロトコルまたは HTTPSプロトコル

HTTPプロトコルまたは HTTPSプロトコルを使用するように Cisco Unified IP Phoneが設定されて
いる場合、電話機のWebアクセスには、http://<IP_address>または https://<IP_address>を使用しま
す。

HTTPSプロトコルのみを使用するように Cisco Unified IP Phoneが設定されている場合、電話機の
Webアクセスには、https://<IP_address>を使用します。

[デバイス情報（Device Information）] 領域
電話機のWebページの [デバイス情報（Device Information）]エリアには、電話機のデバイス設定
と関連情報が表示されます。次の表で、各項目について説明します。
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[デバイス情報（Device Information）]領域を表示するには、電話機のWebページへのアクセス,
（250ページ）の説明に従って、電話機のWebページにアクセスしてから、[デバイス情報（Device
Information）]ハイパーリンクをクリックします。

表 48：[デバイス情報（Device Information）] 領域の項目

説明項目

電話機のMedia Access Control（MAC;メディアアクセスコントロー
ル）アドレス。

MACアドレス（MAC
Address）

電話機のMACアドレスに基づいて電話機に自動的に割り当てられる一
意の固定された名前。

ホスト名（HostName）

電話機に割り当てられた電話番号。電話番号（Phone DN）

電話機で作動しているファームウェアの ID。アプリケーションロー

ド ID（App Load ID）

電話機で作動しているプレインストール済みのロードの ID。起動ロード ID（Boot
Load ID）

電話機上で動作するファームウェアのバージョン。バージョン（Version）

最初の Cisco Unified IP Phone拡張モジュールの電話機ロード ID。拡張モジュール 1
（Expansion Module 1）

2番目の Cisco Unified IP Phone拡張モジュールの電話機ロード ID。拡張モジュール 2
（Expansion Module 2）

電話機のハードウェアのリビジョン値。ハードウェアのリビ

ジョン（Hardware
Revision）

電話機のシリアル番号。シリアル番号（Serial
Number）

電話機のモデル番号。モデル番号（Model
Number）

この電話機の回線上にあるボイスメッセージのインジケータ。メッセージ受信

（Message Waiting）
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説明項目

電話機に関する次の Cisco Unique Device Identifier（UDI）情報を表示し
ます。

• [デバイスタイプ（Device Type）]：ハードウェアタイプを示しま
す。たとえば、すべての電話モデルに対して「電話機」が表示さ

れます。

• [デバイスの説明（Device Description）]：示されたモデルタイプ
に関連付けられている電話機の名前を表示します。

• [製品 ID（Product Identifier）]：電話機のモデルを指定します。

• [バージョン ID（Version Identifier）]：電話機のハードウェアのバー
ジョンを表します。

古いモデルの Cisco Unified IP Phoneを使用している場合、ハード
ウェアがこの情報を提供しないため、[バージョン ID（Version
Identifier）]フィールドは空になります。

• [シリアル番号（SerialNumber）]：電話機の固有のシリアル番号を
表示します。

UDI

時刻は、電話機が所属する Cisco Unified Communications Managerの [日
時グループ（Date/Time Group）]から取得されます。

時刻（Time）

電話機が属する Cisco Unified Communications Managerの管理ページの
日時グループから取得されるタイムゾーン。

タイムゾーン（Time
Zone）

日付は、電話機が所属する Cisco Unified Communications Managerの [日
時グループ（Date/Time Group）]から取得されます。

日付（Date）

リンク層検出プロトコル（LLDP）が PCポートで有効かどうかを示し
ます。

LLDP：PCポート
（LLDP: PC Port）

スイッチポートでLink Layer Discovery ProtocolMedia Endpoint Discovery
（LLDP-MED）が有効になっているかどうかを示します。

LLDP-MED：SWポート
（LLDP-MED: SW
Port）

[ネットワークの設定（Network Configuration）] 領域
電話機のWebページ上の [ネットワークの設定（Network Configuration）]領域には、ネットワー
ク構成情報および電話機のその他の設定に関する情報が表示されます。次の表で、この情報につ

いて説明します。
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これらの項目の多くは、Cisco Unified IP Phoneの [ネットワークの設定（Network Configuration）]
メニューおよび [デバイス設定（Device Configuration）]メニューから確認し、設定することがで
きます。詳細については、機能、テンプレート、サービス、およびユーザ,（155ページ）を参照
してください。

[ネットワークの設定（NetworkConfiguration）]エリアを表示するには、電話機のWebページへの
アクセス,（250ページ）の説明に従って、電話機のWebページにアクセスしてから、[ネットワー
クの設定（Network Configuration）]ハイパーリンクをクリックします。

表 49：[ネットワークの設定（Network Configuration）] 領域の項目

説明項目

電話機の IPアドレス取得元となる Dynamic Host Configuration Protocol
（DHCP）サーバの IPアドレス。

DHCPサーバ（DHCP
Server）

電話機が設定を Bootstrap Protocol（BootP;ブートストラッププロトコ
ル）サーバから取得するかどうかを示します。

BOOTPサーバ
（BOOTP Server）

電話機のメディアアクセスコントロール（MAC）アドレス。MACアドレス（MAC
Address）

DHCPサーバが電話機に割り当てたホスト名。ホスト名（Host
Name）

電話機が常駐しているドメインネームシステム（DNS）ドメインの名
前。

ドメイン名（Domain
Name）

電話機のインターネットプロトコル（IP）アドレス。IPアドレス（IP
Address）

電話機で使用されるサブネットマスク。サブネットマスク

（Subnet Mask）

電話機で使用される、プライマリのTrivial File Transfer Protocol（TFTP）
サーバ。

TFTPサーバ 1（TFTP
Server 1）

電話機で使用されるデフォルトルータ（デフォルトルータ1）およびオ
プションのバックアップルータ（デフォルトルータ 2～ 5）を表示しま
す。

[デフォルトルータ 1
（Default Router 1）]～
[デフォルトルータ 5
（Default Router 5）]

電話機で使用されるプライマリDNSサーバ（[DNSサーバ1（DNSServer
1）]）およびオプションのバックアップ DNSサーバ（[DNSサーバ 2
（DNS Server 2）]～ [DNSサーバ 5（DNS Server 5）]）。

[DNSサーバ 1（DNS
Server 1）]～ [DNS
サーバ 5（DNS Server
5）]
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説明項目

電話機が所属する、Cisco Catalystスイッチに設定された補助 VLAN。接続先 VLAN ID
（Operational VLAN
ID）

電話機がメンバーになっている補助 VLAN。管理 VLAN ID
（Admin. VLAN ID）

電話機を登録可能な Cisco Unified Communications Managerサーバのホス
ト名または IPアドレス（優先順位順）。限定的された Cisco Unified
Communications Manager機能を提供できる SRSTルータが使用可能な場
合、項目にそのルータの IPアドレスが表示されることもあります。

使用可能なサーバについては、この項目に Cisco Unified Communications
Managerサーバの IPアドレスと、次の状態のいずれかが表示されます。

• [アクティブ（Active）]：電話機が現在コール処理サービスを受け
ている Cisco Unified Communications Managerサーバです。

• [スタンバイ（Standby）]：現在のサーバが使用不能になった場合
に、電話機が切り替え先とするCiscoUnifiedCommunicationsManager
サーバです。

•ブランク：現在、この Cisco Unified CommunicationsManagerサーバ
への接続はありません。

項目には、SRST指定も含めることができます。これは、限定された
Cisco Unified Communications Manager機能を提供できる SRSTルータを
特定します。このルータは、他のすべてのCisco Unified Communications
Managerサーバが到達不能になった場合に、コールの処理を引き継ぎま
す。 SRST Cisco Unified Communications Managerは、アクティブであっ
ても、常にサーバのリストの最後尾に表示されます。 SRSTルータアド
レスは、[CiscoUnified CMの設定（CiscoUnified CommunicationsManager
Configuration）]ウィンドウの [デバイスプール（Device Pool）]セクショ
ンで設定します。

[Unified CM 1]～
[Unified CM 5]

電話機に表示されるヘルプテキストの URL。情報URL（Information
URL）

電話機でディレクトリ情報の取得元となるサーバの URL。ディレクトリ URL
（Directories URL）

電話機でメッセージサービスの取得元となるサーバの URL。メッセージ URL
（Messages URL）

電話機が Cisco Unified IP Phoneサービスを取得するサーバの URL。サービス URL
（Services URL）
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説明項目

電話機で DHCPが使用されているかどうかを示します。DHCPを使う（DHCP
Enabled）

電話機の [ネットワークの設定（Network Configuration）]メニューの
[DHCPアドレス解放（DHCP Address Released）]オプションの設定を示
します。

DHCPアドレス解放
（DHCP Address
Released）

電話機が代替 TFTPサーバを使用しているかどうかを示します。代替 TFTP（Alternate
TFTP）

電話機が [URLのアイドル時間（Idle URL Time）]で指定された時間に
わたって使用されず、メニューが開かれていない場合に表示されるURL。

アイドル URL（Idle
URL）

何秒数間電話機が使用されず、メニューが開かれなかった場合に、[アイ
ドルURL（IdleURL）]に指定されたXMLサービスがアクティブになる
かを示します。

URLのアイドル時間
（Idle URL Time）

電話機のHTTPクライアントの代わりにローカル以外のホストアドレス
に HTTP要求を送信し、ローカル以外のホストから電話機の HTTPクラ
イアントへの応答を提供するプロキシサーバの URL。

プロキシサーバの

URL（Proxy Server
URL）

電話機のWebサーバに発行された要求を検証するために、電話機が使用
する URL。

認証 URL
（AuthenticationURL）

スイッチポートの速度およびデュプレックス。次のいずれかになりま

す。

• [A] =自動ネゴシエーション

• [10H] = 10-BaseT/半二重

• [10F] = 10-BaseT/全二重

• [100H] = 100-BaseT/半二重

• [100F] = 100-BaseT/全二重

• [1000H] = 1000-BaseT/半二重

• [1000F] = 1000-BaseT/全二重

• [リンクがありません（No Link）] =スイッチポートへの接続があ
りません。

SWポート設定（SW
Port Configuration）
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説明項目

スイッチポートの速度およびデュプレックス。次のいずれかになりま

す。

• [A] =自動ネゴシエーション

• [10H] = 10-BaseT/半二重

• [10F] = 10-BaseT/全二重

• [100H] = 100-BaseT/半二重

• [100F] = 100-BaseT/全二重

• [1000H] = 1000-BaseT/半二重

• [1000F] = 1000-BaseT/全二重

• [リンクがありません（No Link）] = PCポートへの接続がありませ
ん。

複数の電話機の設定を同時に行うには、[エンタープライズ電話の設定
（Enterprise Phone Configuration）]（[システム（System）] > [エンタープ
ライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]）で [リモートポー
ト設定（Remote Port Configuration）]を設定します。

Unified CMのリモートポート設定用にポートが設定されてい
る場合は、電話機のデータを変更することはできません。

（注）

PCポート設定（PC
Port Configuration）

プライマリ TFTPサーバが使用不能になった場合に、電話機が使用する
バックアップ TFTPサーバ。

TFTPサーバ 2（TFTP
Server 2）

電話機のユーザに関連付けられているユーザロケール。言語、フォン

ト、日付と時刻の形式、および英数字キーボードのテキスト情報など、

ユーザをサポートするための一連の詳細情報を示します。

ユーザロケール（User
Locale）

電話機のユーザに関連付けられたネットワークロケール。電話機が使

用するトーンと断続周期の定義など、特定の場所にある電話機をサポー

トするための一連の詳細情報を示します。

ネットワークロケール

（Network Locale）

電話機のヘッドセットボタンが有効になっているかどうかを示します。ヘッドセットを使う

（Headset Enabled）

電話機にロードされたユーザロケールのバージョン。ユーザロケールバー

ジョン（User Locale
Version）

電話機にロードされたネットワークロケールのバージョン。ネットワークロケール

バージョン（Network
Locale Version）
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説明項目

電話機の PCポートが有効になっているか無効になっているかを示しま
す。

PCポートを無効にす
る（PC Port Disabled）

電話機のスピーカーフォンが有効になっているかどうかを示します。スピーカーを使う

（Speaker Enabled）

電話機が Gratuitous ARP応答からMACアドレスを取得するかどうかを
示します。

GARPを使う（GARP
Enabled）

適切に準備された PCに接続されたときに、電話機がビデオコールに参
加できるかどうかを示します。

ビデオ機能を使う

（Video Capability
Enabled）

電話機が、PCポートに接続されたデバイスに、ボイス VLANへのアク
セスを許可するかどうかを示します。

ボイス VLANを使う
（Voice VLAN
Enabled）

電話機が、すべての回線上でコールフォーカスを着信コールに移動する

かどうかを指定します。

自動回線選択（Auto
Line Select）

コール制御シグナリングの DSCP IP分類。通話制御の DSCP
（DSCP for Call
Control）

電話機の設定転送の DSCP IP分類。設定の DSCP（DSCP
for Configuration）

電話機ベースのサービスの DSCP IP分類。サービスの DSCP
（DSCP for Services）

電話機に設定されているセキュリティモードを表示します。セキュリティモード

（Security Mode）

電話機のWebアクセスが有効（[はい（Yes）]）か無効（[いいえ（No）]）
かを示します。

Webアクセス可能
（Web Access
Enabled）

ネットワークポートで送受信されるパケットをアクセスポートに転送

するかどうかを表示します。

PCポートへのスパン
（Span to PC Port）

PCに送信されたパケットから 802.1P/Qタグを識別し、削除するために
使用される VLAN。

PC VLAN
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説明項目

電話機がアクティブになったときに、内蔵スイッチが電話機の PCポー
トとスイッチポートの間でパケットの転送を開始するかどうかを示しま

す。

転送の遅延

（Forwarding Delay）

CDPが PCポートでサポートされるかどうかを示します。CDP：PCポート
（CDP: PC Port）

CDPがスイッチポートでサポートされるかどうかを示します。CDP：SWポート
（CDP: SW Port）

スイッチポートで Link Layer Discovery Protocol Media Endpoint Discovery
（LLDP-MED）が有効になっているかどうかを示します。

LLDP-MED：SWポー
ト（LLDP-MED: SW
Port）

リンク層検出プロトコル（LLDP）がPCポートで有効かどうかを示しま
す。

LLDP：PCポート
（LLDP: PC Port）

在庫管理のため電話機に割り当てられているアセット IDを識別します。LLDPアセット ID
（LLDP Asset ID）

ワイヤレス環境で、着信コールの通知を受け取り、コールに応答する、

またはコールを終了できるようにします。

ワイヤレスヘッドセッ

トフックスイッチコ

ントロール（Wireless
Headset Hookswitch
Control）

電話機の電源優先度をスイッチにアドバタイズし、スイッチが電力を適

切に電話機に供給できるようにします。次の設定があります。

•不明（Unknown）（デフォルト）

•低（Low）

•高（High）

•重要（Critical）

LLDP電源優先度
（LLDP Power
Priority）

[ネットワーク統計（Network Statistics）] 領域
電話機のWebページ上にある次のネットワーク統計領域は、電話機上のネットワークトラフィッ
クに関する情報を示します。

• [イーサネット情報（Ethernet Information）]領域：イーサネットトラフィックに関する情報
を表示します。
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• [アクセス（Access）]領域：電話機の PCポートとの間で送受信されるネットワークトラ
フィックに関する情報を表示します。

• [ネットワーク（Network）]領域：電話機のネットワークポートとの間で送受信されるネッ
トワークトラフィックに関する情報を表示します。

ネットワーク統計情報領域を表示するには、電話機のWebページへのアクセス,（250ページ）で
説明しているように電話機のWebページにアクセスして、[イーサネット情報（Ethernet
Information）]、[アクセス（Access）]、または [ネットワーク（Network）]ハイパーリンクをク
リックします。

関連トピック

[イーサネット情報（Ethernet Information）]領域, （261ページ）
[アクセス（Access）]領域と [ネットワーク（Network）]領域, （262ページ）

[イーサネット情報（Ethernet Information）] 領域

表 50：[イーサネット情報（Ethernet Information）] エリアの項目

説明項目

電話機が送信するパケットの総数Tx Frames

電話機が送信するブロードキャストパケットの総数Tx broadcast

電話機が送信するマルチキャストパケットの総数Tx multicast

電話機が送信するユニキャストパケットの総数Tx unicast

電話機が受信するパケットの総数Rx Frames

電話機が受信するブロードキャストパケットの総数Rx broadcast

電話機が受信するマルチキャストパケットの総数Rx multicast

電話機が受信するユニキャストパケットの総数Rx unicast

ダイレクトメモリアクセス（DMA）記述子がないため廃棄されたパ
ケットの総数

RxPacketNoDes
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[アクセス（Access）] 領域と [ネットワーク（Network）] 領域

表 51：[アクセス（Access）] 領域と [ネットワーク（Network）] 領域の項目

説明項目

電話機が受信するパケットの総数Rx totalPkt

CRCが失敗した、受信されたパケットの合計数Rx crcErr

フレームチェックシーケンス（FCS）が無効であり、長さが 64～
1522バイトの受信されたパケットの合計数

Rx alignErr

電話機が受信するマルチキャストパケットの総数Rx multicast

電話機が受信するブロードキャストパケットの総数Rx broadcast

電話機が受信するユニキャストパケットの総数Rx unicast

サイズが 64バイトより小さい、受信されたFCSエラーパケットまた
は Alignエラーパケットの合計数

Rx shortErr

サイズが 64バイトより小さい、電話機が受信する有効なパケットの
合計数

Rx shortGood

サイズが 1522バイトより大きい、電話機が受信する有効なパケット
の合計数

Rx longGood

サイズが 1522バイトより大きい、電話機が受信する FCSエラーパ
ケットまたは Alignエラーパケットの合計数

Rx longErr

無効なパケットを含め、サイズが 0～ 64バイトまでの受信されたパ
ケットの合計数

Rx size64

無効なパケットを含め、サイズが 65～ 127バイトまでの、電話機が
受信するパケットの合計数

Rx size65to127

無効なパケットを含め、サイズが128～255バイトまでの、電話機が
受信するパケットの合計数

Rx size128to255

無効なパケットを含め、サイズが 256～ 511バイトまでの、電話機が
受信するパケットの合計数

Rx size256to511

無効なパケットを含め、サイズが 512～ 1023バイトまでの、電話機
が受信するパケットの合計数

Rx size512to1023
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説明項目

無効なパケットを含め、サイズが1024～1518バイトまでの、電話機
が受信するパケットの合計数

Rx size1024to1518

リソース不足（FIFOオーバーフローなど）が原因でドロップされた
パケットの合計数

Rx tokenDrop

メディアがビジーであるために送信が遅れたパケットの合計数Tx excessDefer

パケット転送の開始後512ビット時間過ぎてから衝突が起こった回数Tx lateCollision

電話機が受信した有効なパケット（マルチキャスト、ブロードキャス

ト、およびユニキャスト）の合計数

Tx totalGoodPkt

パケットの送信中に生じた衝突の合計回数Tx Collisions

パケットの転送が 16回試行されたために送信されなかったパケット
の合計数

Tx excessLength

電話機が送信するブロードキャストパケットの総数Tx broadcast

電話機が送信するマルチキャストパケットの総数Tx multicast

このポートに接続されているデバイスの IDネイバーデバイス ID
（Neighbor Device ID）

ネイバーデバイスの IPアドレスネイバー IPアドレス
（Neighbor IP Address）

電話機を接続するネイバーデバイスポートネイバーポート

（Neighbor Port）

電話機から送信された LLDPフレームの総数。LLDP FramesOutTotal

キャッシュ内でタイムアウトになった LLDPフレームの総数LLDP AgeoutsTotal

必須の TLVのいずれかが欠落しているか不正である、または文字列
の長さが範囲外である場合に廃棄される、LLDPフレームの総数

LLDP
FramesDiscardedTotal

検出可能な1つ以上のエラーとともに受信されたLLDPフレームの総
数

LLDP FramesInErrorsTotal

電話機が受信した LLDPフレームの合計数LLDP FramesInTotal

破棄された LLDP TLVの総数LLDP TLVDiscardedTotal
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説明項目

電話機で認識されない LLDP TLVの総数LLDP
TLVUnrecognizedTotal

CDPプロトコルで検出された、このポートに接続されているデバイ
スの ID

CDPネイバーデバイス
ID（CDP Neighbor Device
ID）

CDPプロトコルで検出されたネイバーデバイスの IPアドレスCDPネイバー IPアドレス
（CDP Neighbor IP
Address）

CDPプロトコルで検出された、電話機が接続されているネイバーデ
バイスのポート

CDPネイバーポート
（CDP Neighbor Port）

LLDPプロトコルで検出された、このポートに接続されているデバイ
スの ID

LLDPネイバーデバイス
ID（LLDPNeighborDevice
ID）

LLDPプロトコルで検出されたネイバーデバイスの IPアドレスLLDPネイバー IPアドレ
ス（LLDP Neighbor IP
Address）

LLDPプロトコルで検出された、電話機が接続されているネイバーデ
バイスのポート

LLDPネイバーポート
（LLDP Neighbor Port）

[デバイスログ（Device Logs）] 領域
電話機のWebページ上の [デバイスログ（Device Logs）]領域には、電話機のモニタリングとト
ラブルシューティングのサポートに利用できる情報が示されます。

• [コンソールログ（Console Logs）]：個々のログファイルへのハイパーリンクが含まれてい
ます。コンソールログファイルには、電話機が受信したデバッグメッセージとエラーメッ

セージが含まれます。

• [コアダンプ（Core Dumps）]：個々のダンプファイルへのハイパーリンクが含まれていま
す。

• [ステータスメッセージ（Status Messages）]領域：電話機に前回電源が投入されてから生成
された最新のステータスメッセージが 10件まで表示されます。この情報は、電話機の [ス
テータスメッセージ（Status Messages）]画面にも表示されます。 [ステータスメッセージ
（Status Messages）]画面, （224ページ）に、表示される可能性のあるステータスメッセー
ジの説明を示します。
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[ステータスメッセージ（Status Messages）]を表示するには、電話機のWebページへのアク
セス, （250ページ）の説明に従って、電話機のWebページにアクセスしてから、[ステータ
スメッセージ（Status Messages）]ハイパーリンクをクリックします。

• [デバッグの表示（Debug Display）]領域：トラブルシューティングのサポートを依頼する際
に、Cisco TACに有用なデバッグメッセージを提供します。

ストリームの統計
CiscoUnified IP Phoneは、同時に最大で 3つのデバイスとの間で情報をストリーミングできます。
電話機は、コール中、または音声やデータの送受信サービスの作動中に、情報をストリーミング

します。

電話機のWebページの [ストリームの統計（Streaming Statistics）]領域には、ストリームに関する
情報が表示されます。コールのほとんどはストリームを1つだけ（ストリーム1）使用しますが、
一部のコールでは 2つまたは 3つのストリームを使用します。たとえば、割り込みが発生した
コールではストリーム 1とストリーム 2を使用します。

[ストリームの統計（Streaming Statistics）]領域を表示するには、電話機のWebページへのアクセ
ス, （250ページ）の説明に従って、電話機のWebページにアクセスしてから、[ストリーム 1
（Stream 1）]、[ストリーム 2（Stream 2）]、または [ストリーム 3（Stream 3）]のハイパーリンク
をクリックします（Cisco Unified IP Phone 7975G、7965G、および 7945Gには、[ストリーム 4
（Stream 4）]および [ストリーム 5（Stream 5）]のハイパーリンクも含まれます）。

次の表に、[ストリームの統計（Streaming Statistics）]領域の項目を示します。

表 52：[ストリームの統計（Streaming Statistics）] 領域の項目

説明項目

ストリームの宛先の IPアドレスおよび UDPポート。リモートアドレス（Remote
Address）

電話機の IPアドレスおよび UPDポート。ローカルアドレス（Local
Address）

Cisco Unified Communications Managerが電話機にパケットの送信
開始を要求した時間を示す内部タイムスタンプ。

開始時間（Start Time）

ストリーミングがアクティブかどうかを示します。ストリームステータス

（Stream Status）

電話機のMACアドレスに基づいて電話機に自動的に割り当てら
れる一意の固定された名前。

ホスト名（Host Name）
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説明項目

この接続の開始以降に電話機が送信した RTPデータパケットの
総数。接続が受信専用モードに設定されている場合、値は 0で
す。

送信パケット（Sender
Packets）

この接続の開始以降に電話機が RTPデータパケットで送信した
ペイロードオクテットの総数。接続が受信専用モードに設定さ

れている場合、値は 0です。

送信オクテット（Sender
Octets）

送信ストリームに使用された音声符号化のタイプ。送信コーデック（Sender
Codec）

RTCP Sender Reportが送信された回数。送信した送信レポート（Sender
Reports Sent）

（注を参照）

RTCPSenderReportが送信された時刻を示す内部のタイムスタン
プ。

送信した送信レポート時間

（Sender Report Time Sent）

（注を参照）

この接続でのデータ受信の開始以降に失われた RTPデータパ
ケットの合計数。予期されたパケット数から実際に受信された

パケット数を差し引いた値として定義されます。受信パケット数

には、遅延または重複パケットも含まれます。接続が送信専用

モードに設定されていた場合、値は 0として表示されます。

受信喪失パケット（Rcvr Lost
Packets）

RTPデータパケットの内部到着時間の平均偏差の推定値（ミリ
秒単位）。接続が送信専用モードに設定されていた場合、値は

0として表示されます。

平均ジッタ（Avg Jitter）

受信ストリームに使用された音声符号化のタイプ。受信コーデック（RcvrCodec）

RTCP受信レポートが送信された回数。送信した受信レポート（Rcvr
Reports Sent）

（注を参照）

RTCP Receiver Reportが送信された時刻を示す内部のタイムスタ
ンプ。

送信した受信レポート時間

（Rcvr Report Time Sent）

（注を参照）
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説明項目

この接続でのデータ受信の開始以降に電話機が受信したRTPデー
タパケットの総数。マルチキャストコールの場合は、さまざま

な送信元から受信したパケットが含まれます。接続が送信専用

モードに設定されていた場合、値は 0として表示されます。

受信パケット（Rcvr Packets）

この接続でのデータ受信の開始以降にデバイスが RTPデータパ
ケットで受信したペイロードオクテットの合計数。マルチキャ

ストコールの場合は、さまざまな送信元から受信したパケット

が含まれます。接続が送信専用モードに設定されていた場合、

値は 0として表示されます。

受信オクテット（RcvrOctets）

リスニング品質（LQK）の平均オピニオン評点（MOS）を客観
的に評価するスコアで、5（優良）～ 1（不良）でランク付けさ
れます。このスコアは、ボイスストリームの先行の 8秒間での
フレーム損失を原因とする、可聴の秘匿イベントに基づいていま

す。詳細については、音声品質のモニタリング, （297ページ）
を参照してください。

MOSLQKスコアは、Cisco Unified IP Phoneが使用する
コーデックのタイプに基づいて変化する可能性があり

ます。

（注）

MOS LQK

音声ストリーム全体で測定された平均MOS LQKスコア。平均MOS LQK（Avg MOS
LQK）

音声ストリームの開始以降に測定された最も低いMOSLQKスコ
ア。

最小MOS LQK（Min MOS
LQK）

音声ストリーム開始以降に測定されたベースラインMOSLQKス
コアまたは最も高いMOS LQKスコア。

これらのコーデックは、フレーム損失なしの通常の条件で次の最

大MOS LQKスコアを提供します。

Cisco Unified IP Phone 7975G、7965G、および 7945Gの場合：

• G.711のスコア：4.5。

• G.722のスコア：4.5。

• G.728/iLBCのスコア：3.9。

• G.729 A/ABのスコア：3.8。

Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970Gの場合：

• G.711は 4.5

• G.729 A /ABは 3.7

最大MOS LQK（Max MOS
LQK）
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説明項目

MOSLQKのスコアを計算するために使用されるシスコ独自のア
ルゴリズムのバージョン。

MOS LQKのバージョン
（MOS LQK Version）

隠蔽フレームの合計数を、音声ストリームの開始から受信した音

声フレームの合計数で割ったもの。

累積フレーム損失率

（Cumulative Conceal Ratio）

アクティブな音声に先行する3秒間の間隔における、音声フレー
ムに対する隠蔽フレームの比率。音声アクティビティ検出

（VAD）を使用する場合は、アクティブな音声を 3秒集めるた
めに、もっと長い間隔が必要になる可能性があります。

直近フレーム損失率（Interval
Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、最も高い間隔の損失率。最大フレーム損失率（Max
Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、秘匿イベント（フレーム損失）が

あった秒数（[深刻なフレーム損失発生秒数（Severely Conceal
Secs）]の値を含む）。

フレーム損失発生秒数

（Conceal Secs）

音声ストリームの開始以降、5%を超える隠蔽イベント（フレー
ム損失）があった秒数。

深刻なフレーム損失発生秒数

（Severely Conceal Secs）

ネットワーク遅延の推定値（ミリ秒単位）。ラウンドトリップ

遅延の実行中の平均値を表します。これは、RTCP受信レポート
ブロックの受信時に測定されます。

遅延（Latency）

（注を参照）

瞬時ジッタの最大値（ミリ秒単位）。最大ジッタ（Max Jitter）

送信ストリームの RTPパケットサイズ（ミリ秒単位）。送信サイズ（Sender Size）

RTCP送信レポートが受信された回数。受信した送信レポート（Sender
Reports Received）

（注を参照）

RTCP送信レポートが最後に受信された時間。受信した送信レポート時間

（Sender Report Time
Received）

（注を参照）

受信ストリームの RTPパケットサイズ（ミリ秒単位）。受信サイズ（Rcvr Size）

ネットワークから受信されたが、ジッタバッファから廃棄され

た RPTパケット。
受信削除（Rcvr Discarded）
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説明項目

RTCP受信レポートが受信された回数。受信した受信レポート（Rcvr
Reports Received）

（注を参照）

RTCP受信レポートが最後に受信された時間。受信した受信レポート時間

（Rcvr Report Time Received）

（注を参照）

音声品質メトリック（Voice Quality Metrics）

リスニング品質（LQK）の平均オピニオン評点（MOS）を客観
的に評価するスコアで、5（優良）～ 1（不良）でランク付けさ
れます。このスコアは、ボイスストリームの先行の 8秒間での
フレーム損失を原因とする、可聴の秘匿イベントに基づいていま

す。詳細については、音声品質のモニタリング, （297ページ）
を参照してください。

MOSLQKスコアは、Cisco Unified IP Phoneが使用して
いるコーデックの種類によって異なります。

（注）

MOS LQK

音声ストリーム全体で測定された平均MOS LQKスコア。平均MOS LQK（Avg MOS
LQK）

音声ストリームの開始以降に測定された最も低いMOSLQKスコ
ア。

最小MOS LQK（Min MOS
LQK）

音声ストリーム開始以降に測定されたベースラインMOSLQKス
コアまたは最も高いMOS LQKスコア。

これらのコーデックは、フレーム損失なしの通常の条件で次の最

大MOS LQKスコアを提供します。

Cisco Unified IP Phone 7975G、7965G、および 7945Gの場合：

• G.711のスコア：4.5。

• G.722のスコア：4.5。

• G.728/iLBCのスコア：3.9。

• G.729 A/ABのスコア：3.8。

Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970Gの場合：

• G.711は 4.5

• G.729 A /ABは 3.7

最大MOS LQK（Max MOS
LQK）

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

269

リモートモニタリング

ストリームの統計



説明項目

MOSLQKのスコアを計算するために使用されるシスコ独自のア
ルゴリズムのバージョン。

MOS LQKのバージョン
（MOS LQK Version）

隠蔽フレームの合計数を、音声ストリームの開始から受信した音

声フレームの合計数で割ったもの。

累積フレーム損失率

（Cumulative Conceal Ratio）

アクティブな音声に先行する3秒間の間隔における、音声フレー
ムに対する隠蔽フレームの比率。音声アクティビティ検出

（VAD）を使用する場合は、アクティブな音声を 3秒集めるた
めに、もっと長い間隔が必要になる可能性があります。

直近フレーム損失率（Interval
Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、最も高い間隔の損失率。最大フレーム損失率（Max
Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、秘匿イベント（フレーム損失）が

あった秒数（[深刻なフレーム損失発生秒数（Severely Conceal
Secs）]の値を含む）。

フレーム損失発生秒数

（Conceal Secs）

音声ストリームの開始以降、5%を超える隠蔽イベント（フレー
ム損失）があった秒数。

深刻なフレーム損失発生秒数

（Severely Conceal Secs）

RTP制御プロトコルが無効になっている場合、このフィールドのデータは生成されないため、
0が表示されます。

（注）

関連トピック

Cisco Unified IP Phoneの設定, （71ページ）
機能、テンプレート、サービス、およびユーザ, （155ページ）
[コール統計（Call Statistics）]画面, （242ページ）
音声品質のモニタリング, （297ページ）
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第 9 章

トラブルシューティングとメンテナンス

この章では、CiscoUnified IP Phoneまたは IPテレフォニーネットワークの問題をトラブルシュー
ティングする際に役立つ情報を提供します。また、電話機のクリーニング方法とメンテナンス

方法についても説明します。

トラブルシューティングの詳細については、『Using the 79xx Status InformationForTroubleshooting』
のテクニカルノートを参照してください。このマニュアルは、Cisco.comに登録済みのお客様に
は次の URLでご利用いただけます。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/products_tech_note09186a00800945bd.shtml

この章は、次の項で構成されています。

• トラブルシューティング, 271 ページ

• メンテナンス, 297 ページ

トラブルシューティング
このセクションは、次のトピックで構成されています。

起動時の問題

電話機の起動プロセス, （67ページ）で説明したとおり、Cisco Unified IP Phoneをネットワーク
に設置し、Cisco Unified Communications Managerに追加すると、電話機が起動します。電話機が
正しく起動しない場合は、次の項のトラブルシューティング情報を参照してください。

Cisco Unified IP Phone が通常の起動プロセスを実行しない

問題

Cisco Unified IP Phoneをネットワークポートに接続すると、電話機は通常の起動プロセスを実行
し、LCDスクリーンに情報が表示されるはずです。
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原因

電話機が起動プロセスを実行しない場合、ケーブル不良、不正な接続、ネットワークの停止、ま

たは電力の不足という原因が考えられます。または、電話機が動作していない可能性もありま

す。

ソリューション

電話機に障害があるかどうかを確認するには、次の手順で、考えられるその他の問題を体系的に

排除します。

1 ネットワークポートが動作していることを確認します。

•イーサネットケーブルを、動作することがわかっているケーブルと交換します。

•操作可能な電話機をこのネットワークポートに接続し、このポートがアクティブである
ことを確認します。

•操作可能な電話機を操作できない電話機と交換します。

•操作できない電話機をスイッチのポートに直接接続して、オフィスのパッチパネル接続
を省きます。

2 電話機に電力が供給されていることを確認します。

•外部電源を使用している場合は、電気のコンセントが機能していることを確認します。

•インラインパワーを使用している場合は、外部電源を使用する電気のコンセントに電話
機を差し込みます。

•外部電源を使用している場合は、電源を動作することがわかっているユニットに切り替え
ます。

• IEEE802.3afClass 3（スイッチポートの 15.4Wインラインパワー）をサポートするスイッ
チに電話機を接続します。

3 これらを実行しても電話機が正常に起動しない場合は、ハンドセットをオフフックにして電話

機の電源を入れます。この方法で電話機に電源を投入すると、電話機はバックアップソフト

ウェアイメージを起動しようとします。

4 これらを試しても、電話機が正常に起動しない場合は、電話機を工場出荷時の状態にリセット

します。

これらの解決策を試みた後、5分経過しても Cisco Unified IP Phoneの LCDスクリーンに何も表示
されない場合は、シスコのテクニカルサポートの担当者に連絡して、サポートを受けてください。

関連トピック

電話機の起動プロセス, （67ページ）
Cisco Unified IP Phoneの電源, （37ページ）
工場出荷時の状態へのリセット, （295ページ）
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Cisco Unified IP Phone が Cisco Unified Communications Manager に登録されない
電話機が起動プロセスの第 1段階（LEDボタンが点滅する）を完了しても、引き続き LCDスク
リーンにメッセージが表示される場合は、電話機は正常に起動していません。電話機は、イーサ

ネットネットワークに接続され、Cisco Unified Communications Managerサーバに登録されていな
い限り、正常に起動できません。

次の項は、電話機が正常に起動しない原因を判別するうえで役立ちます。

電話機にエラーメッセージが表示される

問題

起動時にステータスメッセージにエラーが表示されます。

ソリューション

電話機が起動プロセスを繰り返している場合は、問題の原因に関する情報を提供するステータス

メッセージにアクセスできます。ステータスメッセージへのアクセスに関する説明、およびエ

ラーの可能性とその説明、解決策の一覧については、[ステータスメッセージ（StatusMessages）]
画面, （224ページ）を参照してください。

電話機が TFTP サーバまたは Cisco Unified Communications Manager に接続できない

問題

電話機と、TFTPサーバまたはCisco Unified CommunicationsManagerとの間のネットワークがダウ
ンしていると、電話機は正常に起動できません。

ソリューション

現在、ネットワークが作動していることを確認してください。

TFTP サーバの設定

問題

TFTPサーバの設定が誤っている可能性があります。

ソリューション

TFTP設定を確認してください。 TFTP設定の確認, （286ページ）を参照してください。
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IP アドレッシングおよびルーティング

問題

IPアドレッシングおよびルーティングのフィールドが適切に設定されていない可能性があります。

ソリューション

電話機の IPアドレッシングおよびルーティングの設定を確認する必要があります。DHCPを使用
している場合は、DHCPサーバがこれらの値を提供します。電話機にスタティック IPアドレスを
割り当てている場合は、これらの値を手動で入力する必要があります。DHCP設定の確認, （286
ページ）を参照してください。

DNS 設定

問題

DNS設定が誤っている可能性があります。

ソリューション

TFTPサーバまたは Cisco Unified Communications Managerを参照するために DNSを使用している
場合は、DNSサーバが指定されていることを確認してください。DNS設定の確認,（287ページ）
を参照してください。

電話機での Cisco Unified Communications Manager の設定

問題

電話機の Cisco Unified Communications Manager情報が誤っている可能性があります。

ソリューション

Cisco Unified IP Phoneの設定ボタンを押して [デバイス設定（Device Configuration）]を選択し、
[Unified CMの設定（Unified CM Configuration）]オプションを確認します。 Cisco Unified IP Phone
は、割り当てられている Cisco Unified Communications Managerグループ内のすべての
Cisco Unified CommunicationsManagerサーバに Transmission Control Protocol（TCP;伝送制御プロト
コル）接続を開始しようとします。これらのオプションのいずれにも IPアドレス、あるいは [ア
クティブ（Active）]状態または [スタンバイ（Standby）]状態の表示が含まれない場合は、電話機
は Cisco Unified Communications Managerに正しく登録されていません。この問題を解決する際の
ヒントについては、Cisco Unified Communications Manager電話機の登録, （275ページ）を参照し
てください。
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Cisco CallManager および TFTP サービスの未作動

問題

Cisco CallManagerまたは TFTPサービスが作動していない場合は、電話機が正常に起動できない
ことがあります。このような状況では、システム全体の障害が発生しており、他の電話機やデバ

イスも正常に起動できなくなっている可能性があります。

ソリューション

Cisco CallManagerサービスが作動していない場合は、コールを確立するためにこのサービスに依
存しているネットワーク上のすべてのデバイスが影響を受けます。 TFTPサービスが作動してい
ない場合は、多数のデバイスが正常に起動できません。詳細については、サービスの開始,（288
ページ）を参照してください。

設定ファイルの破損

問題

この章に記載された他の解決策を試みても解決しない問題が特定の電話機で存続する場合は、設

定ファイルが破損している可能性があります。

ソリューション

新しい電話機設定ファイルを作成します。新しい電話機設定ファイルの作成,（287ページ）を参
照してください。

Cisco Unified Communications Manager 電話機の登録

問題

電話機が Cisco Unified Communications Managerに登録されていません。

ソリューション

Cisco Unified IP Phoneは、電話機がサーバに追加されている場合、または自動登録が有効になっ
ている場合にのみ、Cisco Unified Communications Managerサーバに登録できます。 Cisco Unified
Communications Manager電話機の追加方法, （45ページ）の情報と手順を見直して、電話機が
Cisco Unified Communications Managerデータベースに追加されたことを確認します。

電話機が Cisco Unified Communications Managerデータベースに登録されていることを確認するに
は、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
> [検索（Find）]を選択して、MACアドレスに基づいて電話機を検索します。MACアドレスの
確認方法については、Cisco Unified IP Phone MACアドレスの特定, （50ページ）を参照してくだ
さい。
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電話機がすでに Cisco Unified Communications Managerデータベースに登録されている場合は、そ
の設定ファイルが損傷している可能性があります。解決策については、設定ファイルの破損, （
275ページ）を参照してください。

Cisco Unified IP Phone が IP アドレスを取得できない

問題

電話機が起動時に IPアドレスを取得できない場合、その電話機が、DHCPサーバと同じネット
ワークまたはVLANにないか、または電話機が接続されているスイッチポートが無効になってい
る可能性があります。

ソリューション

電話機が接続されているネットワークまたはVLANがDHCPサーバに接続できること、およびス
イッチポートが有効であることを確認してください。

Cisco Unified IP Phone で「セキュリティエラー（Security Error）」メッセージが表示
される

問題

電話機の画面に「セキュリティエラー（Security Error）」が表示されます。

原因

CiscoUnified IPPhoneが起動すると、内部で電源投入時自己診断テスト（POST）が実行されます。
POSTにより、既存の暗号化機能がチェックされます。POSTにより暗号化機能が欠落しているこ
とが検出されると、電話機の起動が失敗し、画面に「セキュリティエラー（SecurityError）」メッ
セージが表示されます。

ソリューション

問題を修正するには、次の手順を実行します。

1 電話機を手動でリセットします。

2 電話機が正常に起動しない場合は、ハンドセットをオフフックにして電話機の電源を入れま

す。この方法で電話機に電源を投入すると、電話機はバックアップソフトウェアイメージを

起動しようとします。

3 これらを試しても、電話機が正常に起動しない場合は、電話機を工場出荷時の状態にリセット

します。この説明については、工場出荷時の状態へのリセット, （295ページ）を参照してく
ださい。
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Cisco Unified IP Phone の突然のリセット
電話機が通話中やデスク上でアイドル状態のときにリセットされるという報告をユーザから受け

た場合は、原因を調査する必要があります。ネットワーク接続と Cisco Unified Communications
Managerの接続が安定している場合は、Cisco Unified IP Phoneが単独でリセットされることはあり
ません。

一般的に、電話機がリセットされるのは、イーサネットネットワークへの接続、または

Cisco Unified Communications Managerへの接続に問題がある場合です。次の項は、ネットワーク
内で電話機がリセットされる原因を特定するうえで役立ちます。

物理的な接続の問題

問題

LANへの物理的な接続が切断されている可能性があります。

ソリューション

Cisco Unified IP Phoneが接続されているイーサネット接続が作動していることを確認します。た
とえば、電話機が接続されている特定のポートまたはスイッチがダウンしていないか、またスイッ

チが再起動中でないかどうかを確認します。さらにケーブルの切断がないことを確認します。

断続的なネットワークの停止

問題

ネットワークは、断続的に停止していることがあります。

ソリューション

断続的なネットワークの停止は、データトラフィックと音声トラフィックにそれぞれ異なる影響

を与えます。ネットワークは、検出されないまま断続的に停止していることがあります。この場

合、データトラフィックでは喪失パケットを再送信し、パケットが受信および送信されたことを

確認できます。ただし、音声トラフィックでは、喪失パケットを取り戻すことはできません。電

話機は、失われたネットワーク接続を再送信するのではなく、リセットしてネットワークへの再

接続を試みます。音声ネットワークにおける既知の問題に関する情報については、システム管理

者にお問い合わせください。

DHCP 設定のエラー

問題

DHCP設定が誤っている可能性があります。
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ソリューション

電話機が DHCPを使用するように正しく設定されているかどうかを判別するには、次の手順を実
行することを推奨します。

1 電話機がDHCPを使用するように正しく設定されていることを確認します。詳細については、
ネットワークの設定メニュー, （77ページ）を参照してください。

2 DHCPサーバが正しく設定されていることを確認します。

3 DHCPリース期間を確認します。シスコでは、この値を 8日に設定することを推奨していま
す。

Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970Gは、DHCPアドレスリースを更新するために、
要求タイプ 151のメッセージを送信します。DHCPサーバが要求タイプ 150のメッセージを必
要とする場合、リースは拒否され、電話機は強制的に再起動され、Cisco Unified IP Phone
7971G-GEおよび 7970GはDHCPサーバに新しい IPアドレスを要求するように強制されます。

スタティック IP アドレスの設定エラー

問題

電話機に割り当てられているスタティック IPアドレスが誤っている可能性があります。

ソリューション

電話機にスタティック IPアドレスが割り当てられている場合は、正しい設定値が入力されている
ことを確認します。

ボイス VLAN のセットアップエラー

問題

ネットワーク使用量が多いとき（たとえば、電話機と同じスイッチに接続されているコンピュー

タ上で過度のWebサーフィンを行ったときなど）に Cisco Unified IP Phoneがリセットされるよう
に思われる場合は、ボイス VLANが設定されていない可能性があります。

ソリューション

電話機を個別の補助 VLANに分離することで、音声トラフィックの品質が向上します。

意図的に電話機がリセットされていない

問題

Cisco Unified Communications Managerへのアクセス権を持つ管理者が 1人だけではない場合は、
他の管理者が意図的に電話機をリセットしていないかどうかを確認する必要があります。
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ソリューション

電話機のアプリケーションメニューボタンを押して、[設定（Settings）] > [ステータス（Status）]
> [ネットワーク統計（Network Statistics）]の順に選択すると、Cisco Unified IP Phoneが
Cisco Unified Communications Managerからコマンドを受信したかどうかを確認することができま
す。電話機が最近リセットされた場合は、次のメッセージのいずれかが表示されます。

•「Reset-Reset」：電話機は Cisco Unified Communications Managerの管理ページからリセット-
リセット要求を受信しました。

•「Reset-Restart」：電話機はCiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページからリセット
-リスタート要求を受信しました。

DNS エラーまたは他の接続エラー

問題

電話機のリセットが繰り返されます。DNSまたは他の接続に問題がある可能性があります。

ソリューション

電話機がリセットを繰り返す場合は、DNSまたは接続の問題の判別,（289ページ）の手順に従っ
て、DNSエラーまたは他の接続エラーを排除します。

電源の接続の問題

問題

電話機の電源が入っていません。

ソリューション

外部電源から電話機に電力が供給されていたが、外部電源との接続が失われ、PoEに切り替わっ
た場合に、電話機が再起動することがよくあります。同様に、PoEを使用して電力が供給されて
いる電話機が外部電源に接続された場合にも、電話機が再起動することがあります。

Cisco Unified IP Phone のセキュリティの問題
ここでは、Cisco Unified IP Phoneのセキュリティ機能のトラブルシューティングに関する情報を
示します。これらの問題の解決策に関する情報、およびセキュリティに関するトラブルシュー

ティングの詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager SecurityGuide』を参照してく
ださい。

CTL ファイルの問題
次の項は、CTLファイルの問題をトラブルシューティングするのに役立ちます。
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認証エラー。電話機が CTL ファイルを認証できない

問題

デバイスの認証エラーが発生しました。

原因

CTLファイルに Cisco Unified Communications Managerの証明書がないか、証明書が不正です。

ソリューション

適切な証明書をインストールします。

電話機が CTL ファイルを認証できない

問題

電話機が CTLファイルを認証できません。

原因

電話機の CTLファイル内に、更新された CTLファイルに署名したセキュリティトークンがあり
ません。

ソリューション

CTLファイル内のセキュリティトークンを変更し、新しいファイルを電話機にインストールしま
す。

ITL ファイルは認証されるが、他の設定ファイルが認証されない

問題

電話機が ITLファイル以外の設定ファイルを認証できません。

原因

設定ファイルは、電話機の信頼リストの対応する証明書によって署名されていない可能性があり

ます。

ソリューション

適切な証明書を使用して設定ファイルに再度署名します。
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電話機が登録されない

問題

電話機が Cisco Unified Communications Managerに登録されない。

原因

CTLファイルにCiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバ用の正しい情報が含まれていません。

ソリューション

CTLファイル内の Cisco Unified Communications Managerサーバの情報を変更します。

署名付き設定ファイルが要求されない

問題

電話機が、署名付き設定ファイルを要求しない。

原因

CTLファイルに証明書付きの TFTPエントリが含まれていません。

ソリューション

証明書付きの TFTPエントリを CTLファイルに設定します。

802.1X 認証の問題
802.1X認証の問題は、次の表で説明するカテゴリに分けることができます。
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表 53：802.1X 認証の問題の特定

参照先次の条件がすべて該当する場合

802.1Xが電話機で有効だが、電話機が認証されな
い, （283ページ）

•電話機が DHCP割り当ての IPアドレ
スを取得できない。

•電話機がCiscoUnified Communications
Managerに登録されない。

•電話機のステータスが、「IPを設定中
（Configuring IP）」または「登録
（Registering）」として表示される。

• 802.1X認証ステータスが「保留
（Held）」と表示される（詳細につい
ては[802.1X認証（802.1X
Authentication）]および [802.1X認証
ステータス（802.1X Authentication
Status）]メニュー, （147ページ）を
参照）。

• [ステータス（Status）]メニューに
802.1Xのステータスが「失敗
（Failed）」と表示される（詳細につ
いては[ステータス（Status）]メ
ニュー, （223ページ）を参照）。

802.1Xが有効になっていない問題, （283ページ）•電話機が DHCP割り当て IPアドレス
を取得できない。

•電話機がCiscoUnified Communications
Managerに登録されない。

•電話機のステータスが、「IPを設定中
（Configuring IP）」または「登録
（Registering）」として表示される。

• 802.1X認証ステータスが「無効
（Disabled）」と表示される。

• [ステータス（Status）]メニューに
DHCPステータスがタイムアウトと表
示される。
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参照先次の条件がすべて該当する場合

電話機を工場出荷時の状態にリセットすると、802.1X
共有秘密が削除される, （284ページ）

•電話機が DHCP割り当ての IPアドレ
スを取得できない。

•電話機がCiscoUnified Communications
Managerに登録されない。

•電話機のステータスが、「IPを設定中
（Configuring IP）」または「登録
（Registering）」として表示される。

• 802.1Xステータスを確認するための
電話機メニューにアクセスできない。

802.1X が電話機で有効だが、電話機が認証されない

問題

電話機を認証できません。

原因

このようなエラーは、802.1X認証が電話機で有効になっていても、電話機を認証できないことを
示します。

1 必要なコンポーネントが正しく設定されていることを確認します（詳細については、802.1X認
証, （25ページ）を参照してください）。

2 電話機に共有秘密が設定されていることを確認します（詳細については、[802.1X認証（802.1X
Authentication）]および [802.1X認証ステータス（802.1X Authentication Status）]メニュー, （
147ページ）を参照してください）。

•共有秘密が設定されている場合は、それと同じ共有秘密が認証サーバに入力されているこ
とを確認します。

•共有秘密が設定されていない場合は、共有秘密を入力し、認証サーバの共有秘密と一致す
ることを確認します。

802.1X が有効になっていない問題

問題

電話機に 802.1Xが設定されていません。
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原因

通常、このようなエラーは、802.1X認証が電話機で有効になっていないことを示します。

ソリューション

有効にするには、[802.1X認証（802.1X Authentication）]および [802.1X認証ステータス（802.1X
Authentication Status）]メニュー, （147ページ）を参照してください。

電話機を工場出荷時の状態にリセットすると、802.1X 共有秘密が削除される

問題

リセット後に電話機が認証されません。

原因

一般的にこのエラーは、802.1xが有効であったが、電話機が出荷時の状態へのリセット（工場出
荷時の状態へのリセット,（295ページ）を参照）を実行したことを示します。工場出荷時の状態
にリセットすると、802.1X認証とネットワークアクセスに必要な共有秘密が削除されます。

ソリューション

これを解決するには、次の 2つの選択肢があります。

•スイッチで一時的に 802.1x認証を無効にする。

• 802.1X認証を使用しないネットワーク環境へ電話機を一時的に移動する。

これらの条件で電話機がいったん正常に起動すると、802.1x設定メニューにアクセスして共有秘
密（[802.1X認証（802.1X Authentication）]および [802.1X認証ステータス（802.1X Authentication
Status）]メニュー, （147ページ）を参照）を再入力できます。

音声とビデオの問題

ここでは、音声とビデオの問題を解決する方法について説明します。

電話機のディスプレイが波打つ

問題

画面上の線が歪んだり波打ったりしたように見えます。

原因

建物内の特定のタイプの旧式の蛍光灯と干渉を起こしている可能性があります。
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ソリューション

電話機を蛍光灯から離れた場所に移動するか、または蛍光灯を取り替えることで問題は解決しま

す。

音声が発生しないパス

問題

コール中の 1人または複数の人に音声が聞こえません。

ソリューション

少なくとも 1人の通話者がオーディオを受信できない場合、電話機間の IP接続が確立されていま
せん。ルータとスイッチの設定をチェックし、IP接続が正しく設定されていることを確認しま
す。

一般的な電話コールの問題

ここでは、一般的な電話コールの問題のトラブルシューティングについて説明します。

電話機が DTMF 番号を認識しない、または番号が遅延する

問題

キーパッドの使用時に番号が欠落したり遅延したりするという苦情がユーザから寄せられます。

原因

キーの押下が速すぎると、番号が欠落したり遅延したりする可能性があります。

ソリューション

キーを速く押し下げないようにします。

トラブルシューティング手順

これらの手順を使用して、問題を特定および修正できます。
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TFTP 設定の確認

手順

ステップ 1 電話機で使用されるTFTPサーバの IPアドレスを調べるには、電話機の設定ボタンを押し、[ネッ
トワークの設定（Network Configuration）] > [IPv4]の順に選択して、[TFTPサーバ 1（TFTP Server
1）]オプションまでスクロールします。

ステップ 2 電話機にスタティック IPアドレスを割り当てている場合は、手動で [TFTPサーバ 1（TFTP Server
1）]オプションに設定値を入力する必要があります。ネットワークの設定メニュー, （77ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 3 DHCPを使用している場合は、電話機はTFTPサーバのアドレスをDHCPサーバから取得します。
オプション 150で、設定した IPアドレスを確認します。

ステップ 4 また、電話機が代替 TFTPサーバを使用できるように設定することもできます。このような設定
は、電話機の場所を最近移動した場合などに特に役立ちます。手順については、ネットワークの

設定メニュー, （77ページ）を参照してください。

DHCP 設定の確認

手順

ステップ 1 Cisco Unified IP Phoneの設定ボタンを押し、[デバイス設定（Device Configuration）]を選択して、
次のオプションを確認します。

• [DHCPサーバ（DHCP Server）]：電話機にスタティック IPアドレスを割り当てている場合
は、[DHCPサーバ（DHCPServer）]オプションに値を入力する必要はありません。ただし、
DHCPサーバを使用している場合は、このオプションに値が指定されている必要があります。
値が指定されていない場合は、IPルーティングおよび VLANの設定を確認してください。
http://www.cisco.com/warp/customer/473/53.shtmlで『Troubleshooting Switch Port Problems』を参
照してください。

• [IPアドレス（IPAddress）]、[サブネットマスク（SubnetMask）]、[デフォルトルータ（Default
Router）]：電話機にスタティック IPアドレスを割り当てている場合は、これらのオプション
の設定値を手動で入力する必要があります。手順については、ネットワークの設定メニュー,
（77ページ）を参照してください。

ステップ 2 DHCPを使用している場合は、DHCPサーバによって配布された IPアドレスを確認してくださ
い。「Understanding and Troubleshooting DHCP in Catalyst Switch or Enterprise Networks」（http://
www.cisco.com/en/US/tech/tk648/tk361/technologies_tech_note09186a00800f0804.shtml#41）を参照し
てください。
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DNS 設定の確認
DNS設定を確認するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 設定を押して、設定を確認します。

ステップ 2 [ネットワークの設定（Network Configuration）]を選択し、[DNSサーバ 1（DNS Server 1）]オプ
ションまでスクロールします。

ステップ 3 DNSサーバに、TFTPサーバと Cisco Unified Communications Managerシステムの CNAMEエント
リが存在することを確認します。

ステップ 4 DNSが逆ルックアップを実行するように設定されていることを確認します。

新しい電話機設定ファイルの作成

この章に記載された他の解決策を試みても解決しない問題が特定の電話機で存続する場合は、設

定ファイルが破損している可能性があります。

（注） • Cisco Unified CommunicationsManagerデータベースから電話機を削除すると、設定ファイ
ルが Cisco Unified Communications Manager TFTPサーバから削除されます。電話機の電話
番号（1つまたは複数）は、Cisco Unified Communications Managerデータベースに残りま
す。これらは、「未定義のDN」と呼ばれ、他のデバイスで使用できます。未定義のDN
を他のデバイスで使用しない場合は、それらをCiscoUnifiedCommunicationsManagerデー
タベースから削除します。ルートプランレポートを使用すると、未定義のDNを表示お
よび削除できます。詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration
Guide』を参照してください。

•電話ボタンテンプレートのボタンを変更したり、異なる電話ボタンテンプレートを電話
機に割り当てたりすると、電話機から電話番号にアクセスできなくなることがあります。

Cisco Unified CommunicationsManagerデータベースでは、引き続き電話番号が電話機に割
り当てられていますが、コールに応答するためのボタンがないためです。これらの電話

番号は、電話機から消去し、必要に応じて削除してください。

新しい設定ファイルを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManagerで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] > [検索（Find）]
を選択して、問題が発生している電話機を特定します。

ステップ 2 [削除（Delete）]を選択して、電話機を Cisco Unified Communications Managerデータベースから削
除します。

ステップ 3 電話機を Cisco Unified Communications Managerデータベースに追加し直します。詳細については
Cisco Unified Communications Manager電話機の追加方法, （45ページ）を参照してください。

ステップ 4 電話機の電源をオフ/オンします。

サービスの開始

サービスを開始または停止するには、事前にサービスをアクティブにする必要があります。

サービスをアクティブにするには、[ツール（Tools）] > [サービスの開始（ServiceActivation）]
を選択します。

（注）

サービスを開始するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[ナビゲーション（Navigation）]ドロップ
ダウンリストから [Cisco Unifiedサービスアビリティ（Cisco Unified Serviceability）]を選択し、
[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control Center - Feature Services）]を
選択します。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、プライマリの Cisco Unified Communications Manager
サーバを選択します。

ウィンドウに、選択したサーバのサービス名、サービスのステータス、およびサービスを停止ま

たは開始するためのサービスコントロールパネルが表示されます。

ステップ 4 サービスが停止している場合は、対応するオプションボタンをクリックし、[開始（Start）]をク
リックします。

[サービス状況（Service Status）]記号が四角形から矢印に変わります。
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DNS または接続の問題の判別
まだ電話機がリセットを繰り返す場合は、次の手順で、DNSエラーまたは他の接続エラーを排除
します。

手順

ステップ 1 [削除（Erase）]ソフトキーを使用して、電話機の設定をデフォルト値にリセットします。詳細に
ついてはCisco Unified IP Phoneのリセットまたは復元, （294ページ）を参照してください。

ステップ 2 次の操作を実行して、DHCPおよび IPの設定を変更します。
a) DHCPを無効にします。手順については、ネットワークの設定メニュー, （77ページ）を参
照してください。

b) 電話機にスタティック IP値を割り当てます。手順については、ネットワークの設定メニュー,
（77ページ）を参照してください。機能している他の Cisco Unified IP Phoneで使用している
ものと同じデフォルトルータの設定を使用します。

c) TFTPサーバを割り当てます。手順については、ネットワークの設定メニュー, （77ページ）
を参照してください。機能している他のCiscoUnified IPPhoneで使用しているものと同じTFTP
サーバの設定を使用します。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerサーバで、正しい IPアドレスにマッピングされている正し
い Cisco Unified Communications Managerサーバ名がローカルホストファイルに指定されているこ
とを確認します。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerで、[システム（System）] > [サーバ（Server）]を選択し、
サーバが DNS名ではなく IPアドレスで参照されていることを確認します。

ステップ 5 Cisco Unified CommunicationsManagerで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、この
Cisco Unified IP Phoneに正しいMACアドレスが割り当てられていることを確認します。MACア
ドレスの確認方法については、Cisco Unified IP Phone MACアドレスの特定, （50ページ）を参照
してください。

ステップ 6 電話機の電源をオフ/オンします。

一般的なトラブルシューティング情報

次の表に、Cisco Unified IP Phoneの一般的なトラブルシューティング情報を示します。
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表 54：Cisco Unified IP Phone のトラブルシューティング

説明要約

シスコでは、PCポートを介した IP Phone間の接続はサポートして
いません。各 IP Phoneは、スイッチポートに直接接続する必要が
あります。電話機が（PCポートを使用して）1つの回線にまとめ
て接続されている場合、それらの電話機は動作しません。

デイジーチェーニング IP電
話

Cisco Unified Communications Managerでは、G.729プロトコルを使
用するようにネットワークを設定できます（デフォルトはG.711）。
G.729を使用すると、IP Phoneと携帯電話の間のコールの音声品質
が悪くなります。 G.729は、必要不可欠な場合だけ使用してくだ
さい。

G.729プロトコルを使用して
携帯電話と通話するときの

音声品質が悪い。

ボイス LAN上の長時間（数分間）にわたるレイヤ 2ブロードキャ
ストストームのために、IP Phoneがリセットされたり、アクティ
ブなコールが失われたり、コールの発信や応答ができなくなるこ

とがあります。ブロードキャストストームが終了するまで、電話

機が起動しないことがあります。

長時間のブロードキャスト

ストームのために、IPPhone
がリセットされたり、コー

ルの発信や応答ができな

かったりすることがありま

す。

ネットワーク接続を介して電話機に電力を供給している場合は、

電話機のネットワーク接続を外して、そのケーブルをデスクトッ

プコンピュータに接続する際に注意する必要があります。

コンピュータのネットワークカードはネットワーク接続経

由の受電に対応していないため、ネットワーク接続から電

力が供給されると、ネットワークカードが破損する可能性

があります。ネットワークカードを保護するために、電

話機からケーブルを抜いた後、10秒以上待機してから、そ
のケーブルをコンピュータに接続してください。この待機

している間に、スイッチは電話機が回線に存在しないこと

を認識し、ケーブルへの電力供給を停止することができま

す。

注意

ネットワーク接続の電話機

からワークステーションへ

の移行

デフォルトでは、ネットワーク接続に影響を与える可能性のある

変更をユーザが加えないように、ネットワーク設定オプションは

ロックされています。ネットワーク設定オプションを設定する前

に、それらをロック解除する必要があります。詳細についてはオ

プションのロック解除およびロック, （73ページ）を参照してく
ださい。

電話機の設定変更
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説明要約

RxType統計および TxType統計に、この Cisco Unified IP Phoneと
他のデバイスとのやり取りに使用されているコーデックが表示さ

れます。これらの統計情報の値は、一致している必要があります。

コーデックが一致しない場合、相手側のデバイスがコーデック会

話を処理できるかどうか、またはトランスコーダがサービスを処

理するように設置されているかどうかを確認します。

これらの統計の表示方法については、[コール統計（CallStatistics）]
画面, （242ページ）を参照してください。

電話機と他のデバイスの

コーデックの不一致

RxSize統計および TxSize統計に、この Cisco Unified IP Phoneと他
のデバイスとのやり取りに使用される音声パケットのサイズが表

示されます。これらの統計情報の値は、一致している必要があり

ます。

これらの統計の表示方法については、[コール統計（CallStatistics）]
画面, （242ページ）を参照してください。

電話機と別のデバイスの音

声サンプルの不一致

AvgJtr統計情報とMaxJtr統計情報を確認します。これらの統計に
大きな差がある場合は、ネットワークのジッタに問題があるか、

または周期的にネットワークアクティビティが高くなっている可

能性があります。

これらの統計の表示方法については、[コール統計（CallStatistics）]
画面, （242ページ）を参照してください。

音声コールでのギャップ。

ループバック状態は、次の条件を満たすと発生します。

•電話機の [ネットワークの設定（Network Configuration）]メ
ニューの [SWポート設定（SW Port Configuration）]オプショ
ンが [10ハーフ（10 Half）]（10-BaseT/半二重）に設定されて
いる。

•電話機に外部電源から電力が供給されている。

•電話機の電源が切れている（電源装置が接続されていない）。

この場合、電話機のスイッチポートが無効になり、次のメッセー

ジがスイッチのコンソールログに表示されます。

HALF_DUX_COLLISION_EXCEED_THRESHOLD

この問題を解決するには、スイッチからポートを再度有効にしま

す。

ループバック状態
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説明要約

ピアツーピアイメージ配信に失敗する場合、電話機はデフォルト

でTFTPサーバを使用してファームウェアをダウンロードします。
リモートログマシンに格納されたログメッセージにアクセスし

て、ピアツーピアイメージ配信機能のデバッグに役立てます。

これらのログメッセージは、電話機ログに送信されるロ

グメッセージとは異なります。

（注）

ピアツーピアイメージ配信

に失敗する。

CVTAの機能に問題がある場合は、PCポートが有効であり、Cisco
Discovery Protocol（CDP; Cisco検出プロトコル）が PCポートで有
効であることを確認してください。

Cisco VT Advantage/Unified
VideoAdvantage（CVTA）。

DHCP IPアドレスが割り当てられていない電話機は、Cisco Unified
Communications Managerに登録できないため、IPを設定中
（Configuring IP）または登録（Registering）というメッセージが表
示されます。

次のことを確認してください。

1 イーサネットケーブルが接続されている。

2 Cisco CallManagerサービスが Cisco Unified Communications
Managerサーバで作動している。

3 両方の電話機が同じ Cisco Unified Communications Managerに登
録されている。

4 両方の電話機で、オーディオサーバデバッグとキャプチャロ

グが有効になっている。必要な場合は、Javaデバッグを有効に
してください。

コールを確立できない
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説明要約

コールの統計は、iLBCを送信者/受信者コーデックとして表示しま
せん。

1 Cisco Unified CMの管理を使用して次の項目を確認します。

•両方の電話機が iLBCデバイスプールに存在する。

• iLBCデバイスプールが、iLBC領域を使用して設定されて
いる。

• iLBC領域が iLBCコーデックで設定されている。

2 電話機と Cisco Unified Communications Managerの間でスニファ
トレースをキャプチャし、SCCPメッセージ、OpenReceiveChannel
メッセージおよび StationMediaTransmitメッセージのメディア
ペイロードタイプの値が 86であることを確認する。そうであ
れば、問題は電話機にあるか、あるいは、Cisco Unified
Communications Managerの設定にあります。

3 両方の電話からのオーディオサーバのデバッグログとキャプ

チャログを有効にする。必要な場合は、Javaデバッグを有効
にしてください。

iLBCプロトコルを使用して
確立されたコールが、iLBC
コーデックを使用している

と表示されない。

Cisco Unified IP Phone Expansion Module の一般的なトラブルシューティ
ングのヒント

次の表に、Cisco Unified IP Phone ExpansionModuleの一般的なトラブルシューティング情報を示し
ます。

表 55：Cisco Unified IP Phone 拡張モジュールのトラブルシューティング

ソリューション問題

すべてのケーブルが正しく接続されていることを確認しま

す。

Cisco Unified IP Phone拡張モジュールに電力が供給されてい
ることを確認します。

Cisco Unified IP Phone拡張モ
ジュールに何も表示されない。

Cisco Unified IP Phone拡張モジュールが Cisco
Unified CommunicationsManagerで設定されていることを確認
します。

1番目の Cisco Unified IP Phone拡
張モジュールの点灯したボタンが

すべて赤である。
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ソリューション問題

Cisco Unified IP Phone拡張モジュールが Cisco
Unified CommunicationsManagerで設定されていることを確認
します。

2番目の Cisco Unified IP Phone拡
張モジュールの点灯したボタンが

すべてオレンジである。

Cisco Unified IP Phone のリセットまたは復元
Cisco Unified IP Phoneをリセットまたは復元するには、次の 2つの方法があります。

基本的なリセット

Cisco Unified IP Phoneの基本的なリセットを実行すると、電話機にエラーが発生している状態か
ら復旧したり、各種の設定およびセキュリティ設定をリセットまたは復元したりすることができ

ます。

次の表に、基本的なリセットの実行方法を示します。電話機が起動した後はいつでも、この手順

を使用して電話機をリセットすることができます。状況に応じて適切な操作を選択します。

表 56：基本的なリセットの方法

説明手順オペレーション

変更を加えたがまだフラッシュメモリ

に書き込まれていないユーザおよびネッ

トワークの設定を、過去に保存された

設定にリセットします。その後、電話

機を再起動します。

メイン画面から、[設定
（Settings）]を押して [設定
（Settings）]メニューを表示し、
**#**を押します。

この出荷時の状態への

リセット手順は、ユー

ザの入力を受け付けな

い他の画面でも使用で

きます。

（注）

電話機の再起動
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説明手順オペレーション

ユーザとネットワークの構成の設定を

デフォルト値にリセットし、電話機か

ら CTLファイルを削除します。その
後、電話機を再起動します。

[設定（Settings）]メニューで、電
話機のオプションのロックを解除

します（オプションのロック解除

およびロック, （73ページ）を参
照）。 [削除（Erase）]を押しま
す。

[削除（Erase）]ソフ
トキー

ネットワーク設定をデフォルト値にリ

セットし、電話機をリセットします（リ

セットすることで、DHCPが電話機の
IPアドレスを再設定します）。

[ネットワークの設定（Network
Configuration）]メニューで、電話
機のオプションのロックを解除し

ます（オプションのロック解除お

よびロック, （73ページ）を参
照）。 [削除（Erase）]を押しま
す。

電話機から CTLファイルを削除して電
話機を再起動します。

[セキュリティ設定（Security
Configuration）]メニューで、電話
機のオプションのロックを解除し

ます（オプションのロック解除お

よびロック, （73ページ）を参
照）。 [削除（Erase）]ソフトキー
を押します。

工場出荷時の状態へのリセット

Cisco Unified IP Phoneを工場出荷時の状態にリセットすると、次の情報が消去されたり、デフォ
ルト値にリセットされたりします。

• CTLファイル：消去される

• LSC：消去される

•ユーザ設定：デフォルト値にリセットされる

•ネットワーク設定：デフォルト値にリセットされる

•コール履歴：消去される

•ロケール情報：デフォルト値にリセットされる

•電話機のアプリケーション：消去される（電話機は電話機モデルに応じた適切なデフォルト
ロードファイル term75.default.loads、term71.default.loads、term70.default.loads、
term65.default.loads、または term45.default.loadsをロードして復旧される）

工場出荷時の状態にリセットする前に、次の条件を満たしていることを確認します。
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•電話機が DHCP対応のネットワーク上にある。

•有効な TFTPサーバが DCHPサーバの DHCPオプション 150またはオプション 66に設定さ
れている。

•電話機モデルに応じたデフォルトロードファイル、およびそのファイルで指定されたファ
イルが、DHCPパケットで指定された TFTPサーバで使用できる。

電話機を出荷時の状態にリセットするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電話機の電源コードを抜き、もう一度差し込みます。

電話機は、電源投入サイクルを開始します。

ステップ 2 電話機の電源を投入し、スピーカボタンが点滅する前に、#を押したままにします。
各回線ボタンが順にオレンジ色（Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、および 7970GとCisco
Unified IP Phone 7965Gおよび 7945G）で点滅するまで、#を押したままにします。

ステップ 3 #を離し、123456789*0#を押します。
1つのキーを続けて 2回押すことができますが、キーを押す順番を間違えると、出荷時の状態に
リセットされません。

これらのキーを押すと、電話機の回線ボタンはオレンジと緑（Cisco Unified IP Phone 7975G、
7971G-GE、および 7970G）または赤（Cisco Unified IP Phone 7965Gおよび 7945G）で点滅し、出
荷時の状態へリセットするプロセスが実行されます。このプロセスには数分かかることがありま

す。

出荷時の状態へのリセットプロセスが完了し、メイン画面が表示されるまで、電話機の電源を切

断しないでください。

その他のトラブルシューティング情報

Cisco Unified IP Phoneのトラブルシューティングについてさらに疑問がある場合は、Cisco.comの
次のWebサイトで詳細な情報を得ることができます。

• Cisco Unified IP Phoneのトラブルシューティング情報のリソース：

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html

•シスコの製品およびサービス（技術サポートおよびマニュアル）：

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/tsd_products_support_category_home.html
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メンテナンス
この項では、次のトピックを扱います。

品質レポートツール

品質レポートツール（QRT）は、Cisco Unified IP Phoneの音声品質と一般的な問題をレポートす
るツールです。 QRT機能は、Cisco Unified Communications Managerのインストールの一部として
インストールされます。

QRTを使用して Cisco Unified IP Phoneを設定できます。そのように設定した場合、ユーザは [品
質（QRT）]ソフトキーを押して電話機のコールに関する問題を報告できます。このソフトキー
は、Cisco Unified IP Phoneが [接続時（Connected）]、[接続時（会議打診）（Connected
Conference）]、[接続時（転送打診）（Connected Transfer）]、または [オンフック（On Hook）]の
状態のときにだけ使用できます。

ユーザが [品質（QRT）]を押すと、問題のカテゴリのリストが表示されます。ユーザが該当する
問題カテゴリを選択すると、このフィードバックが XMLファイルに記録されます。実際に記録
される情報は、ユーザがどのカテゴリを選択したか、また送信先のデバイスがCiscoUnifiedIPPhone
かどうかによって異なります。

QRTの使用方法の詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照して
ください。

音声品質のモニタリング

ネットワーク内で送受信されるコールの音声品質を測定するために、CiscoUnified IPPhoneでは、
次の隠蔽イベントに基づいた統計メトリックを使用します。デジタルシグナルプロセッサ（DSP）
は、音声パケットストリーム内でフレーム損失の部分をマスクするために、隠蔽フレームを再生

します。

•フレーム損失率のメトリック：音声フレームの総数に対する隠蔽フレームの比率を示しま
す。直近フレーム損失率は、3秒ごとに計算されます。

•フレーム損失発生秒数のメトリック：損失フレームが原因でDSPが隠蔽フレームを処理する
場合の処理秒数を示します。深刻な「フレーム損失発生秒数」は、DSPが 5%を超える隠蔽
フレームを処理する場合の秒数です。

• MOS-LQKメトリック：数値のスコアを使用して、音声リスニング品質を相対的に見積もり
ます。 Cisco Unified IP Phoneでは、先行の 8秒間でのフレーム損失を原因とする、リスニン
グ品質（LQK）に基づいた可聴の秘匿イベントについて平均オピニオン評点（MOS）を計算
します。これには、コーデックのタイプやフレームサイズなどの知覚的な加重係数が含まれ

ます。

MOS LQKスコアは、Cisco Voice Transmission Quality（CVTQ）インデックスというシスコ独
自のアルゴリズムによって算出されます。MOS LQKバージョン番号によっては、これらの
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スコアは International Telecommunications Union（ITU;国際電気通信連合）規格 P.564に準拠
します。この規格は、評価方法、および実際のネットワーク障害の観測に基づいたリスニン

グ品質スコアを予測するパフォーマンス精度目標を定義します。

フレーム損失率とフレーム損失発生秒数は、フレーム損失に基づいた主要な測定値です。MOS
LQKスコアは、同様の情報を 5（優良）～ 1（不良）の 5段階でリスニング品質を測定する、
「人の感覚を重視した」測定値です。

（注）

リスニング品質スコア（MOS LQK）は、受信した音声信号の明澄さまたは音質を示します。会
話品質スコア（G.107などのMOS CQ）には、会話の自然な流れを妨げる遅延などの欠陥係数が
含まれます。

[コールの統計（Call Statistics）]画面を使用して、Cisco Unified IP Phoneから音声品質メトリック
にアクセスできます（[コール統計（Call Statistics）]画面, （242ページ）を参照）。また、[スト
リームの統計（StreamingStatistics）]画面を使用してリモートにアクセスすることもできます（リ
モートモニタリング, （249ページ）を参照）。

音声品質メトリックの解釈

音声品質モニタリング用のメトリックを使用する場合は、パケット損失のない条件下で典型的な

スコアを記録し、このメトリックを比較のベースラインとして使用してください。

メトリックにおいてランダムな変化と重大な変化を区別することが重要です。重大な変化とは、

約0.2MOS以上の変化があるスコア、または30秒を超えるコールで持続するスコアです。フレー
ム損失率の変化の場合、3%を超えるフレーム損失を示します。

MOS LQKスコアは、Cisco Unified IP Phoneが使用するコーデックに基づいて変化する可能性があ
ります。次のコーデックは、フレーム損失率がゼロの通常の条件で、これらの最大MOS LQKス
コアを示します。

• Cisco Unified Phone 7975G、7965G、および 7945Gの場合：

◦ G.711のスコア：4.5。

◦ G.722のスコア：4.5。

◦ G.728/iLBCのスコア：3.9。

◦ G.729A/ABのスコア：3.8。

• Cisco Unified Phone 7971G-GEおよび 7970Gの場合：

• G.711コーデックのスコア：4.5。

• G.729A/ABのスコア：3.7。
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（注） • ITUがワイドバンドへの技術の拡張を定義していないため、CVTQは、ワイドバンド（7
kHz）スピーチコーデックをサポートしません。したがって、MOSスコアの報告ではな
く基本品質モニタリングを可能にするために、G.722コールに対してG.711パフォーマン
スに対応するMOSスコアが報告されます。

• CVTQを使用してワイドバンドコールに対してG.711スケールMOSスコアを報告するこ
とで、基本品質分類が優良/正常、または不良/異常として示されるようになります。高い
スコア（約 4.5）のコールは、高い品質/低いパケット損失を示し、低いスコア（約 3.5）
は低い品質/高いパケット損失を示します。

• MOSとは異なり、フレーム損失率およびフレーム損失発生秒数はワイドバンドコールと
ナローバンドコールの両方で、依然として有効かつ有用です。

フレーム損失率がゼロの場合は、IPネットワークが損失なく時間どおりにフレームやパケットを
配信していることを示しています。

音声品質のトラブルシューティングのヒント

メトリックに大幅な変化が継続的に見られた場合は、次の表の一般的なトラブルシューティング

情報を使用してください。

表 57：音声品質メトリックの変化

条件メトリックの変化

パケット損失または高ジッタによるネットワーク障害。

•平均MOS LQKの減少は、広範囲の画一的な障害を示していま
す。

•個別のMOS LQKの減少は、集中的な障害を示しています。

フレーム損失率とフレーム損失発生秒数を照合して、パケット損失や

ジッタがないか確認してください。

MOS LQKスコアが著し
く減少

電話機が適切なコーデック（RxTypeおよび TxType）を使用している
かどうか確認してください。

MOSLQKのバージョンがファームウェアアップグレード以降に変更
されたかどうかを確認してください。

MOS LQKスコアが著し
く減少

•パケット損失または高いジッタによるネットワーク障害。
フレーム損失率とフレー

ム損失発生秒数が大幅に

増加した

Cisco Unified IP Phone 7975G/7971G-GE/7970G/7965G/7945G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified
Communications Manager 9.0（SCCP および SIP）

299

トラブルシューティングとメンテナンス

音声品質のモニタリング



条件メトリックの変化

音声チャネルのノイズや歪み（エコーレベルやオーディオレベルな

ど）。

複数のエンコード/デコードが使用されているタンデムコール（セル
ラーネットワークや電話カードネットワークへのコールなど）。

スピーカーフォン、ハンドフリー携帯電話、またはワイヤレスヘッ

ドセットなどから発生する音響問題。

送信パケット（TxCnt）と受信パケット（RxCnt）のカウンタをチェッ
クし、音声パケットが流れていることを確認します。

フレーム損失率はほとん

どゼロであるが、音声品

質が悪い。

音声品質メトリックでは、ノイズや歪みは考慮されません。フレーム損失だけが考慮されま

す。

（注）

Cisco Unified IP Phone のクリーニング
Cisco Unified IP Phoneをクリーニングするには、乾いた柔らかい布で電話スクリーンを拭いてく
ださい。液体や粉末を直接電話機に付けないでください。すべての非耐候性の電子機器と同様

に、液体や粉末はコンポーネントを損傷し、障害を引き起こすことがあります。

クリーニングする前にスクリーンを無効にし、クリーニング用の布で誤って機能を選択しないよ

うにします。スクリーンを無効にするには、ディスプレイを 1秒以上押します。電話機に「タッ
チスクリーンが無効です（Touchscreen Disabled）」または「電話スクリーンが無効です

（Phone Screen Disabled）」と表示され、ディスプレイボタンが緑で点滅します。

1分後、スクリーンは自動的に再度有効になります。その前にスクリーンを再度有効にするには、
点滅しているディスプレイボタンを 1秒以上押します。電話機に「タッチスクリーンは有効です
（Touchscreen Enabled）」または「電話スクリーンは有効です（Phone Screen

Enabled）」と表示されます。
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付録 A
社内のサポート Web サイト

システム管理者は、多くの場合、ネットワーク内や社内のCisco Unified IP Phoneユーザの主な情
報源になります。最新の詳細な情報をユーザに提供する必要があります。

シスコでは、ユーザに Cisco Unified IP Phoneに関する重要な情報を提供するために、社内のサ
ポートサイトにWebページを作成することを推奨しています。

このサイトには、次のタイプの情報を含めるように考慮してください。

• Cisco Unified IP Phoneのユーザサポート, 301 ページ

• ユーザオプションWebページへのアクセス, 302 ページ

• 電話機のオンラインヘルプ, 302 ページ

• Cisco Unified IP Phoneのマニュアル, 302 ページ

• SCCP電話機用のCiscoUnified IP Phone 7900シリーズ eラーニングチュートリアル, 303 ペー
ジ

• 電話機能のユーザ登録およびセットアップ, 303 ページ

• ユーザのボイスメッセージシステムへのアクセス, 304 ページ

• ユーザのパーソナルディレクトリのエントリのセットアップ, 304 ページ

Cisco Unified IP Phone のユーザサポート
Cisco Unified IP Phoneの機能（短縮ダイヤル、サービス、ボイスメッセージシステムのオプショ
ンなど）を正常に使用するには、ユーザはシステム管理者やシステム管理者のネットワークチー

ムから情報を入手する必要があります。また、サポートを受けるためにシステム管理者に問い合

わせ可能な環境が必要です。支援を求める際の連絡先の担当者の名前、およびそれらの担当者に

連絡する手順をユーザに提供しておく必要があります。
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ユーザオプション Web ページへのアクセス
ユーザがユーザオプションWebページにアクセスできるようにするには、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページを使用して、ユーザを標準 Cisco Unified Communications
Managerエンドユーザグループに追加しておく必要があります（[ユーザ管理（UserManagement）]
> [ユーザグループ（User Groups）]を選択します）。詳細については、以下を参照してくださ
い。

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「User Group Configuration」

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の「Roles and User Groups」

電話機のオンラインヘルプ
Cisco Unified IP Phoneからは、総合的なオンラインヘルプシステムにアクセスできます。電話機
のメインヘルプメニューを表示するには、[?]ボタンを押します。ヘルプがすでに表示されてい
る場合は、[メイン（Main）]を押します。

メインメニューには、次の項目が含まれます。

• [Cisco Unified IP Phoneについて（About Your Cisco Unified IP Phone）]：電話機のモデルに関
する説明

• [操作方法（How do I...?）]：一般的に使用される電話機のタスクに関する手順や情報

• [コール機能（CallingFeatures）]：会議および転送などの、コール機能を使用するための説明
および手順

• [ヘルプ（Help）]：ヘルプの使用およびアクセスに関するヒント

[?]ボタンを使用して、ソフトキー、メニュー項目、およびヘルプシステム自体に関する情報を取
得することもできます。詳細については、ユーザガイドを参照してください。

Cisco Unified IP Phone のマニュアル
システム管理者は、Cisco Unified IP Phoneのユーザマニュアルにユーザがアクセスできるように
する必要があります。各ユーザガイドには、主要な電話機能に関する詳細な説明が記載されてい

ます。

CiscoUnified IPPhoneには複数のモデルがあるため、ユーザがシスコのWebサイトで目的のマニュ
アルを見つけやすいように、最新のマニュアルへのリンクを用意することを推奨します。ただ

し、ユーザをシスコのWebサイトにアクセスさせない場合やアクセスを提供できない場合は、シ
ステム管理者が PDFファイルをダウンロードし、社内のWebサイトでユーザに提供することを
推奨します。
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Cisco Unified IP Phoneの入手可能なマニュアルのリストについては、次の URLにアクセスしてく
ださい。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html

Cisco Unified Communications Managerの入手可能なマニュアルのリストについては、次の URLに
アクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/tsd_products_support_series_home.html

SCCP 電話機用の Cisco Unified IP Phone 7900 シリーズ e
ラーニングチュートリアル

Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ eラーニングチュートリアルでは、音声および動画を使用し
て、SCCP電話機の基本的なコール機能について説明します。 eラーニングチュートリアルは、
現在 Cisco Unified IP Phone 7970シリーズ（7970G、7971G-GE）、および Cisco Unified IP Phoneモ
デル 7905G、7912G、7940G、7941G、7941G-GE、7960G、7961G、および 7961G-GEで利用でき
ます。

ユーザは、eラーニングチュートリアルのランタイムバージョン（英語のみ）に Cisco.comから
アクセスできます。次のサイトで、該当する電話機モデルのチュートリアルを検索してください。

http://cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/products_user_guide_list.htmlhttp://cisco.com/en/US/
products/hw/phones/ps379/products_user_guide_list.html

管理者は、eラーニングチュートリアルのカスタマイズ可能なバージョン（英語のみ）をcisco.com
の次の電話機製品ページからダウンロードできます。

http://cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/prod_models_home.html

最新のユーザガイド PDFにリンクする方法など、具体的な説明については、該当する eラーニン
グチュートリアルに含まれている Read Meファイルを参照してください。

eラーニングチュートリアルは定期的に更新されるため、ユーザ向けの最新の機能情報が含ま
れていない場合があります。最新の機能情報については、電話機モデルおよび Cisco Unified
Communications Managerバージョンに対応した『Cisco Unified IP Phone User Guide』を参照し
てください。

（注）

電話機能のユーザ登録およびセットアップ
ユーザは、Cisco Unified Communications ManagerのユーザオプションWebページを使用して、さ
まざまなアクティビティを実行できます。これらのアクティビティには、サービスへの登録、短

縮ダイヤルおよびコール転送番号の設定、呼出音の設定、個人アドレス帳の作成などがあります。

Webサイトを使用した電話機の設定に慣れていないユーザもいることに留意してください。エン
ドユーザがユーザオプションWebページに正しくアクセスして使用できるように、できるだけ
多くの情報を提供する必要があります。
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ユーザには、必ずユーザオプションWebページに関する次の情報を提供してください。

•アプリケーションにアクセスするために必要な URL。この URLは、次のとおりです。

http://<server_name:portnumber>/ccmuser/（server_nameはWebサーバがインストールされて
いるホストです）。

•アプリケーションにアクセスするために必要なユーザ IDとデフォルトパスワード。

これらの設定値は、ユーザを Cisco Unified Communications Managerに追加したときに入力し
た値と同じです（Cisco Unified Communications Managerユーザの追加, （197ページ）を参
照）。

• Webベースのグラフィカルユーザインターフェイスアプリケーション、およびWebブラウ
ザを使用してそれにアクセスする方法についての概要。

•ユーザがWebページを使用して実行できるタスクの概要。

ユーザのボイスメッセージシステムへのアクセス
Cisco Unified Communications Managerを使用すると、Cisco Unityボイスメッセージングシステム
などのさまざまなボイスメッセージングシステムと統合できます。各種システムと統合できる

ため、特定のシステムの使用方法に関する情報をユーザに提供する必要があります。

次の情報を、各ユーザに提供してください。

•ボイスメッセージシステムアカウントへのアクセス方法。

Cisco Unified Communications Managerを使用して、Cisco Unified IP Phoneのメッセージボタ
ンを設定しておく必要があります。

•ボイスメッセージシステムにアクセスするための初期パスワード。

すべてのユーザが使用できる、ボイスメッセージシステムのデフォルトパスワードを設定

しておく必要があります。

•ボイスメッセージの受信が電話機でどのように示されるか。

Cisco Unified Communications Managerを使用して、Message Waiting Indicator（MWI;メッセー
ジ受信インジケータ）メソッドを設定しておく必要があります。

ユーザのパーソナルディレクトリのエントリのセット

アップ
ユーザは、Cisco Unified IP Phoneで、パーソナルディレクトリのエントリを設定できます。パー
ソナルディレクトリを設定するには、ユーザが以下にアクセスできる必要があります。
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•ユーザオプションWebページ：ユーザに、自分のユーザオプションWebページにアクセス
する方法を必ず伝えてください。詳細については電話機能のユーザ登録およびセットアッ

プ, （303ページ）を参照してください。

• Cisco Unified IP Phone Address Book Synchronizer：ユーザに、このアプリケーションのインス
トーラを必ず配布してください。

Cisco Unified IP Phone Address Book Synchronizer の入手
Synchronizerのコピーをダウンロードしてユーザに送信するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 インストーラを入手するには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、アプリケー
ション > [プラグイン（Plugins）]を選択します。

ステップ 2 CiscoUnified IPPhoneAddressBookSynchronizerプラグイン名の横にある [ダウンロード（Download）]
を選択します。

ステップ 3 ファイルをダウンロードするダイアログボックスが表示されたら、[保存（Save）]を選択します。

ステップ 4 TabSyncInstall.exeファイル、およびCisco Unified IP Phone Address Book Synchronizerの導入, （305
ページ）の手順を、このアプリケーションを必要としているすべてのユーザに送信します。

Cisco Unified IP Phone Address Book Synchronizer の導入
Cisco Unified IP Phone Address Book Synchronizerは、Microsoft Windowsのアドレス帳に格納されて
いるデータを、Cisco Unified Communications Managerディレクトリおよびユーザオプションの個
人アドレス帳サービスと同期させることができます。

Windowsのアドレス帳と個人アドレス帳を適切に同期させるには、次の手順を実行する前に、
Windowsアドレス帳のすべてのユーザをWindowsアドレス帳に入力する必要があります。

ヒント

Synchronizer のインストール
Cisco Unified IP Phone Address Book Synchronizerをインストールするには、次の手順を実行しま
す。
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手順

ステップ 1 システム管理者から Cisco Unified IP Phone Address Book Synchronizerのインストーラファイルを
入手してください。

ステップ 2 管理者から提供された TabSyncInstall.exeファイルをダブルクリックします。
パブリッシャのダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [実行（Run）]を選択します。
[Cisco Unified CallManager Personal Address Book Synchronizerの InstallShieldウィザードへようこそ
（Welcome to the InstallShieldWizard for CiscoUnified CallManager Personal Address Book Synchronizer）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [次へ（Next）]を選択します。
[使用許諾契約（License Agreement）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 ライセンス契約に関する情報を読み、[同意します（I Accept）]を選択します。 [次へ（Next）]を
選択します。

[インストール先（Destination Location）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 アプリケーションのインストール先ディレクトリを選択し、[次へ（Next）]を選択します。
[インストールの開始（Ready to Install）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [インストール（Install）]を選択します。
インストールウィザードによって、アプリケーションがコンピュータにインストールされます。

インストールが完了すると、[InstallShieldウィザードの完了（InstallShieldWizardComplete）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 8 [完了（Finish）]を選択します。

ステップ 9 プロセスを完了するために、Synchronizerのセットアップ, （306ページ）の手順を実行します。

Synchronizer のセットアップ
Cisco Unified IP Phone Address Book Synchronizerを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified IP Phone Address Book Synchronizerを開きます。
デフォルトのインストールディレクトリを受け入れた場合は、[開始（Start）] > [すべてのプログ
ラム（All Programs）] > [Cisco Systems] > [TabSync]を選択することでアプリケーションを開くこ
とができます。

ステップ 2 ユーザ情報を設定するには、[ユーザ（User）]を選択します。
[Cisco Unified CallManager User Information]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 3 Cisco Unified IP Phoneのユーザ名とパスワードを入力し、[OK]を選択します。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerサーバ情報を設定するには、[サーバ（Server）]を選択しま
す。

[CiscoUnifiedCallManagerサーバ情報の設定（ConfigureCiscoUnifiedCallManager Server Information）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 CiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバの IPアドレスまたはホスト名とポート番号を入力し、
[OK]を選択します。
この情報が不明な場合は、システム管理者に問い合わせてください。

ステップ 6 ディレクトリ同期プロセスを開始するには、[同期（Synchronize）]を選択します。
[同期の状況（Synchronization Status）]ウィンドウに、アドレス帳の同期の状況が表示されます。
重複エントリに関するルールでユーザによる調整を選択しており、アドレス帳のエントリが重複

している場合は、[選択の重複（Duplicate Selection）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 個人アドレス帳に登録するエントリを選択し、[OK]を選択します。

ステップ 8 同期化が完了したら、[終了（Exit）]を選択してCiscoUnifiedCallManagerAddress Book Synchronizer
を閉じます。

ステップ 9 同期化が機能しているかを確認するには、ユーザオプションWebページにログインし、[個人ア
ドレス帳（Personal Address Book）]を選択します。機能している場合は、Windowsのアドレス帳
のユーザが表示されます。
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付録 B
Cisco Unified IP Phone のプロトコル別機能サ
ポート

この付録では、Cisco Unified Communications Managerリリース 8.6で SCCPまたは SIPのいずれ
かのプロトコルを使用する Cisco Unified IP Phoneの機能のサポートについて説明します。

次の表は、コール機能とそのサポートの概要をプロトコル別に示しています。この表では、主

にエンドユーザのコール機能を中心に扱っています。この表は、使用可能なすべての電話機能

の包括的なリストではありません。ユーザインターフェイスの相違点および機能の使用方法の

詳細については、『CiscoUnified IP Phone 7975G, 7971G-GE, 7970G, 7965G, and 7945GUser Guide』
を参照してください。

このマニュアルは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html

各機能の詳細については、次の表に記載されている、ユーザガイドの項を参照してください。

表 58：Cisco Unified IP Phone 7975G、7971G-GE、7970G、7965G、および 7945G のプロトコル別機能サポート

詳細情報プロトコル：SIPプロトコル：SCCP機能

コール機能

「Calling features」の「Additional call options」サポート対象サポート対象短縮ダイヤル機能

「Calling features」の「Call answer」サポート対象サポート対象エージェントグ

リーティング

サポート対象未サポート匿名コールブ

ロック

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Call park」

サポート対象未サポート処理されたダイレ

クトコールパー

ク
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詳細情報プロトコル：SIPプロトコル：SCCP機能

「Voice messages」サポート対象サポート対象オーディオメッ

セージ受信インジ

ケータ

「Handset, headset, and speakerphone」サポート対象サポート対象自動応答

サポート対象サポート対象自動コールピッ

クアップ

「Calling features」の「Basic call options」サポート対象サポート対象自動ダイヤル

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Shared lines」

サポート対象サポート対象割り込み（および

C割り込み）

サポート対象サポート対象外線から外線への

転送のブロック

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Busy Lamp Field features」

サポート対象サポート対象ビジーランプ

フィールド

（BLF）

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Busy Lamp Field features」

サポート対象サポート対象ビジーランプ

フィールド

（BLF）ピック
アップ

「Calling features」の「Additional call options」サポート対象サポート対象コールバック

サポート対象サポート対象コール監察

サポート対象サポート対象コール表示の制限

「Calling features」の「Call Forward」サポート対象サポート対象すべてのコールの

転送

サポート対象サポート対象すべてのコールの

転送のブレークア

ウト

サポート対象サポート対象不在転送ループの

防止

「Calling features」の「Call Forward」サポート対象サポート対象コール転送（通話

中）
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詳細情報プロトコル：SIPプロトコル：SCCP機能

サポート対象サポート対象コール転送時の表

示内容の設定

サポート対象サポート対象不在転送の接続先

「Calling features」の「Call Forward」サポート対象サポート対象無応答時転送

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Call Park」

サポート対象サポート対象コールパーク

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Call PickUp」

サポート対象サポート対象コールピック

アップ

グループのコール

ピックアップ

ダイレクトコー

ルピックアップ

その他のコール

ピックアップ

サポート対象サポート対象コール録音

「Calling features」の「Call answer」サポート対象サポート対象コール待機

「Phone features」の「Phone screen features」サポート対象サポート対象発信者 ID

サポート対象サポート対象発信者 IDブロッ
ク

サポート対象サポート対象コールバック

サポート対象サポート対象Cisco Unified
Communications
Manager Assistant

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Cisco Extension Mobility」

サポート対象サポート対象Ciscoエクステン
ションモビリ

ティ

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Cisco Extension Mobility」

サポート対象サポート対象Ciscoエクステン
ションモビリ

ティの PIN変更
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詳細情報プロトコル：SIPプロトコル：SCCP機能

サポート対象サポート対象クラスタ間の

Ciscoエクステン
ションモビリ

ティ

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Place call using billing or tracking code」

未サポートサポート対象クライアント識別

コード（CMC）

一部の機能（コールパー

ク、MWIなど）はサポート
対象

サポート対象コンピュータテ

レフォニーイン

テグレーション

（CTI）アプリ
ケーション

サポート対象サポート対象設定可能なコール

転送表示

サポート対象サポート対象デバイスから呼び

出された録音

サポート対象サポート対象直接転送

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Call Park」

サポート対象サポート対象ダイレクトコー

ルパーク

「Calling features」の「Do Not Disturb」サポート対象サポート対象Do Not Disturb
（DND）（サイ
レント）

未サポートサポート対象一括ダイヤル

「Phone customization」の「Rings and message
indicator customization」

サポート対象サポート対象固有呼び出し音

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Speed Dial」

サポート対象サポート対象ファストダイヤ

ルサービス

「Calling features」の「Additional call options」の
「Place call using billing or tracking code」

未サポートサポート対象強制承認コード

（FAC）

サポート対象サポート対象グループのコール

ピックアップ
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詳細情報プロトコル：SIPプロトコル：SCCP機能

「Handset, headset, and speakerphone」の
「Headset」の「Control wired headset sidetone」

サポート対象サポート対象ヘッドセットの側

音の制御

サポート対象（7945G、
7965G、および 7975Gの
み）

サポート対象

（7945G、
7965G、および
7975Gのみ）

ヘッドセットの録

音

「Phone features」の「Feature buttons andmenus」サポート対象サポート対象ヘルプシステム

「Calling features」の「Hold and resume」サポート対象サポート対象保留/復帰

「Calling features」の「Hold and resume」サポート対象サポート対象保留復帰

サポート対象サポート対象ハントグループ

表示

「Calling features」の「Call answer」サポート対象サポート対象即時転送

「Calling features」の「Call transfer to voice
message system」

サポート対象サポート対象即時転送の拡張

サポート対象サポート対象Intelligent Session
Control

サポート対象サポート対象クラスタ間信頼

（証明書の一括複

製）

「Calling features」の「Intercom calls」サポート対象サポート対象インターコム

サポート対象サポート対象クラスタ内信頼

（証明書の一括複

製）

「Calling features」の「Conference calls」サポート対象サポート対象参加/選択

「Calling features」の「Conference calls」サポート対象サポート対象回線をまたいで参

加/選択

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Hunt Groups」

サポート対象サポート対象ハントグループ

からのログアウト

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Suspicious call trace」

サポート対象サポート対象迷惑呼 ID
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詳細情報プロトコル：SIPプロトコル：SCCP機能

「Calling features」の「Conference calls」サポート対象サポート対象ミートミー会議

サポート対象サポート対象メッセージ受信イ

ンジケータ

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Cisco Extension Mobility」

サポート対象サポート対象モバイルコネク

ト

サポート対象サポート対象モバイルボイス

アクセス

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Priority calls」

未サポートサポート対象Multilevel
Precedence and
Preemption
（MLPP）

「Phone features」の「Line and call definitions」50200ラインアピアラ

ンス1つあたりの
コール数

サポート対象サポート対象保留音

「Calling features」の「Mute」サポート対象サポート対象ミュート

サポート対象サポート対象呼出音の音量調節

「Calling features」の「Basic call options」サポート対象サポート対象オンフックダイ

ヤル/プレダイヤ
ル

「Calling features」の「Call transfer」サポート対象サポート対象オンフックコー

ル転送

サポート対象サポート対象他のグループの

ピックアップ

サポート対象サポート対象プラスダイヤル

サポート対象サポート対象プレゼンス対応

ディレクトリ

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Shared lines」

サポート対象サポート対象プライバシー
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詳細情報プロトコル：SIPプロトコル：SCCP機能

サポート対象サポート対象Private Line
Automated
Ringdown
（PLAR）

「Calling features」サポート対象サポート対象プログラム可能な

回線キー

サポート対象サポート対象保護コール

「Troubleshooting」の「Quality Reporting Tool」サポート対象サポート対象品質（QRT）

「Calling features」の「Basic call options」の
「Redial number」

サポート対象サポート対象リダイヤル

「Phone features」の「Buttons and hardware
identification」

サポート対象サポート対象呼出音の設定

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Secure calls」

サポート対象サポート対象セキュアおよび非

セキュアの通知

トーン

「Calling features」の「Conference calls」サポート対象サポート対象セキュア会議

サポート対象サポート対象サービス

サポート対象サポート対象サービス URLボ
タン

「Calling features」の「Call transfer」サポート対象サポート対象セッションハン

ドオフ

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Shared lines」

サポート対象サポート対象シェアドライン

「Handset, headset, and speakerphone」の
「Headset」の「Control wired headset sidetone」

サポート対象

（7970Gおよび 7971Gの
み）。

サポート対象側音レベル

サポート対象サポート対象サイレントモニ

タリング
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詳細情報プロトコル：SIPプロトコル：SCCP機能

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Shared lines」の「Barge, cBarge, and shared
lines」

サポート対象サポート対象ワンボタン割り込

み

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Speed Dial」

サポート対象サポート対象短縮ダイヤル

サポート対象サポート対象SSHアクセス

サポート対象サポート対象Time-of-Dayルー
ティング

サポート対象サポート対象タッチスクリーン

点灯の無効化

「Calling features」の「Call transfer」サポート対象サポート対象転送

「Calling features」の「Call transfer」サポート対象サポート対象転送（直接転送）

サポート対象サポート対象タイムゾーンの

更新

「Call logs and directories」の「Call logs」の
「Place call from URL entry in call log」

サポート対象未サポートURLダイヤル

未サポートサポート対象ビデオモード

「Additional options」未サポートサポート対象ビデオサポート

サポート対象サポート対象電話機でのバー

チャルプライ

ベートネット

ワークのサポート

「Voice messages」サポート対象サポート対象ボイスメール

「Calling features」の「Advanced call handling」
の「Secure calls」

未サポートサポート対象

（7945G、
7965G、および
7975Gのみ）

VPNクライアン
ト

「User Options web pages」の「Features and
services setup on web」の「Cisco WebDialer」

サポート対象サポート対象WebDialer
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詳細情報プロトコル：SIPプロトコル：SCCP機能

設定

サポート対象サポート対象自動ポート同期

（Automatic Port
Synchronization）

「Troubleshooting」の「Phone troubleshooting
data」

サポート対象サポート対象コール統計（Call
Statistics）

「Phone features」の「Energy savings」未サポートサポート対象Power Save Plus
（EnergyWise）

サポート対象サポート対象リモートポート

設定

eサポート対象サポート対象SSH:無効化

未サポートサポート対象UCR 2008

「Troubleshooting」の「Phone troubleshooting
data」

サポート対象サポート対象音声品質メトリッ

ク（Voice Quality
Metrics）

サービス

サポート対象サポート対象SDK準拠

ディレクトリ

「Call logs and directories」の「Directory features」サポート対象サポート対象コールログ

「Call logs and directories」の「Directory features」サポート対象サポート対象社内ディレクトリ

「Call logs and directories」の「Directory features」サポート対象サポート対象パーソナルディ

レクトリ機能拡張

追加の機能およびアプリケーション

『Cisco Unified Communications Manager Assistant
User Guide』

サポート対象サポート対象Cisco Unified
Communications
Manager Assistant

『Cisco Unified Communications Manager Features
and Services Guide』

サポート対象サポート対象Cisco Unified
Communications
Manager
Auto-Attendant
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詳細情報プロトコル：SIPプロトコル：SCCP機能

これらはサードパーティ製品です。『Cisco
Unified Attendant Consoles, Maintain and Operate
Guides』を参照してください。

サポート対象サポート対象Cisco Unified
Business Attendant
Console

Cisco Unified
Department
Attendant Console

Cisco Unified
Enterprise
Attendant Console

『Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7914
Guide』

サポート対象（7965、
7970、7971、7975のみ）

サポート対象

（7965、7970、
7971、7975のみ）

Cisco
UnifiedIPPhone7914
拡張モジュール

『Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7915
Guide』

サポート対象（7965、7975
のみ）

サポート対象

（7965、7975の
み）

Cisco
UnifiedIPPhone7915
拡張モジュール

『Cisco Unified IP Phone Expansion Module 7916
Guide』

サポート対象（7965、7975
のみ）

サポート対象

（7965、7975の
み）

Cisco
UnifiedIPPhone7916
拡張モジュール

『Cisco VT Advantage User Guide』未サポートサポート対象CiscoVTAdvantage
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付録 C
各言語ユーザのサポート

Cisco Unified IP Phoneでは、さまざまな言語に翻訳およびローカライズされたバージョンが用意
されています。英語以外の環境で Cisco Unified IP Phoneをサポートしている場合は、次の各項
を参照し、ユーザの環境に応じて電話機をセットアップする必要があります。

• 電話ボタンの言語オーバーレイ, 319 ページ

• Cisco Unified Communications Manager Locale Installerのインストール, 319 ページ

• 国際コールのロギングのサポート, 320 ページ

電話ボタンの言語オーバーレイ
各国のユーザのニーズに対応するために、Cisco Unified IP Phoneのボタンラベルには、ボタンの
目的を示すテキストではなくアイコンが表示されています。電話機には、言語固有のテキスト

オーバーレイを購入して追加できます。言語固有のオーバーレイを注文するには、次のWebサイ
トにアクセスしてください。

http://www.overlaypro.com/cisco/

電話機のオーバーレイが用意されているのは、Cisco Unified IP Phoneソフトウェアがローカライ
ズされた言語だけです。すべての言語にすぐに対応できるとは限らないため、Webサイトの更新
を継続的に確認してください。

Cisco Unified Communications Manager Locale Installer のイ
ンストール

英語（米国）以外のロケールで Cisco Unified IP Phoneを使用している場合は、そのロケール固有
のバージョンの Cisco Unified Communications Manager Locale Installerを、クラスタ内の各
Cisco Unified Communications Managerサーバにインストールする必要があります。 Locale Installer
をインストールすると、Cisco Unified IP Phoneに対応した最新版の翻訳テキスト、ユーザおよび
ネットワークロケール、各国固有の電話トーンを確実に使用できます。CiscoUnifiedCommunications
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Manager Locale Installerのロケール固有のバージョンは、http://www.cisco.com/kobayashi/sw-center/
telephony/callmgr/locale-installer.shtml に用意されています。

詳細については、『Cisco Unified Communications Operating System Administration Guide』の「Locale
Installation」の項を参照してください。

すべての言語にすぐに対応できるとは限らないため、Webサイトの更新を継続的に確認してく
ださい。

（注）

国際コールのロギングのサポート
ご使用の電話システムで国際コールのロギング（発信側の正規化）が設定されている場合、通話

履歴、リダイヤル、コールディレクトリの各エントリに通話場所の国際エスケープコードをあら

わす「+」記号が表示されることがあります。電話システムの設定によっては、「+」記号ではな
く正しい国際ダイヤルコードが表示される場合があります。国際ダイヤルコードが表示されない

場合は、必要に応じて、「+」記号を通話場所の国際エスケープコードに手動で置き換えて番号
を編集した後にダイヤルします。また、コールログやディレクトリエントリには受信コールの

完全な国際電話番号が表示され、電話機のディスプレイには国際コード（国番号）が省略された

国内用の短い番号が表示される場合もあります。
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付録 D
技術仕様

ここでは、Cisco Unified IP Phone 7970シリーズの技術仕様について説明します。

• 物理仕様および動作環境仕様, 321 ページ

• ケーブル仕様, 323 ページ

• ネットワークポートとアクセスポートのピン割り当て, 323 ページ

物理仕様および動作環境仕様
次の表に、Cisco Unified IP Phoneの物理仕様および動作環境仕様を示します。

表 59：物理仕様および動作環境仕様

値または範囲仕様

32～ 104°F（0～ 40°C）動作温度

10～ 95%（結露しないこと）動作時の相対湿度

14～ 140°F（–10～ 60°C）保管温度

9.07インチ（23.03 cm）高さ

Cisco Unified IP Phone 7975G、7965G、および 7945Gの場合：
10.82インチ（27.48 cm）

Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970Gの場合：
10.5インチ（26.67 cm）

幅
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• 2.54インチ（6.45 cm）：フットスタンドを完全に閉じた状態

• 6.0インチ（15.24 cm）：フットスタンドを完全に開いた状態

• 3.54インチ（9.00 cm）：オプションの壁面取り付けキットを使
用（Cisco Unified IP Phone 7975G、7965G、および 7945G）

奥行

1.47 kg（3.25ポンド）重量

Cisco Unified IP Phone 7975G、7965G、および 7945G：

• ACアダプタ使用時：100～ 240 VAC、50～ 60 Hz、0.5 A

• 44V～ 57V DC、0.25 A（ネットワークケーブルでインライン
パワーを使用する場合）

Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970G：

•電話機は、IEEE 802.3af準拠のデータスイッチ（クラス III）か
ら受電できます。

•電話機には、電源アダプタ（シスコ部品番号CP-PWR-CUBE-3=）
と適切な電源コードを使用してローカルに給電できます（電源

アダプタの電力要件：100～ 240 VAC、50～ 60 Hz、0.5 A）。

電源オプション

Cisco Unified IP Phone 7975G、7965G、および 7945Gの場合：

• 10-Mbpsケーブルの場合はカテゴリ 3/5/5e/6を 4ペア

• 100-Mbpsケーブルの場合はカテゴリ 5/5e/6を 4ペア

• 1000-Mbpsケーブルの場合はカテゴリ 5e/6を 4ペア

ケーブルは、合計 8本のコンダクタに対して 4ペアの
ワイヤで構成されています。

（注）

Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970Gの場合：

• 10 Mbpsケーブルの場合はカテゴリ 3/5/5eを 4ペア

• 100 Mbpsケーブルの場合はカテゴリ 5/5eを 4ペア

• 1000-Mbpsケーブルの場合はカテゴリ 5e/6を 4ペア

ケーブルは、合計 8本のコンダクタに対して 4ペアの
ワイヤで構成されています。

（注）

ケーブル
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値または範囲仕様

イーサネット仕様でサポートされているとおり、各 Cisco Unified IP
Phoneとスイッチ間のケーブル長は最大 100メートル（330フィー
ト）とします。

距離要件

ケーブル仕様
•ハンドセットおよびヘッドセット接続用の RJ-9ジャック（4コンダクタ）。

• LAN 10/100/1000BaseT接続用の RJ-45ジャック（10/100/1000 SWというラベル）。

• 2番目の 10/100/1000BaseT準拠の接続用のRJ-45ジャック（10/100/1000 PCというラベル）。

•マイクおよびスピーカ接続用の 3.5 mmジャック（Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび
7970Gのみ）。

• 48ボルト電源コネクタ。

ネットワークポートとアクセスポートのピン割り当て
ネットワークポートとアクセスポートはどちらもネットワーク接続に使用されますが、それぞれ

異なる目的で使用され、ポートのピン割り当ても異なっています。アクセスポートは、コンピュー

タポートとも呼ばれます。

ネットワークポートコネクタ

次の表では、ネットワークポートコネクタのピン割り当てについて説明します。

表 60：ネットワークポートコネクタのピン割り当て

機能ピン番号

BI_DA+1

BI_DA-2

BI_DB+3

BI_DC+4

BI_DC-5

BI_DB-6
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機能ピン番号

BI_DD+7

BI_DD-8

BIは双方向を表し、DA、DB、DC、およびDDはそれぞれデータA、データB、デー
タ C、およびデータ Dを表します。

（注）

コンピュータポートコネクタ

次の表では、コンピュータポートコネクタのピン割り当てについて説明します。

表 61：コンピュータ（アクセス）ポートコネクタのピン割り当て

機能ピン番号

BI_DB+1

BI_DB-2

BI_DA+3

BI_DD+4

BI_DD-5

BI_DA-6

BI_DC+7

BI_DC-8

BIは双方向を表し、DA、DB、DC、およびDDはそれぞれデータA、データB、デー
タ C、およびデータ Dを表します。

（注）
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付録 E
電話機の基本的な管理手順

ここでは、次のアクションを行うための最小限の基本的な設定手順を説明します。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページへの新規ユーザの追加

•その新規ユーザへの新しい電話機の設定

•そのユーザのその電話機への関連付け

•その他の基本的なエンドユーザの設定作業

この手順では、これらの作業を実行する1つの方法を示しますが、それがこれらの作業を実行す
る唯一の方法というわけではありません。ここで紹介するのは、新規ユーザを追加し、システ

ム上で機能する電話機をそのユーザに関連付ける簡略な方法です。

これらの手順は、コーリングサーチスペース、パーティション、およびその他の複雑な設定が

すでに行われ、既存のユーザ用に整備されている安定した Cisco Unified Communications Manager
システムでの使用を想定しています。

ここでは、次の内容について説明します。

• ユーザ情報の例, 325 ページ

• Cisco Unified Communications Managerユーザの追加, 326 ページ

• 電話機のセットアップ, 327 ページ

• エンドユーザの最終セットアップの実行, 332 ページ

ユーザ情報の例
次の各手順では、可能な場合に、例を使って手順を示します。このような手順例では、サンプル

として次のユーザ情報と電話情報を使用します。

•ユーザ名：John Doe

•ユーザ ID：johndoe
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•電話機上でリストされるMACアドレス：00127F576611

• 5桁の社内電話番号：26640

Cisco Unified Communications Manager ユーザの追加
ここでは、Cisco Unified Communications Managerにユーザを追加する手順を説明します。使用し
ているオペレーティングシステムと、ユーザの追加方法に応じて、この項の手順のいずれかに

従ってください。

外部 LDAP ディレクトリからのユーザの追加
LDAPシステムの設定の詳細および制限については、『Cisco Unified Communications Manager
Administration Guide』の「LDAP System Configuration」、「LDAP Directory Configuration」、およ
び「LDAP Authentication Configuration」の各章、および『Cisco Unified Communications Manager
System Guide』の「Understanding the Directory」の章を参照してください。

ユーザが LDAPディレクトリ（Cisco Unified Communications Serverでないディレクトリ）に追加
されている場合は、次の手順に従って LDAPディレクトリを同期化することで、同じユーザとそ
の電話機を Cisco Unified Communications Managerに追加できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページにログオンします。

ステップ 2 [システム（System）] > [LDAP] > [LDAPディレクトリ（LDAP Directory）]を選択します。

ステップ 3 [検索（Find）]ボタンを使用して、対象の LDAPディレクトリを見つけます。

ステップ 4 LDAPディレクトリ名をクリックします。

ステップ 5 [完全同期を今すぐ実施（Perform Full Sync Now）]をクリックします。
LDAPディレクトリを Cisco Unified Communications Managerに即座に同期化する必要が
ない場合は、[LDAPディレクトリ（LDAP Directory）]ウィンドウの [LDAPディレクト
リ同期スケジュール（LDAPDirectory Synchronization Schedule）]で、次の自動同期化を
いつ実行するかを決定します。ただし、新規ユーザをデバイスに関連付けるには、そ

の前に同期を完了する必要があります。

（注）

ステップ 6 電話機のセットアップ, （327ページ）に進みます。

Cisco Unified Communications Manager へのユーザディレクトリの追加
LDAPディレクトリを使用していない場合、次の手順に従って、ユーザを直接 Cisco Unified
Communications Managerの管理ページに追加できます。
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手順

ステップ 1 [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択して、[新規追加（Add
New）] をクリックします。 [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 このウィンドウの [ユーザ情報（User Information）]ペインで、次の情報を入力します。

• [ユーザ ID（User ID）]：ユーザの識別名を入力します。CiscoUnifiedCommunicationsManager
では、ユーザ IDの作成後の変更はできません。ユーザ IDに使用できる特殊文字は、=、+、
<、>、#、;、\、,、""、および空白です。

例：johndoe

• [パスワード（Password）]および [パスワードの確認（ConfirmPassword）]：エンドユーザの
パスワードとして、5つ以上の英数字または特殊文字を入力します。ユーザ IDに使用でき
る特殊文字は、=、+、<、>、#、;、\、,、""、および空白です。

• [姓（Last Name）]：ユーザの姓を入力します。ユーザ IDに使用できる特殊文字は、=、+、
<、>、#、;、\、,、""、および空白です。

例：doe

• [電話番号（Telephone Number）]：ユーザのプライマリ電話番号を入力します。エンドユー
ザは、電話機に複数の回線を接続できます。

例：26640（John Doeの社内電話番号）

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 電話機のセットアップ, （327ページ）の項に進みます。

電話機のセットアップ
電話機を設定するには、その電話機をまず識別してから、次の手順を実行して設定する必要があ

ります。

電話機の設定

ユーザの電話機モデルとプロトコルを設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストからユーザの電話機モデルを選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 4 ドロップダウンリストからデバイスのプロトコル（SCCPまたは SIP）を選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

電話機のフィールドのセットアップ

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウでは、ほとんどのフィールドにデフォルト値を使
用できます。

必須フィールドとその他の重要なフィールドを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 必須フィールドでは、値（一部は、上で示す johndoeの例に基いた値です）は、次のように設定
できます。

a) このウィンドウの [デバイス情報（Device Information）]ペイン：

• [MACアドレス（MACAddress）]：電話機のステッカーに記載されているMACアドレス
を入力します。

MACアドレスは、12桁の 16進文字列です。

例：00127F576611（John Doeの電話機のMACアドレス）

• [説明（Description）]：たとえば John Doeの電話のような説明を入力するためのオプショ
ンのフィールドです。この説明は、このユーザに関する情報検索が必要な場合に役立ち

ます。

• [デバイスプール（Device Pool）]：この電話機を割り当てるデバイスプールを選択しま
す。デバイスプールは、複数のデバイスに共通の特性（リージョン、日時グループ、ソ

フトキーテンプレート、およびMLPP情報など）のセットを定義します。

デバイスプールは、Cisco Unified Communications Serverの管理ページの [デバイス
プール設定（Device Pool Configuration）]ウィンドウ（[システム（System）] > [デバ
イスプール（Device Pool）]）で定義します。

（注）
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• [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]：ドロップダウンリストから適切な
電話ボタンテンプレートを選択します。電話ボタンテンプレートでは、電話機上のボタ

ンを設定し、各ボタンにどの機能を使用するかを特定します。

電話ボタンテンプレートは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの
[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウ
で定義します（[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話
ボタンテンプレート（PhoneButtonTemplate）]）。検索フィールドと [検索（Find）]
ボタンを併用して、設定されているすべての電話ボタンテンプレートとその現在の

設定を検索できます。

（注）

• [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]：適切なソフトキーテンプレートを選択
します。ソフトキーテンプレートは、Cisco Unified IP Phoneのソフトキーの設定を決定
します。共通デバイス設定に、割り当て済みのソフトキーテンプレートが含まれている

場合は、このフィールドを空白のままにします。

ソフトキーテンプレートは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの
[ソフトキーテンプレートの設定（Softkey Template Configuration）]ウィンドウで定
義します（[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキー
テンプレート（Softkey Template）]）。検索フィールドと [検索（Find）]ボタンを併
用して、設定されているすべてのソフトキーテンプレートとその現在の設定を検索

できます。

（注）

• [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]：ドロップダウンリストボックスを
使用して、利用可能な共通の電話プロファイルのリストから共通の電話プロファイルを選

択します。

共通の電話プロファイルは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの
[共通の電話プロファイルの設定（Common Phone Profile Configuration）]ウィンドウ
（[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファ
イル（Common Phone Profile）]）で定義します。検索フィールドと [検索（Find）]
ボタンを併用して、設定されているすべての共通の電話プロファイルとその現在の

設定を検索できます。

（注）

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]：ドロップダウンリストボックス
を使用して、適切なコーリングサーチスペース（CSS）を選択します。コーリングサー
チスペースは、ダイヤルされた番号がどのようにルーティングされるかを検索できるパー

ティション（利用可能な一連の電話帳のようなもの）のリストから構成されています。

デバイス用のコーリングサーチスペースと電話番号用のコーリングサーチスペースは併

用することができます。電話番号の CSSは、デバイスの CSSに優先します。
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コーリングサーチスペースは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
の [コーリングサーチスペースの設定（Calling Search Space Configuration）]ウィン
ドウ（[コーリングサーチスペースの設定（Calling Search SpaceConfiguration）] > [コ
ントロールのクラス（Class ofControl）] > [コーリングサーチスペース（CallingSearch
Space）]）で定義します。検索フィールドと [検索（Find）]ボタンを併用して、設
定されているすべてのコーリングサーチスペースとその現在の設定を検索できま

す。

（注）

• [ロケーション（Location）]：対象の Cisco Unified IP Phoneの適切な場所を選択します。

• [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]：ドロップダウンメニューから、割り当てられ
た電話ユーザのユーザ IDを選択します。

b) このウィンドウの [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]ペインで、ドロップダ
ウンリストから [デバイスセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]を選択しま
す。電話機のセキュリティ機能を有効にするには、デバイスタイプとプロトコルに応じた新

しいセキュリティプロファイルを設定し、電話機に適用する必要があります。電話機がセキュ

リティをサポートしない場合は、セキュアでないプロファイルを選択します。

プロファイルに含まれている設定を確認するには、[システム（System）] > [セキュリティプロ
ファイル（Security Profile）] > [電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]を選
択します。

選択するセキュリティプロファイルは、企業全体のセキュリティ戦略に基いている

必要があります。

（注）

c) このウィンドウの [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]ペインで、SIP電話機
のドロップダウンリストから該当する SIPプロファイルを選択します。

d) この電話機がCiscoエクステンションモビリティをサポートしている場合は、このウィンドウ
の [内線情報（ExtensionInformation）]ペインで、[エクステンションモビリティの有効化（Enable
Extension Mobility）]ボックスをオンにします。

e) このウィンドウの [プロダクト固有の設定（Product SpecificConfiguration）]ペインに [ビデオ機
能（Video Capabilities）]フィールドが表示される場合は、このフィールドを有効にします。

f) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 2 回線を設定します。

a) [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウで、ウィンドウの左ペインにある [回線 1（Line
1）]をクリックします。 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表
示されます。

b) [電話番号（Directory Number）]フィールドで、ダイヤル可能な有効な番号を入力します。
このフィールドには、[ユーザの設定（User Configuration）]ウィンドウの [電話番号
（Telephone Number）]フィールドに表示されるのと同じ番号が表示されます。

（注）

例：上の例で、ユーザ、John Doeの電話番号は 26640です。

c) [ルートパーティション（RoutePartition）]ドロップダウンリストから、電話番号が属するパー
ティションを選択します。電話番号へのアクセスを制限しない場合、パーティションに対して

[<なし>（<None>）]を選択します。
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d) [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリスト（[電話番号の設
定（DirectoryNumberConfiguration）]ウィンドウの [電話番号の設定（DirectoryNumberSettings）]
ペイン）から、適切なコーリングサーチスペースを選択します。コーリングサーチスペース

は、この電話番号からコールを発信できる番号を検索するための、パーティションのリストで

構成されます。選択した値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

e) [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの [コールピックアップとコー
ル転送の設定（Call Pickup and Call Forward Settings）]で、項目（[不在転送（Forward All）]、
[話中転送（内部）（Forward Busy Internal）]など）と、それに対応するコールの送信先を選択
します。

例：内線コールと外線コールがビジー信号を受信した場合に、この回線のボイスメールに転送

するには、[コールピックアップとコール転送の設定（Call Pickup and Call Forward Settings）]
ペインの左側の列で、[話中転送（内部）（Forward Busy Internal）]と [話中転送（外部）
（Forward Busy External）]の横の [ボイスメール（Voice Mail）]ボックスをオンにします。

f) [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの [デバイス...の回線 1（Line 1
on Device...）]ペインで、次のフィールドを設定します。

• [表示（内線発信者 IDフィールド）（Display (Internal Caller ID field)）]：このデバイスの
ユーザの姓と名を入力します。入力した名前は、すべての内線コールに表示されるように

なります。このフィールドを空白にして、電話機の内線番号をシステムに表示させるこ

ともできます。

• [外線電話番号マスク（External PhoneNumberMask）]：この回線からコールを発信したと
きに、発信者 ID情報の送出に使用される電話番号（マスク）を指定します。

最大 24個の番号と文字「X」を入力できます。 Xは電話番号を表し、パターンの末尾に使用
する必要があります。

例：上に示す john doeの内線番号の例で、マスクを 408902XXXXと指定すると、内線 6640か
らの外線コールには、発信者の ID番号 4089026640が表示されます。

この設定は、[共有デバイス設定の更新（Update Shared Device Settings）]をオンにし
て [選択対象を反映（Propagate Selected）]をクリックしない限り、現在のデバイスだ
けに適用されます右側のチェックボックスは、この電話番号を他のデバイスと共有

している場合のみ表示されます。

（注）

g) [保存（Save）]をクリックします。
h) このウィンドウの下部にある [エンドユーザの関連付け（Associate End Users）]をクリックし
て、設定している回線にユーザを関連付けます。 [検索（Find）]ボタンを各種検索フィールド
と併用してユーザを見つけた後、ユーザ名の横のボックスをオンにし、[選択項目の追加（Add
Selected）]をクリックします。 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンド
ウの [回線に関連付けられているユーザ（Users Associated With Line）]ペインに、名前とユー
ザ IDが表示されるようになります。

i) [保存（Save）]をクリックします。これでユーザが、電話機の回線 1に関連付けられました。
j) 電話機に 2番目の回線がある場合は、回線 2を設定します。
k) ユーザをデバイスに関連付けます。

• [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End user）]を選択します。
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•検索ボックスと [検索（Find）]ボタンを使用して、追加したユーザを探します（例：Doe
という姓で検索）。

•ユーザ ID（例：johndoe）をクリックします。 [エンドユーザの設定（End User
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

• [デバイスの割り当て（Device Associations）]をクリックします。

• [検索（Search）]フィールドと [検索（Find）]ボタンを使用して、ユーザに関連付けるデ
バイスを見つけます。

•デバイスを選択し、[選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]をクリックします。これ
でユーザがデバイスに関連付けられます。

•画面の右上にある [ユーザの設定に戻る（Back to User）]リンクの横の [移動（Go）]をク
リックします。

ステップ 3 エンドユーザの最終セットアップの実行, （332ページ）に進みます。

エンドユーザの最終セットアップの実行
[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ページが表示されていない場合は、[ユーザ管理
（UserManagement）] > [エンドユーザ（EndUser）]を選択して、設定の最後の作業を行います。
[検索（Search）]フィールドと [検索（Find）]ボタンを使用してユーザ（例：John Doe）を見つけ
た後、ユーザ IDをクリックして、そのユーザの [エンドユーザの設定（End User Configuration）]
ウィンドウを開きます。

[エンドユーザの設定（End User configuration）]ウィンドウで、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 画面の [電話番号の割り当て（Directory Number Associations）]ペインで、ドロップダウンリスト
からプライマリ内線を設定します。

ステップ 2 [モビリティ情報（Mobility Information）]ペインで、[モビリティの有効化（Enable Mobility）]を
オンにします。

ステップ 3 [権限情報（Permissions Information）]ペインで、[ユーザグループ（UserGroup）]ボタンを使用し
て、このユーザを任意のユーザグループに追加します。たとえば、「標準 CCMエンドユーザ
グループ」として定義されたグループに、ユーザを追加することができます。

設定されているすべてのユーザグループを表示するには、[ユーザ管理（User Management）] >
[ユーザグループ（User Group）]を選択します。
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ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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